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1．5 6 ！ノ

北 中央

北 中央

北 中央

粘 ・石

粘 ・石 ・土 器

粘

有

有

P － 2

P － 3 奈 乎 Ⅴ

H 5 2 0

H 5 2 1

4 B

4 B

4 B

D 23 4 B

A

A

B

N － 6 7 。… E

N　 。

2 ．6 4

2 ．3 6

2 ．0 4 0 ．3 6

0 ．1 2

7 ．1
P …1 滴 酉を・仮に長軸 とした場合

P － 1

奈 平 Ⅳ

奈 平 Ⅲ

H 5 22 H 52 1 ．F 3 6 0
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第1表　住居址計測表1
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奈平 Ⅸ
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H 56 ．7 5 A A N － 7 0 0 － E 4 ．2 4・ 4 ．00 0 ．16 20 ．4 A l（イ） 2．2 4 、 2 ．4 ／2 ．8 8 ㌦ 3 ．3 6 東 南角 粘 ・石 P － 2 P － 2

H 56 8

H 56 9

5 A A N － 6 4．。－ E 4 ．2 0 3 ．88 0 ．52 18 ．6 3 2 A l（ア） 2．2 4 、 2 ．4 ／2 ．4 8 、 2 ．52 北 中央 粘 有 貯 蔵 穴 P － 3
′丁て

奈 平 Ⅲ
5 A A N － 2 6 。－ W 4 ．5 6 4 ．52 0 ．4 ．8 23 ．0 16 A 2 ．2 8 ㌦ 2 ．3 2 ／2 ．3 6 、 2 ．4 C ソー 8 北 中央 粘 ・石 有 南 中 央出 人 口 P … 3、補 柱礎 石 の み 7 ケ

P － 1

奈 平 Ⅳ

H 57 0

H 57 1

H 57 2

H 57 3

5 A H 5 6 5 A N － 6 0 0 － E

Cン

5 ．0 4 5 ．00 0 ．36 28 ．2 2 4 A 3 ．0 8 へ 3 ．2 4 ／2 ．9 2 北 中央 粘 有 P － 5
ノ」ヽ
奈 平 Ⅲ

5 A

5 A

A N － 7　－ W 3 ．4 4 3 ．4 0 0 ．24 1 5 ．4 P … 4 奈 平 Ⅸ

H 5 7 1 A N － 2 3 0 － W 4 ．5 6 4 ．28 0 ．28 23 ．3 2 0 A 2 ．7 2 ＼ 2 ．8 ／2 ．8 8 ＼・ノ3．0 北 中央 乗寄 粘 ・石 P … 3 P … 5 奈辛 Ⅴ

5 A M 4 0 B N － 64 0 … E 3 ．2 0 2 ．68 0 ．36 1 1 ．4 北 中央 東寄 P － 1 P － 3 左 平 Ⅵ

H 57 ノ4 5 A

5 A

M 4．0

H 5 6 9

？

0

0 ．16 2 0 A 2 ．0 4 ㌧ 2 ．1 6 ／1 ．2 8 へ－1．3 2 北側 石 P － 2 P － 2
ノ丁て

奈 平 Ⅵ
H 57 5

H 57 6

B N － 2 5　－ W 5 ．5 6 4 ．72 0 ．3 6 30 ．6 A 2 ．5 6 、 2 ．8 ／2 ．5 6 ㌦・・2．6 4 D － 1 0 有 南 中 央出 入 口 P － 6 奈 平 Ⅳ

5 A B N － 6 5 0 － E 3 ．84 2 ．80 13 ．3 C 3 1 ．9 6ノ′ノノ 東南 角 ？

H ご）／7 5 A B N … 5 3 。－ E 3 ．8 0 3 ．4 0 0 ．16 1 5 ．1 北 中央 粘 ・石 奈平 Ⅳ

H 57 8

H 57 9

つ

5 A A N － 2 0 。－ W 3 ．6 8 3 ．60 1 7 ．0 南東 寄 粘 ・石 P － 2 P － 1 0 奈 平 Ⅹ

5 A

5 A

D 2 48 ．2 4 9

H 5 7 9 ．D 2 4．9

A N － 3 7 0 － W

0

4 ．4 0 4 ．24 0 ．12 20 ．8 A ？ 2 ．5 2 ！′2 ．0 4 東南 角 石 P …．1 奈 平 Ⅸ

H 58 0 A N － 3 3　… W 3 ．6 0 3 ．52 0 ．56 く16 ．8 〉 2 0 A H ア） 2．3 2 ㌧ 2 ．4 8 ／2 ．4 4 へ・2．5 2 北 中央 粘 ・石 P － 1 P － 3 み 平 Ⅲ

H 58 1

H 58 2

H 58 3

H 58 4

5 A B N ～ 5 7 。－ E 4 ．9 2 3 ．92 0 ．36 22 ．7 16 A 2 ．5 2 ′＼′2．6／2 ．2 、 2．24 北 中一央 粘 ・石 P － 2
ノブヽ

套平 Ⅲ
5 A

H 5 82

H 5 82

B N － 5 2 0 － E

0

2 ．3 6 2 ．12 0 ．28 6 ．4 A l（ア） 1．6、 1．9 2 ／1 ．6 4 ㌦ 1 ．6 8 北 中央 石 奈平 Ⅳ

5 A B N － 5 8　－ E

0

2 ．04 1 ．80 0 ．20 4 ．7 北 中央 東寄 粘 奈平 Ⅴ

5 A A N － 3 8　－ W 3 ．5 2 3 ．4 4 0 ．3 2 1 5 ．2 A 2 ．1 6 ＼ 2 ．2 8 ／1 ．9 2 ′㌧ 2．1 2 北 中央 奈 平 Ⅳ

H 5 8 こ）

H 5 8 6

5 A H 5 86 A N ～ 5 3 。－ E 4 ．0 0 3 ．72 0 ．2 8 1 7 ．6 A 2 ．3 6！2 ．2 ～2 ．5 2 北 中央 粘 ・石 P … 3 奈平 Ⅴ

5 A B N － 6 2 。－ E 4 ．2 8 3 ．84 0 ．2 4 23 ．2 A ？ 2 ．5 2／2 ．8 4 東南 角 粘 ・石 P － 2 奈 平 Ⅹ

H 5 8 ．7

）

6 A

5 A H 5 8 9 ．試 掘 ト レンチ

A N － 2 6 。－ W

°

4．2 8 4 ．08 0 ．4 4 19 ．3 A 2 ．4 8 へノ2．5 2 ／1 ．7 2 、 2 ．0 8 北 中央 石 P … 1 P … 2 、旧 住居 鉦 有
ノJヽ

奈平 Ⅴ
H 5 8 8 B N ～ 6 1 － E 4 ．1 2 3 ．08 0 ．3 6 く1 5 ．5 〉 2 4 A 3 ．0 ㌧ 3 ．0 8 ／1 ．8 へr・2 ．12 北 中央 粘 ・石

P － 3

D － 1

P － 2 、遺構 図 に誤 りが生 じて 奈平 Ⅳ

H 5 8 9

H 5 9 0

H 5 9 1

5 A

5 A

5 A

H 5 9 1

F 4 25 ．4 2 6

F 4 22 ．4 2 8

A

？

A

N … 34 。－ W

N － 33 。－…W

4 ．04

3 ．2 0

3 ．8 0

3 ．0 4・

0 ．4 0

0 ．3 6

20 ．5

12 ．3

16 A

C 2

2 ．1 2 ㌦ 2 ．6 8／2 ．3 2 ㌦2 ．3 6

！ノ′2．16

北 中央

北 中央

粘 ・石

粘 ・石

い る。本 址は H 58 9 よ り新 しい 。．・，

P － 1、遺構 図 に誤 りが生 じて

いる。本鉦 は H 58 8 より古い 。）

P … 1

遺構 凶 に誤 りが 生 じて い る 。－

奈辛 II

り

奈平 Ⅳ

H 5 9 2 5 A D 2 58 B N － 32 0 － W 4 ．28 3 ．2 0 0 ．2 0 19 ．0 A

C 2

A

2 ．2 ㌦ 2 ．6 8 ／1 ．7 2 、 2 ．0 4

！1 ．52

1 ．76 、 2 ．1 6／1．5 6 へ・′1．7 2

粘 ・石 D ～ 1

P － 2

P － 12

奈平 Ⅸ

H 5 9 3 5 A H 5 92 B N － 5 90 － E 2 ．44 ・ 2 ．0 8 0 ．2 8 く6 ．8 〉 北 中央 粘 ・石 ・土 器 奈平 Ⅴ
H 5 9 4

H 5 9 5

5 A

5 A H 5 94 ．5 9 6

B

A

N … 5 7。－ E

N － 58 。－ E

2 ．84

2 ．4 8

2 ．2 4

2 ．52

0 ．16

0 ．2 8

7 ．9

く7 ．6 〉

北 中央

北 中央 東寄

粘 ・土 器

石

奈平 Ⅴ

奈宰 Ⅳ

H 5 9 6 5 A H 5 97

D 243 ．2現．試掘 トレンチ．撹乱

A N －4 2 ㌧∴ W 2 ．92 2 ．8 0 0 ．12 9 ．7 北 中央 枯 ・石

本址 は H 5 9 6 よ り新 しい 。‥j

P － 1 、還構 図に誤 りが 生 じて

ー

奈 平 ］

H 5 9 7 5 A A N － 59 。－ E 3 ．36 3 ．0 4 0 ．16 1 1 ．4 北 中央 石

いる。）本址 は H 〇9 5 より古い。二つ

旧住 居址 ・古 住 屠址 有 奈平 Ⅵ

H 5 9 8 5 A り

A

り

N － 57 0 － E 4 ．20 4 ．0 8

0 ．10

2 0 ．2

東 南 角 石 南北 を仮 に長 軸 と した 場 合 奈平 Ⅹ

H 5 9 9

H 6 0 0

5 A

5 A D 24 1

0 ．2 8

0 2 0

A lげ ） 2．28 ′、 2．4 ／2 ．9 2 、 3 ．0 8 北 中央 石 P － 1

P － 1

奈乎 Ⅴ

H 6 0 1

H 6 0 2

5 A

5 A

H 60 0 ．D 24 1 ．2 5 1

H 60 1

B

B

N － 58 。－ E

N － 33 。－ W

5 ．12

2 ．64

4 ．0 4

2 ．3 2

0 ．0 8

0 ．16

く2 9 ．3 〉

7 ．3

A 2 ．0 へ 2 ．04 ／2 ．0 ㌦ 2 ．0 4 南 西 角

北 中央

粘 ・石

？

奈 平Ⅵ

？

第2表　住居址計測表2



三　一リV一　胞

十十卑－
ヤ“・ニニ　恕 日用 与T g笥 r；“、ヰ‾1、T　fは，マ

ここ　r．′
い・※41 F斗H　HT こい48で。　‾ここ私道〃∵苫聖±qち

濁置
お

′．ニ幻㌢甲
ほ‾儲　”

匪 雷だ

H 6 03

H 6 04

Ii 6 （．）5

H 6 0 6

5 A

5 A

H 6 0 4 ．6 3 1 A N － 8 6 0 － E

Cつ

3 ．4 4 3 ．13 0 ．2 0 12 ．6 2 0 A 2 ．2 8 、 2 ．4 4 ／1．9 2 ㌦ 2 ．0 4 北 中 央 粘 ・石 有 P － 1 奈平 I

A N － 3 5　－ W

0

4 ．3 2 4 ．0 0 0 ．12 2 1 ．8 A 2 ．4 8 、 2 ．5 6／2 ．4・一㌦2 ．5 2 東 南 角 粘 ー平 Ⅹ

5 A H 60 4 A N － 63　－ E

・°

4．0 0 3 ．9 2 0 ．4 ・0 2 0 ．7 A 2 ．6 ′・＼2．7 2 ／2 ．0 、 2 ．0 8 北 中 央 粘 ・石 D － 1 P － 2 ‾平 Ⅲ

5 B M 4 ／．4 9 A N － 22　… W 4 ．2 4 3 ．8 4 0 ．2 8 2 1 ．0 1 6 A 2 ．3 2 、 2 ．4 ／2 ．2 、 2 ．′18 北 中央 粘 有 南 中央 出 人 口 P － 1 P － 1 奈辛 Ⅴ
H 6 0 7 5 B H 60 6 ．M 4 9 り

・Cl

0 ．2 4 P － 2
′］ヽ
？

H 6 0 8 5 B M 4 9 A N － 62　－ E

Cつ

3 ．0 8 2 ．8 0 0 ．10 く1 1．0 〉 東 南 角 有 P － 1 ？

H 6 0 9 5 B A N － 6 9　－ E

Cつ

3 ．16 2 ．8 8 0 ．3 2 1 1．2 束 中央 南寄 粘 P －．1． 奈乎 Ⅴ

H 6 1 0 5 B M b l B N － 6 7　… E

°

3．84 2 ．8 0 0 ．6 0 14 ．1 北 中央 粘 P … 4 P － 2 奈 平 Ⅴ

H 6 1 1

、　　J．

5 B H 6 10 ．F 43 8 ．M 5 1 B N ～ 58　－ E

°

3．76 2 ．7 6 0 ．56 く13 ．5 〉 10 C 2 1 ．8 ／ P － 4 P － 3 奈平 Ⅳ

H 6 1 2 5 B M 5 1 B N … 6 8　－ E

Cフ

2 ．68 2 ．4 0 0 ．28 7 ．8 12 A l（ア1 0 ．9 6 ＼ 1 ．0 8 ／1 ．3 2 ′＼ 1．5 2 北 中央 粘 ・石 P … 1． P … 2 奈 平 Ⅲ

H 6 1 3 5 B B N － 2 7　… W 6 ．7 2 5 ．2 4 0 ．24 4 2 ．4 16 JA 1（アl 2 ．0 8 ′・㌦2．7 6 ！2 ．16 ㌦ 2 ．2 8 東南 角 粘 ・石 有 P － 5 P － 1 2 ≠ニi平 Ⅸ

H 6 1 4 5 B A N － 6 0 。－ E 2 ．64 2 ．4 0 0 ．28 8 ．3 北 中央 粘 ・石 ′rヽ
奈 乎 Ⅵ

H 6 1 5 5 B B N － 2 1 。一一W 4 ．9 6 3 ．80 0 ，3 6 2 2 ．8 16 A 1 ．8 へ・2 ．8 4ノ．1．6 4 ＼ 1 ．9 2 北東 角 粘 ・石 P － 5 P － 2 旧 カ マ ド東 南 角 に有 奈 平 Ⅸ

H 6 16 5 B H 6 1 5 B N － 6 6 。－ E 3 ．5 6 2 ．4 4 0 ．44 く10 ．8 〉 北 中央 西 寄 粘 ・石 有 南 中 央 出 入口 P － 6
ヽ 刀＼

≠喜平 Ⅳ
H 6 17 5 B 撹 乱 B N － 4 9 。－ E

°

2．9 6 2 ．4 0 0 ．0 8 9 ．5 南西 角 P － 5
′Jヽ
り

H 6 18 5 B F 4 0 2 ．D 2 4 5 A N … 4 6　－ W 3 ．2 4 3 ．04 0 ．1 2 12 ．2 2 0 A 2 ．1 6 ＼2 ．4 4 ／2 ．0 8 ＼r2 ．2 4 北 中央 P … 1 ノこ‾
フJ
オ
フ丁

壬平 I

喜平 Ⅲ
H 6 19 5 A A N － 4 0 。－ W 4 ．5 6 4 ．40 0 ．2 8 22 ．1 2 4 A 2 ．4 ′・＼－2 ．7 2 ／2 ．6 4 ＼ 2 ．8 北 中央 西 寄 粘 有 P … 8
H 6 2 0 5 B B N － 7 0 0 － E 3 ．6 4 3 ．24 0 ．3 2 14 ．5 北 中央 有 三平 Ⅳ
H 6 2 1 5 B 撹 乱 B N － 7 4 。－ E 3 ．2 O 2 ．6 0 0 ，1 6 10 ．4 南 中 東 山 入日 P － 1 P － 2 ’平 Ⅳ
H 6 2 2 5 B B N － 7 8 。－ E 3 ．3 2 2 ．64 0 ．1 8 10 ．7 北 中央 粘 ・石 P － 3 ；平 Ⅳ
H 6 2 3 5 B A N － 1 4 。－ W 5 ．5 3 5 ．20 0 ．14 3∠1 ．2 2 0 A 2 ．5 2 ＼r3 ．1 6 ／2 ．9 6 へ－・3．16 東南 角 粘 ・石 P － 1 P － 5 ドⅩ
H 6 2 4 5 B H 6 2 3 A N … 8 0 。－ E 3 ．1 6 3 ．00 0 ．1 6 く10 ．6 〉 東南 角 粘 有 P － 1 IとⅣ

円 丑
H 6 2 5 5 B B N － 7 1 。－ E 3 ．4 0 2 ．80 0 ．24 12 ．1 2 0 C 5 5 ．0 ／ノノ 北 中央 西 寄 石 P － 2

H 6 2 6 5 B H 6 2 b ．F 4 7 5 A N － 1 6 0 － W 3 ．8 4 3 ．60 0 ．4 0 く16 ．5 〉 2 0 A 1．4 、 2 ．4 4 ／2 ．0 4 、 2 ．2 4 P － 1 喜平 Ⅲ
H 6 2 7 5 B A N － 1 7 0 － W 3 ．2 4 3 ．00 0 ．4 0 1 1 ．6 北 中央 東 寄 土 器 有 南 中 央 出人 口 P － 1 P － 1 そⅥ
H 627 （旧） 5 B B N － 7 8 。一 E 2 ．9 6 2 ．40 9 ．3 東 中央 P … 3 P － 2

H 6 2 8 5 B H 6 3 5 A N … 7 4 。－ E 3 ．8 8 3 ．68 0 ．44 1 7 ．2 1 2 ノ、24 A 1 ．9 2 ＼－2 ．0／2．0 北 中央 粘 有 南 中 央 出入 日 P － 1 P … 1 プニ
」
F V

I捕 28 （旧） 5 B H 6 3 5 A N … 7 4 。－ E 3 ．6 0 3 ．52 0 ．1 2 1 5 ．4 北 中央 P － 3 P － 2
′　ヽ

H 6 2 9 5 B H 6 2 5 ．6 2 7 ．62 8 り 0 ．4 8 2 4 A 2 ．3 6 ＼－2 ．5 2 ／2 ．2 8 へノ2．3 2 北 中央 西 寄 粘 ・石 P － 5 P －3 、東西を仮に良軸 とした場合 奈 乎 Ⅳ

H 6 3 0 5 A H 5 8 5 ．5 8 6 り 0 ．0 8 A 2 ．3 2 、 2 ．4 8 ／2 ．2 8 ノH、2 ．4 8 東 西 を仮 に 長軸 と した場 合
ノ　ヽ
奈 平 Ⅲ

H 6 3 1 5 A H 6 0 0 ．6 0 1 ．D 2 4、1 ．2 5 ．1 り 0 ．1 6 A 2 ．6 4 ＼3 ．0 ′／2．8 ′・㌦3．0 北 中央 ？ 石 有 P － 1 P －9 、南北を似 二封 由とした場合
ノ　ヽ
奈 平 Ⅴ

H 6 3 2 5 B M 4 7 ．4 9 A N － 2 3 0 一一W 4 ．7 6 4 ．64 0 ．3 2 2 5 ．7 16 A 2 ．9 2 ㌔2 ．9 6 ／2 ．9 2 へノ3．0 北 中央 粘 有 P － 4 奈 平 Ⅳ

H 632（旧 5 B M 4 7 ．4 9 B N － 6 1 く．一一 E 4 ．0 8 3 ．48 0 ．24 18 ．1 A 2 ．2 8 ㌦ 2 ．3 2 ／′2．16 ＼ノ2．2 P … 1

H 6 3 3 5 B H 6 34 ．F 4 6 9 A N － 2 1 。－ W 4 ．7 6 4 ．72 0 ．4 8 26 ．3 2 4 A 2 ．4・へノ2 ．6 4 ／2 ．4 8 へ・2．52 北 中央 粘 ・石 ・土 器 P － 9 奈 平 Ⅲ
H 6 3 4 5 B B N － 6 6 。－ E 3 ．6 8 2 ．96 0 ．3 6 12 ．8 北 中央 P － 1 P － 1 奈 乎 Ⅵ
H 6 3 5 5 B H 6 34 A N … 8 0 。－ E 6 ．1 2 5 ．68 0 ．28 4 1 ．3 A （イ） 3．04 ／2 ．9 3 ′＼3 ．0 4 C ソー12 ？ 北 中央 粘 ・石 南 中 央 出人 口 P － 14 、 P － 2 奈 平 Ⅴ

H 6 3 6 5 B H 6 13 ．M 5 0 り 0 ．16 P … 1 P － 2 奈 ‾こi‾雄 7

H 6 3 7 5 B H 6 34 ．6 3 5 ？ 0 ．4 0 C 2 2 ．1 6！ノ P …2、東西 を仮に長軸 とした場合 ［iilⅢ

H 6 3 8 5 C A N － 7 8 。－ E 5 ．48 5 ．4 4 0 ．60 3 3 ．4 2 4 A 3 2 ．3 6 ㌦ 2 ．4 ／2 ．4 北 中央 地 山削 出 ・粘 有 P － 2、間仕 切 り4 ヶ所 Ⅲ
H 6 3 9 5 C A N － 2 0 － W 4 ．1 6 4 ．12 0 ．4 4 18 ．8 2 4・ A 2 ．5 2 ㌦ 2 ．6 ／2 ．7 2 ㌦ 2 ．8 4 北 中央 粘 ・石 有 P －2間仕切り4ヶ所 P － 1 一Ⅲ
H 6 4・0 5 C A N － 6 8 。一一 E 5 ．24 5 ．0 4 0 ．64 2 9 ．4 A 3 ．8 ′／3 ．3 6 へ 3 ．7 4 北 中央 地 LL強価 ・粘 有 P － 3 ふⅢ
H 6 4 1 5 C B N － 2 9 0 － W 3 ．48 2 ．12 0 ．16 8 ．2 北東 寄 ？ 有 イⅢ

H 6 4 2 5 C A N － 23 。－ W 4 ．68 4 ．6 0 0 ．52 2 3 ．2 2 4 A 3 2 ．4 、 2 ．4 4 ／2 ．16 へ 2 ．4 8 北 中央 粘 ・石 有 P － 2 P …1 、間仕切 り5ヶ所、旧カマ ド有 ‾Ⅲ

H 6 4 3 5 C A N － 1 0 。－ W 5 ．08 4 ．9 2 0 ．64 2 8 ．2 2 8 A 3 3 ．04 ′・＼3．0 8 ／‘2 ．9 2 北 中央 地 山削 出 ・粘 有 P － 1、間仕 切 り4 ヶ所 、ii一一Ⅲ

H 6 4 4 5 C M 20 B N － 8 7。－ W 4 ．12 3 ．5 6 0 ．4 ・8 1．5 ．6 12 C 2 2 ．28 ／ノノ 北 中央 地 山削 出 ・粘 有 南 中央 出 入 ［二て P － 2 古 Ⅲ

H 6 4 5 5 C B N － 1 7。～ W 4 ．24 3 ．6 8 0 ．6 0 17 ．9 2 （．） A 1 ．96 へ 2 ．2 8／ノ2 ．2 ㌦ 2．2 8 北 中央 粘 ・石 南 中央 出 入 口 P － 2
京 平 Ⅲ

H 6 4 6 5 C F 4 53

M 20

B N － 6 50 － E 4 ．00 2 ．3 2 0 ．4 4 9 ．6

2 0

C 2 2 ．0／′ノ 北 中央 粘 有

D … 1

P － 2 占 Ⅲ

H 6 4 7 5 C A N － 7 9。－ E 4 ．08 3 ．8 8 0 ．56 ．18 ．0 A 3 2 ．4 8 、 2 ．5 6／2 ．3 6 、 2 ．4 北 中央 東寄 地 山削 出 ・粘 ・石 有 P － 5、間仕 切 り2 ヶ所 ？ 古 Ⅲ

H 6 4 8 5 C B N … 84 。－ E 4 ．4 0 3 ．8 4 0 ．2 8 19 ．3 1 2 A 2 ．72 へ 2 ．9 6／2 ．7 2 ′㌦2 ．7 6 北 中央 地 山削 出 ・粘 ・石 有 P － 1 古 Ⅲ

H 6 4 9 5 C A N …P70 。－ E 3 ．92 3 ．9 2 0 ．5 2 15 ．9 1 2 A 3 2 ．4 ・′、 2．4 8 ／2 ．5 6 北 中央 西寄 地 山削 出 ・粘 ・石 有 P … 1 P －1、間仕切 り2 ヶ所 、旧カマ ド有 古 Ⅲ

H 6 5 0

H 6 5 1

5 C

5 C

H 64 9 ．M 1 7

H 6 52 ．M 1 7

A

り

A

N － 8 7。－ W

N － 15 。－ W

4 ．60

3　6 8

4 ．2 4

3　6 4

0 ．4 4

0 ．3 2

0 3 2

2 1 ．1

2 0 ．0

14　8

2 0

1 6

A 3

C l

2 ．6 ㌦ 2 ．6 4 ／2 ．4 4 へ 2 ．6

．！4 0 8

北 中央 東寄

北 中央 西安

粘 ・石

地 IvvI」削 出 ・粘 ・石

石

有

有

P － 1 P － 3 、間仕 切 り4 ヶ所 ？

P － 1

P － 3

占 Ⅲ

古 Ⅲ

H 6 5 2 5 C
＼　　 PJ

北 中 央 西壬左

H 6 5 3

H 6 54

5 C

5 C

H 6 52 ．F 52 3

H 82 ．96．99 ．F 4 77．495 ．〕265

A N － 1 。一 W 3 ．76 3 ．6 0 0 ．2 8 く14・．3 〉 1 2 A 2 ．2 4 ′＼ 2．3 6／2 ．1 2 ㌧2 ．2
＼　　 首J

北 側
コ

有 P － 2

フ下平 1

古 Ⅳ
A

り

N － 2 。－ W 7 ．8 8 7 ．6 8 0 ．5 6 く6 7 ．2 〉

10

A 3 4 ．4 、 4 ．5 6 ／4 ．3 2 、 4 、．5 2 北 中 央 粘 ・石 有 張 出 P － 5 間仕 切 り5 ヶ所 古 Ⅲ

H 6 5 5 5 C H 66 ．6 5 7 ．F 4 6 6 0 ．4 0 A 3 ．76 ／3 ．3 2 ～ 3 ．5 2 北 中 央 地 山削 出 ・粘 P －2 南 北 を 仮 に長 軸 と した場 合 古 Ⅲ

第3表　住居址計測表3



E 欝三㌔1怨
芸儀諭

良三き
Jニ

吉 稽萄ゼ 封叫
m・．‘こけヨhサJ・11l Yl ’ぢ’’二義 E Jlゎ キ に慮儲環領ニー・・

絹 iL音 2 1－
H 6 56

に

5 C F 46 3．46 4．4 65 ．4 66 ．4 67 ．4 90 A N － 5 5 。－ E

N － 3 1 ㌧∵W

N － 2 0 0 － W

N － 1 8 。－ W

0

3 ．6 0 3 ．4・8 0 ．3 6 1 4 ．7 A 2 ．0 8 ㌦ 2 ．2 ／2 ．0 ＼ 2 ．2 4 北 軒 ・買
地 山 削 出 ・粘 ・石 有 P … 1 古 Ⅲ

H 6 こ）7 5 C A 3 ．6 8 3 ．5 2 0 ．6 8 1 5 ．8 2 4 A 2 ．8 ′・／′1．76 ′、 1．8 北 中央 粘 ・石 P － 3 奈 平 Ⅲ

H 6 58

に

5 B F 4 7 1

H 6 2 7 ．F 4 4 7 ．M 4 ．7

A 4 ．4・0 4 ．3 6 0 ．4・0 2 0 ．9 A 2 ．8 ′、 2．9 6 ／2 ．8 8 、 2 ．9 2 北 中央 西 寄 粘 ・石 南 中央 出 入＝ P … 5 P － 2 奈 i円 ／

H 6 こ）9

H 6 60

H 6 6 1

H 6 62

5 B

5 B

5 B

B

A

2 ．8 0 2 ．2 8 0 ．0 8 く8 ．2 〉 東 中央 南 寄 有 不 明

1　「

N － 7 4　～ E

N － 17 。－ W

0

3 ．／2

4 ．3 2

3 ．3 6 0 ．4 8 1 5 ．2 A H ィ．．； 1．8 8 ㌦ 2 ．3 2 ノ／2．2、 2．3 2 北 「†1央 西 宮 粘 南 中央 出 入口 P － 1． 奈乎 Ⅴ

H 6 こ）8．66 0 ．D 6

H 6 6 0 ．F 4 8 8

A 4 ．2 4 0 ．4 4 く2 1 ．1 〉 2 0 A 2 ．2 ／2 ．76 、 3 ．04 有 南 中央 出 入 L l P － 1 奈 平 Ⅳ

5 B B N － 8　－ W

N － 2 1 。－ W

N － 7 4 0 － E

N － 7 4 。－ E

N － 5 8 0 － E

N － 6 2 。－ E

N … 6 6 。－ E

N － 7 3 。－ E

N － 2 4 。… W

°

2 ．8 4・ 1 ．8 8 0 ．1 6 く6 ．4 〉 B ？ ？！1．0′＼ 1．0 8 不 明

H 6 63

H 6 64

H 664 日m

H 6 65

H 6 66

日666 胴）

H 6 67

H 6 68

H 6 69

5 B A 4 ．8 0 4 ．5 6 0 ．2 8 2 5 ．4 A 2 ．8 4 ′＼－2．9 2 ／／2．84 ㌔ 3 ．0 北 中央 酋 寄 石 南 中央 出 人 口 P … 10 P － 6 奈 宰 Ⅴ

5 B B 3 ．6 8 3 ．0 4 0 ．2 8 1 2 ．7 北 中央 石 南 中央 出 人 口 P － 3 奈 平 V

B 3 ．4 0

5 ．2 0

2 ．8 0

5 ．0 4

0 ．0 8 1 0 ．6 北 中央 P － 2

5 B

r

H 6 6 4 ．F 4 8 0 A 0 ．3 2 く2 8 ．4 〉 24 A 2 ．7 6 ㌔ 2 ．8 4 ／2 ．92 へ 3 ．24 北 中央 粘 有 P － 1 P － 1 古 Ⅲ

o B B 4 ．4 0

3 ．9 2

2 ．8 4

2 ．0 0

0 ．3 6 1 4 ．4 北 中央 西 寄 粘 ・石 P … 1 P － 2 奈平 Ⅴ

こ

B

B

0 ．2 0 9 ．4

5 B H 6 6 6

F 4 7 0 ．4 9 3 ．M 48

3 ．0 4

4 ．3 6

2 ．4 4 0 ．4 4 8 ．9 北 中央 西 寄 粘 有 P … 2 奈 辛 Ⅴ

5 B

に

A 4 ．2 0 0 ．4 0 2 0 ．4 2 0 A 2 ．4 ㌦ 2 ．4 8 ／ノ2．4 8 、 2 ．64 北 中央 東 寄 地 山 削 出 ・粘 有 貯蔵 穴 P … 3 古 Ⅲ

o C B N － 6 7　… E

°

2 ．0 4

3 ．6 8

1 ．3 4

3 ．6 0

0 ．1 6 3 ．4 C 2 1 ．4 4 ／ノ′′ 北 中央 東 寄 粘 ・石 P － 1 奈平 I

H 6 70

H 670 （′旧）

5 D A N － 2 8　－ W

°

0 ．3 2 1 6 ．1 北 中 央束 寄 粘 ・石 P － 2 奈 平 Ⅲ

rこ

B N － 6 9　－ E

°

2 ．4 8 2 ．0 0 0 ．0 4 6 ．3 北 中央 P － 11

H 6 7 1 o D

H 6 7 3 ．67 4 ．F 50 0

B N … 1 9　－ W

N － 6 7 。－ E

N － 7 3 。－ E

5 ．2 0 3 ．8 8 0 ．4 8 2 4 ．2 A 2 ．4 4 ′＼ 2．6／1．84 ㌦ 2 ．24 東 南 角 粘 ・石 P － 5 P … 4 不 明

H 6 72 5 D B 4 ．1 6 3 ．4 4 0 ．1 6 く1 8 ．0 〉 北 中央 石 P － 1 P － 1 奈平 Ⅴ

H 6 73

H 6 74

5 D

［こ H 6 7 1 ．67 3

B 3 ．1 2 2 ．6 0 0 ．2 0 1 0 ．8 北 中央 石 P － 3 奈平 Ⅵ

o D 7 0 ．2 4 1 6 B 2．2ト 2．52 ＼2．56・・0．8＼1．12、1．4卜 1．68 北 中央 粘 ・石 P－1、柄 を酢二長軸とし璃 告潮 路 繍 奈 平 Ⅴ
H 6 75 5 D

5 D

H 6 7 4 ．67 6 り

N － 6 7 。－ E

C7

？ 北 側 石 奈 平 Ⅳ

H 6 76 H 6 ／4

H 6 7 4 ．F 5 2 6

A 4 ．飢 4 ．5 2 0 ．2 8 2 5 ．8 2 0 B 0．鯨＼′1．08へ2 ．76、2湖 2．ト 2．6㌦2．72 東 南 角 粘 P － 1 5 、焼 士有 P － 2 奈 平 Ⅵ

H 6 77

1　．1

5 D

rこ

A N － 2 2　… W

°

7．9 2 7 ．4 8 0 ．8 0 6 6 ．3 2 0 B 4 2．0、2．2ト・2．48 ＼・2．72 くて・呈．92へ5．16 、5．28 C ソー 34 北 中央 粘 ・石 南中央 出人 口、張 出 P － 4 奈 平 Ⅲ

H 6 78

H 67狛印

H 6 79

H 68 0

o D A

A

N － 1 9　－ W

0

5 ．2 8 4 ．9 2 0 ．5 6 3 0 ．3 2 0 A 2 ．12 へ3 ．16 ／2 ．92 ㌦ 2 ．96 B … 2 北 中央 粘 P － 1 P － 1 奈 平 Ⅲ

f＝

N － 1 6　－ W

N － 6 7 。… E

Cl

4 ．6 4 4 ．0 8 0 ．2 0 2 1 ．6 北 中央 有 南 中央 出 入 H P － 1

o D

rこ

A 5 ．2 4 5 ．1 2 0 ．1 2 く3 3 ．3 〉 24 A 3 ．2 ′＼ 3．4 8 ／／2．9 6 へ 3 ．16 東 南 角 石 有 D －．1、P － ．1 P － 1 不 明

o D

に

M 5 8

に　′‾

B

A

N ～ 6 2 ．－ E

Cさ

2 ．5 2 2 ．0 4 0 ．2 8 く6 ．2 〉 P － 6 古 Ⅳ ？

H 68 1

H 68 2

．〕

o D F 5 1 ／ N － 6 8　－ E

N － 1 5 0 － W

N － 7 5 0 － E

N … 2 4 0 － W

N ～ 2 2 。－ W

4 ．6 8 4 ．5 6 0 ．2 8 2 5 ．0 東 南 角 石 P － 6 P － 3 奈平 Ⅸ

5 D

⊂

A 2 ．8 0

3 ．8 8

2 ．6 4 0 ．3 2 9 ．9 B l 0 ．92 、1．0 へ－1．08．．・・・．．′1．92 、r2．2 へ・3．2Zノ呈 北 中央 粘 ・石 有 南 出入 「‾1 奈 平 Ⅴ

H 68 3

．’1

5 D

∴

M こ〕8 A 3 ．8 4

4 ．9 6

0 ．4 0 く1 8 ．0 〉 12 B 4 1適ト 1．76、2．（用 56 ＼・0．6＼1．12 ＼2．32 北 中央 石 ・土 器 D － 1 、P 一 ．1 奈 平 Ⅴ

H 68 4 o D

に

A 5 ．5 2

5 ．6 4

0 ．6 8 3 3 ．2 A 3 ．0 ′㌦ 3．4 8 ／2 ．28 へ 2 ．96 北 中央 地 山 削 出 ・粘 南 中央 出 入 L J P － 7 P － 2 奈 平 Ⅴ

H 68 5

H 68 6

つ

o D

H 6 8 5

どこ

A 5 ．4 8 0 ．4・4 3 5 ．2 1 6 A （イ） 2 ．8 4 、3 ．0 ／3 ．12 ㌦ 3 ．2 C － 4 北 中央 石 P －．1．1 P － 3 奈 平 Ⅴ

5 D ？

N － 2 4 。－ W

0 ．3 6 1 6 A 2 ．6 2 ＼・2 ．9 2 ／2 ．56 ㌦・2．9 2 北 側 粘 ・石 南 山入 口 P － 1 P －2、P 7P仕組齢骨は渥撼 二鍋と1ノた賠 奈 平 Ⅳ

H 68 7 5 D D 2 7 こ） A 4 ．8 4 4 ．6 0 0 ．3 2 2 5 ．7 16 A 2 ．6 8 ／′2．4 8 ㌦ 2 ．8 4 北 中央 酋 寄 粘 ・石 P ～ 5 奈 辛 Ⅵ
H 68 8 5 D

6 A

H 6 7 4 ．6 7 5 ．6 76 ？

N － 6 0 0 － E 2 ．7 6 r．

0 ．3 2 12 C 2 ？ ？ 北 側 粘 ・石 P － 1 P － 1 奈 平 Ⅴ

rI 69 0

H 6 9 1 H 6 9 7

B

i

2 ．3 2 0 ．4 0 7 ．9 16 A l（エノ） 1．7 2 へ′1．9 6 ／2 ．4 4 、 2 ．5 6 北 中央 粘 ・石 奈 平 Ⅳ

6 A フ 0 ．5 2 A 2 ．8 、3 ．16 ／1 ．92 ㌦ 2 ．4 8 北 側 粘 東 西 を仮 に 長軸 と した場 合 奈 乎 Ⅲ
H 6 9 2

H 692川‥．H

H 6 9 3

6 A B N － 7 0 。－ E

N … 7 1 0 － E

N － 7 3 0 … E

4 ．2 4 3 ．60 0 ．4 0 1 8 ．7 2 0 A 2 ．1 6 ㌧2 ．2 4 ／1 ．9 2 、 2 ．0 8 北 中央 粘 ・石 南 中 央 出入 日 P － 2
ノJヽ
奈 平 Ⅳ

6 A H 6 9 0

B

A

3 ．6 4

4 ．0 4

2 ．68

3 ．76

0 ．1 2

0 ．4・8

1 2 ．3

1 6 ．9

12

2 0

C l

A

3 ．4 8 ／ノ

2．0 8 へ 2 ．2 ／1 ．8 ㌦ 1 ．92

北 中央

北 中央 東 寄 地 L．I」削 出 ・粘 ・石

南 中 央 出人 口

P － 4

P － 4

P －1 、東西を仮に長軸 とした場合

P － 2

古 Ⅲ
H 6 9 4

H 6 9 5

6 A

6 A

H 6 9 2

H 6 9 7 7 0 3

A

り

N － 2 4 0 － W 4 ．0 0 3 ．84 ． 0 ．4 0

0 24

く1 8 ．8 〉 12

16

12

A

A ‘7

2 ．0 4 ′＼2．1 6 ／2 ．6 4 ＼ノ2．6 8

4 1 6 ′‘′3 4

北 中央 地 山削 出 ・粘 南 中 央 出人 口
I
奈 平 Ⅴ

H 6 9 6 6 A 試 掘 トレ ンチ A N － 74 。－ E 3 ．64 3 ．60 0 ．56 1 6 ．6 A
ノ

2 ．5 2 へ・2．7 2 ／1 ．4 8 ㌦2 ．1 2

北 中央

北 中央

粘

粘 P － 1

奈 辛 Ⅲ

不 明
H 6 9 7 6 A M 4 6 A N － 2 2 。－ W 3 ．72 3 ．60 0 ．52 16 ．0 A 2 ．1 6 、 2 ．4 ／2 ．7 6 へrr2 ．8 8 北 中央 粘 P － 7 奈乎 Ⅳ
H 6 9 8

H 6 9 9

6 A

6 A

F 5 12 ．5 3 0 ．M 4 8 A

A

N － 6 2 。－ E

N － 22 。－ W

3 ．88

4 36

3 ．8 4

4 3 2

0 ．2 4

0 4 8

16 ．5

23 1

A 2 ？

A

1 ．68 へ 1 ．8 8 ／1 ．8 ノ＼ 2．0 8

ワ 4 8 ㌦ 2　 〕／2

北 中央 地 山削 出 ・粘

、′［　‾　一

P － 2 古 Ⅲ

H 7 0 0 6 A
」．　　 ．6 8 ．3 2 ㌦ 2 ．4 北 中央 、舌 ・H ・石 P － 1 占 Ⅳ

撹 乱 A N － 73 0 － E 6 ．4 0 6 ．3 6 0 ．4 8 4 3 ．8 2 2 A 3 ．92 ／3 ．8 北 中央 粘

粘 ・石

有 P － 2 古 Ⅲ
H 7 0 1 6 A A N － 7 1。－ E 2 ．72 2 ．6 8 0 ．2 0 10 ．1 1 2 C 3 ！′1．72 東 南 角 P － 5 P － 2 奈乎 Ⅴ
H 7 0 2 6 A A N － 76 。－ E 2 ．8 4 2 ．3 2 0 ．4 4・ 6 ．9 A （ア） 2．16 へ 2 ．2 8／1 ．9 2 ′＼ 1．9 6 北 中央 石 P －4 奈平 Ⅴ

第4表　住居址計測表4



瀾蒜
ヨごi

Jニ
・写W に慧 蛋識 者

よ．ニご　郷 ≡三　一で．ヨ
lhY 、JH ニ山　　　一1ぢ‘ニ　憲 削膳滝贈洪 P　昏　こご

嬬 転 雲ニ

H 7 0 3 6 A H 69 6 A N － 23 0 －－W 4 ．7 2 4 ．56 0 ．52 く24 ．5 〉 A 3 ．0 、 3 ．0 8 ／2 ．4 、 2 ．4 4 ヨヒ中買
粘 ・石 ・土 器 P － 2 奈 平 Ⅴ

H 7 0 4 6 A H 4 90 ．F 5 6 2 B N － 2 0 － E 2 ．4 2 1 ．88 0 ．16 く6 ．7 〉 P … 3 不 明

H 7 0 5 6 A M B N － 0 。－ W 2 ．5 6 2 ．12 0 ．32 6 ．9 P － 1 古 Ⅲ

H 7 0 6 6 A F 5 6 5 ．5 6 6 A N － 7 8 0 － E 4 ．0 8 3 ．84 0 ．4 4 1 7 ．9 2 0 A 2 ．0 、 2 ．0 8 ／1 ．8 8 ㌦ 1 ．96 北 中央 地 山削 出 ・粘 ・石 有 P － 1． 古 Ⅲ

H 7 0 7 6 A H 7 0 1 A N － 7 4 0 － E 4 ．2 4 4 ．00 0 ．20 2 1 ．0 10 A 2 ．0 ㌧ 2 ．2 ／／1．56 ㌧ 1 ．9 6 北 中央 粘 ・石 P － 2 P － 3 奈 平 V

H 7 0 8 6 A F 5 6 9 ．M 4 6 ？ 0 ．2 0 12 A l（イ） 3．1 3 、 3 ．4 8 ／2 ．12 ㌦ 2 ．2 東南 角 石 P － 1 P －2 、南北を仮に長軸 とした場合 奈 平 Ⅸ ？

H 7 0 9 6 A A N － 7 0 。一 W 4 ．5 6 4 ．3 6 0 ．64 2 3 ．8 8 A 2 ．2 4・㌦ 2 ．3 2 ／2 ．12 ＼・2．2 北 中央 粘 P － 3 奈平 I

H 7 10 6 A M 4 1 ．撹乱 B N － 7 5 0 － E 3 ．1 2 2 ．5 2 0 ．4 0 9 ．8 北 中央 東 寄 粘 P － 2 P … 2 奈平 Ⅳ

H 7 11 6 A H 6 9 0 ．6 9 2 A N － 1 8 。－ W 3 ．4 0 3 ．2 0 0 ．6 0 1 3 ．2 1 6 A 1 ．8 4 、 2 ．2 8 ／1 ．9 2 、 2 ．0 北 中央 粘 ・石 古 Ⅲ

H 7 12 6 A A N － 2 6 。－ W 3 ．4 4 3 ．3 6 0 ．4 0 1 3 ．6 1 6 A 1 ．8 8 、 1 ．9 2 ／2 ．0 ㌦ 2 ．12 北 中央 粘 ・石 P … 1 古 Ⅲ

H 7 13 6 A F 1 8 0 A N － 6 0 。－ E 3 ．2 4 3 ．1 2 0 ．5 2 1 1 ．9 1 2 C 2 1 ．4 ／′′′． D … 2 北 中央 粘 南 山入 口 P － 1 奈乎 I

H 7 14 6 A A N － 2 4 。－ W 4 ．7 2 4 ．4 0 0 ．6 4 2 4 ．5 2 0 A 2 ．3 6 ′㌧ 2．4／2．68 、 2 ．7 2 北 中央 粘 南 中央 出 入 H P － 5 P － 1 奈辛 Ⅳ

H 714 （旧 B N － 6 4 。－ E 4 ．1 6 3 ．1 2 0 ．3 2 1 6 ．4 2 0 A 2 ．0 、 2 ．2 8 ／2 ．3 2 ′＼ 2．4 南 中央 出 人口

H 7 15 6 A F 5 9 0 ．59 1．D 2 79 ．M 4 6 A N － 7 2 。－ E 4 ．2 0 3 ．7 6 0 ．4 0 2 0 ．2 1 6 B 3 2 ．3 2 へ′2．4 4／0 ．8 ＼r2 ．2 ＼2 ．2 4 北 中央 粘 ・石 南 出入 口 P － 11 P － 2 奈平 Ⅳ

H 7 16 6 A F 2 1 6 A N － 7 6 0 － E 3 ．2 0 3 ．0 0 0 ．4 0 1 2 ．0 1 6 A 2 ．2 4 ノ＼ 2．4／1．8 8 ′＼・2．0 北 中央 粘 ・石 P － 5 奈平 Ⅲ

H 7 17 6 A 撹乱 A N ～ 6 9 。－ E 5 ．0 0 4 ．8 8 0 ．5 2 3 1 ．1 A 3 ．8 ㌦ 3 ．88 ／3 ．7 2 ㌧ 3 ．8 北 中央 粘 有 P － 2 奈平 I

H 7 18 6 A F 5 9 7 A N ～ 2 3 。－ W 7 ．5 6 6 ．8 0 0 ．5 6 5 5 ．2 2 0 B 4 昔斗削．7トl断 2．炬 2．52－5．2豆狛針描 C － 19 北 中央 粘 ・石 有 南 山 入口 P … 7 P － 1 奈平 Ⅲ

H 7 19 6 A F 5 9 6 ？ 0 ．3 2 2 0 A 2 ．0 8 、 2 ．4 ．／2．4′、2 ．4 8 北 側 粘 ・石 P … 5 東 西 を仮 に長 軸 と した場 合 古 Ⅲ

H 7 20 6 A D 2 7 8 A N － 15 。－ W 2 ．0 4 1 ．8 8 0 ．4 0 5 ．3 北 西 寄 石 奈平 Ⅴ

H 7 2 1 6 A M 4 2 B N － 2 5 。－ W 2 ．0 0 1 ．6 4 0 ．4 0 4 ．2 南 東 寄 粘 ・石 奈平 Ⅴ ？

H 7 22 6 A A N － 7 0 0 － E 3 ．2 4 3 ．1 6 0 ．6 4・ 12 ．4 A 2 ．2 8 ㌦ 2 ．4 ／1 ．9 2 ㌦ 2 ．2 4 北 中 央東 寄 粘 南 中央 出 人 口 奈平 I

H 7 23 6 A F 6 2 7 ．M 4 1 B N － 8 1。－ E 3 ．2 0 2 ．6 8 0 ．2 8 10 ．2 2 0 A 1 ．6 ／1 ．5 8 ～ 1 ．6 2 北 中 央 粘 P － 5 P … 1 古 Ⅲ

H 7 24 6 A A N － 6 0 。－ E 3 ．0 8 3 ．0 4 0 ．2 0 11 ．5 北 中 央 粘 ・石 P － 4 奈 、ドⅥ

H 7 2 5 6 A M 4 0 A N － 6 6 。－ E 3 ．3 6 3 ．12 0 ．2 0 12 ．6 C l 3 ．56 ！′ノ′′ 北 中 央 石 P － 2 奈平 Ⅵ

H 7 26 6 A 撹 乱 B N － 3 3 。－ W 2 ．2 8 1 ．8 8 0 ．4 4 く5 ．8 〉 北 東 寄 石 P － 1 奈平 Ⅴ

H 7 2 7 7 A M 4 0 A N … 2 8 。一 W 3 ．2 8 3 ．12 0 ．16 12 ．7 東 南 寄 石 有 P － 1 P － 4 奈平 Ⅶ

H 7 28 7 A A N － 2 0 － W 4 ．0 8 3 ．9 2 0 ．5 2 18 ．5 1 6 A l （ア） 3．12 ／‘′‘2．3 2 ㌦ 2 ．5 2 北 中 央酋 寄 粘 ・石 ・土器 P … 1 奈平 Ⅲ

H 7 2 9 7 A A N － 3 1。－ W 3 ．6 8 3 ．4 8 0 ．12 15 ．3 P … 5 、柱 痕 径 10 奈平 Ⅳ

H 7 30 7 A B N － 6 8 。－ E 3 ．8 8 3 ．4 8 0 ．3 8 16 ．4 1 2 A l け ） 2．0 8 ㌔ 2 ．12 ／3 ．0 4 ㌧3 ．1 6 北 中 央 石 有 南 中央 出 入 口 P － 5 P － 1 奈平 Ⅴ

H 7 3 1 7 A A N － 6 5 。－ E 3 ．16 3 ．0 0 0 ．3 6 1 1．5 1 2 C l 3 ．0 8 ／′ 北 中 央 石 奈平 Ⅴ

H 73 1（旧 B N － 6 5 。－ E 2 ．7 2 1 ．4 8 0 ．12 5 ．3

H 7 32 7 A F 6 3 9 B N － 75 。－ E 2 ．9 6 2 ．4 4 0 ．4 4 8 ．8 北 東 寄 粘 P － 3、柱 痕 径 12 奈平 I

H 7 33 7 A H 73 1 B N － 6 8 。－ E 2 ．6 8 2 ．2 4 0 ．4 8 7 ．2 北 中 央 粘 ・石 P － 3、柱 痕 径 12 奈平 I

H 7 34 7 A H 73 0 ，撹 乱 A N － 6 4 。－ E 4 ．8 0 4 ．6 0 0 ．6 8 2 7 ．5 2 4 A 2 ．92 ㌔ 3 ．12 ／2 ．6 4 へ 2 ．7 6 北 I・．す央東 寄 粘 有 闘主穴有3．8＼3．92 2 ．6年 2．76萬痕約 8 奈平 I

H 7 3 5 7 A A N － 4 9 。一 W 3 ．8 ∠1 3 ．5 2 0 ．2 0 16 ．4 P －3 不 明

H 7 3 6 7 A H 72 9 B N － 2 4 。一 W 4 ．8 4 ‘4 ．16 0 ．16 く2 3 ．5 〉 1 6 A 2 ．72 、 2 ．9 6／2 ．6 ㌧ 2 ．7 6 北 中央 石 南 中央 出 入 口 P －4 奈平 Ⅴ

H 7 3 7 7 B 調 査 区外 B N － 7 1。一 E 4 ．4 4 3 ．9 2 0 ．5 6 く19 ．6 〉 A 3 2 ．3 6 ′㌦ 2．5 6／2 ．2 4 ～ 2 ．4 4 北 中 央 ？ 粘 ・石 有 P － 1 古 Ⅳ

H 7 38 7 B B N － 77 。－ E 3 ．16 2 ．7 2 0 ．6 4 1 1．3 C l 3 ．56 ！ 北 西 寄 石 有 奈平 Ⅲ

H 738 （旧 7 B A N … 74 。－ E 2 ．16 2 ．16 0 ．3 2 6 ．3 P … 7

H 7 3 9 7 B B N － 3 1。一 W 3 ．4 0 2 ．7 2 0 ．12 1 1．7 P －2 P … 4 不 明

H 7 40

H 7 4 1

7 B

7 B

調 査 区外

F 64 8

り

A N － 70 － E 5 ．8 0 5 ．7 6

0 ．5 6

0 ．4 4 3 6 ．4 1 2 A 3 ．4 ／2 ．8 ～ 3 ．4 北 中 央 粘 有

有

張 出

南 出 人口

P －6

P － 3

P － 2

奈平 Ⅳ ？

古 Ⅲ

H 7 42 7 B A N － 73 0 － E 3 ．72 3 ．．6 0 0 ．4 4 15 ．6 1 6

2 0

A

。A l（7 1？

2 ．0 8 、 2 ．4 ／2 ．0 ㌔ 2 ．2 8

／1 ．4 4

北 中 央 地 山削 出 ・粘 古 Ⅳ

H 7 43 7 B

Q 7 ，撹 乱

B N － 2 4 。－ W 3 ．4 8 2 ．6 4 0 ．2 8 1 1．8 北 東 寄 ？ P － 4 奈平 Ⅵ

H 7 44 7 B A N － 2 4 。－ W

N － 2 0 0 － W

N － 8 4 0 － E

2 ．8 0

3 ．0 4

5 ．72

2 ．6 0

2 ．9 2

5 ．5 2

0 ．2 4 く10 ．5 〉

10 ．6

く3 3 ．4 〉

東 南 寄 石 P － 1 P － 3 奈平 Ⅶ

H 7 4 5 7 B H 74 6 り 0 ．4 0 北 側 粘 ・石 P － 2 P －1、東西 を仮に長軸とした場合

P　 3

奈平 Ⅳ

H 7 4 6

H 7 4 7

7 B

7 B H 97 1

A

A

0 ．3 2

0 ．4 4 A 2 ．8 、 3 ．0 8 ／3 ．1 2 ㌦ 3 ．2 8

北 中 央東 寄

北 中 央西 寄

石

粘 ・石 P － 4・

奈平 Ⅳ

古 Ⅲ

H 7 48 7 B

F 6 5 8 ．撹 乱

A N － 72 。－ E 3 ．6 4 3 ．4 4 0 ．4 0 15 ．8 1 2 A l （ア） 2．0／／2．9 2 ～ 3 ．0 北 中 央西 寄 り P －2 奈乎 Ⅴ

H 7 4 9

H 7 50

7 B

7 B

A

A

N － 8 5 0 － E

N － 6 6 。－ E

2 ．0 4

2 ．6 4

2 ．0 0

2 ．6 0

0 ．16

0 ．2 8

4 ．9

9 ．2

A 1 ．4 2 、 1 ．6 ／1 ．2 ～ 1 ．4 4

北 中 央西 寄 石 ？

不 明

奈平 Ⅵ

第5表　住居址計測表5
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てこ　1rK　　ここ　ml ≡茎　瀧 壷 －

htF －h　　　h17
鐙隠 ： 結　盟・

ナナ ．弘那羞 す
症

F 6 0 2 新 6 A 長‾方形

正 方形

ー′

N ～ 5 2 0 － E

°

3 ．0 8 2 ．4 8 7 ．6 12 、 1 6 B l 1 ．40 ㌦ 1 ．64 2 ．4 8 、 2 ．5 2

脛

6 A

N － 5 6　－ E

°

3 ．0 0 2 ．7 2 8 ．2 B l 1 ．40 ＼ 1 ．7 2 2 ．7 2 ㌦ 2 ．8 0

F 6 0 3

F 6 0 4

F 6 0 5

正 方形

正 方形　　ノ

N － 2 4　－ W

°

3 ．8 0 3 ．7 6 1 4・．3 12 、 2 0 E l a 1 ．88 ㌦ 1 ．9 6 1 ．8 0 ㌦ 1 ．8 8

6 A

6 A V O P 16 3 ・1 6 4

撹乱

F 6 0 9 ・6 14 ・P i t ・撹 乱

N － 6 8　－ W

0

4 ．0 0 3 ．6 8 1 4 ．7 2 0 M 2 F 5 1 ．80 、 2 ．2 0 0 ．8 8 へ・1．8 8

長 方形

ノ′

N － 2 3　－ W

°

5．1 2 3 ．6 4 1 8 ．6 12 、 2 4 E l a 2 ．08 ＼－2．8 0 1 ．7 2 へ－2 ．12

F 6 0 6

F 6 0 7

F 6 0 8

6 A 正 方形

一　　ノ′

N － 6 9　－ E

　ヽ　°

3 ．8 0 3 ．5 2 1 3 ．4 12 、 1 6 M I M 2 E l a 1 ．52 ㌦ 2 ．1 2 1 ．6 8 ㌦ 1 ．8 0

6 A 長 方形

1．－ノ

N － 6 8　－ E

°

8 ．9 6 6 ．5 2 5 8 ．4 8 ＼ノ16 K 7 1 ．24 ㌦ 2 ．44 1 ．4 0 ㌧3 ．4 8

6 A

P i t

H 6 8 4 ・F 6 0 6 ・M 4 2 ・撹 乱

つ

長 方形　　′ N － 6 5　－ E

CI

4 ．0 0 2 ．9 6 1 1 ．8 E 2 N l b 1 ．72 、 2 ．1 2 1 ．4 0 ㌦ 1 ．6 0

F 6 0 9 6 A

6 A

6 A

6 A

6 A

長 方形

ノ

N － 6 0　－ E

°

2 ．1 6 2 ．7 2 5 ．9 12 ㌦ 1 6 A l 2 ．64 ・′、 2．8 0 2 ．1 6 ′＼・2 ．2 4

F 6 1 0 長 方形

“　ノ

N － 5 7　－ E

CI

7 ．3 2 4 ．0 8 2 9 ．9 16 F l a ？ 1 ．5 6 へ 1 ．7 2 1 ．9 6 、・2 ．2 0

F 6 1 1

F 6 1 2

F 6 1 3

F 6 0 8 正 方彰

一　　ノ

N － 6 7　－ E

CI

3 ．4 0 3 ．1 2 1 0 ．6 16 ′、 2 0 E 2 N l b 1 ．60 ㌦ 1 ．9 2 1 ．3 2 、 1 ．6 8

正 方形

＿　　　ノ

N ～ 2 7　－ W

　ヽ　CI

2 ．9 4 2 ．7 6 8 ．1 12 、 2 0 E 2 N I c 1 ．44 ＼ 1 ．5 6 1 ．3 6 ㌦ 1 ．4 4

P l t 長 方形

ノ

N － 6 3　－ E

Cつ

3 ．2 0 2 ．6 4・ 8 ．4 2 0 B l 1 ．5 6 へ 1 ．7 6 2 ．5 6 、2 ．9 2

F 6 1 4

に

6 A F 6 0 9 ・P l t

H 6 8 4 ・F 6 0 6 ・M 4 2 ・撹 乱

H 7 1 8 ・M 4 2

M 4 1 ・V O P 2 5 5

長 方 形　′ N － 6 3　－ E

°

4 ．5 6 2 ．5 6 1 1 ．7 14 B l 1 ．40 ㌦ 2 ．8 0 2 ．4 4 、2 ．6 4

F 6 1 こ）

F 6 1 6

F 6 1 7

．’　．〕

6 A

6 A

長 方形

長 方形

一　　ノ

N － 6 0　－ E

°

6 ．3 2 4 ．5 2 2 8 ．6 12 ′㌦ 2 0 F l a ？ 1 ．60 ′＼ 1．68 2 ．2 0 旧 F 6 10

N … 6 9　－ W

0

5 ．9 6 4 ．2 4 2 5 ．3 F l a 1 ．80 、 2 ．1 6 1 ．8 0 、2 ．3 2

6 A lvl二方形

“　′

N － 6 2　－ E

°

3 ．0 8 2 ．9 2 8 ．0 12 、 1 6 E 2 N l a 1 ．48 ㌦ 1 ．68 1 ．4 4 、・1．7 2

F 6 1 8

F 6 1 9

F 6 2 0

F 6 2 1

F 6 2 2

F 6 2 3

F 6 2 4

6 A H 7 2 6 ・F 6 1 9 艮 方形

′

N － 6 7　－ E

°

2 ．3 2 2 ．0 4 4 ．7 12 B 2 L l b 2 ．32 1 ．0 4

6 A

M 4 0 ・4 1 ・撹 乱

正 方形　′ N － 3 5　－ W

°

3 ．2 0 2 ．8 8 9 ．2 12 へ′3 2 E 2 N l b 1 ．4 0 へノ1．64 1 ．0 8 ノ㌧2 ．0 0

6 A

6 A

長 1方形

一　　　′

N …・6 4・－ E

0

5 ．9 2 4 ．4 4 2 6 ．3 M I F l a 1 ．4 8 、 2 ．24 2 ．0 8 、 2 ．4 8

長 方形

、′

N － 2 5 ．－ W

。

2 ．6 8 2 ．2 0 5 ．9 12 A l 2 ．68 2 ．2 0

6 A

M 4 ト V O P 1 94 ・撹 乱

、　　う

正 方形

一　　　ノ′

N － 6 9　－ E

0

3 ．8 8 3 ．6 8 14 ．3 12 、 1 6 F 3 b 1 ．12 、 2 ．08 1 ．6 4 ′＼2 ．0 0

6 A

6 A

6 A

長 力形

一　　　ノ

N － 5 8　－ E

Cフ

5 ．4 0 4 ．6 8 2 5 ．3 12 F l a ？ 1 ．32 、 2 ．00 2 ．1 6 、 2 ．3 2

F 6 0 8 ・6 1 1 “i＿E 方形

一　、－′

N － 6 6　－ E

°

4 ．3 2 4 ．0 8 1 7 ．6 12 ㌦ 2 0 M 2 E l a ？ 1 ．88 ㌦ 2 ．20 1 ．8 4 へ 2 ．2 8

F 6 2 5

F 6 2 6

F 6 2 7

F 6 2 8

F 6 2 9

F 6 3 0

正 方形　＿一　　　′ N － 6 3　－ E

・Cフ

3 ．3 6 3 ．3 2 1 1 ．2 2 0 B l 1 ．60 、 1 ．72 3 ．2 0 ′、3 ．3 2

6 A

6 A

M 4 1

M 4 1 ・撹 乱

H 5 6 8 ・72 4 ・V D P 2 2 1 ・撹 乱

M 4 1 ・F 6 2 3 ・V O P 1 94

F 6 1 3 ・62 5 ・6 3 1 ・V O P 19 8 ・撹 乱

F 6 1 1 ・62 4 ・6 2 5

H 7 2 3 ・F 6 2 7 ・M 4 1 ・V O P 2 08 ・2 1 1

H 7 2 3 ・F 6 2 7 ・63 2 ・M 4 1 ・撹 乱

H 7 2 5 ・M 4 0

F 6 2 5 ・V O P 1 19 ・2 0 5 ・2 0 9

F 2 6 2 ・P i t

H 5 68 ・7 24 ・F 6 2 8 ・V O P 2 23 ・2 5 1 ・2 5 2

H 5 6 7 ・56 8 ・V O P 2 2 0 ・2 5 6

正 方形

こご　　　一　　′

N － 2 8 ．… W

0

2 ．6 4 2 ．5 6 6 ．8 12 A l 2 ．52 ′＼・2，72 2 ．4 8 ′、2 ．6 0

長 プブ形

ノ

N － 3 0　－ W

°

4 ．9 2 2 ．4・4 1 2 ．0 14 M 2 E l a 2 ．00 ＼－3，1 6 1 ．6 4 へノ1．7 4

6 A 長 方形

一　　′

N … 4 7　－ E

　ヽ　0

4 ．8 4 3 ．8 8 1 8 ．8 12 へノ1 6 M I F l a 1 ．4 0 ㌦ 2 ．00 1 ．8 8 へ′2 ．1 2

6 A

6 A

6 A

長 ‾方形

“　‾′

N － 6 0　－ E

°

5 ．2 0 4 ．0 0 2 0 ．8 14 、 2 0 M I F l a 1 ．64 へ・・1．84 1 ．8 0 ㌦ 2 ．0 0

長 方形

′

N － 6 5　－ E

Cつ

8 ．6 4 5 ．3 6 4 6 ．3 M I K ∠1・ 1 ．08 へ－3．08 1 ．1 2 ＼2 ．6 0

F 6 3 1

F 6 3 2

F 6 3 3

F 6 3 4・

F 6 3 5

F 6 3 6

長 方形

ノ′

N － 7 5　－ W

°

4 ．2 8 3 ．6 4 1 5 ．6 16 B l 1 ．4 0 ㌔ 2 ．48 3 ．5 2 ㌦ 3 ．6 4

6 A

6 A

長 方形

ノ

N － 2 7　－ W

0

2 ．8 0 2 ．3 2 6 ．5 16 A l 2 ．80 2 ．2 8 ㌦2 ．4 8

長 方形

一“．ノ

N － 5 5　－ E

°

く5 ．0 8 〉 3 ．6 8 18 ．7 16 F l a ？ 1 ．60 ′＼ 1．92 1 ．8 0

6 A

6 A

正 方形

ム　　　′

N － 2 5　－ W

　ヽ　0

4 ．0 8 3 ．9 2 1 5 ．0 12 F 3 b 1 ．28 へ 2 ．08 1 ．7 2 へ－2 ．．12

長 力形

′

N － 6 5　－ E

0

2 ．5 2 2 ．1 6 5 ．4 12 A l 2 ．52 2 ．1 6

6 A 正 方形

′

N － 6 5　－ E

°

2 ．7 2 2 ．5 2 6 ．9 16 ′＼r2 0 A l 2 ．68 ′＼ノ2．84 2 ．5 2 ㌦ 2 ．6 0

F 6 3 7

F 6 3 8

F 6 4 0

F 6 4 1

F 6 4 2

F 6 43

F 6 44

6 A

6 A

長 方彰

一′

N － 5 7　… E

°

4 ．2 4 3 ．64 1 5 ．4 14 ′＼ノ2 8 E 2 ？ 2 ．00 ′＼′2．16 1 ．7 2 ＼ノ2 ．0 0

長 方形

ノ

N － 3 8　－ W

°

4 ．1 6 3 ．2 8 16 ．6 ．16 M 2 E l a 2 ．0 8 、 2 ．12 1 ．3 2 、 1 ．8 0

7 A 長 方形

ム　　′

N － 5 7　－ E

°

5 ．4 8 4 ．1 6 22 ．8 F 3 C 1 ．4 0 ㌦ 3 ．92 2 ．0 0 ′㌧2 ．0 8

7 A H ／3 0

F 6 4 1 ・D 2 8 1

F 6 4 2 ・D 2 8 1

長 方形

‾′

N － 18　－ W

°

4 ．2 0 3 ．3 2 13 ．9 12 、 2 0 E l a 1 ．8 0 へ－2．4 4 ・ 1．1 2 八一′2 ．2 8

7 A 長方 形

′

N － 78　－ E

0

4 ．9 2 3 ．4 8 1 7 ．1 12 ～ 2 0 M I F l a 1 ．4 0 ㌦ 1 ．8 0 1．5 2 、 1 ．8 8

7 A

7 B

長方 形 N －8 2　－ E 4 ．6 4 3 ．5 6 16 ．6 16 ㌦ 2 0 E l a H l ？ 1 ．4 0 ′㌧ 2．92 1．5 2 、 1 ．7 2

H 7 40

撹 乱

正方 形 N －2 50 － W 4 ．8 8 4 ．84 2 3 ．6 E l a ？ 2 ．2 8 へノ2．52 2　2 8 、 2　6 8

F 6 4・5 7 B 正方 形 N － 5 5。－ E 2 ．9 6 2 ．88 8 ．5 2 2 B l 1 ．2 0 ＼ 1 ．8 0 2 ．7 6 ノ㌦3．0 0

F 6 46 7 B 長方 形 N － 58 。－ E 2 ．2 4 1 ．80 4 ．0 1 6 A l． 2 ．2 4 1．8 0

F 64 7 7 B 長方 形 N － 6 2 0 － E 2 ．7 2 2 ．40 6 ．5 2 4 B I L l a 0 ．9 6 、 1 ．6 0 2 ．2 0 ～ 2 ．4 8

F 64 8 7 B

V F P 5

正方 形 N ～ 6 8 。－ E 2 ．6 0 2 ．40 6 ．2 12 ＼ 20 A l 2 ．4 0 、 2 ．6 0 2 ．4 0

F 64 9 7 B 長方 形 N － 12 0 － W 2 ．4 8 2 ．20 5 ．5 12 、－20 B I L l a ？ 1 ．2 4・へ 1．2 8 2 ．20 ～ 2 ．2 8

F 6 50 7 B 長方 形 N － 7 0 。－ E 5 ．6 8 4 ．00 2 2 ．7 12 、 20 F 9 1 ．8 0 、 5 ．6 8 1 ．80 、 4 ．1 2

F 6 5 1 7 B 長方 形 N － 2 7 。－ W く4．2 0 〉 く2．92 〉 く12 ．3 〉 2 0 E 2 ？ 1 ．8 8 ㌦ 2 ．2 0 1 ．60 へ′1．7 2

F 6 52

F 6 53

7 B

7 B

正方 形

正方 形

N － 7 0 。－ E

N － 7 2 0 － E

3 ．4 0

2 ．9 2

3 ．24

2 ．72

1 1．0

7 ．9

1．6 E l a

A l

1 ．5 2 、 2 ．2 0

2 ．9 2

1 ．4 8 ㌦′1．6 0

2 ．72

第6表　掘立柱建物址計測表1



．こ．．、て
完・　∴　柳

で意十ぎ

bqr 諾・ ゾ　己ニ‘▼＿1′M　　　を1’
ニ　た．　　　　　　　 三．虹 ・と1 こニ　　　　　　　 ‾ご覧 犯・こ．ニ　　　　　　　　　 rコ　は－，T　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i‘：≡

F 6 54

F 6 55

7 B

7 B H 74 4 ・撹 乱

H 74 4 ・Q 7 ・撹 乱

Q 7 ・撹 乱

F 6 5 3 ・6 5 5 ・V E P 13 7 ・撹乱

H 75 0 ・撹 乱

H 7 4 5 ・74 6 ・V F P 9 3

H 752 ・F 66 0 ・V F P l16 ・14 5 ・14 6 ・14 7・149 ・150

H 7 4 5 ・74 6 ・F 6 6 1 ・V F P 9 3 ・9 7

H 7 6 3

方 形

方 形

N － 68 。一一E

N － 65 。－

3．08

4 ．56

2 ．8 0 8 ．6 1 8

1 2

12

1 2 、 16

8 ㌦・16

紋別奇儀劉謬㌶ ニ　勧　一ご

B l 1 ．4 8 2 ．8 0 ㌦・3．00

F 65 6 7 B
く㌧り　／

長 方 形

E

N － 68 。－

3．8 4 1 7 ．5

2 1 ．7

M I M 2 F l a ？ 1 ．2 8 ㌦ 1 ．6 0 1 ．7 2 ′、 2．20

F 65 7

F 6 5 8

7 B

7 B

フ　／

方 形

E

N －6 8 。－

0．3 6 4 ．0 4 f 3 b

F l a ？

E l a

1 ．4 4 ＼3 ．3 2 1 ．5 2 へ′2．60

く㌧ワ　／

正 方 形

E

N － 2 2 。－ W

N － 7 1rラー E

N － 2 4 。－

0．2 0 3 ．9 2 2 0 ．4 1．4 0 ㌧ 1 ．9 2 1 ．7 2 、 2 ．2 0

F 6 5 9 7 B
／

長 方 形

長方 形

E 方 形

3．6 8

3 ．9 2

3 ．3 2

3 ．3 6

1 2 ．2 1．7 2 、 2 ．1 2 1 ．6 0 、 1 ．72

F 6 6 0 7 B
1 3 ．2 20 E l a ？

E l a ？

1 ．8 8 1 ．6 8 へFl ．76

F 6 6 1 7 B
W

－ 7 2 。

4 ．／6 3 ．8 4 1 8 ．3

1 9 ．9

12

16

12

2 ．0 8 1 ．4 8 へ 2 ．0 8

F 6 6 2 7 B
」 プ　／

方 形

N　　　 … E

－ 6 0

4 ．4 8 4 ．4 4 り

r

0 ．7 2 ＼ 2 ．1 6 ？

F 6 6 3 7 B
く　プ．／

長 方 形

N　　 3　－ E

N 一に8。

4 ．4 0 3 ．2 0 1 4 ．1

1 7 ．8

1 4 ．0

1 9 ．9

B 2 4 ．2 0 ㌦ 4 ．6 0 1 ．5 2 ′＼－1．7 6

F 6 6 4 8 A
てくノワ　／

長 方形

0　 1 E

N － 5 7 。

〇．4 4 3 ．2 8

3 ．2 8

4 ．2 8

？

E l a ？

F l a

2 ．0 0 1 ．5 2 へ 1 ．8 8

F 6 6 5 8 A H 7 6 9 ・F 6 6 4、

P i t

く　プ　／

正 方形

長 方形

ーE

N － 4 2 。－ W

－ 4 0

4 ．2 8

4 ．6 4

2 ．7 2

ワ

2 ．00 ㌦ 2 ．2 0 1 ．4 2 ㌦ 1 ．8 4

F 6 6 6 8 A
1 ．08 ′・＼1．2 8 2 ．5 6 ′、 2．9 6

F 6 6 7 8 A P i t
く．　　　／
正 方形

N　　 4　－W

N － 4 8 。－E

N － 3 9 。

2 ．4 0

2 ．6 4

6 ．0 M 2 B l

M I B l

E l a

1 ．00 ㌧ 1 ．2 8 2 ．5 6 、2 ．9 6

F 6 6 8 8 A
一　　　　　／
正 方形

〕．6 8

3 ．1 2

3 ．9 6

7 ．1 1．．04 －、 1．3 2 2 ．6 4

F 6 6 9 8 A
ブ　／

方形

ー W

N － 5 2 。－ E

　ヽ　°

3．0 0

3 ．1 6

2 ．9 2

3 ．2 8

9 ．4

1 2 ．5 2 0

12 へ－2 4

1 2

2 0

1 ．4 4 ㌦ 1 ．7 6 1 ．2 8 ′＼ 1．7 6

F 6 7 0 8 A
X．　　　／

長 方形

長 方形

長 方形

長方 形

M I M 2 F l a 0 ．3 2 ＼ノ1．7 6 1 ．2 8 ㌦－1．7 2

F 6 7 1 8 A H 7 7 5

H 7 7 5 ・F 6 7 1

M 6 1

8 A P 14 ・1 5 ・16 ・1 7 ・2 4

F 6 7 1 ・6 7 3 ・P i t

H 7 7 7

N － 6 0　－ E

・－ 5 。

3 ．3 2 9 ．7

13 ．4．

N l a E 2 1 ．6 8 1 ．2 0 ＼ノ1．5 2

F 6 72 8 A
N　　 6　－ E

C，

4 ．0 8 E l a ？ 1 ．8 4 ＼ 2 ．20 1．6 0 ㌦ 1 ．6 8

F 6 73 8 A
N － 3 6　－ W

°

3 ．4 0 3 ．0 0 10 ．2

8 ．6

E l a 1 ．3 6 、 1 ．88 1．2 8 ㌧ 1 ．7 6

F 6 74 8 A
くり㌧「仕／

長方 形

長方 形

長方 形

N　 5 1 － E

Cつ

3 ．2 4． 2 ．6 4 2 0

1 2

B l 1 ，4 4 ＼ 1 ．72 2 ．7 2

F 6 75 8 A
N　 5 8　－ E

－　 2。

4．9 6 3 ．6 8 18 ．3

1．9 ．9

2 6 ．2

2 2 ．0

M I F l a 1 ．4 8 、 2 ．12 1 ．8 8 ＼′2．0 0

F 6 76

F 6 77

8 A
N　 5　 － E

N ・－ 6 0 くつー E

－ 5 7 。

0 ．2 8 3 ．7 6

〔）

F l a

M I F l a ？

F l a

1 ．5 2 へ・1．8 4 1 ．6 8 ＼ 2 ．0 8

8 A
さく J ／

長方 形

長方 二形

．っ．6 0

5 ．5 6

4 ．68

3 ．96

3 ．52

r

1 2

1 ．7 2 ”＼－2．0 0 2 ．24 ・～ 2．4 8

F 6 79 8 A
N　　　 － E

°

1．6 4 ＼ 2 ．0 8 1 ．80 ㌦ 2 ．0 0

F 68 0 8 A F 6 77

H 7 77

H 77 7 ・F 6 76 ・6 8 1 ・P i t

H 77 8

く プ形

長方 形

N － 54　－ E

°

4．08

6 ．68

つ

14 ．4

2 3 ．5 1 2 ′・＼－2 0

B 6 2 ．0 0 、4 ．0 0 1 ．68 、 2 ．0 0

F 68 1 8 A
Cヽ　　　　／

長方 形

N　 6 0　－ E

－ 3 。

3．52 G 3 1 ．8 4 ㌦3 ．4 0 1 ．3 2 へ 2 ．08

F 68 2 8 A
Cヽ　　　／

長 方 形

N　　 7　－ W

°

3．4 8 2 ．8 8 10 ．0

2 ．1 6

12 B こ）？

i

1 ．3 6 、 1 ．4 8 1 ．4 8 ＼ 1 ．76

F 6 8 3 8 A
、、し　　　／

正 方 形

長 方 形

N … 24　－ W

＿ ⊂　°

3．4 0 4 ．0 0

20

1 2 ㌦ 2 0

14．

12 一㌦1 4

12

18

16

7 2 ．4 0 1 ．52 へノ2．4 8

Iγ6 8 4 8 A H 7 7 6

P i t

N　 こ）7　－ E

°

3．52

4 ．5 6

2 ．4 0

3 ．4 4 1 2 ．1 E l a ？ 0 ．6 0 ′＼2 ．9 2 1 ．6 0 、 1 ．8 0

F 6 8 5 8 A
く　プ　／

正方 形

N － 4 0　－ W

。

3 ．5 2

2 ．4 0

1 6 ．1

5 ．8

F 3 b 1 ．2 8 ＼ 2 ．5 2 2 ．0 8 、 2 ．6 4

F 6 8 6 8 A
　 一　　　　　／
長方 1－1

N － 5 6　－ E

⊂　°

B l ？ 1 ．1 2 ㌦－1．2 4 2 ．4 0

F 6 8 7 8 A H 7 9 1
く　 形

正 方 杉

N － 0 4　－ E

N － 2 2 0 －－W

N ‾－ 2 7 。－W

°

6．0 0 3 ．9 2 2 3 ．5

2 2 ．7

1 3 ．8

F l a 1 ．6 8 ＼ 2 ．3 2 1 ．8 8 、 2 ．0 0

F 6 8 8 8 A M 6 2 ・63

F 6 8 8 ・M 6 2 ・6 3

M 6 3

M 6 3 ・P i t　　　　　　　 l

l

，I 一プ形

正 方形

正 方形

正 方形

4 ．8 0 4 ．7 2 F 3 b 2 ．1 2 ㌦ 2 ．6 0 1 ．8 0 へ・2 ．4 4

F 6 8 9 8 A
3 ．8 0 3 ．6 4

4 ．0 0

F 3 b

F 3 b

E l a ？

1 ．28 ′＼′1．9 6 1 ．6 8 へ 2 ．0 0

F 6 9 0 8 A
N　 5 8　－ E

°

4 ．4 0

1

1 ／．6 1 ．28 ＼ 2 ．12 1 ．9 2 ′㌧2 ．0 0

F 6 9 1 8 A
プ　／

長 方形 l

正方 形

長方 形

N　 3 3　－一W

CI

4 ．0 8

－1

3 ．6 8

2 ．6 叫

2 ．1 2

1 5 ．0

r‾　　「 1．2 ㌦ 2 8

1 6

1 ．96 、 2 ．76 1 ．8 0 ＼ 1 ．8 4

F 6 92 8 A
N　 5 0　－ E

Cつ

J ．0 0

2 ．3 2

2 ．7 6

／．8 ！

4．9

5 ．9

【　　　r

M I B l ．1 ．2 8 ′＼－1．3 6 2 ．6 0 ㌦ 2 ．8 0

F 6 93 8 A
N － 4 3　－ W

°

A l 2 ．3 2 2 ．1 2

F 6 94 8 A
、C　　　　ノ

正方 形

N － 5 5　－ E

… 6 0

2 ．12

2 ．24

2 ．3 6

3 ．0 2

3 ．6 8

B l

B l

1 ．2 0 へ′1．5 6 2 ．1 2

F 6 95 8 A F 6 94 ・M 6 3 ・P 1 7 2

F 69 1 ・P 1 5 1

H 79 8 ・M 63

⊥ プ　ノ

方 形

N　　 5　－ E

N … 18 。－ W

2 ．4 4

2 ．5 6

b ．〇

6．0

r

1 ．0 0 、 1 ．3 2

2 ．3 2 、 2 ．6 8

2 ．12 、 2 ．4 0

F 6 96 8 A
」 了 ．／

方 形 ° 1 2 ′、2 8

20

B l 1 ．00 へ 1 ．2 0

F 6 97 8 A
I

長

．フ　／

方 形

N 一一52　－ E

N － 6 5Cつ－ E

3 ．4 0

4 ．72

10 ．0

1 7 ．4

M IM 2 E 2

F l a ？

1 ．5 2 へ 1 ．8 8

1．2 4 ′＼′1．9 6

1 ．4 0 、 1 ．5 2

1 ．4 4 、 2 ．28
F 69 8 8 A H 79 8 ・F 6 97 ・M 63 ・P 2 04 ・2 0 7 長 方 形 N …6 2 0 － E 4 ．8 0 3 ．8 8 1 8 ．6 M 3 F l a 1 ．4 8 、 1 ．8 ／1 1 ．6 4 ～ 2 ．20
F 69 9 9 A 9 A P l ・2 ・3 正 方 形 N －6 0 。－ E 2 ．52 2 ．2 8 5 ．7 1 2 ㌦ 16 A l 2 ．3 2 ＼ 2 ．6 4 2 ．2 8 、 2 ．4 0
F 70 0 9 A ：lI三方 形 N … 5 9 。－ E 4 ．2 0 3 ．8 4 1 6 ．1 12 ＼′2 0 E l a 1 ．9 6 ＼ 2 ．2 1 ．7 2 ′、 2．12
F 7 0 1 9 A 正 方 形 N 一一3 1 。… W 2 ．8 0 2 ．4 0 6 ．7 12 A l 2 ．8 0 2 ．4 0
F 7 0 2 9 A 長 方形 N － 2 8 。－ W 5 ．2 4 4 ．4 4 2 3 ．3 12 へ 2 0 F l a 1 ．72 ㌦ 2 ．08 2 ．0 0 、 2 ．4 0

第7表　掘立柱建物址計測表2



競．・背 簑ニ～∵ ユ・菜
芦．ぶ　　ニー　隙 誉緒ヨ

キ▼ ミ　ノ、 渦伝 ‘浸透 ．7g ニノニ　 ‘‘．。頚 禁猟瀾譜 をにこ

F 7 0 3 9 A D 3 2 1 ・P i t 長 方形 N － 5 5 。－ E 4 ．0 8 3 ．4 0 1 3 ．9 A l ？ 1 ．84 ′＼ 2．24 3 ．4 0

F 7 0 4・ 10 A 正 方 形 N － 3 0 。－ W 3 ．6 0 3 ．4 0 1 2 ．2 E 4 b 1 ．68 ㌦ 2 ．0 8 1 ．6 0 、・3．4 8

F 7 0 5 10 A 正 方 形 N － 3 2 。－ W 3 ．2 4 3 ．12 1 0 ．1 1 6 ＼ 2 4 B I L l a 1 ．4 8 ～ 2 ．04 2 ．6 0 ㌧ 3 ．0 4

F 7 0 6 10 A 正 方 形 N … 5 7 0 － E 3 ．8 8 3 ．7 2 1 4 ．4 F 3 b 1 ．0 4 ＼2 ．0 0 1 ．7 2 ㌦ 2 ．0 0

F 70 ．7 10 A F 7 0 5 長 ノナ形 N － 5 7 。－ E 4 ．72 3 ．8 ∠1 1 8 ．1 G 2 0 ．6 0 ㌧ 1 ．8 0 2 ．0 8

F 70 8 1 0 A 正 方 形 N － 3 2 0 n－W 2 ．16 2 ．0 8 4 ．5 A l 2 ．1 6 2 ．0 8

F 70 9 1 0 A H 8 3 8 長 方 形 N － 5 2 。－ E 4 ．28 3 ．5 2 1 5 ．1 G 2 ？ 0 ．5 6 ＼′1．6 0 1 ．4 8 へ 1 ．92

F 7 10 1 0 A H 8 3 7 長 方 形 N － 5 6 。－ E 6 ．64 4 ．4 8 2 9 ．7 1 2 、ノ2 4 F l a 1 ．9 2 ㌔2 ．4 0 2 ．2 0 ′㌧ 2．3 2

F 7 1 1 1 0 A 長 方 形 N － 5 5 。－ E 4 ．5 2 3 ．8 4 17 ．4 1 2 ′＼2 0 M I F l a 1 ．3 2 ㌦ 1 ．7 6 1 ．8 4 ㌦ 2 ．0 0

F 7 12 1 0 A H 83 7 ・F 7 10 ・7 1 1 長 方 形 N － 3 3 。－ W 5 ．0 8 4 ．2 0 2 1．3 2 0 F l a M 2 a 1 ．4 0 、 1 ．9 2 1 ．92 ～ 2 ．1 6

F 7 13 1 0 A 正方 形 N － 4 1 くつ－ E 1 ．7 6 1 ．72 3 ．0 A l 1 ．7 6 1 ．72

F 7 14 1 0 A 長方 形 N － 6 4 。－ E 5 ．4 0 3 ．52 19 ．0 12 ㌦ 20 M I F l a 1 ．6 4 ′、 2．0 0 1．6 8 ＼ 1 ．8 0

F 7 15 1 0 A 長方 形 N … 5 7 。… E 6 ．1 6 4 ．3 2 2 6 ．6 12 、 16 M I G l 1 ．2 0 、 1 ．8 8 2 ．0 0 ㌦ 2 ．6 0

F 7 16 1 0 A 長方 形 N － 7 0 0 － E 5 ．7 6 4 ．0 8 2 3 ．5 12 ㌦ 20 M I F l a 1 ．0 0 ′＼ 3．4 8 1 ．9 2 ′、4．0 8

F 7 1 7 10 A H 8 40 ・F 7 1 5 ・7 16 ・44 号粘 土 抗 正方 形 N －2 6 。一 W 2 ．6 8 2 ．64 7 ．1． 16 ㌦ 2 0 B l 1 ．2 8 へ 1 ．4 0 2 ．6 4

F 7 1 8 新 10 A 正方 形 N － 60 。－ E 4 ．4・0 4 ．2 0 18 ．5 12 ㌔ 1 6 E 2 1 ．8 0 ノ＼・2．4 0 1 ．9 6 、 2 ．3 6

旧 正 方形 N － 59 。－ E 4 ．3 2 4 ．3 2 18 ．7 12 ㌦ 1 6 E 2 1 ．8 0 ′＼・2．32 2 ．0 0 、2 ．4・0

F 7 1 9 10 A P 1 8 ・撹乱 正 方形 N － 3 5 0 － W 4 ．7 2 4 ．2 4 2 0 ．0 16 E 2 ？ 1 ．92 ㌦ 2 ．24 2 ．3 2 ㌦ 2 ．5 2

F 7 2 0 10 A F 7 1 9 ・P 18 正 方形 N － 33 。一 W 3 ．5 2 3 ．2 8 1 1 ．5 8 、 20 A l 3 ．44 、 3 ．6 0 3 ．2 8 ～ 3 ．4 4

F 7 2 1 1 1 A 撹乱 長 方形 N － 5 6 。… E 4 ．4 4 3 ．6 0 1 6 ．0 12 M I C l 1 ．3 2 、 1 ．6 8 3 ．6 0

F 7 2 2 1 1 A 長 方形 N － 3 2 。一 W 6 ．4 8 4 ．2 4 2 7 ．5 12 ′＼・2 0 M I F l a 1 ．8 0 ㌔ 2 ．8 0 2 ．0 0 、 2 ．2 4

F 7 2 9 新 1 1 A 長 方形 N － 6 0 。－ E 5 ．4 0 3 ．8 8 2 1 ．0 F 3 a 1 ．3 6 、 2 ．0 4 1 ．8 8 、 3 ．9 2

旧 長 方形 N … 5 9 。－ E 4 ．9 2 3 ．5 6 1 7 ．5 F 3 a 1．．4 0 へ 2 ．0 8 1 ．8 8 ㌔－3．9 2

F 7 3 0 1 1 A 正 方 形 N － 5 6 。－ E 2 ．7 2 2 ．6 4・ 7 ．2 A l 2 ．7 2 、 2 ．9 2 2 ．6 4

F 7 3 1 1 1 A 長 方 形 N － 5 8 。－ E 4 ．0 0 3 ．3 2 1 3 ．3 F l a 1．1 2 へー1．5 2 1 ．52 ㌦ 1 ．8 0

F 73 2 1 1 A H 8 5 2 ・1 1 A P 3 8 ・3 9 長 方 形 N － 5 6 。－ E 4 ．56 3 ．8 8 17 ．7 2 0 、 2 4 F l a 1．2 0 、 1 ．6 8 1 ．8 0 ＼ノ2．12

F 73 3 1 1 A H 8 5 2 ・F 73 2 ・1 1 A P 3 9 ・4 0 長 方 形 N － 6 6 。－ E 4 ．16 3 ．56 14 ．8 1 6 ノ㌧2 0 E l a 1 ．4 8 ＼・2 ．8 8 1 ．60 ～ 2 ．08

F 73 4 1 1 A 正 方 形 N － 5 1 。－ E 3 ．4 0 3 ．12 10 ．6 1 6 ′＼2 4 B l 3 ．1 6 ㌦ 3 ．3 2 1 ．72 、 1 ．92

F 73 5 1 1 A H 8 58 正方 形 N ～ 5 7 くつ… E 3 ．00 2 ．84 8 ．5 B l 2 ．8 0 、 2 ．8 8 1 ．40 ㌦ 1 ．64 ・

F 73 6 1 1 A H 8 58 正方 形 N － 5 4 。－ E 2 ．64 2 ．52 6 ．6 B I L l a 1 ．2 8 ′㌧ 1．4・0 2 ．4 0 ′＼－3．1 2

F 73 7 1 1 A H 8 58 ・8 5 6 長方 形 N － 5 3 0 － E 4 ．8 8 2 ．8 8 14 ．1 16 ＼ノ28 F l a ？ 1 ．5 6 、ノ1．6 8 1 ．8 0 へ一2．0 8

F 7 38 1 1 A 撹 乱 正方 形 N － 6 4 0 － E 3 ．7 6 3 ．4 8 13 ．1 8 、・2 4・ B 5 1 ．7 2 、 1 ．9 2 1 ．5 6 ㌦ 3 ．5 6

F 7 39 1 1 A H 8 6 1 ・撹 乱 長方 形 N － 53 。一 E 4 ．6 8 3 ．7 2 1 7 ．4 1 8 M I F l a 1 ．3 2 ㌧ 1 ．8 0 1．7 2 、 1 ．8 0

F 7 40 1 1 A H 8 64 ・F 7 3 9 長方 形 N － 55 。－ E 3 ．6 4 3 ．1 2 1 1 ．4 B 5 ？ 1 ．3 6 、 2 ．3 2 1．5 2 ～ 3 ．1 2

F 7 4 1 1 1 A H 8 6 1 ・撹 乱 iE プ班 ま N － 60 。－ E 4 ．2 4 4 ．0 4 1 7 ．1 F 3 b ？ 1 ．2 8 ＼ 2 ．00 1．3 2 ～ 2 ．7 2

F 7 42 11 A H 8 7 6 ・撹 乱 正 方形 N － 33 。－ W 4 ．2 4 3 ．8 8 1 6 ．5 12 ㌦ 2 8 F l a ？ 1 ．4 0 ㌦・1．4・8 1．8 8 ㌦2 ．0 0

F 7 43 11 A H 8 5 6 ・8 5 7 正 方形 N － 3 9 。－ W 4 ．1 2 4 ．0 4 1 6 ．6 E l a ？ 1 ．76 ′㌦ 2．24 1 ．8 4 ㌦2 ．1 2

F 7 44 11 A P 8 2 ・83 長 方形 N － 34 。－ W 3 ．7 6 3 ．0 4 1 1 ．4 2 0 E l a 1 ．76 ＼ 2 ．08 1 ．3 6 へ 1 ．6 0

F 7 4 5 11 A H 8 2 9 長 方形 N － 5 3 。－ E 3 ．5 6 3 ．0 4 1 0 ．8 8 ′＼ 16 B 5 ？ 3 ．4 8 、 3 ．5 6 1 ．4 8 ㌦3 ．0 4

F 7 4 6 1 1 B 撹乱 正 方形 N － 3 3 。－ W 3 ．6 8 3 ．6 0 1 3 ．2 E 4 b 1 ．60 ＼ノ1．8 8 1 ．7 2 ㌔3 ．6 8

F 7 4 7 1 1 A H 8 7 7 ・撹乱 長 方形 N － 6 2 。－ E 4 ．9 6 4 ．0 8 2 0 ．2 12 、 2 4 E l a ？ 2 ．36 ′＼ 2．5 6 2 ．0 0 ＼′2．0 8

F 7 4 8 1 1 A H 8 7 7 ・87 9 ・D 3 6 5 長 方形 N － 2 8 。－ W 5 ．0 0 4 ．1 2 2 0 ．6 12 E l a ？ 1 ．72 ㌦ 2 ．6 8 1 ．7 6 へr2 ．3 2

F 7 4 9 1 1 A 長 方形 N － 5 4 0 － E 3 ．6 4 3 ．0 8 1 1 ．2 A l 3 ．5 2 、 3 ．6 4 2 ．9 2 ㌧ 3 ．12

F 7 5 0 1 1 A 撹乱 正 方 形 N － 5 5 。－ E 3 ．12 2 ．8 8 9 ．0 1 6 、 2 2 A I L l b ？ 2 ．9 2 ＼ 3 ．2 0 2 ．8 0 へ′2．9 2

F 7 5 1 1 1 A F 7 5 0 ・撹 乱 長 方 形 N － 6 0 。一 E 3 ．2 0 2 ．8 0 9 ．0 16 A l 3 ．1 2 ′＼3．2 8 2 ．8 0

F 7 5 2 1 1 B H 8 7 3 ・8 75 ・撹 乱 正 方 形 N － 4 0 。－ W 3 ，0 4 2 ．8 0 く8 ．5 〉 く12 〉 B I L l a ？ 1 ．4 0 、 1．6 0 く2 ．8 〉

F 7 5 3 1 1 B H 8 7 5 ・1 1 B P 2 9 ・撹 乱 正 方 形 N － 6 0 。－ W 2 ．3 2 2 ．2 4 く5 ．2 〉 く12 〉 A I L l b ？ く2．3 2 〉 く2 ．2 4 〉

F 7 5 4 1 1．B D 3 7 8 ・撹 乱 長 方 形 N － 5 8 。－ E 5 ．4 8 4 ．8 4 く2 6 ．5 〉 16 F l a ？ 1．6 8 、 1 ．8 0 2 ．2 0 ノ㌧2．72

F 7 5 5 1 1 B H 8 8 5 ・M 73 ・P 5 4 ・撹 乱 正 方 形 N － 5 3 。－ E 2 ．2 4 2 ．2 4 5 ．0 32 A l ？ 2 ．2 4 2 ．2 4

F 75 6 1 1 A D 3 7 9 ・撹 乱 長 方 形 N － 5 6 。一 E 5 ．3 6 4 ．0 8 2 1 ．9 M I F l a 1 ．6 0 ′＼ 1．8 8 2 ．0 8

F 75 7 1 1 B 撹 乱 長 方 形 N … 5 8 。－ E 4 ．64 1 ．6 0 1 1 ．5 C 2 0 ．5 2 ′＼3 ．8 8 1 ．6 0

F 75 8 1 1 B 撹 乱 長 方 形 N － 5 6 。－ E 3 ．04 2 ．4 8 7 ．5 B 2 L l b 2 ．7 2 、3 ．2 0 0 ．8 0 へ 1 ．68

第8表　掘立柱建物址計測表3
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㍍Y　へニIH　　　　　　　　　　　　　　 hY 7二子ナ十 ・信　一： ご1ご　　　　 寮ここ　　　　　　　　 d．、コ　は・けT　　　　　　　　　　　　　　　　 痘

F 7 5 9

F 7 6 0

11 B

1 1 A

D 3 7 8 ・撹乱

撹 乱

H 8 5 5 ・D 3 8 1 ・3 8 2 ・M 73 ・撹 乱

F 7 6 1 ・D 3 8 2 ・M 7 3 ・撹 乱

撹 乱

撹 乱

H 8 98 ・撹 乱

長 方形

正 方形

N － 5 0 。－ E

N　　 。

5．8 8
1M　　　h

3 ．4 4

2 ．7 2

4 ．3 2

2 0 ．2

r7 12 ㌔ 2 0

12

ニニヨ　　　ガg ニ　　柳　。f・

E 4 b ？ 2 ．00 ～ 3 ．88 1 ．5 2 ＼′3 ．4 4

F 7 6 1 1 1 A
／

長 方形

正 方形

－ 5 9　－ E

N － 5 7 。－ E

3 ．0 0 ／．2 B l

F l a

M I C l ？

1 ．4 0 ＼ 1 ．60 2 ．7 2 、 2 ．8 0

F 7 6 2 11 B N － 5 6 。－ E
5 ．8 0

⊃

2 5 ．1 1 ．76 ′、 2．08 2 ．0 0 、 2 ．2 8

F 7 63 11 B
．は．　 ／

正 方形 N － 5 。－

3 ．8 0

3 ．8 0

3 ．5 6 13 ．5

16 、 2 8

0 ．8 8 ′＼ 1．32 3 ．5 6

F 7 64

F 7 6 5

11 B

1 1 A

l V、＿　プ　ノ

長 方形

5　　 E

N － 64 、。－ E

N －3 5。－ W

N － 50 0　 E

3 ．6 0

1 ．88

13 ．／

r

E 2 1 ．56 ㌦ 2 ．1．2 1 ．6 8 ㌦－2 ．16

、し．ノ　／

長 方形

2 ．8 0

1

0 ．3

2 5 ．2

2 3 ．1

A l

E 5

E 4 b ？

2 ．8 0 1．8 8

F 7 66 1 1 A
Cヽ　　　　／

長 方形

正方 形

5 ．4 8

6 ．0 8

4 ．60 2 ．2 8 ㌦ 3 ．3 2 1．6 0 ㌦ 2 ．2 0

F 7 67 1 2 A N － 4 。

3 ．80

2 ．20

2 ．64

1 ．8 0 ＼ 4 ．2 8 2 ．0 0 ㌦ 3 ．6 0

F 7 68 1 1 B 撹 乱

H 8 9 1 ・F 7 58 ・撹 乱

撹 乱

P 7 6

l　ブ　ノ

．‾E方 形

5　－ E

N … 56 0 － E

N －　 。

2．3 2

2 ．8 0

b ．1

7 ．4

2 4 ．8

く14 ．8 〉

2 0

A l 2 ．3 2 2 ．2 0

F 7 69 1 1 B
」．、プ　ノ

長方 形

B 2 2 ．8 0 1．2 0 ㌦ 1 ．4 0

F 7 70 1 1 B
くしノノ　ノけ／

長方 形

正方 形

10　－ E

N －　 。

6．8 8 3 ．4 8 G l 1 ．5 2 へ－1．8 0 l．6 0 へ 1．7 6

F 7 7 1 1 2 A
5 0　－ E

N －　 。

4．1 2

つ

3 ．60

1 6

B 2 ？ 4 ．12 1 ．6 0 へ・2．0 8

F 78 3 1 2 A
j＿、一　　 ／

長方 形

長方 形

6 8　－ E

N － 4 9 くつ

J．1 2

ワ

2 ．8 8 9 ．0 A l

A l

M I F l a

2 ．8 0 ㌦ 3 ．12 2 ．8 8

F 78 4 1 3 A 撹 乱

調 査 区外

F 78 4 ・7 8 5

撹 乱

撹 乱

ー E

N 一一C Eゾ

」．88 2 ．4 4 ／．0

18 ．9

く18 ．3 〉

2 4

1 6

2 ．8 8 2 ．4 4

F 78 5 1 3 A
く　　　　／
長方 形

長 方 形

6 5　－ E

N －　 。

4．／2 4 ．0 0

3 ．9 2

1 ．0 8 ㌦ 1 ．9 2 1 ．8 0 ㌦ 2 ．2 0

F 78 6 1 3 A
5 8　－ E

N －　 。

4．68 F l a ？ 1 ．4 0 ㌦ 1 ．6 0 2 ．0 8 、 2 ．28

F 78 7 13 A
X．　　　／

長 方 形

5 7　－ E

N　　 。

4．00

3 ．8 4

4 ．52

3 ．4 0 1 3 ．6 F l a ？ 1 ．2 4 ＼ 1 ．4 0 1 ．2 8 ′＼ 1．7 6

F 78 8 13 A
く　ブ　ノ

長 方 形

－ 4 8　－ E

N　　 。

3．0 4 1 1 ．／ F 2 a ？ 0 ．8 8 ㌦ 1 ．4 8 1 ．3 6 へ・′1．60

　 ＼　ィ E 4 a

A l

P 2 の 南 側焼 士 有
F 7 8 9

F 7 9 0

13 A

13 A

撹 乱

F 7 8 9 ・撹 乱

50 号 粘 土抗 ・撹 乱

H 9 3 9

撹乱

P 4 5 ・4 6 ・4 9 ・5 7 ・撹乱

P 5 2 ・54 ・撹 乱

撹乱

撹 乱

正 方 形

正方 形

N － 3 7 。… W

N － 4 。

2 ．5 6

3 ．6 4

6 ．6 0

2 ．4 4 6 ．2 1 6 へ′2 0

1 2 、 2 4．

2 ．5 6

1 ．7 2 ㌦ 1 ．8 0

2 ．0 8 へ－2．4 4

F 7 9 1 13 A
J＿一　　 ／

長 方 形

長 方 形

長 方形

0　－ W

N － 5 0 。

3 ．2 8 1 1 ．9 E l a

F l a

1 ．7 8 ㌔ 1．8 0 1 ．6 8 ㌦ 2 ．2 0

F 7 9 2 13 A
ー E

N － 2 2 。

4 ．5 6 3 0 ．0

8 へ′20

2 0

16

1 ．4 0 ㌦ 3 ．2 0 1 ．6 8 、 2 ．9 2

F 7 9 3 13 A
ー W

N －　 。

3．5 2 1 ．6 0 5 ．6

5 ．5

B 6 ？ 1 ．52 へ 3 ．7 2 1 ．2 0 、 1 ．3 2

F 7 9 4． ユ3 A
くノウ　ノ

長 方形

5 5　－ E

N － 6 0 。－ E

N －　 。　 r

2 ．4 8 2 ．2 0

4 ．3 2

M I B l 1 ．00 ㌦ 1 ．4 0 2 ．0 0 ㌦ 2 ．2 0

F 7 9 5 13 A
く　　　　／

長 方形

／．0 0 3 0 ．2 G l 1 ．80 ㌦ 2 ．0 0 2 ．0 8 、 2 ．2 8

F 7 9 6 13 A
く．ブ　ノ

正 方形

3 9　－Ⅵ

N －一つ1。

！．1 2

r）　′．．‾

4 ．2 8 く1 ／．6 〉

く1 2 ．6 〉

7 ．3

G l ？ 1 ．4 8 、 1 ．9 2 1 ．8 0 へ′2 ．2 8

F 7 9 7 13 A
J＿〃．．　　 ノ

正 方形

正 方形

長 方形

3 1 － W

N　　 。

日 日 2

2 ．7 2

2 ．4 0

2 ．9 2

3 ．4 0 2 0

2 0 、 2 8

E l a ？ 1 ．8 0 ′＼ 1．92 1 ．6 0 へ′1．8 0

F 7 98 1 3 A 撹 乱
－ 3 7　－ W

N －　 。

2．6 8 M 2 B 2 2 ．72 0 ．8 0 へ 1 ．6 8

F 7 99 1 3 A
53　－ E

N －4 6 0 － W

N －一にが

2．1 6 〇．2

5 ．8 12 、 2 0

16 ′、 32

A l ？ 2 ．4 0 2 ．1 6

F 8 00 1 3 A F 7 9 9

F 7 99 ・8 0 0

く．　　 ．／
長方 形

2．0 0

2 ．64

2 ．3 2

A l 2 ．3 2 ㌦ 2 ．92 2 ．1 2 へノ2 ．2 8

F 8 0 1 1 3 A
、く　　　　ノ

長方 形

55　－ E

N － 6 4 。

3 ．2 4

2 ．64

8 ．6

6 ．1

14 ．0

2 6 ．0

B l

A l ？

1 ．5 2 ㌔ 1 ．72 2 ．6 0 ㌦－2．9 2

F 8 02 1 3 A
ブ　／

正方 形

ー E

N　　 C7

2 ．2 0 へ・2．8 0 2 ．3 2

F 80 3 1 3 A F 80 2 ・P 7 6 ・7 7

F 8 12 ・9 4 5 ・Q 9 ・M 7 6 ・P 2 12 ・撹 乱

二／

長方 形

… 7 2　－ E

N　　 O

3 ．／6 3 ．72

12 ′＼2 0

1 2 ′・㌧2 4

8 へノ1 6

F 3 b 1 ．2 0 ′、 1．9 2 1 ．7 2 、′2．04

F 80 4 1 3 A
くノブ井／

正方 形

－ 6 5　－ E

N　　 。

6．08 4 ．28 G l 0 ．9 6 ㌔ 2 ．12 2 ．12 ㌦ 2 ．2 8

F 8 0 5 1 3 A
プ　ノ

長 方 形

正 方 形

長 方 形

－ 4 2　… W

N －　 。

3．64 3 ．64 13 ．2

12 ．0

B 2 1 ．8 4 、 2 ．0 0 3 ．24 ㌦ 3 ．64

F 8 0 6 1 3 A
5 3　－ E

N － 7 。

3 ．8 4

r）

3 ．12 F l a M 2 a

A l

F l a

M 2 E l a

B 6

1 ．0 0 ㌦ 1 ．7 2 1 ．52 へー1．60

F 8 0 7 13 A D 4 3 4 ・P 13 1 ・1 3 2
7　－ E

N －　 。

J．3 2 3 ．0 8 10 ．2 12

1 2 ㌦2 0

3 ．2 0 へ 3 ．4 8 2 ．9 6 ㌦ 3 ．2 8

F 8 0 8 13 A
さく　J　／

長 方 形

正 方形

3 8　－ W

N …∵γヂ

6．2 0

4 ．2 8

2 ．8 0

3 ．7 6

′1 ‾．’

2 3 ．3 1 ．5 2 へ－2 ．8 8 1 ．8 0 へ 2 ．0 0

F 8 0 9 13 A

撹乱

7 「一一E

N － 5 8 0 － E

3 ‥〕6

2 ．7 2

1 4 ．4

7 ．6

1 2 ㌦ 2 0

8 ㌧ 2 0

1 ．7 2 、 2 ．6 0

1 ．4 4 、 2 ．8 0

1 ．6 0 ′＼・1．8 0

1 ．16 ㌦ 1 ．5 6

l

東 西方 向 を 仮 に桁 行 と した場 合

F 8 1 0 13 A 正 方形 N － 2 0 0 － W 2 ．3 2 2 ．2 8 5 ．3 16 A l 2 ．3 2 2 ．2 0
F 8 1 1 13 A H 9 4 7 長 方形 N － 5 8 。－ E 4 ．8 4 3 ．5 2 1 7 ．0 16 、ノ2 0 C l ？ 1 ．32 ㌔ 1 ．7 2 2 ．8 0
F 8 1 2 13 A Q 9 ・P 4 0 ・1 2 1 ・12 2 ・撹 乱 長 方形 N －4 0 。－ W 6 ．3 2 4 ．0 8 2 5 ．8 F l a ？ 1 ．80 へ 2 ．48 1．．8 0 、 2 ．1 2
F 8 1 3

F 8 14

13 A

13 A F 8 13

正 方形

り

N － 59 0 － E

N …4 3 。－ W

2 ．3 2

く3　　 〉

2．2 0

？

5 ．1

り

16 、 2 0 A l

？

2 ．3 2 2 ．0 0 へ 2 ．2 0

F 8 1 5

F 8 16

13 A

1 3 A 撹 乱

長方 形

正方 形

N …3 7 。－ W

N － 7 0 。－ E

．6 0

4 ．9 6

2 ．3 6

3 ．2 0

2 ．12

】

15 ．9 ！

5 ．0 】

12 ′、 1 6

く2 0 〉

20

B 2

B 2

く1 ．6 8 ㌧ 1 ．8 8 〉

4 ．7 2 、 4 ．9 6

2 ．3 6

I

1・5 2 へ 1．7 2 ！

1．0 8 へ・1．3 2F 8 17

F 8 18

1 3 A

1 3 A

H 94 8

H 94 8

正方 形

り

N － 2 0 。－ W

N － 6 6 。－ E

3 ．8 4

く3　7 2 〉

3 ．56

9

13 ．7

9

E l a ？

り

1．8 8 ㌦ 1 ．9 6

r．

1 ．60 ㌦ 1 ．9 6

F 8 19

F 82 0

1 3 A

1 3 A H 94 5 ・9 5 0

長 方 形

長 方 形

N － 7 2 。－ E

N － 7 3 0 － E

4 ．44

4 ．52

3 ．6 4

3 ．4 8

16 ．2

15 ．7

E l a

F 3 a ？

く1．7 2 ＼2 ．0 0 〉

1 ．8 8 ′＼2 ．8 0

1．3 2 ㌦ 1 ．7 2

1 ．4 8 ㌦ 2 ．2 0

1 膏 4 ＼ 1 ．80 1
F 8 3 2 13 A F 8 2 8 ・8 2 9 ・8 3 0 ・83 7 ・撹 乱 長 方 形 N － 6 0 。－ E 4 ．52 3 ．8 4 1 7 ．4 M I F l a ？ 1 ．4 8 、 1 ．6 8 1 ．7 6 へ 2 ．00
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抗．溺恩 ナニ
㌢T 3．≡ 単

tふ牒酎㌶‾　　瓜
T‘三

PT－　r竃 雷二堅　　・k ．l　ニこ　ニ　こし′　　ニ　8．り むここ‾＿． ；ニ 漏院 鍔 畳ニ粥　 、へ．ニ寺　 鄭 班滞症一聾 汀ンこ

F 8 3 3 13 A 撹 乱 方 形 N － 15 。… W 2 ．7 6 2 ．64 7 ．3 2 0 B 2 1 ．2 0 ㌦ 1 ．4 0 2 ．7 2 ～ 2 ．9 6

F 8 3 4 13 A 撹 乱 方形 N － 80 。－ E 5 ．2 0 3 ．6 4 19 ．0 12 ノ、 2 0 F l a 1 ．12 、 2 ．0 8 1 ．7 2 、′1．8 0

F 8 3 5 13 A 撹 乱 正 方形 N － 73 。一 E 2 ．6 0 2 ．5 6 6 ．7 12 、 2 0 B l 1 ．2 0 、 1 ．52 2 ．4 4 へ 2 ．7 6

F 8 3 6 13 A H 9 5 9 ・F 8 3 4 ・83 5 ・P 24 、4 ・撹 乱 正 方形 N － 4 1 。－ W 4 ．5 6 4 ．4 4 2 0 ．2 F l a ？ 1 ．20 へ・ノ1．80 2 ．3 2 、 2 ．4 0

F 8 3 7 13 A F 8 3 1 ・撹乱 り N － 6 3 。… E 3 ．2 8 り り く2 0 〉 ‘7 く1．3 6 へ 1 ．4 8 〉 東 酉 を仮 に桁行 と した場 合

F 8 3 8 13 A P 2 3 5 ・撹 乱 長 方形 N … 8 3 。… E 2 ．5 6 2 ．0 0 5 ．1 12 、 2 4 B l 1 ．1 2 ＼－1．3 6 1 ．9 2 、2 ．2 0

F 8 3 9 13 A 撹乱 正 方形 N － 2 8 0 － W 3 ．9 2 3 ．4 4 1 3 ．5 2 0 M I M 2 E l．a 1．．6 8 、 2 ．2 8 1 ．5 6 、 1 ．8 0

F 8 4 0 13 A F 8 4 1 ・撹 乱 長 方 形 N － 6 3 0 － E 4 ．3 2 3 ．3 6 1 4 ．5 1 6 へ．2 0 E l a 2 ．0 0 へ・2 ．2 0 1 ．6 4 ′＼ 1．7 2

F 8 4 ．1 13 A H 9 6 4 ・撹 乱 正 方 形 N － 7 3 。－ E 4 ．0 0 3 ．6 0 1 4 ．4 1 2 へ一16 E l a 1 ．8 4 へノ2 ．0 0 1 ．4 4 ㌦ 1 ．8 8

F 8 4 2 1 3 A 長 方 形 N － 6 2 。－ E 2 ．4 4 2 ．16 5 ．3 A l 2 ．4 4 2 ．16 ［
［

F 8 4 3 1 3 A H 96 4 ・撹 乱 正 方 形 N － 6 2 。… E 4 ．6 8 4 、．5 6 2 1 ．3 16 M I F l a 1 ．0 4 〃＼2 ．2 8 2 ．12 、 2 ．68

F 8 4 4 1 3 A F 84 3 正 方 形 N － 6 3 。… E 3 ．68 3 ．4 4 12 ．7 1 6 E l a 1 ．6 8 ノ㌦ 1．9 6 1 ．72 、 1 ．80

F 84 5 1 3 A H 96 4 ・F 84 3 ・8 4 4 方 形 N … 2 5 ㌧∵W 5 ．12 5 ．0 0 2 5 ．6 1 2 I l 1 ．5 2 ＼ 1 ．8 0 1 ．32 、 1 ．80

F 84 6 1 3 A 正方 形 N － 2 5 。－ W 3 ．60 3 ．4 0 12 ．2 2 0 ＼ノ2 8 E 2 1 ．8 0 1 ．52 、′1．8 0

F 84 7 1 3 A 試 掘 トレ ンチ ・撹 乱 長方 形 N － 7 1。－ E 6 ．4 0 4 ．04 2 5 ．9 1．2 ＼′20 M IM 2 F l a 1 ．7 2 ′＼ 2．4 8 1 ．8 0 ㌦ 2 ．2 8

F 84 8 1 3 A F 84 7 ・試 掘 トレ ンチ 長方 形 N － 7 9 。－ E 4 ．64 3 ．64 16 ．9 M I F 3 a 1 ．2 8 へー1．8 0 1 ．7 2 ′＼3．6 4

F 8 49 1 3 A F 8 4 7 ・撹 乱 長方 形 N － 16 。一 W 4 ．0 0 3 ．2 8 13 ．1 1 6 M I M 2 F 3 b 1 ．3 2 ㌧ 2 ．2 0 1．2 4 、 1 ．6 4

F 8 50 1 3 A 長方 形 N － 67 。－ E 5 ．4 4 4 ．1 2 22 ，4 F l a M 3 1 ．6 0 ㌦ 2 ．4 0 1．8 0 パ・＼′2 ．2 0

F 8 5 1 13 A －
N － 60 。－ E 2 ．7 2 1 ．6 8 － P 2 1 ．3 2 へ．1．5（．） 1．6 8

F 8 52 13 A F 8 4 3 ・8 4 4 ・撹 乱 長 方形 N － 28 。－ W 3 ．5 2 3 ．3 6 1 1 ．8 8 ＼・2 8 E 4 b 1 ．52 ㌧ 2 ．00 1．4 4 一㌧ 1．9 2

F 8 5 3 13 A F 8 5 0 長 方形 N － 7 9 。－ E 5 ．9 2 4 ．2 4 2 5 ．1 12 ㌦ 2 4 F l a 1 ．8 0 ＼ 2 ．1 2 1 ．9 2 ～ 2 ．2 8

F 8 54 13 A H 7 3 6 ・9 6 8 ・P 30 3 ・3 04 ・P i t 長 方形 N － 7 0 0 － E 4 ．6 8 3 ．2 0 1 5 ．0 2 0 M I F l a ？ 1 ．4 8 、 1 ．6 0 1 ．1 2 へFl ．9 6

F 8 5 5 13 A H 7 6 3 ・96 8 ・撹 乱 長 方形 N － 8 0 。－ E 4 ．2 0 3 ．2 0 1 3 ．4 12 へ－2 0 M I M 2 E l a 1 ．96 ′＼ 2．3 6 1 ．4 0 ㌦ 1 ．7 6

F 8 5 6 1 1 B N － 5 8 。－ E 9 ．3 2 － － P l 0 ．80 ㌦ 1 ．0 0 －

F 8 5 7 13 A F 8 4 8 ・8 50 長 方形 N … 6 1 。－ E 5 ．0 0 3 ．4 0 1 7 ．0 F l a 1 ．5 6 へ－1．7 6 1 ．6 0 ㌦ 1 ．8 0

F 8 5 8 13 A F 8 5 3 長 方 形 N － 6 7 。－ E 4 ．0 8 3 ．2 0 1 3 ．1 1 2 へ・′16 E 2 1 ．8 0 へノ2．2 0 1 ．4 0 ㌦ 1．．8 0

F 8 5 9 l A 正 方 形 N － 6 3 。－ E 2 ．4 0 2 ．3 2 5 ．6 A l 2 ．2 0 ＼2 ．4 8 2 ．16 、・2．52

F 8 6 （．） 1 A 長 方 形 N － 6 4 。－ E 2 ．0 0 1 ．7 6 3 ．5 A l 1．3 6 、 2 ．1 6 1 ．8 8

F 8 6 1 1 A H 15 9 長 方 形 N － 6 8 。－ E 4 ．4 8 3 ．3 2 1 4 ．9 F l a ？ 1 ．4 0 ＼ 1 ．6 0 1 ．5 6 ′㌧′1．80

F 86 2 ．1 A 調 査 区外 り N － 6 Cつ－ E 4 ．16 ？ り り 2 ．0 0 ㌦ 2 ．1 2 2 ．0 0

F 8 63 1 B 6 号粘土 抗 長方 形 N － 6 2 。－ E 6 ．0 0 3 ．56 2 1 ．4－ G 2 1 ．0 8 －＼r2 ．5 2 0 ．9 6 一、2．2 0

F 8 64 1 B F 865 ・D 49 胡 6号粘土掠 m ▼P 38・掛 46骨 ［Q P l 長方 形 N － 6 9 。－ E 6 ．64 4 ．0 4 2 6 ．8 G 2 1 ．2 8 へ 2 ．2 8 1 ．4 8 ノ＼ 2．6 0

F 8 65 1 B H 2 59 ・D 4 9 ・F 8 6 4 ・Ⅱ V P 4 4 ・4 6 ・9 5 正方 形 N － 2 6 0 － W 4 ．3 6 4 ．28 18 ．7 E l a ？ 1 ．4 8 ～ 2 ．6 8 2 ．0 0 ㌦ 2 ．2 8

F 8 66 4 B 長方 形 N － 72 。－ E 5 ．3 2 3 ．76 2 0 ．0 F 3 a 1 ．5 6 ′㌦ 2．0 0 1．8 0 、 3 ．7 6

F 8 6 7 4 B F 3 24 ・3 7 5 ・8 66 三方形 N － 64 。一 E 4 ．2 4 4 ．20 17 ．8 F 3 a 2 ．0 0 、 4 ．2 4 1．2 0 ′㌦ 1．8 0

F 8 68 5 A F 4 2 6 ・4 2 8 正方形 N － 38 。一 W 3 ．6 0 3 ．48 12 ．5 B 2 3 ．6 0 1．4 0 ㌦ 1 ．8 8

F 8 6 9 5 D F 4 9 6 長 方形 N － 5。－ E 2 ．3 2 2 ．0 0 4 ．6 B I L l a 0 ．76 、 1 ．4 0 2 ．0 0

第10表　掘立柱建物址計測表5



こ　　こ‾・－　　1Jが二監h痴 済乱鐙
ヨこ
、ラ‾

一一　rri　叫、りボごに ル・黙し　ニこき

i・こ：

8 A B N － 6 7 0 － W 1 ．3 6 0 ．88 0 ．10 1．2

S A B Ⅳ ＋ ぱ ∴ E 1．・4 0 0 ．6（．） 0．20 0 ．8

8 A 調 査 1哀 外 E N － 14 C － E 3 ．04 2 ．96 1．56 〈7．0 〉

8 A A N － 8（．）。－ E 2 ．6 0 2 ．32 1．20 4－．8

8 A B N － 5l 。… E 1 ．7 6 0 ．76 0 ．4 一冬 1．4

D 3 0 0 8 A B N － 6 9 。－ E 2 ．1 2 1 ．24 0 ．36 2 ．5

8 A A N … 3 9 。－ u r 1∴4、0 、1 ．32 0 ．28 1．3

D 3 0 2 8 A D N － 3 3 。W…・W 1 ．12 0 ．84 0 ．20 0 ．9

D 3 0 3 8 A B N － 4 6 。－ E 1 ．28 1 ．04 0 ．12 1．3

D 3 0 ノ1 8 A B N － 4 5 。－ W 2 ．20 1 ．20 0 ．16 2 ．4

8 A B N … 55 ㌧ ∵ W 1 ．04 0 ．80 0 ．20 0 ．7

D 3 0 6 S A B N － 6 3 。－ E 1 ．44 1 ．28 0 ．2 0 1．4

D 3 0 7 8 A B N － 15 。－ E 1 ．5 6 0 ．96 0 ．3 6 ．1．3

8 A B N － 4 7 。ー E 0 ．92 0 ．68 0 ．12 0 ．6

8 A B N － 2 5 。… E 0 ．9 6 0 ．72 0 ．16 0 ．6

8 A D N … 8 5 。－ E 1 ．84 0 ．96 0 ．12 1．6

I）3 1 1 8 A B N － 3 4 0 － 1V 1 ．3 6 1 ．12 0 ．3 6 1．1

D 3 1 2 8 A D 3 0 6 0 ．2 8

9 A D N － 3 1 0 －－ W 2 ．12 1 ．36 0 ．2 0 2 ．5

D 3 1 4－ 9 A B N －h1 3 。－ E 1 ．28 1 ．12 0 ．3 6 1．1

9 A B N － 6 2 ㌧∴ W 2 ．72 1 ．52 0 ．2 8 3 ．6

D 3 1 6 9 A I I 8 0 6 ＝ N － 5 8 。－ W 2 ．00 1 ．60 0 ．4 8 3 ．0

D 3 1 7 9 A B N － 4 8 0 － 1V 2 ．28 1 ．56 0 ．4 4 2 ．9

9 A B N － 4 5 。－ W 1 ．40 0 ．2 0 2 ．6

I）3 1 g ！）A A N － 8 7 。－ W 2 ．96 2 ．96 1．12 5 ．5

9 A B N － 7 8 0－ W 3 ．14 4 1 ．96 5 ．7

D 3 2 1 9 A B N … 2 8 0－ W 2 ．60 1．08 0 ．2 8 2 ．7

9 A A N － 5 2。－ E 1 ．52 1．52 1 ．9

9 A A N － 3 ㌢ … W 1 ．00 0 ．92 0 ．′44 0 ．8

9 A D N －h4 9。－ E 1 ．28 0 ．80 0 ．12 1 ．0

9 A B N － 6 6。－ E 1 ．76 0 ．92 0 ．4 8 1 ．6

1 0 A B N － 6 5。－ E 1 ．88 1．4 8 0 ．12 2 ．4

1 0 A M 6 9 0 ．5 6

I）3 2 8 1 0 A F 7 1 9 ・7 2 0 F N － 3 。… E 3 ．28 2 ．0 0 0 ．9 2 5 ．5 P － 3 、 柱 痕 径 8

D 3 2 9 1 1 A A N － 7 8。～ E 1．28 1．2 4 0 ．9 6 1 ．3

D 3 3 0 H A A N … 3 0。－ E 1．56 1．4 8 0 ．3 6 1 ．8

D 3 3 ユ 11 A F N － 62 。－ E 2．96 1．2 8 0 ．84 3 ．4 P － 6

D 3 3 2 1 1 A D N － 59 ㌧ ∴ W 1．8 4 ．1．2 4 0 ．28 2 ．1

I）3 3 3 1 1 A D N … 53 。－ W 2 ．0 8 1 ．2 8 0 ．36 2 ．6

D 3 3 4 1 1 A A N － 2 。－ E 0 ．9 6 0 ．8 8 0 ．28 （．）．7

D 3 3 5 1．1 A B N － 85 。－ E 1．12 0 ．8 8 0 ．16 0．8

D 3 3 6 1．1 A A N － 75 。… E 1．0 4 1．．04 0 ．80 1．0

D 3 3 7 1 1 A A N － 63 。1… E 1．2 0 ．1 ．16 0 ．2Z4 1．2

D 3 3 8 1 1 A B N － 4。－ E 1．2 4 1 ．08 0 ．20 1．5

D 3 3 9 1 1 A A ？ N － 45 。－ E 1．！18 1 ．48 0 ．52 く2 ．0 〉

I〕34 0 1 1 A B N － 50 。－ E 1．2 8 1 ．96 0 ．20 1．1

D 3 4、1 1 1 A A N － 61 。… E 1．ユ2 1 ．04 0．24 1．0

I）34 2 1 1 A B N － 75 。… E 1 ．0 8 0 ．92 0．60 0 ．8

1 1 A B N － 4 3 。－ E 2 ．4 8 2 ．20 0．4 4 4 ．4
ヨ
：

D 3 4 4、 1 ．1 A 撹 乱 A ？ N … 8 5 。－ W 2 ．0 8 1 ．92 0 ．2 8 く3 ．1 〉
；

［［

ーこ摺痛料 ‘ニ盲ご

Jニ

看こ毎
ご　トこ　り
もり・ニ ’I∴

D 3 4 5 1 1 A P 2 8 F N － 1 ㌧ ∵ Ⅳ 2 ．16 1．2 5 0 ．4 8 2 ．3 P － 2 、 柱 痕 ′郎

D 3 ／16 1 1 A D 3射 ト 撹 乱 0 ．12

1 1 A H 8 5 2 ・1 1 A P 4 2 F N － 15。－ W 2 ．64 1．4 8 く3 ．3 〉 P － 3

I）3 4 8 ユ．1 A 撹 乱 B N － 17㌧ ∴ W 1 ．52 1．12 0 ．3 2 く1 ．5 〉

11 A B N － 5 3。－ E 2 ．20 1．52 （）．4 0 2 ．8

1 1 A B N － 8 4 0 － E 2 ．00 1．60 2 ．5

D 3 5 ユ 1ユA 0 ．3 6

D 3 5 2 1 1 A B N －H…・5 7．。－1 Ⅳ 1 ．60 1．40 0 ．5 2 1 ．6

D 3 5 3 1 1 A

D 3 5 4 1．1A A N … 9 0。…・E ．1 ．28 1．16 0 ．6 0 1 ．4

1 1 A B N － 3 5 0 － 1へr 1 ．08 0 ．80 0 ．1（i 0 ．4

D 3 5 6 1 1 A A N － 5 5 C7－ E 0 ．92 0 ．88 0 ．2 0 0 ．6

D 3 5 7 1 1 A B N －M7 。－ E 1 ．56 0 ．92 0 ．2 8 1 ．3

D 3 5 8 1 1 A D 3 5 7 ・枚 乱 B N muル5 2。－hE 1 ＿72 く1 ．9 〉

D 3 5 9 日 日 B N … 3 9。－1 Ⅳ 1 ．88 1．36 0 ．3 2 2 ．3

1 1 B 撹 乱 0 ．6 4

I）3 6 1 H A A N － 6 8。ー E 1 ．28 1．24 0 ．3 2 1 ．3

D 3 6 2 1 1 A H 8 5 3 B N uH－1 2㌧ … E く1 ．88 〉 （：）．92 0 ．16 く1 ．5 〉

D 3 6 3 1 1 I 3 A N － 2 7㌧ ∵ W 1 ．36 1．2 4 0 ．3 6 1 ．5

D 3 6′4 1 1 B B N －M・8 2。－ E 1 ．44－ 1．2 （＿） 0 ．3 2 1 ．6

D 3 6 5 H B H 8 7 9 ・撹 乱 A ．？ N IH・・・…1 70 －hW 1 ．00 0 ．9 6 0 ．‘4 0 く0 ．6 〉

11 A A N － 4 5。－ E 0．88 0 ．8 4 0 ．3 6 0 ．6

D 3 6 7 1 1 日 C N － 4 げ∴ 」Ⅳ 1．00 1．0 0 0 ．ユ2 1 ．0

D 3 6 8 1 1 B A N … 5 8。－ E 0．88 0 ．8 8 0 ．2′ま 0 ．7

D 3 6 9 1 1 A B N － 6 5 0 － 1へ7 1．12 0 ．9 6 0 ．24 0 ．9

D 3 7 0 l l A I・i 8 7 9 ・撹 乱
0 ．16

D 3 7 1 1 1 B F N －…8 7。－1 V 2 ．28 1．2 0 2 ．6 P － 3 、 杵 痕 径 6

D 3 7 3 1 1 B 撹 乱
0 ．56

D 3 7 4 1 1 B A N 「 40 C∴ ！Ⅳ 1．8 4 1．6 8 0 ．16 2 ．2

D 3 7 5 1 1 A B N － 45 。…－E 1．6 8 1 ．2 0 0 ．∠18 1 ．8

D 3 7 6 1 1 A F 7 5 2 ・D 3 7 7 ・撹 乱 B ？ N －…・・34 。－ E く2 ．6 8 〉 く1 ．9 6 〉 〈4 ．2 〉

D 3 7 7 1 1 B 撹 乱
0 ．40

D 3 7 8 1 ．1 B 撹 乱 A ？ N …〃73 。－ E 2 ．9 2 2 ．64 0 ．56 く6．0 〉

D 3 7 9 1 1 B 撹 乱
0 ．32

D 3 8 0 1 1 A 撹 乱

D 3 8 1 1 1 A 撹 乱
0 ．40

D 3 8 2 1 1 A 撹 乱 B ？ N － 41 G － W 2 ．2 0 ．1 ．72 0 ．28 く3 ．6 〉

D 3 8 3 l l H 撹 乱
0．2 0

D 3 8 4 1 1 B 撹 乱 A N － 50 － E 1 ．32 ．1 ．32 0．16 〈1．3 〉

D 3 8 5 1 1 B 撹 乱 D ？ N － 2 げ … E く1 ．68 〉 く1 ，44 〉 0 ．12 く2 ．1 〉

D 3 8 6 1 1 B 撹 乱 0 ．2 ノ4

I）3 8 7 1 1 B 撹 乱
0 ．4 0

D 3 8 8 1 1 B 撹 乱 B ？ N － 3 8。… W く2 ．56 〉 〈1 ．64 〉 0 ．6 8 く3 ．3 〉

D 3 8 9 1 1 B 撹 乱 B ？ N － 7 0。－ E く2 ．00 〉 く1．80 〉 0 ．12 く3 ．1 〉

D 3 9 0 l．lA 撹 乱 C N － 15つ… E 2 ．52 2．36 0 ．12 5 ．3

D 3 9 1 1 1 日 撹 乱 C N … 4 3．コー E 1 ．40 l．4 0 0 ．2 4 く1 ．8 〉

D 3 9 2 1 1 B 撹 乱 A ？ N － 14 lJ … E 2 ．08 1．9 2 0 ．．12 く3 ．4 〉

D 3 9 3 1 1 A B N － 4 7 0 － E 1 ．36 0 ．76 0 ．2 4 1 ．（．）

11 B 水 道 管 ・撹 乱 C N － 24 。－ E 2 ．00 2 ．0 0 く3 ．5 〉

D 3 9 5 1 1 A 撹 乱 B N … 3 。－ W 1 ．60 0 ．9 6 0 ．4 0 くL 4 〉

第11表　土坑計測表1



済獄鐙 41と
きT 巌

1こi し十 睾ニ†
”；ニ
トナI

D 3 9 6 1 1 A 撹 乱 0．3 2

D 3 9 7 1 2 A H 9 2 0 0．4 8

1 2 A H 9 2 0 B ？ N － 25 。－ W く1．7 2 〉 く0 ．64 〉 く0 ．64 〉 く1．0 〉

D 3 9 9 1．2 A F N － 29 0 －m E 2 ．9 2 1 ．64 4、．0 P － 3 、 柱 痕 径 12

D 4 0 0 1 2 A F N 一一18 。　 E 2 ．9 2 1 ．56 0 ．4 0 4 ．0 P … 3 、 柱 痕 径 12

D 4 0 1 1 2 A B N … 86 0 － W 2 ．2 8 1 ．68 0 ．64 3 ．2

D 4 0 2 1 2 A 撹 乱 C N － 57 。 一 E 0 ．9 6 0 ．88 0 ．16 0 ．9

I）4 0 3 1 2 A C N － 18 。－ E 1．3 6 1 ．33 0 ．20 1．9

D 4－04、 12 A A N … 10 。－ W 0 ．8 4 0 ．80 0 ．20 0 ．6

D ∠10 5 1 2 A 調 査 区 外

D 4 0 6 1 2 A B N － 85 。一一W 1．2 4 1 ．0 0 0 ．60 1．4

D 4 0 7 1 2 A A N … 2。－ u r 1．0 0 0 ．9 6 0 ．36 0．8

I．）4 0 8 ．12 A D N … 74 。－ W 1．8 4 1 ．6∠1 0 ．76 2．8

D 4 0 9 1．2 A B N － 5。 一 E 1．4 8 1 ．04 0 ．32 1 ．3

D J1 1 0 1 2 A A N … 6 。－ E 2 ．0 0 1 ．8 8 0 ．68 3 ．2

D ∠11 1 1 2 A B N － 43 。……E 1．3 2 0 ．9 2 0 ．12 0 ．9

D 4 1 2 1 2 A F 7 7 5 B N － 5 。－ E 1．12 0 ．8 0 0 ．28 0 ．7

D 4 1 3 1 2 A D 4 0 8 0 ．16

D 4 1 4 1 2 A A N … 46 。一一E 1．2 4－ 1．2 0 0 ．52 1 ．2

D ∠11 5 1 2 A B N … 3 。－ W 1．0 0 0 ．8 8 0 ．28 0 ．7

1 2 A B N … 2 。… E 1．2 8 1．．0 0 0 ．48 1 ．0

】蕪 写．臆雲

差

kT　715i

D 4 1 7 1 2 A B N － 2 5。… E 0 ．96 0 ．6 8 0 ．3 2 0 ．7

D 4 1 8 1 2 A A N － 5 8。－ E 1 ．96 1．9 2 1 ．（：）4 3 ．1

D 4 1〔） 12 A B N － 6 0。－ W 1 ．00 0 ．8 0 0 ．4 8 0 ．7

D 4 2 0 1 2 A A N － 5 2．つ－ E 0 ．88 0．8 8 0 ．2 0 0 ．6

D ∠12 1 1 2 A A N … 5 0 1 － E 0 ．80 0．76 0 ．2 0 0 ．5

D 4 2 2 1 2 A 撹 乱 A ？ N － 4 4㌧ ∴ W く0 ．96 〉 く0 ．92 〉 0 ．2 8 く0 ．8 〉

D 4 2 3 1 2 A 撹 乱 0 ．2 0

D 4 2 4 1 2 A 撹 乱 B N －〃2 9。一 W 2 ．48 2 ．12 0 ．8 0 4－．7

D 4 2 5 1 2 A 撹 乱 B N … 2 5 0 － W 2 ．08 く1 ．44・〉 0 ．4 0 く2 ．7 〉

D 4 2（う 12 A 撹 乱 B N … 55 e － W 0 ．96 0 ．6（、） 0 ．16 （ノ）．6

D ∠ま2 7 1 2 A B N － 16 0 － E 0 ．84 0 ．52 0 ．2 0 0 ．5

D 4 2 8 1 3 A F N － 10。－ E 3 ．00 L 8 0 0 ．72 4 ．7 P ・・… 3 、 柱 痕 径 8

D 4 2 9 1 3 A F N － 4 7°クー E 2 ．20 1 ．44 0 ．8 8 2 ．8 P IM・… 2 、 杵 痕 径 1 2

D 4 3 0 1 3 A E N …〃55。－ E 2 ．40 2 ．40 1．2 8 4 ．5

1 3 A A ？ N － 35 0 － 1へr 0 ．9 6 く0 ．96 〉 0．3 6 く0 ．8 〉

13 A E N …・h5 5 。－ W 2 ．7 2 2 ．36 1．2 8 5 ．6

D 4 3 ：3 1 3 A M 7 6 ・撹 乱 0．3 2

D 4 3 4 1 3 A A N － 75 。－ u r 1 ．12 1 ．04 は 9

D 4 3 5 1 3 A B N － 8。－ W く3 ．．12 〉 2 ．32 1 ．32 く5．8 〉

第 1 接1

井 戸 謝二

7 B A N … 58 C － E 2 ．4 0 2 ．40 不 明 4 ．8

第12表　土坑計測表2



専 で≡こ ぜ よす “r　Pル
十ネ群　　　 臣や 」温　　　　　　　もや p　R　’ニ‘竃 評や　　　　　　　 吾二言 ギ． 善、こ≡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 題

H 500 1 須恵器 杯　 C 13．9 6．2 3．9 火裡
富二言

回転 糸切 り、火樽 、重焼 痕 完全実測 P 岩
2 須恵器 有台杯　 ？ （8．3） 回転 糸切 り→付高 台、火樽 ′ヽ

回転実測 Ⅲ区1層

Ⅳ区1 2倍
3 須恵器

′

壷　 ？ （7．3） 回転 糸切 り→付高 台 ′ヽ
回転実測

4 須恵器 壷　 C ？
回転実測

・－…一　・　　［∃
Ⅳ区1屈

5 鉄製 品 鉄 鉱 ノ′ヽ
平造 り？、赦身長 （2．4）

逆刺0．6、No l

一　　　E∃
Ⅲ区2層

H 5 0 1 1 土 師器 杯　 C l 6．7 ミガキ→黒色処 理 糸切 り→外周手持ちへラケズ リ 完全実測

破片実 測

Ⅳ区ケ 、
2

3

土 師器

土 師器

杯　 I l

‾’　㌻濾 （13．2）
暗文 へラケズ リ Ⅳ

／

武 蔵婆　 B ナデ ヘラケズ リ 回転実測 I 1．W．‘あホ リ
4 土 師器 武 蔵棄　 B 20．7 ナデ ヘラケズ リ 完全実測 、No4．9 12 煙 道 カマド
5 土 師器 武 蔵碧　 A 20．8 ナデ へ ラケズ リ 完全実 測

No 9 、煙 道No l．2 ．3

、－ヽ
煙 道 ・カマド

I 区2層
6 土 師器

ロロ

聾　 B l

武 蔵嚢　 ？

（22．4）

5．2

ヘ ラケズ リ 回転実測 I 亘2
7 土師呑 ナデ 底 ～休 部へ ラケ ズリ 完全実測 Ⅳ区2
8

9

土師器

土製 品

武 蔵棄　 ？

土 製紡錘車 最大径7．6

6．0

巨ヨ　　ノ又 Eヨ

ヘ ラケズ リ、 ナデ 底 ～休 部へ ラケ ズリ 完全実測 Ⅲ区2層

Ⅳ区1層・

Eヨ

カマド
取中佐（6．3） 東大厚（3．7） （75） 側面ナデ、上部へラナデ、下部ナ

デ 自然粕付着　 須恵質

Ⅲ区ポ リ

10

1 1

鉄製 品

鉄製品

日日

紡錘 車軸

1ヽ

軸棒幅0．5

身幅2．4 棟厚0．2

ノ‥ヽ　　　　　　　　　　　ヽ　　／ヽ　し　　、
Ⅲ区 トレ

鎌 柄装着角 110 0

N o l

Ⅲ・Ⅳ区2

層

H 50 2 1 土師呑 杯　 A l 12．7 6 ．0 4 ．1 ミガキ→ 黒色処理 底部 ～周縁 右回転へ ラケズ リ せ∠ゝ実測　 N　9 Ⅳ区2屈
2 土師器

。ロ

杯　 C l （13 ．6） 6 ．4 （3．9） ミガキ→ 黒色処理 ヽ
右 回転 糸切 り、墨書 「宮 ？」 完全実測 I ・Ⅲ

P 8
3 土師器 不　 C l 13．9 6．5 4．0 ミガキ→ 黒　 几理 口　云糸切 り 完全実測

回転実測

完 全実測、No 8

完 全実測、No．2

完 全実測

回転 実測、No3

回転 実測

回転 実測

ケン
4 土師器 杯　 A l （14．5） （6．4） （5．4） ミガキ→ 黒色処理 底部 ′、周縁 右回転へ ラケズリ P 8
5 土師器 杯　 C l 15．3 7．1 5．2 ミガキ→ 黒色処理 ・＼

右回転糸切 り Ⅳ 2
6 土師器 杯　 C l （15．7） 7．1 （4．9） ミガキ→黒 色処理 右回転糸切 り 一　　　Eヨ

Ⅲ区2層

P 8
7 土師器 杯　 C l （16．0） 6．5 （5．4） ミガキ→黒 色処理 ＼ノ′　ヽ

右回転糸切 り
8 土 師器 杯　 C l （6．0） ミガキ→黒 色処理 ＼

回転糸切 り Ⅱ区2層

床下

Ⅲ区2層

9 土 師器 杯　 C l （6．1） ミガキ→黒 色処理 回転糸切 り　 黒童 「？」
10 土 師器 杯　 A l （7．5） ミガキー→黒色 処理 　ヽ’t二　日

へ ラケズ リ　 黒蜜 「？」
11 土 師器

ロ。

碗　 A l

㍉1

1 5．5 7．1 6．0 ミガキ→黒色 処理 付 議岩 、土 日 r＼く1ハ
完全 実測、Nol l I ・Ⅳ

層

2

12 土 師益

土 師器

碗　 A l

碗 or皿　 A l

16．1 7．9 6．0 ミガキ→黒色処 理 回転糸切 り→付高 台、墨書

「土」

完全実 測、No 6 I 区トレ．2層

Ⅳ区2層
1 ．4 ミガ　 →黒 ・・ 几王 、高台　 里　 帰 回転実測

ノ⊥’全実測

ン
14 土 師器 碗　 A l 8．0 ミガキ→黒色処 理 N．　ヽ　　　ノIlヽ

回転 糸切 り→付高ム Ⅲ区2屈
15 土 師器

。ロ

杯 or碗　 ？ （15．4） ミガキー→黒色処理 口 フ已＿．h　　　　ハ
完全実測 、No2．3 I ・Ⅱ

床 下・

2層

5
16 ．． 皿　 A l 12．1 6．6 3．3 ミガキ→黒　 几王＿．． 口　云糸切 り→ 、高台 完全実測 、NolO

安全実測

Ⅳ 2屋
17 土師器 皿　 A l 14．0 （6．5） （3．0） ミガキ→黒色処理 「

付高 台 I 区2層
18 土師器

日日

皿　 A l

？

（14 ．2） （7．2） （3．3） ミガキ→黒色処理 付高 台、外 底墨書 「土」
フ1ニ＿　　　ヽ＿　′、
完全実測 、No 4 Ⅲ区2層

Ⅲ区 トレ
1 ． ヽ 1 ． 、　　 → 里　 几王 里∃至　　り 回転実測

回転実測

破 片実測

I 区2層

I区2層・ホリ

Ⅲ区2層

20 土師器 杯　 ？ （15．1） ミガキ→ 黒色処理 ．ニ±ヒ：巨了
窯堂 「士 ？」

21 土師器 杯　 ？ ミガキ→ 黒色処理 墨書 「土 ？」

第13表　出土遺物一覧表1（H500～H502）
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H 502 2 2 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処 理 墨書 「土 ？」 破片実測 I 区2

2 3 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処 理 墨書 「土 ？」 破片実測 H 寒．；こ1才

24 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処 理 墨書 「？」 破片実測 ケ ン

25 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒色 処理 墨 書 「？」 破片実 測 Ⅲ 2

26 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒色 処理 墨 書 「？」 破片実 測 Ⅲ 2

27 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒色 処理 墨書 「？」 破片実 測 I 区2層

28 土 師器 杯蓋　 ？ ミガキ→黒 色処理 右回転へラケズ リ→つまみ貼付 完 全実測 Ⅱ

Ⅲ トレ

29 須恵器 杯　 A （12．6） （8．4） （3．6） 回転へ ラ切 り 回転 実測 Ⅲ区2層

30 須恵器 杯　 C （13．0） （6．0） （3．8） 右回転糸切 り→ ナデ 回転実測 Ⅱ区1 コ

31 須恵器 杯　 C （13．8） 6．5 （4．5） 右回転糸切 り 完 全実測 I 区2

32 須恵器 有台杯　 ？ 8．1 回転糸切 り→付 高台、火裡 完 全実測 Ⅲ区1 コ

33 須恵器 杯　 ？ 墨書 「？」 破 片実測 Ⅲ区2層

34 須恵器 杯蓋　 ？ 火裡 右 回転へ ラケズ リーヰつ まみ貼

付、火裡

完全実測 Ⅲ区2層

35 土師器 武蔵 稟　 B （11．7） ナデ ヘ ラナデ 回転実測 I i≠こ2

3 6 土師器 武蔵 婆　 C （19．8） ヘラナデ ヘラケズリ、［］縁部斜めへラケズリ＆

へ ラ押 さえ

回転実測 I 区2

Ⅲ区2

3 7 土師器 武 蔵婆　 C （20．1） ヘ ラナデ ヘラケズリ、口縁部斜めへラケズリ 回転実測 I 区1層

Ⅲ区1．2層・ケン

38 土 師器 武 蔵襲　 B （20．8） ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 I区トレ．2層

Ⅲ区1．2層

39 土 師器 武 蔵婆　 D ？ （8．0） ナデ ナデ 回転実測 Ⅲ区床 下

ケ ン

40 須恵器 襲　 A （24．0） 回転実測 Ⅲ 由
41 須恵器 壷　 ？ 4．5 回転糸切 り、底部周縁へラナデ 完全実測 覆

42 須恵 器 壷　 ？ （8 ．2） 回転 糸切 り→付高 台 回転実測 Ⅲ 1層

43 須 恵器 壷　 C ？ 底 部周縁右回転へ ラケズ リ 回転実 測、No12 Ⅳ区2層

I区1．2．床下

Ⅲ区2層

Ⅲ区2層

カマド・カマドホリ

ホリ・ケン

44 灰 粕陶器 壷　 ？ 8．8 粕付着 右回転へラケズリ→付高台、施粕 完 全実測、No 7 Ⅳ区2

45 石器 砥石 B IJ 最 大長9．2 最 大幅5．2 最大厚4 ．4 2 89 砥画 数4 、正 ：滑 らか 、条痕、裏

両側 ：滑 らか、細か い線状 痕、

欠損 後 も使用、流紋岩

Ⅲ区2層

46 石器 臼 21．4 2 1．2 9．6 4 9 50 完 形、凹部擦 り、使用 にて底

部穿 孔、凹径12 ．5、凹深9．1、

孔径0 ．7、安 山岩 、No2 5

Ⅳ区2層

47 鉄製品 刀子 身幅1．5 棟厚0．3 平造 り、南関 Ⅲ 曲
48 鉄製品 刀子 1．1 0．25 平造 り Ⅲ トレ

49 鉄製品 不 明 No13 I 由

H 50 3 1 土師器 杯　 G 2 （12．6） （11．0） （3．6） ミガキー→黒色処理 ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区 デフ

2 土師器 杯　 H （13．8） ミガキ→ 黒色処理 ナデ 回転実測 Ⅲ区2層・P 3

3 土師器 鉢 14．0 6 ．4 12．3 ナデ へ ラケズ リ→ ミガキ 完全 実測 Ⅲ区 トレ

Ⅲ・Ⅳ区2層

第14表　出土遺物一覧表2（H502～H503）



l ぷ ．恕宅毒蛮謬撒遅配溺隆詭　　　 ・茸
故　監　藷 息哺ほ霊感鰯凱琵

1，．一
軍卑 ・壷デニ　　　　　　　　　　　　　　 隆　 蔭一録

H 503

H 50 4

4

5

土 師器

土 師器

鉢

壷

6．0

（7 9）

隼綽璃日置司 卓二阜
ミガキ→黒色処理

．‾・1J

ギ‾　　　　　　 蔓≡嘗

ヘ ラケズ リ 完全実測 Ⅲ区1

Ⅳ区2

1

土師器

石 臼E

フー ミガ 、′、彩 ？ 回転実測

回転実測
Ⅲ 26

7

甑　 ？

凹石　 A l

杯　 G 2

（15．9）

最大長12．3

（12 9）

最大幅11．7 Eヨ　　　　．．一
へ ラナデ ケズ リ→ ミガキ

I 2

1

，．．．．者蕗

土師器

聴大厚6．6 53 5

、　　　　　　　ヽヽ

完形、凹部擦 り、凹径4 ．5、凹

深0．9、安 山岩
Ⅲ

H 50 5

H 50 6

．口 十ガを→睾　 几　一 ミガキ、赤 彩 ？

回転糸切 り

完全実測、No l

回転実測

カマ ド

Ⅲ区1層

カマ ド

2 土師器

，1．一　。ロ

杯　 C l

武蔵襲　 A

‾’ 、確

（21．6）

（6．6） ミガキ→ 黒色処理

3 土師音譜

一　口ロ

ヘラナデ ヘ ラケズ リ ′ヽ
回転実測

4

5

土師呑

石器

I．日日

武蔵婆　 ？

磨梨石鉄

打斧

最大長（4．6）

（9．7）

（8．1）

最大幅（1．9） 最大厚（0．3） （1．8）

ヘ ラナデ へ ラケズ リ ′ヽ
回転 実測
孔径 （0．4）、粘板岩 （スレー ト） Ⅱ 　ヽ′ 士6 石呑

日日

（8．7） （2．6） （30 5） 剥離 上擦 り、縦方 向細 かい擦

痕 、ガラス質、安山岩
Ⅳ
イ星
3

1

2

土 師呑

土 師器

杯　 G l

杯　 I l

（13．6）

（13 8） （9．6） てナ

へ ラケ ズリ

，．L一　　　　　　　　　　⊥

回転 実測 Ⅲ区 トレ

暗文

略文

底 、休部へ ラケス リ

底 ㌦・休部へ ラケズ リ

回転 実測

回転実 測

回転実 測

破片実測

3 土 師器

打口

杯　 I l （14．0） （8 ．8） Ⅲ区トレ．2層

ケ 、4 土 師呑 杯　 I l 14．4） 7．4）
底 、休部へ ラケズ リ

回転 へ ラケズ リ、へ ラ記号

へ ラ記号

／

5 須恵器 杯　 A ］ 1．2．3層

手フ6 須恵器

＿．．一　　　　口口

杯　 ？

武蔵婆　 A

武 蔵婆　 A

芙 fハ、拓 本

破片実測 、拓本

Ⅲ区拍

Ⅲ区2月7

8

土 師呑

土師器

（23．4）

（23 6）

ナデ

ー．・．’ヽヽ

ヘ ラケズ リ ′ヽ
回転実測 I

カ

3∫．

ト

9 I　日日 瓦
窯　 A

軽石 製品

．　「

ナァ へ フケス リ 茹転実盲目l
土師呑

。＝ E∃

（．．．．Z・8） ナデ ヘ ラケズ リ ＿ヽ　′ヽ
回転実測

10

1 1

石者霹

鉄製品

覇太良10．8 最大幅10．7 最大厚5．6 38 5 ′ヽ
完形、裏側面：ヘラケズリ言E ：擦

りに よる平面、軽 石、Nol 一

刀ナ 身幅 （1．2） ＼子　． 平造 り、両関、No 4 Ⅱ匝！．こ7層

12

1

2

鉄 製品

土 師器

土 師器

土 師器

鉄鉱
頸長 ナシ、茎長 ナシ、逆刺 ア リ

杯　 C l

杯　 C l （12．4）

（5．0）

（5 0） （3 ．7） ミガキ→黒色処理

糸切り、底部外周、周縁へラケズリ

′
回転実 測 Ⅲ

3

糸切 り、丁半部手持 ちへラケズ

リ、墨書 「入上」

糸切 り、底部周縁へ ラケズ リ

ヘ ラケズ リ

ヘ ラケズ リ

・・－一　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L一

回転実測 Ⅱ区 トレ不　 D l 12．8 5 0
回転実測 Ⅳ 産4 土 師器 杯　 A 5 （13．2） （6．6） （3．5） ミガキ→陪文→ 里　 几習 回転実測 カマ ド5

6

土師器

土師器

土師器

土 師器

土 師器

土 師器

杯　 A 5

杯　 D l

杯　 D l

碗　 A 2

（13 ．4）

（13 6）

5．8

4　9

（3．7）

（4 0）

ミガキ→ 暗文→黒色処理 完全実測 カマ ド

7

8

（5 4）

回転糸切 り→ ナデ、底部同縁

へ ‾ケズ リ

完 全実測 カマ ド

7．4・

（8 4）

順が鋸刃り、底 。 ロ称一　寸

ちヘ ラケズリ
回転 実測、No2 Ⅳ区1層

9
邑
碗　 A 7

杯　 ？

階文

ミガキ→黒色処 理

付 高台

と

完全実 測 Ⅲ区2層
付 高台、 ミガキ→黒 色処理 回転実測 H 506．50 7．

508 ケン
10 （12・6） 墨書 「井 ？」 回転実測 Ⅱ区 トレ11 土師器

須恵器

杯　 ？ （16．3） 暗文 ＼　　　　′ヽ
回転実測 Ⅲ区2層

カマ ド
’ヽ 　ヾナ　∴ m．一「千丁、糸切 り　　　　　　　　　 回転芙測、No l　　　　　 Ⅳ区2層

第 15表　 出土 遺 物 一覧 表 3 （H 5 0 3～ ＝50 6）



き
読疎遠諾乱

－ 蔭1魯 ギ 新王
讃　一　　臥 ．義　　　　か∇ ネ録通日㍍笥 軒蜜　　　　　　　　 音三喜 音二手

H 50 6 13 須恵器 有台杯　 ？ （12 ．4） 底部外周回転へラケズリ→付高

台

回転 実測 Ⅲ区1層

Ⅳ区1層

H 5 06．507．

508ケ ン

14 土師器 ロ クロ嚢　 B （16．2） 回転実測 I 区2層

カマ ド

15 土 師器 ロ クロ襲　 B 18．8 体部 中央～下半部へ ラケズ リ 完全実測 Ⅱ区トレ

Ⅲ区2層・カマド

16 石器 砥石　 B I J 最大長 12．3 最 大幅5．3 最大厚4．9 4 87 完形 、砥画数4、滑 らか、裏両

側 ：角状条痕 、上 下欠損後 も

使用 、流紋岩

P 2

17 石 器 砥石　 B I J 14 ．8 9．3 7．3 128 5 完形 、砥画数3、上下裏 ：欠損

後 も使 用、正右 ：滑 らか、左

滑 らか平状条痕、No19

Ⅲ区1層

18 鉄 製品 鎌 身幅4 ．7 Ⅲ 1層

H 50 7 1 土師器 杯　 A 5 （12．6） （5．8） （3．3） ミガキ→ 暗文→黒色処理 ヘ ラケズ リ、墨書 「令」 回転実測 Ⅱ

Ⅲ

1層

トレ

2 土師器 杯　 C 2 13．4 6 ．1 3．5 ミガキ→ 暗文一→黒色処理 右 回転 糸切 り、墨書 「？」 完全実測 、No 4 Ⅳ 3層

3 土師器 碗　 A 9 （15．0） 7．3 （5．8） 付高台 完全実測 、No l Ⅱ区2層

4 土師器 碗　 A 9 8．0 重焼痕 付高 台 完全実測 、No 2 Ⅲ区2層

5 土 師器 杯　 ？ （12．8） ミガキ→黒色処理 墨書 「？」 回転実測 Ⅲ区2層

6 土 師器 杯　 ？ 暗文→黒色処理 墨書 「？」 破片実測 I 区1月

7 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処 理 墨 書 「？」 破片実測 Ⅲ

8 須 恵器 有台杯　 ？ （8 ．6） 右回転へラケズリ→付高台、墨

書 「？」

回転実 測 Ⅲ区ケ ン

9 灰 粕陶器 碗 （16．4） （8．2） （5．2） 施和 （つ けがけ）、重焼 痕 施粕 （つ けが け） 回転 実測、大原 2 号窯式期 I 区 トレ

H 50 6．50 7．

50 8ケ ン

10 灰粕陶器 段皿 （15．6） 施和 回転実測、光 ケ丘 1 号 窯式期 I 2層

11 土師器 ロクロ襲　 A （23．4） ナデ 回転実測、No 3 Ⅲ区2層

12 灰粕陶器 長頸壷 （10．4） 施 軸 施粕 回転実測 H 506．507．

50 8ケ ン

13 鉄製品 針 断面方形 Ⅲ区2層

H 5 08 1 土師器 杯　 A l （12．3） （7．7） （4．3） ミガキ→黒色処理 ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区3．4層

2 土師器 杯　 I l 13．3 7．6 3．7 暗文 底 ～休 部へ ラケズ リ 完全実測 I区2．7層・床

3 土師器 杯　 G 2 （14．3） ミガキ→黒色処理 口縁部 ミガキ、ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅱ区1

4 土 師器 杯　 A l （14．6） （7．9） （4．5） ミガキ→黒色処理 底部 ～底部周縁へ ラケズ リ 回転実測 I 区7層

5 土 師器 杯　 I l （15．1） （8．5） 暗文 底 、体部へ ラケズ リ 回転実 測 Ⅳ 摘表

6 土 師器 杯　 I l （15．8） （9．6） （4 ．0） 暗文 底 ～休部へ ラケズ リ 回転実 測 I 区1．2．7層

H 50 6．50 7．

50 8ケ ン

7 土 師器 杯　 I l （17．4） （12．2） （3．5） ナデ、暗文 底～休部へ ラケズ リ 回転 実測 I 区1層

Ⅳ区2層

8 土師器 碗　 A 2 （14．8） 7．6 （6．0） 暗文→黒色処 理 回転糸切 り→付 高台 完 全実測、No13．14 Ⅳ区2

9 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒 色処理 底部周縁へラケズリ、墨書 「？」 破片 実測 Ⅳ 1 ヨ
10 須恵器 杯　 C （12．9） （6．9） （3．9） 火裡 回転糸切 り、火樽 回転 実測 I 区1

Ⅳ区2

第16表　出土遺物一覧表4（H506～H508）



憎　　　　　　　　　　　　　　　　 さ　　　　　　　　　　　　　　　 ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 遠　　　　 8　　　　 ヨ難箆漆差音詩
蒜

あ
だカは　・叫

．急　　　　 還　　　　　 ぷ。，；1H 50 8 1 1

12

須 恵 器

須 恵 器

杯　 C

杯　 C

杯　 A

杯　 C

杯　 C

杯　 C

杯　 B

有 台 杯　 B l

有 台 杯　 A l

13 ．4

（13 ．7 ）

（14 4 ）

7 ．0

8 8

4 ．1

（3 9 ）

火裡

火樽

火袴 、 見 込 み へ ラ ナ デ

火裡

見 込 み 滑 らか 、火裡

火 裡

′

きて音
右 回転 糸切 り、 火 裡

t一　√　　　　　　　　　 ⊥一⊥　　　　′n・

完 全 実 測　　　　　　　　　 I 区2 層

カ マ ド

13 須 恵 器

須 恵 器

7 4 （3 6 ）

回転 糸切 り、底 部周縁 へ ラケス

リ、 火樽

一　′　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　J

完 全 実 測 I 区 トレ・2層

14 （14 7 ） （6 ．9 ）

（6 ．9 ）

8 ．3

（9 8 ）

（4 1 ）

回転 糸切 り、底 部周縁 へ ラケス

リ、 火 裡

一　　′　　　　W．

完 全 実 測 I 区7 層

15 須 恵 器

回転 糸切 り、底 部周縁 へ ラケ ス

リ、 火 樽 、墨 書 「土 」

回転 実 測 I 区2層・ケン

16 須 恵 器

右 回 転 糸 切 り、 火博

一　′　　　　　　　　　　　　　　　J一　」こ

回転 実 測 H 50 6 ．50 7 ．

50 8 ケ ン

17 須 恵 器

右回転 糸切 り、底 部周縁 へ ラケ

ズ リ、 火 樽

′

完 全 実 測 、 No 15 Ⅳ 区 2層

ノヽノじ　　口

考百古 口ロ （10 ．1 ）

15 2

火 裡 回転糸 切 り、底部 周縁へ ラ ケズ

リ、 火 裡

回転 実 測 、N o 17 Ⅳ 区 2層

18

19

刀M、ノし、者霹

須 恵 器

（7．2 ．） （4 ．1 ）

4 ．2

付 高 台 回 転 実 測 I 区 1層
し　 、且　　 、 右回転へ ラケズリ→付高台→ナデ

右 回転 へ ラケ ズ リ→ 付 高 台

ナ デ→ 削 り出 し高 台 → ナ デ 、

自然 軸

完 全 実 測

回 転 実 測 、転 用 硯 ？

回 転 実 測

2 0 須 恵 器 有 台 杯　 A l （15 ．7 ） （9 ．9 ） （4 ．1）
＝

見 、入み こ・凪らか
I ．．．．．．＿＿一2 ．7層

2 1

22

須 恵 器

須 恵 器

有 台 杯　 C

有 台杯　 ？

（11 ．1 ）

（12 1 ）

フ！土　　 用

．．．、入　 こ凡

Ⅲ区 1層

H 5 06 ．5 07 ．

50 8 ケ ン

23 ノ　　・・了、「目口

見 籠 み 闊 らか 切 り出 し→ 付 高 台 → ナ デ 、 自

然 和

右 回転へ ラケ ズ リ二 っ まみ 貼付

回 転 実 測 、 拓 本 、転 用 硯 ？ Ⅲ 区2 層

須 恵 音庁

ノ　　　　　　ロロ

杯 蓋　 B ？
回 転 実 測

回転 実 測

I 区
24 須 恵 呑

す　日日

杯 蓋　 B ？ ノ′ヽ
つ まみ 貼 付 、 自然 粕 Ⅲ

ト レ

2 層25

26

土 師 呑

土 師 器

鉢

武 蔵 襲　 B

（20 ．0 ）

（13 2 ）

（8 ．3 ）

5 3

（7 ．6 ）

（13 0 ） ‾‾‾　　　　　　　　．－’、い

ノJlヽ
底 部 ㌦底 部 周 縁 へ ラケ ズ リ

＼　　　　ハ
回転 実 測 、 N o16 ．18 Ⅳ

Ⅲ

百

．2層
1層

一　日目 一’ ・確 （2 0 ．9 ）
ヘ フ ナ ァ 底 ㌦　 部ゝ へ ラ ケ ス リ 完 全 実 測 、N o 12 I

27 土 師 呑

土 師 器

土 師器

武 蔵 荒　 B

m‾’m 、應

ヘ ラ ナ デ へ ラ ケ ズ リ 回転 実 測
…一　　I≡∃
カ マ ド

2 8

2 9

武 蔵 荒　 B

武 蔵 魂　 ？

（2 2 ．0 ）

5 6

ヘ ラナ デ

‾‾’‾　　　　　　　’‾‘‾1P

ヘ ラ ケ ズ リ 回転 実 測 I 区 6層

瓦 へ フ　　 7 ‾ 、 ‾ゝ部 へ ラ　 ス 1 竺 全 実 掛
土 師器

土 師 器

ロ クロ 襲　 ？

羽 釜　 A （22 ．0）

へ ラナ デ

▼ヽ・一一ヽヽ

ヘ ラ ケ ズ リ

、一一”‾　　　　　　」」

ノ仁　一ノ′、＿ハ
回 転 実 測 、N o 17 ．19 ．2 0 Ⅳ

I

フー 支　 部　　 、　 一一→　 デ 回 転 実 測

回 転 実 測 、 拓 本

回 転 実 測

圧
須 恵 器 婆　 ？ 当 て 具痕 → ナ デ

自然 稚

ロ　き
須 恵 器

ノ　　ー・・・・・・　ロロ

壷　 C l

こま・一

（6 ．4 ）
ロ Ⅳ

Ⅲ

7 層

3 5　 鉄 剋 口 身幅 （1 ．0 ）　。 巨∃

自然 粕 回 転 糸 切 り→ 付 高 台 、 底 部

周 縁 右 回 転 へ ラ ケ ズ リ

＼　＼＿　′ヽ
回転 実 測 ケ ン

H 50 9

．＼衣 ロロ

3 6　 鉄 利 口 鉄斧 o r 鉄素材 巨ヨ　m

棟 厚 0 ．2

日

平 造 り、 棟 関 、 刃 長 4 ．0 H 50 6 ．50 7 ．

・′（衣 目口 耳這．＼　 一 覇二m＼ 呂 ． 商うU 掌
3 7 鉄 製 品 綿糸

仁コ

ーナ　　．

＝く　＝

Ⅳ 区2 層

唐 土
3 8

3 9

1

鉄 製 品

鋼 製 品

土 師 器

須 恵 器

鉄 鉱

不 明

い、ジフて
鉱 身 長 （2 ．8 ）、逆 刺 ナ シ

循L ⊥

Ⅳ 区2 層

Ⅲ 区2 屈
杯　 A l 14 ．4 6 ．9 5 ．1 ミガ キー→ 黒 色 処 理 底 部 、・底 部 周 縁 手 持 ちへ ラ ケ　 完 全 実 測 、 N 。1

lヾ　 里 ∃麦　 ？
カマ

Ⅲ匝

Ⅲ匝

一　　　巨∃

〔1 層

．．．コ

2 杯　 A 13 ．2 8 ．0 3 ．9 火 樽 右 回 転 へ ラ ケ ズ リ、 火 裡　　 完 全 実 測 、 N 。4

回 転 糸 切 り、 火 裡　　　　　 完 全 実 測 、 N 。3

へ ‾ケ ズ リ　　　　　　　　　　　　 ーバ→、

3 須 恵 器 杯　 C 13 ．8 8 ．5 3 ．8 火 裡

4 土 師 器 武 蔵 嚢　 B （20 ．6 ）
ナ デ

フ　　　　　　　　　　　 回転 芙 測　　　　　　　　　 I 区1層・エ ン

第 17 表　 出 土 遺 物 一 覧 表 5 （H 5 0 8 ～ H 5 0 9 ）
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繭等義横臥

Fやこ、こ　　椚 、車 讃　‾監　臥 尾 ．二　もⅤ 心拍滝＝昔笥 草号　　　　　　　　 音三着 す　　　　　　　　 ，盲三盲

H 509 5 土師器 武 蔵嚢　 B （21．0） ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I 区1 l

6 石器 臼 最大長11．5 最大幅10．0 最大厚6．2 8 75 完形、凹部擦 り、裏 面 ≠2cm剥

落、凹径8．3、四探3．8、裏径2．

0、安 山岩 、No5

Ⅲ区1つ

H 510 1 土 師器 杯　 G 2 14．4 7．9 3．6 ミガキ→黒色 処理 ミガキ 完全実 測 カマド・H 486

2 土 師器 婆　 B 2 （13．9） パ ケ目 パケ 目 回転 実測 Ⅲ区1 て
寸

3 土師器 襲　 A 2 （16．6） パ ケ目 ヘ ラケ ズリ 回転 実測

カマ ド

4 土師器 5．4 ナデ 完 全実測 カマトH486

ポリ

5 石器 編物 石　 A 最大長10．3 最大幅6．6 最大厚3．2 32 4 完形、礫素材 、安 山岩 Ⅲ区2層

H 5 1 1

1

1

1 土師器 鉢 （15．8） （8．0） ミガキ→黒色処理 ミガキ 完全実測 、No 2 I 区 トレ

Ⅲ区1層

2 土 師器 棄　 ？ （6．0、） ナデ 底 ～体 部へ ラケズリ 回転実測 、NG 7 I 区 コ

3 土 師器 鍋 （31．6） 9．0 （29．7） ミガキ、赤彩 （焼成前） ミガキ、赤彩（焼成前）、把手貼

付

完全実測 、No l

I 区1．2層

Ⅲ区1層

4・ 土 師器 施 ミガキー→黒色 処理 ミガキ 完全 実測、No 3 Ⅲ区1層

5 石器 編物石　 B 最大長 13。4 最大 幅7．8 最 大厚3 ．7 5 10 完形 、両側加工痕 、安 山岩 、No5 Ⅲ区 ニココヨ
6 編物石　 B 11．2 7．7 5．8 6 1 5 完形 、両側加工 痕、安 Iv．jvvvi岩 、No6 ここT当．ヨ
7 石器 擦 り石 9．1 6．7 3．4 2 83 完形 、正擦面、安 Ljvj岩 Ⅲ区 コ

ヨ

H 512 1 土師器 杯　 A 5 （13．3） （6．2） （3．0） ミガキ→ 暗文→黒色処理 ヘ ラケズリ 回転実測 カマ ド

2 土師器 杯　 A l （13。4） （5．8） ミガキ→ 黒色処理 へ ラケズ リ 回転実測 カマ ド

3 土師器 杯　 C 2 5．8 暗文→ 黒色処理 右 回転 糸切 り 完全実測 Ⅲ区2層

4 土師器 碗　 A l 8．9 ミガキ→黒色処理 回転糸切 りう 付高台 完全実測 、No 6 Ⅳ区 ．′．1由ヨ
5 土師器 碗　 A 2 暗文→ 黒色処理 糸切 り→ 付高台 回転実測 I 区1層

カマ ド

6 灰粕 陶器 皿 （13．3） 6．1 （3 ．2） 施粕 （つけがけ）、重焼 痕 右 回転 糸切 り→付高台 、施

粕 （つ けが け）

完全実測 、大原 2 号窯式期 I区ケン・2層

7 灰粕 陶器 皿 （13．8） 施粕 底部 周縁へ ラケズ リ、施粕 回転実 測 ケ ン

8 土 師器 ロクロ襲　 B （10．2） 回転実 測 Ⅳ区2層

9 土 師器 ロクロ襲　 A （18．6） ヘ ラナデ 下半部へ ラケズ リ 回転実 測 カマ ド・ケン

10 土師器 ロクロ嚢　 A （19．6） ヘ ラナデ 下半部へ ラケズ リ 回転 実測、No 4 Ⅲ区 ヨVヨ
11 土師器 ロクロ嚢　 A （23．0） ヘ ラナデ 回転 実測

カマ ド

12 土師器 ロクロ襲　 A （24．2） ヘ ラナデ 上半部指 ナデ＆粘土貼付、下

半部へ ラケズ リ

回転実測 カマ ド

13 土師器 ロクロ襲　 ？ （5．0） 右回転糸切り、底部周縁へラケズリ 回転実測 ケン

14 土師器 壷 （7．2） 4．6 （6．0） ヘ ラケズ リ 完全実測 ケン

15 須恵器 確　　 ？ 当て具痕、ナデ 叩 き目、ナ デ 破 片実測、拓本 、Nol．2．3 Ⅲ区1，層

16 鉄製品 刀子 身幅1．1 棟厚0．25 平造 り、無 間 I 区2

17 鉄製 品 紡錘 車 軸棒幅0．5 孔径0．5、円盤径5．9 ケン

18 鉄製 品 0．5 孔径0．5、円盤径5．6 ケ ン

H 5 13 1 土師器 杯　 A l （12．9） （4。1） ミガキ→黒色処理 ヘ ラケズ リ 完全実測 、No 2 カマ ド

2 須恵器 杯　 C 6．0 右 回転 糸切 り 完全実測 Ⅳ区1層

3 土 師器 ロ クロ婆　 A （23．6） ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅱ区2．4層

第18表　出土遺物一覧表6（H509～H513）



urr　　　蝕 こ車 す曇こ 8 ぷ ミ
キ

・討・　　　 uコ1き

陸　監　 をY 毘 添： 諾 義教謂柑婁
単辛　　　　　　　 苦二手 ギ

結　　　　　　　　　　　　　　 ．露

H 5 13

H 5 14

4

5

6

1

土 師 器

’ll＝

武 蔵 襲　 ？ （5 ．4 ） ヘ ラ ケ ズ リ、 ナ デ
喜二享

へ ラ ケ ズ リ 回転 実 測 カ マ ド

Ⅲ ・Ⅳ 区 1層
土 師 青首

石 L．J旦

ロクロ襲　 B ？

擦 り石　 ？ 最 大 幅

（6 ．8 ）

最 大 厚

（2 ．6 ）

ヘ ラ ケ ズ リ 回転 実 測

1首古

口‖

取 大長

（8 ．7） （18 3 ）
正 ：擦面 、線色凝灰岩 （グリーン タ

フ）、 カマ ドN o 4

カマ ド

土 師益 杯　 C l 13 ．6 5 。4 4 ．2 ミガ キ→ 黒 色 処 理 右 回 転 糸 切 り ノ空／＼実 測 I 区　 屈
2

3

土 師器

土 師器

杯　 C l

杯　 C l

（13 ・6 ）

（拍 0

6 。0 （3 。7 ）

（4 言 ）

ミガキ → 黒 色 処 理

ミガキ → 黒 色 処 理

右 回 転 糸 切 り 完 全 実 測
」1

一百 ＼野 口玩糸七　㌢　黒重　 り

転 実 測
4 土 師器 杯　 C l （14 ．4 ） （6 。3 ） （4 ．9） ミガキ ー→黒 色 処 理 右 回 転 糸 切 り、 墨 書 「主 ？」

へ ラ ケ ズ リ→ ミガ キ

巨
区 1

5

6

土 師器

土 師器

杯　 I l

杯　 A l

（14 ．6 ） ミ ガキ → 暗 文

ミ ガキ → 黒 色 処 理

V・広ヌH ハ

回転 実 測

Ⅱ区 1 誓

ケ ン
回転 へ ラケ ズ リ 、墨 書 「？」

へ ラ ケ ズ リ、 墨 書 「？」

右 回転 糸 切 り　 黒 童 「？」

回転 実 測

回転 実 測

∵7 土師 器 杯　 A l （6 ．0 ） ミ ガキ → 黒 色 処 理
［ Ⅳ

し1 ヨ

8 ヒ師 器 杯　 C l （6 ．4 ） ミ ガキ → 黒 色 処 理 回 転 実 測 Ⅲ
、11

9 二師 器 杯　 A l （6 ．5 ） ミ ガキ → 黒 色 処 理

ミ ガキ → 黒 色 処 理

底 ＼休部へ ラケズ リ、墨書 「？」 巨．
、・一？ハ

司転 実 測 Ⅱ
1

1 】1 0 二師 器 杯　 C l （8 ．0 ）
口　端・ ＿ティ、七　　　 黒登　 り 沌云実 測

転 実 測
1 1 一師 器 碗　 A l （1 2 ．8 ） （6 ．9 ） （5 ．3 ） ミ ガキ → 黒 色 処 理

一一l／ヽ　　　　　 　ヽここヒ　∈］
右 回転 糸 切 り→ 付 童 も カ　 ド ケ、

1 2

13

土師 器

土師 器

碗　 A l

碗　 A l

15 ．3 6 ．5 5 。7 ミ ガキ → 黒 色 処 理

、　　　　　　　ヽヽ

r司［コ
回転 糸切 り→ 黒 色 処 理 、墨

書 「方 」

完 全 実 測
マ　 ・　 ／

Ⅳ区1層 ・ケン
”V．．．．．一　 吉日 ノ兜 、　　 m→里 一処 口 酔転 糸朔日 → －i 音 も 二三完 全 実 測

皮片 実 測

波片 実 測

ヌ1 桓ニニT
14・ 土 師 器 杯　 ？

ミガ キ → 黒 色 処 理 墨 書 「？」 五 I
－1

‘1

了

1 5 土 師 器 杯　 ？
ミガ キ → 黒 色 処 理 墨 書 「？」

墨 書 「？」

石 ケ 、
16 土 師 器 杯　 ？

ミガ キ→ 黒 色 処 理
叉「「ヌジバ
破 片 実 測

／

ケ 、17 須 恵 器 杯　 C 14 ．8 6 ．2 M．．五 0
右 回転 糸 切 り

†　く7ハ
完 全 実 測

／

I 区 トレ

田 津露・Ⅲ区18 須 恵 有産 杯　 C （8 ．0 ） 回 転 糸 切 り 回 転 実 測 Ⅳ Y
【・ニ・ヨ
ヌ．ホ 1

19

20

灰 粕 陶 器

ll＝

碗 o r 皿　 ？ （7 ．1 ） 付 高 台 匡・

回

ん　r、一夫雄、

司車云実 測 、 大 原 2 号 窒 式 期

．、ノ

ケ ン二師 益 ロ ク ロ莞　 B （12 ．6 ） 下 半 部 へ ラ ケ ズ リ ′
転 実 測 I 区 1 層

ポ リ
2 1 土 師 器 武 蔵 婆　 C （2 0 ．0 ） ヘ ラ ケ ズ リ→ ナ デ へ ラケ ズ リ ′ヽ

回転 実 測
2 2 土 師 器 武 蔵 聾　 ？ 3 ．9 ヘ ラ ケ ズ リ→ ナ デ ヘ ラケ ズ リ 完 全 実 測 目 白互
2 3 須 恵 者庁

ノ∴工ごて

襲　 A （2 4 ．8 ） 平 行 叩 き 転 実 測　 No 6 Ⅲ区 1
2 4 須 恵 器 要　 り （19 ．4 ） ナ デ 平 行 叩 き ′ヽ　　ヽ

転 実 測　 転 用 硯 の 可 能性 有 Ⅳ巨1層・ケン

－1屑
2 5 須 恵 器 壷　 ？ （8 ．0 ） 付 高 台 恒摘

、ヌH ハ、 ワ・一一、ナ母もレノHU 目七二二

転実 測 Ⅲ
2 6 灰 粕 陶 器

石 器

壷　 C ？

Eヨ Eヨ

施 柚 ノ′ヽ
回転 実 測 I

Ⅳ

一　　　E∃
日 、レ

幸二1層
2 7 砥 石　 B 2 J 東 大 長 5 ．8 聴 大 幅 4 ．4 取 大 厚 2 ．2 72 ′」－1

7L
カ

痕

一形、砥面数 5 、正真両側上：滑ら

、、下 ：欠損後 も使用、正 ：角状条

く、両 側 ：0 ．51Ⅷ幅 の面有 流紋 岩

Ⅲ 区

28 石 器 砥 石　 B 2 J 8 ．6 3 ．5 2 ．0 83 ヽ
完形 、砥面 数5 、正滑 らかで半 円

状の 丸状条 痕有 、裏 両側下 ：滑 ら

か 、 上 ：擦 れ て い る　 流 紋 岩

Ⅲ 区 1層

29

30

石 器

一　「Ul

編 物 石　 A

L＿　　　　　一一Y．一一

10 ．7 5 。6 3 ．1 2 64 　ヽ　　　　　　　 1
完 形 、 安 山岩 、N o 4 Ⅲ 区1

石 音詩 敲 石 2 0 ．8 8 ．3 5 ．0 11 80 完 形 、敲 打 痕 、ガ ラ ス 質 、安 LIvJ

岩 、N o 3

一　　　Eヨ
Ⅲ 区1 層

3 1 鉄 製 品 身 幅 1．0 棟 厚 0 ．2
Ⅲ区 11

H 51 5 1 土 師 器 杯　 C l 13 ．2 6 ．4 3 ．9 ミガ キ→ 黒 色 処 理 回 転 糸 切 り　 へ ラ 記 号 「×」 止 全 実 測　 拓 本　 N　 3 Ⅲ区 2♪
2 師 器 杯　 C l 13 ．8 5 ．7 4 ．3 ミガ キ→ 黒 色 処 理

　ヽ　　　　　　 ロ
右 回 転 糸 切 り　 黒 童 「山 」

フC

r・・よ・・・・

、1ハ、　　　 、　 0

．’全 実 測 Ⅲ区 2屈
3

ェ
杯　 C 3 （13 ．8 ） （6 ．8 ） （3 ．6 ） 黒 色 処 理 」 』 車 重 切 り　　　　　　　　　 回転 実 測 H 区 2層

第19表　出土遺物一覧表7（H513～H515）
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H 515 4 土師器 杯　 C l 14．0 6．5 4 ．2 ミガキ→ 黒色処理 右 回転 糸切 り 完全実測、片 口 ？、No 2 i 区－2層

5 土師器 杯　 D l （14 ．8） 6 ．2 （4．1） 右 回転 糸切 り 完全実測、No 7 カマ ド2層

6 土師器 杯　 A l （14 ．8） （7．0） （4．5） ミガキ→黒色処理 底部 、・底部 周縁へ ラケズリ 回転実測

7 土師器 杯　 C l （6．6） ミガキ→黒色処理 糸切 り、墨書 「？．」 回転実測 カマ ド

8 土師器 碗　 A l （14 ．3） 6．6 （5．2） ミガキ→黒色処理 糸切 り？→ 付高台 完全実測 ケ ン

9 土師器 碗　 A l （14 ．6） 7．4 （5．9） ミガキ→黒色処理 付高 台 完全実測 Ⅱ区2

10 土師器 碗　 A l （15．0） 7．2 （4．9） ミガキ→黒色処理 回転 糸切 り→付高台 完全実測 Ⅳ 2

11 土 師器 碗　 A 2 （15．3） 8．4 （5．8） ミガキ・→暗文→黒 色処理 回転へラケズリ→付高台、墨書 「？」 完全実測 、No18 カマ ド5層

Ⅱ区2層

Ⅳ区2層

12 土 師器 碗　 A l 15．6 6．9 5．4 ミガキ→黒色 処理 回転糸切 り→付高 台 完全実 測、No l カマ ド2層

13 土 師器 碗　 A l （15．6） 7．2 （5．2） ミガキ→黒色処 理 回転糸切 り→付高 台 完全実 測、No 5 カマ ド2f

14 土 師器 杯　 ？ （14．8） 墨 書 「？」 回転 実測 Ⅲ区1層

15 土 師器 杯　 ？ （15．6） 墨書 「？」 回転 実測 Ⅲ区1層．ホリ

16 土 師器 杯　 ？ ミガキー→黒色 処理 墨書 「？」 破片 実測 Ⅱ ≠こ2

17 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒色 処理 墨書 「？」 破片 実測 Ⅲ ポ リ

18 土 師器 皿　 A l （13．2） ミガキ→黒 色処理 墨書後刻書 「芳」 回転 実測 カマ ド

19 須 恵器 杯　 C （14．0） （16．8） （4．2） ・右回転糸切 り 回転 実測 Ⅱ 1 デフ

20 須 恵器 杯蓋　 A （15．4） （3．5） 右回転へラケズリ→つまみ貼付 完全 実測 Ⅲ 亡2

21 灰粕陶器 碗 7．5 施粕 （つけがけ） 右回転へラケズリ→付高台、施

粕 （つ けが け）

完 全実測、大原 2 号 窯式期 Ⅱ区2層

22 土師器 武蔵稟　 B （20．0） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 ケン

23 土師器 ロクロ禁　 A （21．4） 回転実測 Ⅱ区2層

H 514 I区1層

24・ 土師器 ロ クロ嚢　 A 23．8 9 ．0 26．8 底部 ㌦下 半部へ ラケズリ 完全実測 、No4．19 Ⅲ区1．

カマ ド

Ⅲ区蟻

2

、2

品

コ

25 土師器 武 蔵嚢　 ？ 3 ．2 へ ラケ ズリ、 ナデ 底 、・体部 へ ラケ ズリ、ナデ 完全実測 Ⅱ区1．2層

Ⅲ区 トレ

カマ ド

26 土 師器 ロ クロ婆　 ？ （5．6） 底部 ′㌦・底部周縁へ ラケズ リ 回転実測 Ⅳ ．嘉
E∃

27 土 師器 ロ クロ婆　 ？ 9．6 底部 ′、底部周縁へ ラケズ リ 完全実測 Ⅱ 2 ココ
28 須恵器 婆　 B （23．5） 回転実測 、No 6 カマ ド2層

29 須恵器 窯　 B （23．8） 回転実 測 Ⅳ区2 コ

30 須恵器 慧　 B （25．7） 回転実測 Ⅳ区2 こコ

31 須恵器 壷　 ？ （6 ．8） 回転糸切 り→付高 台 回転実 測 Ⅳ 2

32 須恵 器 壷　 ？ 7．4 回転糸切 り→底部外 周手持

ちへ ラケ ズリ→付 高台

完全実 測 Ⅲ区1層

33 須恵 器 義　 A ナ デ 叩 き、凸苦紋 四耳貼付 回転実 測 Ⅲ区2層

Ⅳ区2掛 カマド

H 514 Ⅲ区

H 516カマド

34 灰粕 陶器 蓋 （11．4） 回転へ ラケズリ、施柚 回転 実測 Ⅱ‡哀2 ココ
35 石 器 敲石　 ？ 最大長

12 ．9

最大 幅

（5．7）

最大 厚

（3．3） （30 6）

下右側 ：敲打痕 、〝．下沼ろか らの

力 で欠損 、閃緑岩

36 石 器 り （6．1） （5．9） （1．8） （64．5） 使用による剥離が摩滅、ガラス

質、安 山岩

カマ ド

37 鉄 製品 刀子 身幅 （1．3） 棟厚0．2 平造 り、棟関、茎長7．5 I区カマドホリ

第20表　出土遺物一覧表8（H515）



P’ニ ．F g　　　　 i　　　 ‘ノ崗　　　　 －をふ
恥 ㊧ 読　監　 あぜ 盈　　　　　荘軍 1．≡票　匡 声題　　　　　　　 号二去 ヰ　　　　　　　　 音こ号

婿　　　　　　　　　　　　　　　 殿

H 515 38 鉄製品 金具 最大長 （6．9） 最大幅（7．5） 最大厚0．25 四隅 に孔 ？、孔2．6×0 ．8 I 二三両

39 鉄製品

ノく．1

不 明
Ⅲ
Eヨ
ポ リ

H 516 1 須恵器 杯　 C （14 ．1） （8．3） （4．2） 火襟 右 回転 系切 り　 火裡 回転実測

回転実測

Ⅲ ホ リ
2 須恵器 杯　 C （6．8） ヽ

回転 糸切 り Ⅳ区 トレ
3 須恵器

壬百南 口口

有 台杯　 B l

・・・あム

15．4 （9．5） （6．2） 火裡 右闘 云ヘラケズリ→付高台、火裡 ＼　ヽ＿　′ヽ
完全実測 Ⅲ・Ⅳ区トレ

カマ ド
4 4 、ノ・己、省庁 ］口 不　 ？ 9．1 火樽 ．．．朋 云糸切 り→ 、高台　 火裡 完全実測 、No l

回転実測 、No3．4

Ⅱ －2層
5 土師器 武蔵聾　 B （20．7） へラナデ ヽ

ヘ ラケズ リ 健 一
日

6 土師器

日日

武蔵窯　 B

Jト孟婆魔

21．5 へラナデ へ ラケズ リ 完全実測 、No 3

H 15 1ケン
7 土師益 戒碧　 ？ 4 ．5 へラナデ 底 ㌦　 部ゝへ ラケ ズリ 完全実沸 P 5
8 須恵器

／　　－1n・一　打口

襲　 A （36．0） 叩 き ′ヽ
回転実測 Ⅲ区 トレ

カマ ドケ ン
9 須恵呑 襲　 ？ 13．9 ヘラナデ 底部 、底部 吾縁へ ラケズ リ 回転実測

破片実測

カマ ド
10 須恵器 婆　 B 一　口

波状文 カマ ド
11 灰粕陶器 長頸壷 （8．9） 施柚 施相 回転実測 カマ ド
12

13

鉄製品

鉄製品

鉄鉱

紡錘車 軸

r　　＼＿　′ヽ
箆被 ：直 角、茎 長 （2．7） Ⅲ ホ リ

軸棒幅0．5 I 2層
H 5 17 1 土師器 杯　 C l （14．1） （7．0） （4．6） ミガキ→黒色処理 回転 糸切 り　 黒蜜 「仁」 回転実測

回転実測

Ⅲ ポ リ
2 土師器 杯　 C l （8．5） ミガキ→黒色処理 回転 糸切 り　 黒堂 「乙」 Ⅲ

／　ヽ
…Al屑

3 土師器 碗　 A l 15．3 7．9 6．2 ミガキ→黒色処理 回転糸切 り→ 外層 回転へ ラケ

ズリ→付 高台、墨書 「仁」

＼　＼＿　′、
完全実測 一　　　巨∃

I区トレ

Ⅲ区1層・カマド

Ⅳ区1屑
4 土師器 碗　 A l 7．4 ミガキ→ 黒色処理 回転糸切 り→ 付高台 竺仝実測　 No 2
5 土師器

I一　日目

碗　 A 9 7．4 回転糸切 り→ 外周回転へ ラケ

ズリ→付 高台

JL　　　　　ィ、、
完全実測 ホ リ

6 土師益 杯　 ？ 12．8 望遥吏 1 9
‘こ主裏ニ：Eヨ 回転実測 Ⅲ 11吊

7 土師器 杯　 ？ （13．4） ミガキ→ 黒色処理 墨書 「？」 ＼　ヽ－　′ヽ
回転実測 Ⅳ区1屈

8 土師器 杯　 ？ （13．6） 墨書 「？」 ′ヽ
回転実測 Ⅳ

巨∃
1回

9 土師器 杯　 ？ （13．7） ミガキ→ 黒色処理 墨書 「？」 ＼＿　′ヽ
回転実測

一　　　E∃
一　　　　　．こコ由

10 土師器 杯　 ？ （13．8） ミガキ→ 黒色処理 墨書 「？」 　　　一しヽ　ノノヽ、　ノヽ
回転実測 I 区ポ リ

Ⅳ区1屈
11 土師器 杯　 ？ （13．4） ミガキ→ 黒色処理 墨書 「？」 回ナ

＼　　　　′ヽ
転実測

12 土師器 杯　 ？ （14．8） ミガキ→ 黒色処理 墨書 「仁」 ナ′　　　＼＿　′ヽ
回転実測 Ⅱ ホ リ

13 土師器 皿　 A l （12．0） ミガキ→ 黒色処理 墨書 「？」 ′ヽ
回転 実測 Ⅲ区1層

Ⅳ区1層

Ⅱ区1層

Ⅳ区1層

Ⅲ区1層

14 土 師器 皿　 A l （13．2） ミガキ→黒 色処理 墨書 「？」 ▼－′　　　＼＿　′ヽ
回転 実測

完全 実測

回転 実測

15 土 師器 皿　 A l 13 ．6 ミガキ→黒 色処理 回転糸切 り→付 高台
16 土 師器 皿　 A l （13．8） ミガキ→黒色 処理 墨書 「仁」
17

18

須 恵器

ノ　　　　　　ロ＝コ

杯　 C （13．4） （5．8） （4．1） 右回転糸切 り ＼Ⅰ　′ヽ
回転 実測

須 恵呑 杯　 C 13．7 6．4 4．0 火裡 ‾　回転糸切 り、火裡 回転 実測 I 区1層

I 区1層
19

2 0

須 恵器

ノ　　　　　ロロ

杯　 C 14 ．0 5．2 4．2 右回転糸切 り ノ′ヽ
完全 実測、No l

須 恵青首 杯　 C 14．4） 7．2 （4 ．0 右回転糸切 り 回転 実測 Ⅲ区1層

Ⅲ区1層
21 須恵 器 杯　 C （5．4） 右 回転糸切 り ′ヽ

回転実 測
22 須恵器 有台杯　 ？ （9 ．8） 回転へラケズリ→付高台、火裡 ＼　　　　′ヽ

回転実 測
一　　　巨∃
カマ ド

23 須恵器 有台杯　 ？ （9 ．8） 回転へ ラケズ リ→付 高台 ＼＿　′ヽ
回転実 測 Ⅲ区1屈

24 須恵器 高年 （14．2） 回転 へ ラケズ リ ＼－　′ヽ
回転実 測 Ⅱ

Eヨ
ポ リ

25 土 師器 ロ クロ聾　 ？ （13．8） ＼　　　　′ヽ
回転実 測 Ⅲ区1層

26 土 師器 武蔵婆　 C （18．6） ヘ ラケズ リ、ナデ へラケズ リ ＼Ⅰ　′ヽ
回転実測

一　　　E∃
I区1．2層

ホ リ
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寸で…▼ キ
還－　　　 l 詭　　　 …〃
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転

H 517 l 2 7 土師器 武蔵婆　 C （20．2） へ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズ リ 回転 実測、No13 カマ ド1層

I 区1層
28 土師器 武蔵嚢　 C （20．5） ヘラケズ リ、ナ デ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区トレ．1層

Ⅳ区1層

カマ ド
29 須恵器 婆　 B （32．0 ） 回転実測 I q ここコ
30 須恵器 婆　 B 波状文 破片実測 Ⅳ iiiこ1 ニIヨ
31 須恵器 襲　 ？ 破片実測 I ．．Cl ．ニここ1

ヨ32 須恵器 棄　 ？ 当て具痕、ナ デ 平行叩 き 破片実測、No12 カマ ド1層
33 灰粕陶器 平瓶 施 紬 回転実測 Ⅲ ポ リ
34・ 石器 石 鉱 最大長2．2 最大幅2．1 最大厚0．3 0．9 完形、 チャー ト（赤） Ⅱ 1 ニコヨヨ35 鉄製 品 刀子 身幅1．0 棟厚0．3 平造 り、棟 関、NolO Ⅲ く1 コ
36 鉄製 品 不 明 3 点、Nol l Ⅱ ．1 ニコ

H 5 18 1 土師器 杯　 C l （13・2） 6．1 （3．8） ミガキ→黒色処理 右 回転 糸切 り 完全実測 、No l Ⅲ ．‾自層

2 土師器 杯　 C l （13．7） 6．1 （3．7） 暗文→黒色処理 右 回転 糸切 り 完全実測 Ⅲ区1 コ
．．．ヨ3 土師器 杯　 G l （12．5） ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 カマ ド

4 土師器 杯　 C l （14．4） （6．6） （3．9） ミガキ→黒色処理 右 回転 糸切 り 回転実測 I 区ポ リ

5 ヒ師器 杯　 C l （15．6） （8．2） （4．8） ミガキ→黒色処理 回転 糸切 り 回転実測 、No 8 カマ ド3層

6 L 師器 碗　 A l （7．1） ミガキ→黒色処 理 回転 糸切 り→付高台 回転実 測 カマ ド

7 土師器 碗　 A l 7．7 ミガキ→黒色処 理 回転 糸切 り→付高台 完全実 測 カマ ド

8 須恵器 杯　 A 14．2 5．2 4．6 見込み右 回転 へラケズ リ 右 回転糸切 り 完全実 測 I 区1層

カマ ド

9 須恵器 杯　 C 5．7 完全実 測 ケ ン

10 土 師器 鉢 （片 口） ミガキ→黒色処 理 ？ 破片実 測 Ⅲ区1層

カマ ド

11 土 師器 ロクロ稟　 B （13．4） 回転 実測、No 2 日
12 土 師器 ロクロ慧　 A 15．4 体部中央付近 よ りヘラケズ リ 完全 実測、No 6 カマ ド3層

13 土 師器 武蔵棄　 C 19．0 ヘ ラナデ ヘ ラケ ズリ、口縁指 頭庄痕 完全 実測、No4．6 カマド3．摘

14・ 土 師器 武蔵襲　 B 19．6 ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ、口縁指 頭庄痕 完全 実測 I ・Ⅲ区1層

カマ ド

15 土師器 武蔵嚢　 ？ 3．0 ヘ ラナデ 底～休部へ ラケズ リ 完全 実測

カマ ド

16 土師器 武蔵棄　 ？ 3．8 ヘ ラナデ 底、体部へ ラケズ リ 完全 実測、No 9 カマ ド4層

17 須恵器 禁　 B 波状文 破片 実測 I 1 こここI

18 石器 台石 早大 長

（19．8）

最大 幅

（17．3）

早 大厚

（14 ．1）

（66 3 0） 正衷 砥面、線状擦痕有 、安 山

岩 （春 日石 ）、No13

Ⅲ区1層

19 鉄 製品 不明 Ⅲ q ヨ
V∃H 5 19 1 土師器 杯　 C l 13．3 （6．0） （5．4） ミガキー→黒色処理 回転糸切り→底部周縁へラケズリ 完全 実測、No 2 Ⅱ 〔1 三∃

2 土師器 杯　 A l 13．9 7．2 5．4 ミガキ→ 黒色処理 ヘ ラケズリ、ナデ 完 全実測、Nol．4 カマ ド

I区トレ．糟

3 須恵器 杯　 C 13．9 （6．7） （3．7） 火裡 右回転糸切 り、火裡 完 全実測 I ・Ⅲ．．． コ

4 須恵器 杯　 C 14．1 7．0 4．1 火裡 右回転糸切 り、火裡 完全 実測 ケン

5 須恵器 杯蓋 （15．6） 右回転へ ラケズ リ→つ まみ貼

付、 自然粕

回転 実測

6 土師器 武蔵襲　 B （19．4） ヘ ラナデ ヘ ラケズリ 回転 実測 Ⅳ区1層

7 土師器 ロクロ聾　 A （25．4） 頚部へ ラケズ リ、ナ デ 叩 き、ヘ ラケズ リ 回転 実測 I区トレ・ケン
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ユ・．・．J　　q． I昏 1≡… お
掠 ：　炭 琵　ふ　ぁ．，▼ 義援謂紺屋 野望　　　　　　　　 暮雲毒　　　　　　　　　　　　　　　 せ

転　　　　　　　　　　　　 儲

H 519 8 土 師器

ノ．．．　　　　「1日

羽釜　 A （18。‾1） ハ‾ヶ目 臆産

へラケズ リ 回転実測、鍔部（24．6）、受部

高6．8、受部幅2．0

カマ 芦

9

10

11

12

須恵 呑

須恵器

須恵器

石器

嚢　 A （35．5） 当具痕 叩 き 回転実測 カマ ド
慧　 ？ パ ケ目 叩 き 破片実測 Ⅳ区1層
婆　 ？

ヌ ノ　レ　 。 最大長3．0 最大幅2．3 E∃　　　　．｛一 2 ．7

ナデ、朱 叩 き、ナデ、 自然粕 破片実 測、No 3 カマ ド
、ア　 イハ 敢大厚0．6 完全実測 、黒耀 石 Ⅲ区ポ リ

H 520

H 5 2 1

H 5 22

1

2

土 師器

′‾Y　　　一一一　日目

杯　 I l （15．7） 9．0 （4 ．3） 暗文 へラケ ズリ 完全実測 Ⅲ区2 3属
須恵青首 杯　 A （14．2） （10．0） （3．2） 切 り離 し→右回転へ ラケズ リ

付高 台、下半部へ ラケズ リ

回転実測 、No l Ⅳ
【ヨ

3 須恵器 有台杯　 A ？ （16．6） （12．3） （3．2） 回転実測 Ⅲ区 トレ
4 土 師器 武 蔵聾　 ？ 4．0 へ ラケズ リ　 ナデ 底 ノ、休 部へ ラケ ズリ ′ヽ

回転実測

回転実測
5

6

須恵器

須恵器

襲　 C

窯　 ？

（14．6） ヽ カマ ト

ケ ン
当且、M、一　　 デ 叩 き目、ナデ 破片実測 、拓本 Ⅳ区2層

ケ ン
7

1

鉄製 品

須恵器

釘 m・・　　／　ヽ　　、く－ヽ

不　 C 13．9 7．8 3．5 込み滑 らか　 火裡 右 回転 糸切 り、火裡

右 回転 糸切 り、火裡

右回転糸切り　へラ記号　 火裡

完全実測 、No 6

回転実測 、No 7

曇∠、ゝ実測

二つ
2 須恵器 杯　 C （14。0） （7．4） （3．8） 　ヽ　　　　芋：

見込み滑 らか、火襟
Ⅲ区1層

ケ 、

3 須恵器 杯　 C 14．4 7．3 3．3
4

5

須恵器

土師器

士 う。rユ

杯　 C

棄　 C

（14．6） 7．1 （3．7） 見込み滑 らか、火裡 　ヽ　　　　ロ　　　ヽ　　　　寧
右 回転 糸切 り、火裡

フじ∃三一くけ・・、
完全実測

／

Ⅲ・nr区1層

ケ ン

6

20．8

1

ヘフナデ ヘ ラケズ リ→ ミガキ 完全実測

No7．9．10言2．13．14 Ⅳ区1層

カマドサ ン
一師器 瓦　 B （21．7） へ フナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 カマト床・ケン

］区1掛 ケン
7 土師器

ノ　　ー一一Y　・ロ＝コ

慧　 A （23．6） へ ラナデ ヘ ラケズ リ ′ヽ
回転実測、NolO

8 須恵益

子百‾お口臼

旛　　 ？

甑

（13 ．1） 当具痕 底部、底部周縁へラケズリ、叩

き→ カキ目

回転実測 ∴⊥1日
ケ ン

9

10

刀、心、昔話

“．．．‾‾‾‾　ロロ

（20．7）

最 大長

（6．0）

最 大幅

（4 ．6）

最大厚

（2．6）

へ ラケ ズリ 回転 実測 ？
石呑

PHコ

砥石　 B 2 J
（88）

砥画数5、下：欠損、正裏両側：

滑 らか、右 ：半円状条痕 、流 紋

岩 、No 4

Ⅲ区1層

11

JF

石裔

／、

軽石梨 ロロ

ヽヽ

4．9 5．1 1．9 19 完形 、右側 ：半円状条痕3 コ、全

面 ：滑 らか、軽石、No 5

Ⅱ区1層

12 鉄製 品

土 師器

ノ“．．TT圭丁　rl口

鎌 棟厚0．25
Ⅲ区床

1 杯　 A l （11．6） （4．6） （4．7） ミガキー→黒色処 理 ヘ ラケズ リ ？ 回転実測 I

Ⅱ

ホ リ

・ケン2

3

須恵呑

婚前 ロロ

杯　 A

杯　 C

有 台杯　 A 2

武蔵窯　 B

（12・8） （6．8） （3．4） l

（4．0）

ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ バ リ
4 、ノし、有畜

須恵器

（13．8．） （8．0） 火裡 回転 糸切 り、火樽 回転実測 Ⅲ区ハ牛 トレ

ケン
4 （12．4・）

（18 ．8）

4．6 （3．6） 切り粧し→右回転へラケズリ、ナ

デ→付高 台

完全実測 、No 2 カマ ド5層

5 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測、No l カマ ド
6 土師器 武蔵棄　 A （20 ．4） ナデ ヘ ラケズリ 回転 実測 I 区 ・ケ ン
7 須恵器 襲　 A

士

（24．2） 中央部か ら下半 部回転へ ラケ

ズ リ、 ナデ

イヽ
回転 実測 椚哀1．2層

8 須恵益

ノ1．．．rご

笠E　 B （10．5） 回転 実測 ケ ン
9 須 恵器 壷　 B （11．2＿） 波状 文 回転 実測、拓本

完全実 測

I
H 52 3 l 土 師器 高杯 ヘ ラケズリ ミガキ I VW－1眉

2 須恵 器 杯　 C （14．5） 6．1 （3．9） 右回転糸切 り 完全実 測 ・ん一一一一　　　E∃
ケ ン

3 須恵器 有台杯　 ？ （11．2） （6．0） （4 ．8） 火裡 切 り離 し→付高台 、火裡 回転実 測 ケ ン
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ポ㍑ E 慮 翫意音義凝凱 蔓F讃　　　 ’慈
十一戯 証　監　 もⅤ ．五　訂　　諷マ p　な　　芯’笥 ㌢軍　　　　　　　　 書三幸 ギ‘　　　　　　　 膵聾 　 鱈，

H 52 3 4 土師器 武蔵禁　 B （喜1．8） ヘラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区1層

5 須恵器 棄　 ？ （12 ．2） 当具痕、見込み付近へラケズリ 底部、底部周縁へラケズリ、叩き 回転実測、拓本 ケン

6 須恵器 婆　 ？ ナデ 叩 き 回転実測、拓本 I区1層・ケン

7 石器 砥石　 B 2 J 最大長8．7 最大幅5．8 最大厚3．4 20 6 完形、砥面 数6、正裏両側 ：滑

らか、細 かい線状 痕、正 ：返

し、上下 ：線状痕、流紋岩

ケン

H 52 4 1 土師器 杯　 C l （13 ．0） 4 ．5 （4．3） ミガキ→黒色処理 右 回転 糸切 り 完全実測 Ⅲ［哀1層

カマ ド
2 土師器 杯　 C l （14 ．2） （6．4） （4．1） ミガキ→黒色処理 右 回転 糸切 り 回転実測 I 区1層

3 土師器 碗　 A l （14 ．8） 7．3 （4．8） ミガキ→黒色処理 回転 糸切 り→付高台 完全実測 Ⅲ区1層

カマド・ケン

4 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処 理 墨書 「？」 破片実測 ケ ン

5 須恵器 杯　 C （6．0） 火樽 回転 糸切 り、火裡 回転実測 、No 4 I 区1層

6 灰軸 陶器 碗 （15．0） 施粕 施粕 回転実 測 I 区1層

7 土 師器 ロ クロ襲　 A （23．6） ナデ 中央部へ ラケズ リ 回転実 測、No2．3 I ・Ⅳ区1層

8 石器 敲石 最大長 13．4 最大 幅5．4 最大厚3．1 2 73 完形 、上下敲打痕、両側 ：直

行す る条痕、安山岩 、NolO

Ⅲ区1層

9 石器 凹石　 A l 16．9 13 ．9 5．3 149 5 完形、礫素材、正面中央凹み、凹

径2．5、凹深0．5、安 山岩、No3 0

Ⅱ区1層

10 石 器 凹石　 A l 19 ．3 12 ．4 8．4 8 10 完形、空洞状の回転 による擦 り、

外径 5．2 、内径1．7、安 山岩 、No9

I日夏1層

11 鉄 製品 不明 Ⅳ区ホ リ

H 52 5 1 土 師器 杯　 B l （12．6） 5．2 （3．5） ミガキ→黒 色処理 回転糸切 り→外 周へ ラケ ズリ 完 全実測、No 2 カマ ド

I 区1層

2 土師器 杯　 C l 13．3 5。6 3．9 暗文→黒色 処理 回転糸切 り 完 全実測、No l Ⅲ区1層

3 土師器 杯　 C l （14．0） （5．4） （4．0） ミガキ→ 黒色処理 回転糸切 り 回転実測 Ⅱ区1層

カマ ド

4 土師器 杯　 C l （14．0） 5．5 4 ．0 ミガキ→ 黒色処理 右 回転糸切 り 完全実測 I ・Ⅱ区1層

5 土師器 杯　 C l （14．3） 6．0 （4．3） ミガキ→ 黒色処理 右 回転糸切 り 完全実測 Ⅱ区2層

6 土師器 杯　 C l （14 ．4） 5．2 （4．0） ミガキ→黒色処理 右 回転 糸切 り 完全実測 I 区1層

7 土師器 碗　 A l （15．1） 7．0 （6．3） ミガキ→黒色処理 底部不 明→ 付高台、下半部

右 回転 へラケズ リ

完全実測 I ・Ⅱ区1層

8 須恵器 杯　 C 13．5 6．3 3．2 見込み滑 らか、 火裡 右回転糸切り＆ヘラ記号、火裡 完全実測 Ⅲ区1訃ケン

9 須恵器 杯　 C （14 ．3） （5．5） （3．8） 右 回転 糸切 り 回転実測 I 区1層

10 土師器 ロ クロ棄　 A （17．0） 回転実測

11 土師器 ロ クロ襲　 A （17．1） 回転実測 I 区1層

12 石器 軽 石製品 最大卒

（19．7）

最大幅

22．2

最大厚

（12．5） （22 15）

正面皿状 で円柱 、側面 中央絞

り込み 、軽 石、No 9

Ⅳ区1層

H 5 26 1 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処理 墨書 「？」 破片実測 ケ ン

2 須恵器 杯　 A （11．2） （8．0） （3．0） 底部、底部周縁 回転へラケズリ 回転実測 I 区1層

3 須恵器 杯　 C （12．8） （7．2） （3．7） 火樽 方 向不 明回転糸切 り、火裡 回転実測 P 6

4 須恵器 杯　 C （13．3） 7．1 （3．6） 火樽 左 回転 糸切 り、火裡 完全実測 、No l I 区5層

5 須恵器 杯　 ？ （13．5） 火裡 回転実測 カマ ド

6 須恵器 有台杯　 ？ （9．7） 回転実測 ケ ン

7 須恵器 有台杯　 ？ （15．2） 回転実測 Ⅱ区4層

8 須恵器 杯蓋　 A ？ 回転 へ ラケ ズリ 完全実測 ケ ン
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L・L．ここt　　Tr 憾 8 タ　　　　　　　　 ‘‘轟　　　　 湖・
馨　∴　汗 張　崇　もV－ 蒙話頭開匡 草や　　　　　　　　 子吉阜 ギ　　　　　　　　　　　　　　　 転 謡

H 52 6

H 52 7

9 須恵器 杯蓋　 A ？ 諾禁裏
火裡 完全実測 ケ ン

10 須恵器 襲　 A （28．2） 平行 叩 き 回転実測 ケ ン
11

1

鉄製 品

土師器

不 明
ケ ン

杯　 A l （18 ．3） （8．0） （5．2） ミガキ→黒色処理 へ ラケズ リ 回転実測

完全実測

回転実測

Ⅲ区1 2層
2 土師器 杯　 ？ 14．3 ミガキ→黒色処埋 底部 周縁 へ ラケズリ Ⅳ区1置

百

・ケ、′3

4

須恵器

考百南 口旦

杯　 C

杯　 C

（11．9）

（13 ．4 ）

（4．9） （4．1）

（3．8）
回転 糸切 り

一　代∃　　／
Ⅲ区ポ リ

4 、．己、宕汗 6．4 ノく撃 右 口　云糸切 、ノ′撃 回転実測

完全実測

Ⅳ区1層

床下土坑P3
5 須恵器 有 台杯　 ？ 8 ．2 右 回転 糸切 り→付高台 、火裡
6 土師器 武蔵 棄　 B （20 ．4 ） ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I区トレ・Ⅲ

区1．2 服
7 土師器

m　A　ロロ

武蔵 襲　 B

‾二　、應

（20 ．9） ナデ へ ラケズ リ 回転実測 l
I区トレ．1

層 ・カマ ド
8 土師益 武蔵 荒　 ？ （22 ．0） へ ラケズ リ 回転実測 、No 4 Ⅱ区1層
9 土師器 武蔵 襲　 C （22 ．3） ヘラナデ ヘ ラケズ リ、下半部へ ラナデ 回転実測 I区トレ．1層

Ⅱ・Ⅲ区1層
10 土師器 武蔵 棄　 ？ （5．0） へラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 床下土坑P3
1 1 須恵器 要　 り （16．2） 底部 ㌦・底部 周縁へ ラケズリ 回転実測　 No 3 I 区1層
12 須恵器

T　1　1口

壷　 A

缶を E∃ 巨ヨ　　　　　－ E∃

当具痕 、ナデ 叩 き、ナデ ＿　1レ・＼　　ハ　ヽ　1
回転実測 I区2．3酢

Ⅲ区1層・ケン
13 石森 擦 〕石 聴太良8．9 聴大幅6．7 聴大厚1．6 15 6 完形、 ガラス質、安 山岩 Ⅲ区ポ リ

H 52 8

H 52 9

1 須恵器 杯　 ？ （12．2）
回転実測 I 区2層

2 須恵器 杯　 C 5．6 右 回転糸切 り 完全実測

回転実測

回転実測

I 白眉
3 須恵器 有台杯　 ？ （8．8） 付高台 I

日
ポ リ

4 土師器

須恵器

土師器

婆　 B l

棄　 ？

（13．2） ナデ へ ラケズ リ
ノ　ヽ

Ⅲ区ポ リ
5

1

当具痕 、ナデ 叩 き、 ナデ 破 片実測、拓本 Ⅲ 曲
杯　 C l （13．6） 6．2 （4．4） ミガキ→ 黒色処理 右回転糸切 り　 黒蜜 「り」 ［回転実測

回転 実測

Ⅲ 3属
2 土師器

土師器

土師器

杯　 C l

i 杯 C l

杯　 C l

（13．9）

（13．9）

（6。0） （4．5） ミガキ→ 黒色処理 右回転糸切 り ＿，．一　　　巨ヨ
I ・Ⅳ区3層

3 （6．3） （4．0） ミガキ→ 黒色 処理 右回転糸切 り

l 右回転糸切 り

回転 実測 IH ラ

カ

衷3層

マ ド
4 14．0 5．8 4言 ミガ　 →黒　 几テ 完全 実測

完全 実測、拓本

座 J転 実測

i 回転 実測

i 完全 実測

回転実 測　　　　　　　 i

完全実 測　　　　　　　 I

回転実 測、Noll　　　　 i

I区トレ．2層

P 6

I 区 トレ

5 土 師器 杯　 C 5 5．6 ミガキ 右回転糸切 り　 へラ記号
6 土 師器 碗　 A l （14．6） ミガキ→黒色 処理 ヽi 糸切 り→付高台

［付 高台7 土 師器 碗　 A l 十1寸．釦 （7．7） （5．3） ミガキー→黒色 処理 Ⅲ区3屈
8 土 師器 碗　 A l （16．6） ミガキ→黒色 処理 回転糸切 り→付高 台 i Ⅳ琵3

Ⅳ区3

Ⅳ区3

9 土 師器 碗　 A l （5．4） ミガキ→黒色処 理 ミガキ→里色処理　 付 高台
10 土 師器 碗　 A l 6．1 ミガキ→黒色処 理 ハlヽ　　　　　　　　　　＿，　ヽ

糸切 り→付高台　 黒童 「？」
1ユ＿ 土 師器 杯　 ？ （1280） ミガキ 　 　ヽ　とま≡ニ：巨∃

Ⅱ区3
12 土 師器 杯　 ？ （13．0） ミガキ　 か黒色処 理 ロ縁 部 ミガキ　　　　　 i

墨書 「？」　　　　　　 i

回虹実 測　　　　　　　 i

破片実測　　　　　　　 i

破片実測　　　　　　　 i

破片実測　　　　　　　 i

破片実測　　　　　　　 i

破片実測　　　　　　　 ！

I 3層

3層
13 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処理 Ⅲ
14、 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処理　　　 ！墨書 「？」　　　　　 ［

ミガキ→黒色処理　　　 ［墨書 「？」　　　　　　 j

一　　　巨∃
Ⅲ区3屈

15 土師器 杯　 ？
Ⅳ
自
3屈

16 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処理 墨書 「？」 Ⅱ
，．．一　　　巨ヨ
－3層

17 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処理 墨書 「？」　　　　　　 ［

墨書 「？」　　　　　　 ！

黒重 「？」　　　　　　 i

一　　　E∃
Ⅲ区2層

18 土師器 杯　 ？ ミガキ→里色処理 破片実測 I 区2
1 9 土師器 杯　 ？ ミガキ→ 里色処理 破片実測　　　　　　　 l

回転実測　　　　　　　 i

Ⅱ 3
20 土師器 皿　 A l （13 。8） ミガキ→ 黒色処理 ニ二王二［∃

回転糸切 り→付高台、墨書 「？」
一　　　日
I 区2層
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かご．－ g ヰ 読幸治授乳
事 讃　dY　ぁY 転 置　 瓢マ rl…‘譜票削鷹 半軍　　　　　　　　 手三吉 ギ．　　　　　　　 竪≡聾

症

H 529 2 1 土 師器 盤 （1岩。0） 回転実測、九六4 ケ、≠1．2cnl Ⅳ区3層
22 ≠．頁恵器 杯　 C （13．6） 6．2 （4 ．1） 右 回転糸切 り 完全実測 ホ リ
23 須恵器 杯　 C （13．6） （6．6） （4 ．1） 回転 糸切 り 回転実 測 Ⅱ 3
24 須恵器 杯　 C 5．8 右回転糸切 り 完全実 測 Ⅳ 3声
25 須恵器 杯　 C 6．1 右回転糸切 り 完全実 測 I 3
2 6 須恵 器 杯　 ？ 墨書 「？」 破片 実測 Ⅲ ワ

lLJ2 7 須恵 器 皿 （14．4・・） （7．6） （2．5） 回転糸切 り→付 高台 回転 実測、 白色 ポ リ
28 灰粕 陶器 碗 （12．8） 施粕 施粕 回転 実測 Ⅲ 3才
29 灰粕 陶器 碗 （8．6） 施粕 施粕、付高台 回転 実測、光が丘 1 号窒式期 Ⅱ 3 コ
30 灰粕 陶器 皿　 ？ （7．2） 施粕 回転へ ラケズ リ→付 高台 回転 実測、 K 14 ？ Ⅲ 3万
3 1 二師器 ロクロ襲　 B （13．6） 回転 実測 Ⅲ 3
32 L 師器 武蔵嚢　 C （16．8） ナデ ヘ ラケズリ 回転 実測 ケ ン
33 土師器 ロクロ婆　 ？ 8．5 ヘ ラナデ へ ラケズリ 完 全実測 Ⅳ二；哀3層
34 須恵器 婆　 ？ （12．6） ナデ 底部、底部周縁へラケズ上 叩き 回転 実測 ホ リ
35 須恵器 襲　 ？ （14．4） 当具痕 、ナデ 底部、底部卵 豪へラケズリ→ナ

デ、叩 き

回転 実測 I

Ⅲ

Ⅳ

トレ

36 須恵器 婆　 ？ 当具痕 、ナデ 叩 き、 ナデ 破 片実測、拓本 、No l Ⅳ 吏3
37 石器石製 模造 品 最大長6．5 最 大幅2．7 最大厚1．1 18．3 2 個体接合 、千枚岩

久38 銅製品 古銭 I i〔3 ここ1ヨヨ39 鉄製品 Ⅲ 3
40 鉄製品 不 明 Ⅱ 2

H 53 0 1 土師器 杯　 I l （15．6） 暗文 、ミガキ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ （1

2 須恵器 杯　 A 12 89 6 ．8 3。5 回転へ ラ切 り→ヘ ラケズリ 完全実測 Ⅲ 吏2

3 須恵器 有 台杯　 C （12 ．0） 削 り出 し高台 回転実測 Ⅲ iiviこ1 l

4・ 土師器 武蔵 襲　 A （22 ．0） ヘ ラケズ リ、ナデ へ ラケズ リ 回転実測 、No l Ⅲ く2

5 ヒ師器 武蔵 嚢　 ？ （8．3） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 カマ ド
6 須恵器 婆　 ？ （18．8） 底部 周縁 へ ラケズ リ 回転実測 ポ リ

H 53 1 1 土師器 杯　 G 2 （15．1） ミガキ→黒色処理 ナデ 回転実測 Ⅳ区2層
2 土師器 襲　 A l （15．8） ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 「Ⅳ区2層

カマ ド
3 土師器 嚢　 り 5．3 ナデ へ ラケズ リ、 ナデ 完全実測 Ⅳ区2層
4 土師器 婆　 ？ 5．4 へ ラケズリ、 ナデ へ ラケズ リ、 ナデ 完全実測 I L．；

Ⅲ［：V；

Ⅳ［＿＿＿

衷2

哀1

哀2

5 土 師器 壷 （7．4） ミガキ ミガキ 回転実測 I

Ⅳ

・Ⅲ区

6 鉄製 品 鉄 鉱　 ？ 片丸造 り？、逆刺ナ シ、No l Ⅳ ii〔3 1］
H 5 32 1 土 師器 杯　 I l （15．7） （10．6） ナデ、暗文 底部 、底部周縁へ ラケズ リ 回転実測 I 区ポ リ

カ メA

Ⅳ区1層
2 須恵器 杯　 C （14．6） （7．2） （3 ．9） 回転 糸切 り 回転実測 ケ ン
3 須恵器 杯蓋　 A 15．9 壷焼痕 右回転へラケズリ→つまみ貼付 完全実測 －
4 二師器 武蔵嚢　 ？ 4．7 ヘ ラナ デ ヘラケズ リ 完全実測 、No l 床 ・カメA

5 L 師器 婆　 ？ ヘ ラナ デ 叩 き 破片実測 I区ホリ・カメA

6 須恵器 壷　 C ？ 回転実 測

7 縄文土 器 深鉢 破片実測 、縄文中期後半 、波

状 口縁 ？

ケ ン
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、魯 ぎ ，しこ詣　サ　ぁァ ．＿温　　　 霹　　　 意．’≡票　臣≒・ ・評琶　　　　　　　　 旨…菩 ギ．　　　　　　　 鐙旨
旨渋　　　　　　　　　　　　　　　 裁．　 蓋細

H 53 2 8 縄文土器 探鉢 洗練支 破片実測、縄文 中期 後半、唐

草文系 n堰1層・ケン

H 533 1 須恵器 杯　 C （7．2） 火裡 右 回転 糸切 り、火裡 回転実測 Ⅳ ‘1
2 須恵器 有 台杯　 ？ （7．3） 右 回転 糸切 り→付高台

　　 J一一＼　ヽ－　′ヽ
回転実測 I 区1

Ⅲ区2
3 土師器 武 蔵碧　 C 18．9 ヘ ラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 、煙道Nol．2 ．3 煙
4 須恵器　．J　。。 婆　 り 16．2 当具痕 底部周縁へラケズリ、平行叩き 完全実測 、No 2 Ⅲ区2層小 レ

カマ ド
5 石器 砥 石　 B I 最大長8．5 最大幅2．7 最大厚2．0 74 完形、砥面 数2、iE 裏 ：滑 らか

砥而　 上下両側 ’擦 れ　 砂 岩 1㌦2層
6 鉄製 品 燵鉄　 ？ E

Ⅲ区2
H 5 34 1 土師器

／　　　・1・・一　口＝コ

杯　 G l （13．7） 口縁へ ラケズリ へ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区1層
2 須恵呑 杯　 A 11．4 6．5 3．3 ヘラケズリ、底部剛緒 回転へラケズリ 回転実測 I 区1 コ当
3 土師器 武 蔵嚢　 A 22．4 ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ －ヽ　′ヽ

完全実測 I区

Ⅲ［；

カマ

工二

束2

ト

コ］

ン
4 土師器 武蔵婆　 A

士

22．7 l ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 H

Ⅲ［

駆 2訃カマド
5 須恵呑 宣E　 B （7．7） 自然租 自然粕 回転実測 I ：2

H 5 35 1 土師器

与1川口

杯　 A l （12．8） 5．0 （3．9） ミガキ→黒色処理 底部 へ・底部周縁右 回転 へラケ

ズ リ

完全実測 Ⅲ・Ⅳ区1．

層

2 土師益 杯　 C l （12．8） （5．8） （4．2） ミガキー→黒色処理 回転 糸切 り→底部周縁右 回

転 へラケズ リ、墨 書 「？」

回転実測 Ⅲ区1層

3 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処理 、ヘ ラ記号 へ ラケズ リ　 ミガキ 完全実測 Ⅲ区1属
4 土師器 碗　 A l 17．0 7．7 5．8 ミガキ→黒色処理 ヽ

右回転糸切 り→付高台、底部周

縁右回転へラケズリ、墨書 「り」

一　　＼▼　′ヽ
完全実測 、No2．3

5 土師器 碗　 A l 6．7 ミガキ→黒色処理 回転 糸切 り→付高台 完全実測 Ⅲ ‾1層
6 土師器 碗　 A l （7．2） ミガキ→黒色処理 回転 ／

→黒

糸切 り→付高台、 ミガキ

色 処理

＼▼　′ヽ
回転実測 、異色 土器 Ⅲ区．1

7 土師器 碗　 A l 7．5 ミガキー→黒色処理 回転 糸切 り→付高台 完全実測　 No 8 Ⅲ区1
8 土師器 杯　 ？ （16．2） ミガキ→黒色処理 ′ヽ　　ヽ　　　ム

回転実測 Ⅲ ．．V．．一1
9 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処理 墨書 「？」 －ヽ　′ヽ

破片実測 Ⅲ区1
10 土師器 皿　 A l （14 ．0） ミガキ→黒色処理 回転糸切 り→ 付高台 ＼Ⅰ　′ヽ

回転実測 Ⅲ
【ここヨ
一トレ

11 土師器 皿　 A l ミガキ→黒色処理 底部周縁右回転へラケズリ、墨

書 「？」

′ヽ
破片実測 ホ リ

12 土師器 皿　 A l ミガキ→黒色処理 墨書 「？」 破片実測 2層
13 須恵器 杯　 C （12 ．7） （6．9） （4．7） 右 回転 糸切 り －ヽ　′ヽ

回転実測
E
m 一1

14 須恵器 杯　 C （13．3） （6．3） （4．3） 滑 らか 右 回転 糸切 り ′ヽ
完全実測 I 1

1 5 須恵器 杯　 C （13．4） （5．9） （4．3） 右回転糸切 り ′ヽ
回転実測 Ⅲ・Ⅳ

16 須恵器 杯　 C （13．6） （5．9） （4．2） 右回転糸切 り、墨書 「？」 ′ヽ
回転実測 ．ズ

17 須恵器 杯　 C （13．7） 6 ．4・ （4．5） 見込 み滑 らか 右回転糸切 り 完全実測 I ・Ⅳ

ポ リ18 須恵器 杯　 C （13．9） （5．8） （4．1） 回転糸切 り ノ′ヽ
回転 実測

19 須恵器 杯　 C （13．9） 6．4 （4．6） 滑 らか 右回転糸切 り ′
完全 実測 Ⅳ区1

20 須恵器 杯　 C 14．1 6．2 4．7 見込 み滑 らか 右回転糸切 り、墨書 「主」 完全 実測、No l I 区1
2 1 須恵器 杯　 C 5．5 右回転糸切 り 完全 実測 I 区1

第27表　出土遺物一覧表15（H532～H535）



欝．ラ誉　恐 V魯 も
忙 置　 諾 hlF 6針針歳計二稽

E〝　　 。‾‘　　　　　　　　　　　　 転　　　　　　　　　　　 瞥　 h烹
単車　　　　　　　 喜三　　　　　　　　　　　　　　 ヰ　　　　　　　 持音

H 53 5 22 須恵器 杯　 C 6．4 見込み滑 らか 右回転糸切 り 完全 実測 I ．．．．．ふ1
23 須恵器 有 台杯　 ？ 9．6 見 込み滑 らか 切 り離 し→付 高台 ノ′ヽ

完全実測　 転用硯　 No 5
一　　　Eヨ
Ⅲ区1層　 i
再 腸 トレ i24 須恵器 杯　 ？ 墨書 「？」 ′ヽ　ヽ　　　　＼　　　！′　ヽ　　1

破 片実測
25 須恵器

I　日日

杯蓋　 B ？

滑 らか

回転糸切 り→回転へラケズリ→

つ まみ貼付

ノ′ヽ
完全実測 Ⅳ区1層

26 土師者霹

日日

ロクロ嚢　 B 9．6 回転実測 Ⅲ区1層

Ⅲ区1層
27 土師盲首

ロロ

武 蔵棄　 C

武 蔵棄　 C

（12．0） パケ 目の残 るナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区1層

Ⅲ区1層
28 土師益 20．4 ） ナデ ヘ ラケズ リ

底 ～休 部へ ラケ ズリ

l 回転実測 、No 4

l 完全実測

i Ⅲ区鳳 ケン i

l Ⅲ区1層　 i2 9 土師器 武 蔵襲　 ？ 3．7 ナデ

30 土師器 武 蔵嚢　 ？ 5．0 ナデ 底 ～体部 へ ラケズ リ 完全実測 Ⅲ区1層
31 鉄製 品 不 明 l

［ No 6 Ⅲ区1層
32 鉄製 品 刀子 身幅 （1．4） 棟厚0．3 平造り、棟関、茎長（7．7 ）∴‰7 Ⅳ区1層

H 5 36 1 土師器

。Iコ

襲　 B l 13．0

！（22・4）

ヘ ラケズ リ 完全実測 、No 2 臣 Ⅳ区2層

カマ ド
2 土師呑 武 蔵嚢　 A へ ラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I区1，2層

カマ ド
3 土師器 武 蔵婆　 A 23．1 ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 Ⅲ区2．3層

カマト煙道
4 土師器 武 蔵碧　 ？ 4 ．3 へ ラナデ

ミガキ→赤彩 ？

ヘ ラケズ リ 完全実測 カマ ド
5 土師器 士∃王 （19．9） ミガキ→ 赤彩 ？ 回転実測 Ⅲ区2屈
6 須恵器 襲　 ？ 当具痕 叩 き ＼＿　′ヽ

破片実測
一　　　巨∃
I区1層・ホリ

Ⅲ区3層
H 5 37 1

2

土師器

ノ　　　　　ロ＝コ

杯　 A l （17．2） （7．6） （4．5） ミガキー→黒色処理 ヘ ラケズ リ、ナ デ 回転実測 Ⅲ・Ⅲ区1層
須恵益 不　 C 12．3 6．3 3．6 火樽、煤 寸’ 右 回転 糸切 り、火裡 完全実測 I 区2倍

3 須恵器 杯　 C （13．8） （7．0） （4．0） 火裡 方 向不 明回転糸切 り ′ヽ
回転実測

日
I 区2層

4 須恵器 杯　 C 6．9 右 回転 糸切 り、火裡 ′ヽ
完全実測 Ⅱ区1層

5 須恵器

／　　　　ご【1口

有台杯　 ？ （14．0） ノ′ヽ
完全実測

巨∃
I区1．2層

Ⅱ㍉Ⅳ区1層
6 須恵存

ノ比W

有台杯　 ？ （14．4） 回転実測 I 区 トレ

カマ ド
7 須恵器

′　　T套ご【1口

有台杯　 B 2 （14．6） （6．4） （6 ．4） 火裡 右 回転 糸切 り→付高台 、火

裡

回転実測 Ⅲ区1層

Ⅲ区1層
8 須恵呑 有台杯　 B l 15．8 9．1） 7 ．1） 火裡 回転へラケズリ→付高台、火樽 回転実測 Ⅲ 1 2
9 須恵器 有台杯　 ？ （8．8） 回転 へ ラケズ リ→付高 台 ＼＿　′ヽ

回転実測 Ⅱ区1
10 須恵器 盤 カキ 目、脚部 透か し孔 （3単位）

′ヽ
回転実測

巨ヨ
ポ リ

11 土 師器 武蔵嚢　 B （17．0） ヘ ラケズ リ、 ナデ へ ラケズ リ ノ′ヽ
回転実測 Ⅱ区床

12 土 師器 武 蔵襲　 B （20．0） ヘ ラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I

Ⅲ

トレ

1層．床
13 土師器 武 蔵聾　 ？ （4．6） ヘ ラケズ リ、 ナデ へ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区1
14 土師器 武 蔵婆　 ？ （4．6） ヘ ラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ ′ヽ

回転実測 I 区2
15 須恵器 棄　 ？ 叩 き、 自然稚 ′一′　　　＼＿　′ヽ

回転実測
・・・一　　　巨ヨ
Ⅱ・Ⅲ・n7区1層

第28表　出土遺物一覧表16（H535～H537）



魯 E 痢蟄揺減配消沈詣駐詭　　　　 ‾コヵ
声ロ謡 ’　ぁぜ 畷 臣　 も，r 意一≡票　匡 評昭　　　　　　　　 吾≡添 ギ、　　　　　　　 鰻婆 折三

H 537 16 須恵器 襲　 ？ 平行 叩 き、把手貼付 破片実 測 I ・］ 一1屑
17

18

須恵器

一．　　ロロ

壷　 ？ （10・聖 回転 へ ラケズ リ→付高 台 ′ヽ
回転実測 Ⅲ区1

巨∃

有高 軽石製品　 】

▼‾‾．m　　‾‾′

最大長7．3 最大幅7．0 最大厚2．0 4 5 完形 、滑 らか、正面 ≠71mluの穿

孔途 中、軽 石

I 区1層

19 鉄製 品 刀ナ 身幅1．1 棟厚0．3 平造 り、茎に糸巻 き痕 、No l I 区1層
20 鉄製 品 不明 木 質付 着 Ⅲ区1
21 鉄製 品 不明 Ⅹ線 にて孔有 Ⅱ区1

H 5 38 1 須恵器 杯　 ？ （7．6） 回転 実測 Ⅳ区2
2 須恵器 有台杯　 ？ （7．6） 付 高台

＼Ⅰ　′ヽ
回転実 子目J Ⅳ区1

3 土 師器 武蔵棄　 A （22．4） へ ラケズリ、ナデ ヘラケ ズリ －ヽ　ノヽ
完全 実測、Nol．2

巨∃
Ⅲ区3．2層

カマ ド
4 土 師器 武蔵婆　 ？ 5．5 ナ デ ヘ ラケズ リ 完全 実測 Ⅲ区2層

カマ ド
5 鉄製 品 鉄鉱 片丸造 り、箆被 ：辣状 、逆刺ナ

シ、頸長10 1

追

6 鉄製 品 鉄鉱 ノヽ
平造 り？、逆刺0．1、鉱身長5．0 Ⅳ区摘惑

・三了H 53 9 1 土 師器 杯　 G l （11．2） （11．8） （3．0） ナデ ヘ ラケ ズリ 回転 実盲目J ポ リ
2 土 師器 杯　 G 2 （12．9） （12．2） （4 ．0） ミガキ→黒色 処理 ヘ ラケ ズリ ノ′ヽ

回転 実測 Ⅲ区3層

Ⅳ区2層
3 土 師器 杯　 G l （12．6） （12．4） ナデ ヘ ラケズ リ 回転 実測

日

Ⅲ区トレ．3層

Ⅳ区3屈4 土 師器 杯　 G 2 （13．4） （12。4） （4 ．5） ミガキ→黒色 処理 ヘラケズリ、ミガキ→黒色処理 回転 実i月J
5 土 師器 杯　 G l （14．2） （14．5） ナデ ヘ ラケ ズリ 回転 実i日J Ⅲ区3
6 土 師器 杯　 A （7．0） ミガキ→黒色 処理 ヘ ラケ ズリ ＿ヽ　′ヽ

回転 実測 I 区1
7 須 恵器 杯蓋　 C 13 ．0 3．7 右回転へラケズリ→つまみ貼付 ′ヽ

完全 実測　 No 2 Ⅲ区3
8 須 恵器 杯蓋　 C （14．4） へ ラケ ズリ ′ヽ

回転 実子H
ヽ
［　No l Ⅲ区3

9 土 師器 襲　 A l （20．4） ヘ ラナデ ヘ ラケ ズリ ′ヽ　　ヽ
回転 実測　 No 2

…．＿　　　巨ヨ
Ⅲ区3倍

10 土 師器 武蔵嚢　 A （21．6） ナデ ヘ ラケ ズリ ′ヽ　　ヽ　　　ム
回転 実測 I区トレ．2．3層

カマ ド
11 土 師器 襲　 A l （22．4） へ ラナデ へラケズ リ 回転実 測 I 区2．3層

Ⅲ区3層
12 土 師器 武蔵禁　 A （23．2） ナデ ヘラケズ リ 回転実 測 I 区 トレ
13 土 師器 棄　 A l （24．4） へ ラケズリ、ナデ へラケズ リ ′ヽ

回転実 測 I 区2．3層

ヌ　 表
14 土 師器 襲　 ？ 4．2 ナデ 木葉 痕、休部 へ ラケズ リ 完全実 i目J ホ リ
15 土 師器 襲　 ？ 15．3 ナデ ヘラケズ リ 一　　ヽ－　′ヽ

完全実 子目 Ⅱ区3屈
16 土 師器 棄　 ？ ヘ ラナ デ、朱付 着 ヘラケズ リ 、　　′ヽ

回転実 i貝、No 12 カマ ド
17 土 師器 壷 （15．8） ヘ ラケ ズリ、 ミガキ ヘラケズ リ、 ミガキ ′

回転実 i月リ Ⅲ区1 2
18 土 師器 鉢 o r 甑　 ？ 16．2 ナデ、黒色処理 ヘラケズ リ ′ヽ

完全実測 I 区3
19 須恵器 鷺　 C （12．6） カキ 目 完全実盲月 I 区2
2 0 士製 品 紡錘車 最大径5．3 最小径4．3 最大厚3．4 86 ．2 ヘ ラケズ リ、 ミガキ 破片実i月、No 4 Ⅲ区3
2 1 石器 編物石 最大長17．4 最大幅 10．7 4．5 1 16 0 完全実湧 、礫素材、NolO I 区2
2 2 鉄製 品 鉄 鉱 片丸造 り

状、逆刺

o r平造 り、箆被：棟

ナシ、頸長7．9、No3

日
Ⅲ区1層

H 5 40 1 土師器 杯　 I l （12．3） （8．0） （3．5） 暗文 底 ～体 部へ ラケズ リ 回転実i目
2 土師器 杯　 G l 12．3 （3．7） へ ラケズ リ ノ′ヽ完全実測 I区トレ．1．2層

Ⅲ区2層

第29表　出土遺物一覧表17（H537～H540）



こここ　　脚 、魯 ま ぷ　　　　 8　　　 謂　　　 T．浩
㌫－ r畢ぎ　 吉 急　　　　　　　告ア ぼかが虚訂竃稽 － 声草　　　　　　　 書三亭 キ　　　　　　　　 喜主を 脛 演恕

H 54 0 3 土師器 杯　 I l 暗貢 ミガキ 破片 実測 Ⅳ区4
4 土師器

ノ廿　　一

杯　 I l 暗文 ミガキ 破片 実測 Ⅲ 3j
5

6

須恵器

ノ．ま丁［1日

杯　 A （14．0） （6．8） （5．0） ヘ ラケ ズリ 回転 実測 Ⅲ 射

須恵器

ノ．．…・一　口ロ

杯　 A （14．4） （9．3） （4．3） ヘ ラケズリ 回転 実測 1 ・Ⅲ

Ⅳ区4
7 須恵呑

／コご＋ニヒ一　口ロ

杯　 A

・…あ　′　　”・

（14．8） （9．3） （4．1） ヘ ラケズリ 回転 実測 I 吏2

8 須恵音詩

ノ∴r一　　　　口ロ

有台杯　 ？ （10．3） 右回転へラケズリ→付高台、ヘラケ

ズ リ、 ナデ

回転 実測 追

9 須恵音詩

1日11

杯　 A

一　　‾1Hk一て

朱墨 、滑 らか ヘ ラケズリ 破 片実測、転用硯 ？ ケン
10 士舶 器 武蔵棄　 A （24．7） へ ラナデ へ ラケズ リ 完 全実測 I区ト

Ⅲ区1
11 土師器 武蔵襲　 ？ （8．1） へ ラナデ 底′、・体部へ ラケズ リ 回転実測 鋸哀3．4層

Ⅳ区4層
12 土師器 壷 （22．0） ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ、 ミガキ 回転実測 I

Ⅲ

）隷

2．4
】
コヨ］13 石器 凹石　 A l 最大 長

12．2

最 大幅

10．1

最大厚

5．0

3 3 8 完形、全体丸 く整形 ？、凹径 6 ．

0 、凹深0．8、軽石

2、・3層

H 54 1 1 土師器 杯　 I l （13．5） 暗文 ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ 一2層
2 須恵器 杯　 A 14．0 7．5 3 ．6 火裡 ヘ ラ切 り

′ヽ
完 全実測 I Y‾Vl一ホ リ

3 須恵器 杯　 A （7．8） ヘ ラ切 り→ へ ラケズ リ ′ヽ
回転実測 I V“V．．．一トレ

4 土師器 武蔵襲　 A （20．2） ヘラケズ リ、ナ デ へ ラケズ リ ＿ヽ　′ヽ
回転実測 I l：：

Ⅲ区躇 ・

ニつき自ヨ
ケン

5 土師器 武蔵鷺　 B 20。2 ヘラケズ リ、ナ デ ヘ ラケズ リ 完 全実測、No 3 カ

Ⅲl：．W．

マ ド

夏用表
日6 土師器 武蔵棄　 B （21．2） へラケズ リ、ナ デ ヘ ラケズ リ 回転実測 I

Ⅲ

トレ．1層

2層・ケン
7 土師器 武蔵棄　 ？ （22．0） へラケズ リ、ナ デ へ ラケズ リ 回転実測 I区トレ 1

層 ・ケ ン
8 土師器 武蔵襲　 A 22。6 へラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 、No 5 カマトⅢ区1

9 土師器 武蔵婆　 ？ （6．2） へラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I 区 トレ
10 須恵器 襲　 B （25．0） 口縁 部布 目庄痕 平行叩 き、櫛 歯状工具 によ

る刺突

回転実測 I ・Ⅲ区1層

11 石器 砥石　 B I J 最大長

（10．2）

最大幅

（6．6）

最大厚

（4．0）

（425） 砥 画数4、正面 に条痕 、流紋岩

H 54 2 1 石器 編物石 11．0 6．9 3 ．5 3 8 2 完形、安 山岩 、No 2 Ⅳ 1
2 石器 編物石 10。7 7．2 3 ．1 2 9 8 完形、安 山岩 、No 4 Ⅳ区

H 54・3 1 土師器 杯　 ？ ミガキ→ 黒色処理 ヘ ラケズ リ 回転実測 I・Ⅲ区 トレ
2 土師器 嚢　 A l 19．1 5．4 3 4．4・ ヘラナデ ヘ ラケズ リ、 ミガキ J／　　　ヽ＿　′ヽ

完全実測、No l I

Ⅲ

Iii！こ2層

1層・カマド
3 土師器 嚢　 ？ （6．8） へラナデ ヘ ラケズ リ、 ミガキ 回転実測 I

Ⅲ

ロ
トレ

トレ
H 54 4 1 須恵器 杯　 A （13．4） （9．2） （4．0） 見込 み滑 らか 切 り離 し→ へラナデ 回転実測 Ⅲ W．J5

2 須恵器 杯　 A 7．1 切 り離 し→ナデ
　　　 ＼Ⅰ　′ヽ
完 全実測 Ⅲ 一5

3 須恵器 杯蓋　 ？ 回転へ ラケズ リ→つ まみ貼付 ．．．一　　　ヽ＿　′ヽ
完 全実測 I

F
iji二ト
ヨ
レ

第30表　出土遺物一覧表18（H540～H544）



tにここ・‘　督 う．合・ ま　　　　　　　　　　 慮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 顎・1　　 滑讃苦難捲監拍
放 置　 諾 － 皐∴紆ニH 54．4

H 54 5

4・ 土師器 武蔵葉　 B （14 芸） 急　　　　　　　かす

（6．0）

隼恒摘‖帯鞘 組腰＃揆葦競詰塚 や．　　　　　 宰≡警 学生 蔀弘一

5

6

rwI
土師器

瑚∴方己
ロクロ聾　 ？

“＝土二・

へフナデ へ ラケズ リ

底部 ＼ノ底部 周縁 へ ラケ ズリ
回小

回車

実測

実測
Ⅳ区5層

カ　　 や

7 石器

雪雲　 B

砥石　 B 2 民大 ご 巨ヨ

肩か ら下 回転 へラケズ リ 回転実測
マ ト

I 区 トレ

Ⅲ区2層

Ⅲ区5層

1

Ll

土 師器

J

杯　 B l

最大長9．5 取 大幅6。6

（7．4）

餃 太厚1．6 158．7

ミガキ・→黒色処 理

ミガキ→黒色処 理

ミガキ→黒色処理

・一‾一　ノ　　ー

完形、砥而数5、下面 に角状 の

条痕 、流紋岩
I 区 ヨ

2 土師器 杯　 A l （9．6） 回転 糸切 り→ヘ フケス リ

右 回転 へ ラケズリ

黒丑 「芳」

回転実 測 Ⅲ区1層

3

4

5

6

7

8

9

土 師器

須恵器

須恵器

須恵器

杯　 ？ （13。9）
回転窒瀾

覆二

H

IH

m l

I iヌ

vi二

哀2層

哀1．2層

汗 レ．躇

杯　 C

杯　 C

杯　 C

（13．0）

（13．2）

（13．5）

7．0

（6。4）

6 ．1

は 6）

（4．0）

（3．7）

火樽

火裡

火裡

ニ±士ど　Eヨ
右 回転 糸切 り

右 回転 糸切 り、火裡

ガ．一回転 糸切 り　 火裡

二　m一石
完全

ノ二と・∠ゝ

実測

空瀾

ク貝思首藤

須恵器

こ　ヽ

杯　 C

13．9）

（13。9）

（7・4）　 （3．5）　　　　　　 火裡

（7 8）　 （3 7）　　　　　　　 火裡

　ヽ　，．ニ±ヒ二　　‾W・
回転糸切 り、火裡

－　　′

回東
＼Ⅰ　′ヽ　　ヽ　　　ム

Ⅲ区2層

10 須 恵器

ノ百甘 口ロ

杯　 C

・・・・一エ　ー　　　　　　1・

7．0
し筆 右回転糸切 り、火裡

右回転糸切 り、火博　　　　 史全

ミ測

訝 り

ミ測 、No3

Ⅲ

‘．屈11

12

13

須 心音霹

須恵 器

須恵器

有台杯　 B 2　 11．6

有台杯　 B 2　 14．7

杯 蓋　 A　　 13。5

6．2

8．6

4．3 右 回転 糸切 り→付高 台 フL二二二
と全

Ⅲ

I

m

2誓

トレ6．1

3 0 中央部擦れ ている、火裸

右 回転 糸切 り→外周 回転 へテ

ケズ リ→ 付高台、火裡

フC三　一
完全

14 土師器 武 蔵婆　 B （10．4・） ＼部 黍 t ている、火樽

へラケズ リ、ナ デ

へ ラケズ リ、ナ デ

ヘ フケス リ、火樽

へ ラケズ リ

へ ラケズ リ

完全実測 、No4 Ⅲ

1．5 土師器

土師器

土師器

土 師器

武蔵 葉　 B （20 ．0） 回転実測

回転実測　 Nol
m

Ⅱ

層

層

層
16

17

18

武蔵襲　 B

武蔵葉　 B

武蔵窯　 B

武蔵棄　 B

襲 ？

（20．2）

（20．4）

（21．0）

（21．7）

ヘ ラケズ リ、ナデ

へ ラケズ リ、ナデ

1

＼　＼＿　ハ　ヽ　　ム
へ ラケズ リ　　　　　　　　 回転実測、N。．2 Ⅲ
へ フケ スリ　　　　　　　　　 回転 実測 I 1

19 土 師器

ヘ フケス ノ、ナァ

1ヾ　　　　 －や

へ フケ スリ 回転実 測 Ⅲ区2層

カマ ド

20 須恵器 （10 0）

ヘ アケス ら　 ナァ へ フケス リ 回転実測 、No2 Ⅱ

拍 レ・カマド

21 須恵器 稟 ？ 14・。3 底部擦 れてい る、 ナデ
底部周縁 回転へ フケスリ

平行叩 き、ナデ

回転実測

ノ⊥1／＼√‾トナ、．22

1

石器

Iコロ

スク レイパー

杯　 C l

最大長3．0 最大幅3．5 最大厚0．7 5．2 完 形、
夫測

黒耀石

I 区1

I 区1
H 54 6 二師呑 13．7 5．6 4．1 ミガキ→ 黒色処理 回転糸切 り、墨 書 「芳」

回転糸切 り

左と’′∠ゝd※制
2 土 師器 杯　 C l （14．4） （7．0） （3．8） ミガキー→黒色 処理 回転 ニ

実測、No7

「十一　ヽ

Ⅲ区1唇

3 土 師器 杯　 D l （．15．2） （6 ．0） （4 ．5） 実渦 I ヌ、レ 致一・・一一ヽヽフー 右回転糸切 り

右 回転 糸切 り

ー”一　　′

回転実 測

完全実 測
ヾ4

5

6

二師器

一師器

一師器

杯　 C l 6．0 ミガキ→黒色処 理 カマ ト

Ⅲ・Ⅳ区1層碗　 A l

碗　 A l

（15．6） 7．8

（7 7）

（6。5） ミガキ→黒色処理

、　　　　　　　ヽヽ

右 回転 糸切 り→付高台 、

接合部 ミガキ

一　　′

完全実測 I 区 トレ．1．

2．3．7層

Ⅳ区1層

7 土師器 碗　 A l （8．0）
ミカキ→ 黒色処理

ミガキ→ 異色処理

回転糸切り→付高台、墨書 「？」

不明→付高 台

回転∈

回転だ－

実測

壬チ湘

Ⅳ区1層

8 一師器 杯　 ？ （14．0） ミガキ→黒 色処理 n・云二と1ノ・・、 ／
回転 実測 Ⅳ区1層

第3 1表　 出 土遺 物 一 覧 表 19 （H 5 44 ～ H 5 4 6）



戚 繭端撰遷乱 誹瀾資菖蜃転
・FW．

こ．ニ　　柳 脾 、摺恩溺儲措辞顧紺劇脛 ‘…‘‘≡票　臣 単車　　　　　　　　 首三号 ヰ　　　　　　　　　 青三幸
H 54 6 1

1

】

l

l

l

l

l

l

9 土師器 杯　 ？ （16．0） ！ ミガキ→ 黒色処理 底部周縁荒れている（ヘラケズリ？） 回転 実測　　　　　　　 l カマ ド　 l

10 土師器 皿　 A l 13．5 6．8 3 ．3 ミガキー→黒色処理 右回転糸切 り→ 付高台 完 全実測、No6　　　　　　 日 持 i

11 土師器 皿　 ？ 7．8 ミガキ→ 黒色処理 回転糸切 り→ 付高台 完全実測　　　　　　　　 「 持 ．2．3層 l

12 須恵器 杯　 C （12．8） （6．7） （3．5） 回転糸切 り 回転実測　　　　 措

13 須恵器 杯　 C （13言） （6．0） （4．4・） 回転 糸切 り I 区1．2 。3

層 ・Ⅲ区1層

14 須恵器 杯　 C （13。2） （6．8） （4 ．2） 右 回転糸切 り 回転実 測

15 須恵 器 杯　 C （13や6） （6 ．2） （4 ．1） 回転糸切 り Ⅱ 昔層　 i

16 須 恵器 杯　 C 14 ．1 6．3 4．2 右回転糸切 り、火袴、墨書 「芳」 完全 実測 I 区1．2．3層

17 須恵器 有台杯　 ？ （9．7） 右回転へ ラケズ リ→ 付高台 回転 実測 ケ ン

18 須恵器 杯蓋 ？　 1

武蔵婆　 C

つ まみ貼付 完全 実測 I 区1．2．3層

19 土師器 19．9 ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 完 全実測、Nol I ・Ⅱ・n・7区1層

カマ ド

20 土師器 武蔵 襲　 C （20 ．4 ） ヘラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 H ．＿

膵

哀7層

：1層・ホリ

21 土師器 ロ クロ婆　 ？ （8．0） 底部 ～底部周縁へ ラケズ リ 回転実測 Ⅱ 章二1層

22 須恵器 壷　 C 2 （10．9） 回転実測 ケ ン

23 須恵器 壷　 A ヘ ラケズ リ 叩 き、突帯文貼付 回転実測 I 産

24・ 土 製品 羽目 外径4言 内径 1．4 ナデ ケズ リ、ナ デ 先端部 ノロ付着 Ⅲ区ポ リ

25 有器 臼 最大長

29．5

最大 幅

25．0

最大 厚

15．7

145 70 完形、凹径15．0、凹深7．7、安山

岩 、No9

Ⅲ区1層

H 54 7 1 土師器 杯　 C l （13．6） （6．2） （3．7） ミガキー→黒 色処理 右回転糸切 り 回転実測 I 区ホリ・ケン

2 土師器 杯　 C l （16．8） 6．1 （4．6） ミガキ→ 黒色処理 右回転糸切 り 完 全実測 I ・Ⅲ区1層

3 土師器 杯　 A l ミガキ→ 黒色処理 ヘ ラケズ リ、墨書 「仁」 「？」 破 片実測 Ⅲ

Ⅳ

ポリ

4 土　 口口 碗　 A l （16．0） 7．9 （5．4） ミガキ→黒色処理 、重焼 痕 右 回転 糸切 り→付高台 完全実測 、Nol I 区 ニコ

5 土師器 碗　 A l 16．4 （7．4） （5．9） ミガキ→黒色処理 回転 糸切 り→付高台 完全実測 、No3 m

I トレ

l

l

l

l

6 土 師器 碗　 A l （7 ．5） ミガキー→黒色処 理 回転 糸切 り→付高 台 回転実測 I eケ ン

7 土 師器 杯　 ？ （13．5） 墨 書 「？」 回転実 測 カマ ド

8 土師器 杯　 ？ （17．0） ミガキ→黒色処 理 ミガキ I ［夏トレ

9 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒 色処理 墨書 「？」 破片 実測 Ⅲ区

10 士師器 杯　 ？ ミガキ→黒 色処理 墨書 「？」 破 片実測 Ⅲ区

11 須恵器 杯　 C （13．1） （7．0） （3．4） 回転糸切 り 回転 実測 ケン

12 須恵器 杯　 C （13．8） 5．8 （3．9） 右回転糸切 り 完全実測 n堰ホリ、ケン

13 殆恵器 杯　 ？ （14．4） 回転実測 H ・Ⅲ ホリ

14 須恵器 杯　 C （6。6） 回転糸切 り 回転実測 I 区 吏こ弓
卜」

15 須恵器 有 台杯　 ？ （7．1） 付高台 回転実測

16 須恵器日日
有 台杯　 ？ （7．8） 付高 台 回転実測 ケ ン

17 須恵器 杯 意　 ？ 回転 へラケズ リ→つ まみ貼付 回転実測 ケ ン

18 土師器 武 蔵襲　 C （10．6） ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 、No2
一
・ケン

19 土 師器 ロ クロ嚢　 A （12．3） 回転実測 カマ ド

第32表　出土遺物一覧表20（H546～H547）



那　　　 －‾さ　　　　 待瀾詰事掌洪数竜

もサ　　　　　　　　　盈潤削㌫㌫敗戦削げ 拶
H 54 7

H 5 48

2 0

2 1

2 2

土 師 器

土 師 器

土 師 器

武 蔵 嚢　 B

ロ ク ロ婆　 ？

（15 ．4 ）

（8 ．6）

可匝感甘芯射泡儲㌣㌣ 号　　　　　　　 音三与

へ ラ ナ デ

ギ‾　　　　　　 挙≡音

へ ラケ ズ リ ［亘摘云実 測

．顔

Ⅲ

椚

互 トレ

．：1層 ・ケン
右 百．．転糸切 り　 底吾 吉縁へラケズリ ［］誠実 ご冒i →1武 蔵 襲　 D ？ へ ラナ デ 、 ナ デ

叩 き→ ケ ズ リ

ヽ
回転 糸切 り→付高台 、ヘラケズ リ

や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し一

．．．＿　r、フくrハ

完 全 実 測

Ⅱ区 ホ ノ

2 3

1

須 恵 器

土 師器

窯　 ？

杯　 A l

杯　 I l

（2 0 ．3 ）

（10

鏑
ヘ フ ケ ス リ→ ナ デ 、底 部 周 縁

へ ラ ケ ズ リ、 叩 き

回転 実 測 、N o2 2 カ マ ド

2
＝

土 師 器
。0 ） ミ カキ → 黒 色 処 理

暗 文

ヘ ラ ケ ズ リ

へ ラ ケ ズ リ

回

破

転 実 測

片 実 測

覆二

Ⅲ ［‾

土

3

4

土 師 器

土 師 器

杯　 I l

碗　 A l 15 ．8 7 ．7 5 ．4

秦工 2 層

衷ポ リ
暗 文

ミガ キ→ 黒 色 処 理

へ ラ ケ ズ リ

右 回転 糸切 り→ 付 高 台

回 転 系 切 り　 火 樽

破

ノWl・・・

片 実 測

、ナ全 実 測

司転 実 測

］転 実 測

1転 実 測

転 実 測

H

r5 須 恵 器

ノ　　　　　　日日

杯　 C （6 。3 ） 火樽 P 2

6 須 恵 益

須 恵 器

須 恵 器

土 師 器

杯　 C （6 ．8 ） 火裡 ヽ
右 回転 系 切 り　 火 裡

ケ ／

7 杯　 C

・一1・“斗こナー

（7 ．2 ） ヽ
右 回 転 糸 切 り

8

9

杯 姦　 ？

武 蔵 婆　 B

（12 ・4 ）

（1 1．0 ）

自然 袖

、‾‾　　　　　　　　－‾‾’’や

自然 粕 回
ケ ／

ケ ン

土 師 器

土 師 器

土 師 器

武 蔵 聾　 B

武 蔵 婆　 B

武 蔵 棄　 ？

へ フ ナ ァ へ ラケ ス リ 回 転実 沸 Ⅱ区 トレ

I 区 トレ
10

1 1

（12 ・4 ）

（19 ．1）

ヘ ラ ナ デ

・ヽ一’一　　　　　　　、・一－ヽ、

へ ラケ ズ リ

ヽヽ

・－一　　　一′　　　ヽ＿　′ヽ
回転 実 測

12 （6 4 ）

ヘ フ ナ ァ

．－．°‾‾　　　　　　　　．一一．’ヽヽ

へ ラケ ス リ 回転 実 測 Ⅲ区 1 ．2層

Ⅳ 区 ポ リ

L． へ 底 ㌦ 休 部 へ ラ ケ ス リ

叩 き

云実 測

一実 測

13 須 恵 器

狛 古 間

婆　 ？

一．・こ土ニー

ケ ／

14 稚・・、心、省庁 貰E　 ？ （12 ．2 ） ナ デ ナ デ→ 付 音 ム　 自炊 軸 回
転 岩 石－

15 鉄 製 品

＝11

鉄 鉱 「司 口 　ヽ　　 ノ日、 ．＿＿転 実 測

平造 り？、箆被 ：直 角 、逆 刺0 ．4 、

ケ ／

ポ リH 54 9 1 土 師 呑 杯　 H （3 ．8 ） ミガ キ ー→ 黒 色 処 理

ミガ キ→ 黒 色 処 理

ミガ キー→ 黒 色 処 理

ミガ キ

ミガ キ→ 黒 色 処 理

、　　　　　　　ヽヽ

ヘ ラ ケ ズ リ、 底 部 に朱 墨

へ ラケズリ→ ミガキ、底部 に朱墨

へ　　　　 1ヾ

2 土 師 器 杯　 H （4 ．2 ）
云実 測 、 N o3

I 3

3 土 師 器 杯　 H Ⅲ 3 】

4

5

土 師 器　　 杯　 E

土 師 器　　 杯　 H

． ） （4 ．3 ）
フ ケ ス　 ノ

ヘ ラ ケ ズ リ
回転 実 測

Ⅲ区 3 層

Ⅲ区 2 層
へ フ ケ ス リー→ ミガ キ 回

6 土 師 器 杯　 H （16 ．5 ） ．＿一3

、　　　 一一→ヨー　Y・几　＿． ヘ フケ ス リ 、 ナ デ

へラケズ．1ノ→ ミガキ、底部 に朱墨

へ ラ ケ ズ リ

7 土 師 器 杯　 H
ミカ キ→ 黒 色 処 理　、　　　　　　　ヽヽ

3ノ

層

8 土 師 器 杯　 ？ （8 5） 3′

ト

1

須 恵 器 杯 蓋　 D

杯 蓋　 D

A　」こ十一

（12 ．2 ）

須 思 者霹

∴ lけ日日

（13 ．8 ） （4 。6 ） 回転 へ ラケ ズ リ 回 転 実 測 、N o3　　　　　　　 Ⅲ 匝

Ⅳ 匝

ケ ン

1
3

3

に「

1 1

12

須 完、呑

土 師 器

杯 孟　 D

鉢

（13 ．8 ）

（1 7．7）
云実 測

→ －
13 土 師 器

土 師 器

土 師 器

聾　 A l

魔

15 ．6 へ フ ナ デ　　　　　　　　　　 へ ラ ケ ズ リ
回 転 実 測

完 全 実 測 、 N o2

カマ 1二．ん

I 区3 1 2 撞
14

15

：紀　 D

壷 1 1 5 6 ．3 9 1

パ ケ 目

や1　　 －　 小

パ ケ 目 破 片 実 測 Ⅳ ［＿V 2 ．3層

→　 、 － 完 全 実 測

回転 実 測 、N o4
16 土 師器

コr∴ロロ

鍋

杯　 A l

（2 2 ．2 ） 、ヽ
パ ケ 昌、 ミガ キ

フケ ス ノ→ ミカ キ

ミガ キ

Ⅲ［；；＿

Ⅳ ［‾‾‾‾
H 000 1 二＿　相姦 14 ．5 ．4・ 4 1 ミガ ・・一立　　 ‾　　 1　　　 －1 、 、、

2

3

4

5

6

土 師器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

杯　 H （15 ．8 ） （10 ．3 ）
、
ミ ガキ ー→黒 色 処 理

氏㌦休部へ フケス 上 ナァ、 ミカキ

へ ラ ケ ズ リ

回転 実 測　　　　　　　　　　　 Ⅲ

回 転 せ 測杯　 H （1 6 ．4 ） （10 ．0 ） ミ ガキ → 黒 色 処 理 へ ラ ケ ズ リ 回
“・r、芙 7′、　　　　　　　　　　　　 I

転 実 測　　　　　　　　　　 Ⅳ

1

1高 杯

鉢

聾　 ？

ミガ キ → 黒 色 処 理 ミガ キ 実 測　　　　　　　　　　 鋸匝
（14 ．3 ）

ミガ キ→ 黒 色 処 理 ミガ キ 二∵I＝1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ナ
（4 ．8 ） ナ デ 寺・　 －　　　 やl　 ル 、′せけ　　－ナ
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翫溺謀議責凱 誹等　　　 ごタ遥

、⑳ p 慰　 むY　　 ．蕊＿；　たす …A‘≡1票　賢 F軍　　　　　　　　 を三貴 ナ　　　　　　　　　 喜三吉 善一こ

岩550 7 二葺二両器 二土ご玉東
！（8・8） パ ケ冒、 ミガキ 底～休部へ ラケズ リ、休部へ

ラミガキ、赤彩

回転 実測 Ⅲ区1層 ！

8 石器 石鉱 最大長 （1．5）醸 大幅（1．2） 最大厚0．2 （0。3） 黒耀 石 i

H 5 53

l

l

l

l

1 須恵器 有台杯　 ？ ！（7．5） 火裡 回転糸切 り→付 高台、火裡 回転実測 Ⅳ区 トレ l

2 土師器 ロクロ襲　 B （10．3） 5．4・ （10．3） 底部 ㌦底部 周縁へ ラケズリ 完全実測 Ⅳ区 トレ l

3 土師器 ロ クロ窯　 B （11．0） 回転実測 カマ ド　 ！

4 土師器 武 蔵嚢　 C （19。0） ヘラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I ・Ⅲ区2層

カマ ド

5 土 師器 武蔵棄　 C （19。8） ヘ ラナデ ヘラケズ リ 回転実測 カマ ド

6 土 師器 武蔵襲　 C （20。9） ヘ ラナ デ ヘラケズ リ 回転実 測 カマ ド

7 土 師器 武蔵棄　 C （21。0） へ ラケズリ、ナデ ヘラケ ズリ 回転実 測 カマ ド

8 土 師器 武蔵襲　 C （21。6） パ ケ目、 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実 測 カマ ド

9 土 師器 武蔵棄　 D ？ ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケ ズリ、接 合部 ナデ 完全実測、欠損部滑らか再利用？ Ⅲ区2．転

10 須恵器 慧　 B （23。5） 回転 実測 Ⅳ区1層

H 55 4 1

1

l

l

1

！

1 土師器 杯 G 2 （9．0） ミガキー→黒色処理 へ ラケズリー→ ミガキ 回転 実測 Ⅲ 2．3層

2 土師器 杯 E （12。6） （11．2） ナデ へ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ

3 土師器 皿　 A l （18．1） ミガキ→ 黒色処理 回転へ ラケズ リ 回転実測 ケン

4 須恵器 杯　 A （10 ．4） （6．0） （3。5） 切 り推 し→ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅳ区2層

5 須恵器 杯　 C （13 ．8） （6．4） （3．7） 回転 糸切 り、重焼痕 回転実測 ケ ン

6 須恵器 杯　 A （14 ．0） （10．4） （5．3） 回転 へラ切 り→粘土貼付→ ナ

デ

完全実測

Ⅲ区1層

Ⅳ区3層

7 須恵器 杯　 C （14．4） 7．4 （3．8） 火裡 右 回転糸切 り、 火樽 、重焼痕 完 全実 測 ケ ン

8 須 恵器 杯　 A （15．1） 8．2 （4 ．1） 回転へ ラ切 り、ナデ、壷焼痕 完全実 測 I 匝jこ2．3層

9 須 恵器 有台杯　 ？ （9．4 ） 重焼痕 回転実 測 ケ ン

10 須恵器 有台杯　 A l （14．2） （9．1） （4．1） 右回転へ ラケズ リ→ 付高台 回転 実測 Ⅳ

11 須恵器 有台杯　 ？ 10．0 右回転へ ラケズ リーヰ ナ高台 完 全実測、No．5 Ⅲ

12 須恵器 杯蓋　 C 10．5 2 ．3 ナデ、自然粕 回転へ ラケズ リ→ つ まみ貼付 、

自然粕

完 全実測、No4 Ⅲ区3層

13 須恵器 杯蓋　 B 14．2 2．9 庄 痕 右回転へラケズリ→つまみ貼付 完全実測 I 2．3層

14 須恵器 杯蓋　 ？ （15。0） 右 回転 へラケズ リ、重焼痕 回転実測 m 2

15 須恵器 杯 蓋　 A （16．0） 2．7 つ まみ貼 付 完全実測 I

粧 ．3層・ケン

16 須恵器 杯蓋　 A （16．4） 火裡 右 回転 へ ラケ ズリー→つまみ貼

付 、火樽

完全実測 ケ ン

17 須 恵器 杯蓋　 B ？ 回転へ ラケズ リ→ つまみ貼付 完全実 測 I ．1 ニ＿J鏑ヨ
18 土 師器 武蔵襲　 B （11．．5） ナ デ ヘラケズ リ 回転実 測 T こ．Vニ1ヨここ1
19 土 師器 武蔵棄　 B （2 1．8） ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 回転実 測 接 トレ．1．2．媚

Ⅲ区2層・カマド

20 土師器 武蔵襲　 A （22言） ヘ ラナデ ヘ ラケズリ 完 全実測

カマ ド

21 土師器 武蔵襲　 A （23．2） ヘ ラナデ ヘ ラケズリ 回転実測

カマ ド

22 土師器 武蔵 婆　 A （23 ・7つ ヘラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測、Nol Ⅲ区ふ 2．3層

カマ ド

第34表　出土遺物一覧表22（H550～H554）



一．r　　　撤 1車 PM
“鳳“　　 ポ三ニ

醇 慮 g r．，つ　　　　　　　　　　　∵嶺
捗　 す． 琵　 竃　 置 ．‘≡彗　 匡 伝‘

H 5 54

に

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

28

29

士

二ま

クワ

土師器

ヒ師器

一師器

L 師 器

二師 器

百甫 器

武 蔵 婆　 A

武 蔵 婆　 A

武 蔵 襲　 ？

武 蔵 襲　 ？

武 蔵 棄　 ？

遜…　 A

転読感椚緊序 評等　　　　　　　 賢≡5 す　　　　　　　　 書二号 撰
4 ．7 ヘ ラナ デ 底 ㌦ 休 部 へ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 、N o 13 床
5 ．0 ヘ ラナ デ へ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 、N o 12 床 つ 区2 属
5 ．4

6　0

へ ラナ デ

‾‘’‾や

底 ～ 休部 へ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 I

Ⅲ
フ→ 氏、 ．．堵 ）へ ラ　 ス 1 史 ∠ゝ 実潮

3

1

（33 0 ）

6 。4 へ ラナ デ

′　．．

底 、 休 部 へ ラ ケ ズ リ
ノL ∃三　　 ′、
完 全 実 測 Ⅱ

カ

－3

：2

1
′∫

≠百重 器

瓦

壷・ ？

刀 一二

9　7

当 具 痕 叩 き、 ナ デ

L　′

回 転 実 測 、N o2 Ⅲ区3

Ⅳ 区3

1ヨ

∃
ノヽじヽ　　R
Al．．1ロ E∃

切 り離 し→ 付 高 台 回 転 実 測 、N o3 Ⅳ ‘3
30

3 1

石 宕庁

鉄 製 品

聴 大 長 3 ．8 最 大 幅 2 ．3

身 幅 1．0

最 大 厚 1 ．0 1 1．3
完 形 、 穿 孔 は正 → 裏 ？、 璃 胤

N o l l

Ⅲ 区3

し j 、、厚 0 ．2 5 平 造 り、 両 関 、N o7

平 造 り、正裏 とも木 質付 着　 N o8

Ⅲ ヌ．r 屈
32

33

34

3 5

3 6

鉄 製 品 刀 子

刀 子

刀 子

不 明

’！《三

1．1 0 ．3 区 2

Ⅲ 区3

1

茅‾

’′

鋸製品

・・剃　口

（1 ．5 ） 0 ．3 5 一　　㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　1
平 造 り、 両 関　 N o9 Ⅲ 区4

毒－鮮製品

・一利　口

1．1 （0 ．3 5 ′） ヽ
平 造 り、 両 関　 刃 長 （．6 9 ） Ⅳ 区3 層

鉄 衣 「“前

銅 蔦年目 最 大 長3 ．0 最 大 幅3 ．3 Eヨ

ヽ
N o6 Ⅲ 区3 fi

茅日工衣 日日

㌻　口圧1

J蛍訪

杯　 C l

寂 大 厚 0 ．4 9 ．8 表 Ⅲ区 ポ リ
H 35 5 1 二二・・音霹 12 ．7 4 ．9 3 ．7 ミガ　 → 望　 一一了JL王 右 回 転 糸 切 り

右 回 転 糸 切 り、墨 書 「前 」

底 部 不 明、底 部 周縁 へ ラ ケズ リ

へ ‾ケ ズ リ　 ミガ

完 全 実 測 、 N o3

′Jごノ＼ノ七、

コ2 土 師 器 杯　 C l 14 ．4 6 ．1 3 ．7
、
ミガ キ→

．．iて
黒色 処 理

葉色 処 理

・。・・毛色処 理

・・W・色 処 理

Ⅲ 1

3 土 師器 杯　 C l ？ （14 ．8 ） （7 ．3 ） （5 ．4 ）
、　　　　ノ
ミガ キ→

ラこ己∃三夫 測 、 No 4 Ⅱ区 1層

4 土 師器 杯　 A l 1 5．8 6 ．0 5 ．8
　、
こガ キ→ ・

回転 実 測

回転 実 測 、 No2

ノ＝土，∠ゝ ′．．⊥ザ、

カマ ド

5 土 師器 杯　 C l 5 ．4
、
ミガキ →

フ　　 ．、 、　 キ

右 回 転 糸 切 り

右 回転 糸 切 り

Ⅱ区 1層

6 土 師 器

1日目

杯　 C l

杯　 C l

5 ．6
　、
ミ ガキ → 黒 色 処 理 ノ二

刀二王 実 測

完 全 実 測

Ⅲ区 1層

Ⅲ区1屈 ・トレ
7 青首 7 ．7 ミガキ → ＿聖 W・汎王・ 右 回転 糸 切 り

回転 糸切 り→ 付 高 台

糸 切 り ？→ 付 高 台

回転 糸 切 り“・→付 高 台

墨 書 「？」

へ ‾ケ ズ リ

コ8 土 師 器 碗　 A l （14 ．4・） 　、
ミガ キ →

ミガ キ →

、・て色 処 理

葉色 処 理

黒色 処 理

ニ色 処 理

ラ

ノ‾

己′∃三実 測

完 全 実 測

亘J転 実 測

完 全 実 測

司転 実 測 → 付 高 台

司転 実 測 、 N o5

亘l転 実 測

完 全 実 測 、 N ol

司転 実 測

I 区1層 ・トレ

Vl9 師 器 碗　 A l （6 ．6 ） I 区 1層

10 碗　 A l 6 ．9
、
ミガ キ→ －

P ll e P 12

1 1 土 師 器 杯　 ？ （．12 ．8 ） 　、
ミガ キ→

カ マ ド

一　　　　　ニコ12 土 師 器 杯　 ？ （14 ．2 ：） 、　　　　　　　　　 7－i
ミガ キ→ 黒 色 処 理

火裡

Ⅱ 1

13 須．吏恵 器 杯　 C （13 ．8 ） （6 ．0 ） （3 ．9 ）
フ

糸 切 り　 火樽

Ⅲ 区 1層

カ　　 ナ14 須 恵 器 杯　 C 13 ．8 6 ．4 4 ．2 ヽ
右 回 転 糸 切 り

マ ト

Ⅲ区 1 屈15 須 恵 器 杯　 C （14 ．0 ） （6 ．4 ） （3 ．6 ） 糸 切 り
I 区

16

17

須

春．．

．、恵 器

享恵 器

杯　 C

杯　 C

（14 ．7 ）

（15 0 ）

（6 ．4・） （4 ．2 ） 右 回 転 糸 切 り
、！ム　＼1ハ
回転 実 測

区 1

Ⅱ区 l

P 12
／ 4 ．2 右 口転 糸 七　 をノ 司転 実 測

完 全 実 測

可転 実 測

責了転 実 測

ズ　 層
18 須 恵 器 有 台 杯　 ？ 8 ．2 回転 糸 切 り→ 付 高 台 、 火摩 ノ二三

区 1

Ⅲ区 119 土 師器

「r∴口

武 蔵 葉　 C （12 ．2 ） ナ デ へ ラ ケ ズ リ 匡 1日寸1吊
2 0

2 1

22

土 師 器

1∵［1日

武 蔵 棄　 C （1 2 ．6 ） ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ
I l
f．、う
1 フ屑

師 宕庁

1．．．．ロ。

ロ ク ロ 襲　 B （12 ・9 ）

（13 ．5）
匡］転 実 測

一　　．L・J　EI
P 12

土 師 益 武 蔵 慧　 B ナ デ へ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測

トレ・カマ ド
23 土 師 器 武 蔵 婆　 C （17 ．8 ） ヘ ラ ケ ズ リ、 ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 転 実 測

転 実 測 カマ ド

カマ ド

24

25

土 師 器

土 師 器

武 蔵 婆　 C

・・ア”・・L一

（19 ．8 ） ナ デ ヘ ラケ ズ リ

武 蔵 窯　 C （2 2 ．4 ） ナ デ ヘ ラケ ズ リ ′ヽ
転 実 測

全 実 測
2 6

2 7

土 師 器

土 師 器

武 蔵 棄　 ？ 4 ．4 へ ラ ケ ズ リ、 ナ デ 底 ～ 休 部 へ ラ ケ ズ リ ノ‾ラ

カマ てヾ
ロ ク 口裏　 ？ （7 。6） 回 転 糸 切 り 転 実 測

2 8 須 恵 器 嚢　 B
叩 き

　 W．一r′＼　　　　′ヽ
回転 実 測

1

カ マ ド
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町ご＿．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ
読増藁誤脱 。！．ヨ　　　　　un梯 結， ・細I単 打賢く　炭 監・竃　忘 車草　　　　　　　　 書三号 ヰ　　　　　　　　　 草子与 磯

H 555 l 29 須恵器　　 意　 C 2 9．0 完全実測 鋸区ポ リ l

30 須恵器 壷　 C 2 （12．3） 恒．．． P 15　　 1

3 1 須恵器 壷　 ？ （7．8） 底部周縁右回転へ ラケズリ→付 回転実測

トレ

32 須恵器 壷　 A 当具痕 叩 き、ナデ 回転実測 、拓 本 I

IH 層・トレ

33 須恵器 壷蓋 回転へ ラケズリ→ ナデ 恒 転実 測 Ⅲ 産

34 石器 凹石　 A l 最大長

18 ．5

最大幅

17．9

最大厚

10．2 126 2

I ′m・Al・・
フ‾［二
門

二形 、部分的 に工具 の整形 有、

径8．3、凹深4．0、軽石、NolO
泊

35 鉄 製品 鉄鉱 箆被 ：直 角、逆刺0．6～0．8、

頸長2 ．7、No6

36 鉄 製品 紡錘車軸 軸 棒幅0．35 Ⅳ区1才

H 55 6 1 ミ 杯　 C l 13．8 7．4 （3．9） ミガキ→ 黒色処理 右 回転糸切 り 完全実測 Ⅲ・Ⅳ区1層

P 8

2 土師器 杯　 C l （15．0） （5．4） （4．2） ミガキ→黒色処理 右 回転 糸切 り 恒 云実測 、No3 9．40 カマ ド

3 土師器 杯　 C （6．0） 右 回転 糸切 り 恒転実測 I ．ヌ「 Ⅲ区

4 土師器 碗　 A l （15．8） 6．8 （5．2） ミガキ→黒色処理 回転 糸切 り→付高台 完全実測 、No18 カマ ド

Ⅲ区1層・ホリ

5 土師器 碗　 A l 7．5 ミガキ→黒色処 理 付高 台 完全実 測 カマ ド

6 須恵器 杯　 ？ （13．2） 火裡 回転実 測 Ⅲ 1

7 須恵器 杯　 C 14。0 6．0 4．1 右 回転糸切 り 完全′…．．一測、No3 Ⅲ I（1

8 須恵器 杯　 C （14．1） 5．6 （4 ．3） 右回転糸切 り 完全 ニ…・…ナ測 覆二

9 須恵 器 杯　 C （14．2） （6．2） 糸切 り 回転 実測 ケ ン

10 須 恵器 杯　 C （14．5） 6．4 （4．5） 右回転糸切 り 完全 実測 日．．哀・カマ ド

11 須恵器 杯蓋　 ？ つ まみ貼付 完 全三・・測 ケン

12 土師器 武蔵棄　 D 2 13．4 ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズリ 完 全「；．・．・．．：測、No2 Ⅱ区域ニ1要由≡1
13 土師器 武蔵襲　 C （20．0） ナデ ヘ ラケズ リ 回転 測、ND22 カマ ド弓 区

14 土師器 武蔵聾　 C （20．4） パケ目 ヘ ラケズ リ 回転実測、No3 6 カマ ド・Ⅲ区

15 土師器 武蔵襲　 ？ 4．0 ヘラケズ リ、ナ デ 底 、休部 へラケズ リ 完全実測 、No2 1 カマ ド

16 須恵器 棄　 ？ 17．1 ナデ ヘラケズリ、休部回転へラケズリ 完全実測 、No3 0 カマ ド

＝区 トレ

17 須恵器 確　　 り
瓦

当具痕、ナ デ 叩 き、ナデ 破片実測 、拓 本、No33。44 カマ ド

Ⅱ区1層サ ン

18 須恵器 壷　 C 2 （13．6） 回転実測 I 1 ．．．ココ∃
19 土製 品 玉 最大長2．5 最大幅2．0 最大厚 1．0 3．4 焼成 良好 、ナデ、整形 Ⅲ区

20 石器 砥石　 B I J （8。0） （5．9） （2 ．3） （18 7） 紙面数2、正面に条痕、ガラス

質 、安 山岩

ケ ン

21 石器 軽石製品 （28．2） （17．3） （14．0） （3120） 正裏面 に幅のあ る削 り痕 、穿

孔有 、孔 径 （8．0）、軽石、No6

H 5 5 7 1 土 師器 杯　 A l 16 ．4 5．9 4．3 ミガキ→黒色 処理 底部 、底部周縁へラケズリ、墨

書 「入」

完 全実測 ケ ン

トレ

2 土 師器 杯蓋　 ？ （15．3） ミガキ→黒 色処理 ナデ 回転 実測 ケ ン

3 須 恵器 杯　 A （11．0） （7．0） 回転へ ラケズ リ 回転 実測 Ⅱ 2辱表

4 須 恵器 杯　 ？ （13．4） 回転 実測 Ⅲ区域 ケン

5 須恵器 杯　 A 13．8 9．9 5．2 へ ラ切 り、ナデ 二仝実測、No3 I 2

6 須 恵器 杯　 C （7。4） 回転糸切 り、墨書 「全」 ．．摘云実測 Ⅲ 衷1層

7 須恵器 有台杯　 ？ 10．8 右回転へ ラケズ リ→付高台 三全実測 トレ

第36表　出土遺物一覧表24（H555～＝557）



I専 鷺ニ 醇 t ちキ リ．I，あ
訝　　　 hW 尾　 や　 を， ム義審議紺屋 評等 ギ

ト・と

H 5 57 8 夷貢恵 器 杯 蓋　 ？ 享二子 宅≡覧
右 回転 へ ラケ ズ リ→ つ ま み 貼

付 、 火裡

完 全 実 測 ケ ン

9

10

1 1

12

須 恵 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

盤

武 蔵 襲　 C
回 転 実 測 、 窓3 ケ カ マ ド

（18 ．4 ） ナ デ へ ラ ケ ズ リ
′

回 転 実 測 Ⅳ 区 1層
武 蔵 窯　 C

武 蔵 襲 ？

襲　 ？

（19 ．8）

5 8

ナ デ

．一一一ヽヽ

へ ラ ケ ズ リ

′L

′ヽ
回 転 実 測 IH 互2 層

13
．．‖

士 師 器
ナ ァ 底 ㌦休 部 へ ラケ ス リ 完 全 実 測 、N o2 P 7

．．待．1 ミカ キ → 黒 色 処 理

ミガ キ → 里 色 処 理

回転 糸 切 り→ 外 周 へ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測 コ
14 土 師 器 ロ ク 口 裏　 C Ⅳ 2

15

16

須 恵 器

′一高 日日 把 手

砥 石　 B 2 J

11 ．8
、　　　　　　　　　 7日ヽ

完 全 実 測 、N ol

H

Ⅳ

－2

‾2 ］
勿頁ノ己、在

．V．．一　。　コ 最 大 長 8．1 巨ヨ　　　　　－

付 把 手 破 片 実 測 Ⅲ 1
．．．二］音詩 背丈 ＼ 呂 ． 最 ‾く里

砥 面数6 、角 に角状条痕 、流紋 岩

台 石 に機 能 面2 、 正 ：擦 痕 、裏 ：

擦 り面 、 安 山岩　 N o 7

18

　 ‾一　に‖1

台 石

WV．．、仁

18 ．7 17 ．2

（1 ．3 ）

丁一＼ノ．
9 ．5 4 5 50

Ⅲ

Ⅲ

－1 層

19 石 首庁 石 鉱 （1 ．9 ） 0 ．3 （0 ．6 ） W、．．　ヽ
正面 中央 摩 滅 、 チ ャー ト、N o6

平造 り、逆刺守 り、茎長ナシ、頸長

ナ シ 、 孔 ア リ、 孔 径 0 ．5　 N o5

2 0 鉄 鉱

／’婁

Ⅲ ［．V

Ⅲ［；

漫2

哀2

2 1 鉄 衣 目白 鉄 素 材 6 ．4 3 ．4 2 ．0 114 ．1 　ヽ　　ふ
鉄 片 を何 層 か に祈 り曲 げ た 物 、

N o6

Ⅲ区 2 層

2 2 不 明
Ⅳ 区 ケ ン

H 5 58 1

2

≠

ノ

恵 器

恵 器

杯　 ？ （10 ．2 ）
自然 粕 回転 実 測 Ⅲ区 1層

ク 杯　 C （13 ．6 ） 6 ．5 （3 ．7 ） 右 回 転 糸 切 り ′ヽ毒 去 実 測
Ⅲ ヌ‾

3 ≠ 恵 器 杯　 C （13 ．7 ） （6 ．6 ） （3 ．4 ） 方 向 不 明 回 転 糸 切 り
フ亡∃三　く7ハ
回転 実 測

区 1 ［冒

Ⅱ区 屈4

5

須 恵 器

須 恵 器

杯　 C

杯　 C

14 ．2

14 2

6 ．3

7 1

4 ．1 火 裡

′

右 回 転 糸 切 り、 火 裡

“－h　　′

　 一、、7ハ
完 全 実 測

∴蟻㌢ケ ／

Ⅲ区 トレ．1層

カ マ ド
ノ▼ヽノし、　口 火 裡 右 回葡諸 沌舛 ノ　 火 裡 完 全 実 測

壬と全 実 測

ヌ‘．．惑・
6 須 恵 器 杯　 C 14 ．4 6 ．4 3 ．8 火 樽 ヽ

右 回転 系 切 り　 火 裡 椚
百　　 ／

層 ・ケ 、7 夷－

ノ∴

百恵 器

1・．南 口口

杯　 C

′　。

14 ．4 6 ．4 3 ．8 ヽ
右 回転 糸 切 り、 火 裡

7E 二王∵プミハ
完 全 実 測

一　日　　 ／

Ⅲ 区 1層
8 須 恵 器 …．．弓台 杯　 ？ 13 ．2 回 転 へ ラ ケ ズ リ．三 付 高 台

へ ラ ケ ズ リ

回 転 実 測

回 転 実 測 、N o2

＝
F＿VV
ニコ9

10

1 1

12

土 師 器

土 師 器

／　　　・一　口口

武 蔵 婆　 B （19 ．8 ） l ヘ ラ ケ ズ リ、 ナ デ
Ⅳ区1層・ケ／

Ⅲ区1属・ケン武 蔵 襲　 C （19 ．8 ） ヘ ラ ケ ズ リ、 ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測 カ マ ド
須

．′

・、恵 存

i恵 器

．．日日

婆　 B

二土こご

平 行 叩 き 破 片 実 測 Ⅲ 区 ト レ
ク 笠E　 A

台 石

、／一

最 大 厚

3 1．8

Eヨ　　　　　－

平 行 叩 き 、突 帯 貼 付 完 全 実 測 Ⅲ ト レ
13

14

石者轟

、／　l　Ll

敢 大 幅

1 5 ．8

最 大 長

10 ．0

8 8 10 完 形 、 機 能 面 1 、 被 熱 （異 化 ）、

安 山 岩 、 No 7

I

鉄 製 口［‥］ 鉄 鉱 廃棄？、曲げた物、箆被 ：直角、‰1

回転 実 測 、N o l

回 転 実 測 、N o2

Ⅲ区 1層
H 5 59

に

1 土 師器 杯　 C l （15 ．1 ） （7．3 ） （4 ．5 ） ミガ キー→黒 色 処 理 右 回転糸切 り　 底部周縁へラケズリ
2

3

須 恵 器

鉄 製 品

杯　 C

√

（7 ．6 ） 火 樽
　ヽ　一　日　・・

右 回 転 糸 切 り、 火 裡
床

床
紡 錘 車 ？

P 4
4 鉄 製 品

土 師 器

日日

不 明

杯　 D l
P 4

H こ）60 1

g

（1 3 ．9 ） （5 ．9 ） （4 ．1） 右 回転 糸 切 り 回 転 実 測 I 区 トレ

P 2 ・カ マ ド
2 土 師 呑 皿　 B 7 ．8 5 ．7 （1 ．6 ） 右 回転 糸切 り 竺 ∠、＼実 測

Ⅲ 区 1屈
3 ゴ 師 器

＝ll

皿　 B （8 ．5 ） 5 ．1 2 ．1 右 回 転 糸 切 り 完 全 実 測 、 N ol
4 土 師 存

日日

皿　 B 8 ．7 4 ．0 2 ．7 右 回 転 糸 切 り 完 全 実 測 、 N o2 Ⅲ 区 1層
5 土 師 者・庁 皿　 B 8 ．8 ） 4 ．6 2 ．2 煤 再 ．．こあ 右 回 転 糸 切 り、煤 付 着

右 回 転 糸 切 り

とナ∠ゝ ′‾‾ら湘
6 土 師 器 皿　 B （8 ．9 ） 4 ．6 （2 ．7 ）

7已∃三実 測

完 全 実 測

完 全 実 測

ケ ／

I 区 トレ

ホ リ ・P i t

7 土 師 器 皿　 B 9 ．1 5 ．7 2 ．1 右 回 転 糸 切 り

第37表　出土遺物一覧表25（H557～H560）



聖こ想 P
読琶遠浅臥 慧「藁　　　 “Rてさ

綜・こ1ニ・　跳 ’I草 新嘗 ．＿涼 ′　㌔惑乱理茎萎．・
＿恕職儀霊惑溺前蒸 W．p戯『ニ摺 評琶　　　　　　　　 薯≡§ ギ　　　　　　　　　 章罰 声さニ≡

H 560 8 土師器 碗　 B 5．7 右 回転 糸切 り、柱状高台 完全実測 P 2

9 灰粕 陶器 碗 （6．8） 施粕 （つけがけ） 切 り離 し→付高台、施粕 （つけ

がけ）

回転実測 Ⅲ区1層

10 灰粕 陶器 碗 （8．4） 糸切 り→付高台 回転実 測 Ⅲ区1層

11 土 師器 ロクロ襲　 ？ 7．4 右 回転糸切 り 完全実 測 I 区 トレ

12 土 師器 羽釜　 B （26．3） ナ デ ナデ 回転実 測 I 区 トレ

Ⅲ・Ⅳ区1層

カマ ド・P 4・

13 土師器 羽釜　 ？ ナデ 底部不明 、へ ラケズ リ 回転 実測 I 区 トレ

Ⅲ区 トレ

Ⅳ区1層

14 須恵器 壷　 ？ ナデ 付高台、底部周縁右輌云ヘラケズリ 回転実測 ケン

15 石器 B 2 J 最大長 （8．1） ▼最大幅 （2．2） 最大厚 （2．4） （63．4） 砥面数5、右側に条痕 、流紋岩 1区 トレ

16 石器 台石 21。5 126 ．9 8 ．7 3 8 00 正裏 ：擦 り面、正：条痕、安山岩、

No17

1 7 鉄製品 全長19．5 刃帽19．0 袋厚1．5 袋幅1．0、1．2、柄差 し込み長

14．5、柄差 し込 み幅16．3、‰3

Ⅲ区1層

18 刀子　 ？ 身幅1。4 棟厚0。4 刀子 を曲げた物 ？ Ⅲ［ヌ日、レ

19 締 め具 I 区 トレ

20 釘 10。2 I 区 トレ

21 不明 ケ ン

H 56 1 1 土 師器 杯　 C l （12．6） 5．4 （4 ．7） ミガキ→黒色処 理 右 回転糸切 り 完全実測 、No4 0．55

2 土 師器 杯　 C l （12．9） 6．0 （4 ．8） ミガキ→黒色 処理 右 回転糸切 り 完全実 測 I 区1

3 土 師器 杯　 C l 12，9 6．7 4．7 ミガキー→黒色処 理 右 回転糸切 り 完全 実測、No19．37．38

カマ ド2層

4 土 師器 杯　 C l （13．2） 5．8 （4．0） ミガキー→黒 色処理 右回転糸切 り 完 全実測、Nol Ⅳ区1層

5 土 師器 杯　 C l 13 ．8 6．2 3．9 ミガキ→黒 色処理 右回転糸切 り 完 全実測、No9 I iI：1

6 二師器 杯　 C 5 （14．0） （5．6） （4．6） ミガキ 方向不明 回転 糸切 り 回転 実測 Ⅳ区1層

7 二師器 杯　 D l （14．2） （7。0） （4．2） 方向不明 回転 糸切 り 回転実測 Ⅲ区

8 二師器 杯　 D l 14。3 5．6 4．6 右回転糸切 り 完 全実測、No47 I 区 ヨ
9 土師器 杯　 D l （14．4） （5．6） （4．2） 方向不明 回転 糸切 り 回転実測、No16 ．36．37 I 区1層

カマ ド

10 師器 杯　 C l （14 ．6） （5。5） （4．1） 方向不 明回転糸切 り 回転実測 Ⅲ q Ij
1 1 二師器 杯　 D l （14 ．2） （7。0） （4．2） 方 向不 明回転糸切 り 回転実測 、N o lO。34 Ⅲ q 1
12 碗　 A l 15．0 ミガキー→黒色処理 右 回転 糸切 り－→付高台 完全実測 、No2 2．23 I ・Ⅱ区1層

カマ ド

13 土師器 碗　 A l （16．3） （7．5） （5．1） ミガキー→黒色処理 右 回転 糸切 り→付高台 回転実測 、No4 1．51 I 掩 ケン

14 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処理 墨書 「？」 破片実測 Ⅳ区 ニ‾コこ　ヨヨ
15 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処理 墨書 「？」 破片実測 I 損

16 須恵器 杯　 C （12．8） （5。4） （4．1） 右 回転 糸切 り Ⅲ 、iIi二1 ここコ治

17 須恵器 杯　 C （14．4） 5．6 （4．2） 右 回転 糸切 り 完全実測 、No5 0 I

Ⅲ

1

1

．．ニ1と由≡ヨ
妄こ弓
三寸

18 須恵器 杯 蓋　 ？ 回転 へ ラケ ズリ 回転実測 、No2 6

カマ ド

19 て 鉢 （20．3） （8。5） （6．7） ミガキ→黒色処理 回転実測 I 区1．2層

20 土 師器 武蔵莞　 C 19．2 ヘ ラケズリ、ナデ へラケズ リ 完全実 測、No2 1．24

Ⅲ区1．2層

カマド2層・ケン

第38表　出土遺物一覧表26（H560～H561）



．命 8 竃　　　 ・㍍　　　 離　　　 れ巌
賢藍二　藷 琵　r監　護 そ　　　　　　　　 与二幸

転 瀾 ，琵瀞．．

H 56 1 2 1 土 師器 ロ クロ襲　 B （21．2） ノミ1ヶ‘目 ヘラケズ リ 回転実 測、No3 2 4 3 44 4 8 I
2 2 土 師器 ロ クロ聾　 B 21．4 （5．8） （30．0） 叩 き ？、 ナデ ヘラケズ リ 完全実測

No18 ．21 2 4 30 3 5 5 3

I

カ

：1

1
2 3 土 師器 武蔵棄　 D ？ ヘ ラケズリ、ナデ へラケ ズリ、 ナデ ノ二完全実 測 Ⅲ区
24 須恵器 襲　 A （14．4） （12．8） （19．0） 回転へ ラケズリ 回転実 測

No13 ．56

i

Ⅲ区1層
25 須恵器 禁　 A （15言） 9．2 （18．3） 回転へ ラケズリ、自然粕 ∈完全実 測、Nol l．32．49 54 I Al層・ケン
26 鉄製 品 刀子 身幅1．1 棟厚0．3 平造 り、棟関、刃長（7．4）、No14 Ⅲ

iヨ

27 鉄製 品 刀子 1．2 0．3 平造 り、雨 間、刃長10．4、No8 I －1
2 8 鉄製 品 婁 全長22 ．5 刃幅0．8 身長 12．4　 茎長9 4　 No 7 I V．一1
2 9

3 0

鉄製 品

鉄製 品

錐

紡錘車 軸棒長 （27）

　ヽ　＿＿＿＿　　　　　　L・　　ヽ
ね じり有 I

Eヨ

軸棒幅0．5 r〕盤径4．7、孔径0。5、No6 Ⅳ “ム“‾－1屈
31 も 紡錘車軸 0。4 Ⅲ

Eこj

3 2 鉄製 品 締 め具 N〔12 Ⅲ ：1
H 5 62 1 土 師器 杯　 C （11．6） （5．0） （3 ．7） ミガキ→黒色処 理 回転 糸切 り 回転実 測

完全実 測

Ⅳ 2
2

3

土 師器

土 師器

杯　 A 2

杯　 C l

13．2

（14．0）

5．6 3．9 ミガキ へラケズ リ カマ ド
4．8 4。3 ミガキ→窯 V　肌理 糸切 り　 窯童　 ？

転実測

転実測

Ⅲ ヌー1 コヨ4 土 師器 碗　 A l （6．8） ミガキ→黒色処理 　ヽ：ニ±土三　E∃
回転 糸切 り→付高 台 m －‾‾‾A2

5 土 師器 碗　 A 5 （7．2） 暗文 回転 糸切 り→付豆 も Ⅲ ．．‾．‾一2
6 須恵器 杯　 ？ （5．8） 巨

W・二．＿．バー一、7′、
沖転実測 Ⅲ

Ⅲ

套．

2虎…

．ニヨ

扇
田7 須恵器 有台杯　 B 3 7．2 回転 糸切 り→付高台 完全実測 Ⅲ 、VV－2屈

8

9

土 師器

．．一　。　コ

ロ クロ棄　 B

ロ クロ婆　 ？

、1カ1．．一

（、9．6） 匡
m＿＿．一　　　＼Ⅰ　′ヽ
司転実測 ホ リ

土 師益

土師器

土師器

土師器　一　口日

（12．2）

（18．4）

ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測
一10

11

武 蔵襲　 C

武 蔵棄　 B

へ ラナデ へ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ

カ ド

（20．8）

（21．4）

へ ラナデ ヘ ラケズ リ 転実測 カマ ド

12

13

武 蔵棄　 C ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区2巧！

カマ ド

．．こ．1幼．Vl

土師青首 ロ クロ棄　 ？ 6．6 底部 、∵下二一・三部へ ラケズリ 転実測 カマ ド
1∠婁 須恵器 壷　 ？

＝ここ圭一

（8．2） 糸切 り→付 高台、休部右 回転

へ ラケズ リ

．‾　　、ヽ＿　′ヽ
回転実測 カマ ド

15 須恵器 畳　 ？

W　、　‾‾‾7

肩部＆下半部右回転へラケズリ 回転実測 Ⅲ区 トレ2層

Ⅳ区2層

ケン
16 鉄袈間 刀ナ 全長12．0 身幅1．0 棟厚0．25 乎

5

こ造 り？、棟関o r 両関、刃長6．

茎長5 5　 Nol

Ⅳ区2層

17 鉄 製品 釘 ？ 　ヽ　　　　　　　　　　　　°　　　ヽ　　ム
P i t

H 56 3 1 土 師器 皿　 B （8．4） （4．8） （2．3） 糸切 り 回転 実測 I 選
H 564 1 須 恵器

須 恵器

杯　 A （12．9） （7．8） （3．4） へ ラケ ズリ 回転 実測 Ⅳ 層・ケン
2 杯　 C （13．0） （7．1） （3．2 火裡 回転糸切 り、火裡 回転 実測 Ⅳ 1 2屈
3 須 恵器 杯　 C （14．4） （6．4） （3．6） 回転糸切 り、火裡 　 ＼Ⅰ　ハ

回転 実測
Eヨ

Ⅲ区トレ・カマド
4 須 恵器 杯蓋　 A 15．8 3．5 回転へ ラケズリ→ つ まみ貼付 完全 実測 I ‘1屈・ホリ
5 土 師器 武蔵棄　 A （20．6） ナ デ ヘ ラケ ズリ ′ヽ

回転 実測

カマ ド
6 土 師器 武蔵襲　 ？ 4．9 ヘ ラケズリ、ナデ 底 ㌦休部へ ラケズ リ 完全実 測 Ⅲ区2層
7 須恵器 襲　 A （21．6） ′ヽ

回転実測
一　　　E∃
ケ ン

第39表　出土遺物一覧表27（H561～＝564）



ぎ 読壌議書臥
十一訂　マ　　洲臥Y 曇乱配湯魔靂 ‘芸“≡．薫i E ・ 早宮　　　　　　　　 音三号 ギ1　　　　　　　 §三等 頼≡

H 564 8 須 恵器 棄　 ？ （13．逐） ナ デ 底部～底部周縁へラケズリ、休

部 叩 き

回転 実測 Ⅲ巨

Ⅳ「．i

衷2層

哀2層
9 須 恵器 鷺　 ？ 当具痕 、ナデ 叩 き、ナ デ 破片 実測、拓本 ケ ン
10 須 恵器 嚢　 り 当具痕 、頚部 ナデ 叩 き 破 片実測、拓本 I ICl
1 1 須 恵器 意　 ？ （6．8） へラケズリ、底部周縁回転へラケズリ 回転 実測 Ⅲ ‾2 ニーら
12 鉄 製品 No l Ⅳ 吏2層

H 56 5 1 土 師器 杯　 C l （13．6） （6．4・） （4．0） ミガキ→黒 色処理 糸切 り、墨書 「？」 回転実測 カマ ド
2 土 師器 杯　 A l （13．8） ミガキー→黒 色処理 ヘ ラケズリ ′ヽ

回転実測 I 1層・ケン
3 土 師器 杯　 C l （14．1） 5．8 （3．9） ミガキ→黒 色処理 右回転糸切 り 完 全実測 Ⅲ 1層
4 土 師器 杯　 A l （7．2） ミガキ→黒 色処理 ヘ ラケズ リ 回転実測 ケン
5 土 師器 碗　 A l 5．6 ミガキ→黒 色処理 回転へラケズ リ→付高台、墨書

「凡」 「？」

完 全実測 Ⅱ区1層

6 土師器 碗　 A l 6．3 ミガキ→ 黒色処理 回転糸切り→付高台、墨書 「？」 完 全実測 Ⅳ ．“．‾ふ1
7 土 師器 碗　 A l へ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズ リ→付 高台 回転実測 Ⅲ

Ⅲ

摘

ト

嘉
：ヨ
レ

8 土師器 皿　 A l （12．2） ミガキ→ 黒色処理 ミガキ→黒色 処理 回転実測 日東1

Ⅲ区1
9 須恵器 杯　 C （、12．6） （5．5） （3．9） 右 回転糸切 り 回転実測 ケン
10 須恵器 杯　 C （13．0） （6．6） （3．8） 右 回転糸切 り 回転実測 ケン
11 須恵器 杯　 C （13．2） （7。0） （3．4） 右 回転糸切 り 回転実測 ケ ン
12 須恵器 杯　 C （13．4） （6．2） （3．9） 方向不 明回転糸切 り 回転実測 I 区2層
13 須恵器 杯　 C （13・6） （6．6） （3．4） 火裡 方向不 明回転糸切 り、火裡 回転実測 ケ ン
14 須恵器 杯　 C （13 ．8） （5．8） （3．9） 右 回転 糸切 り 回転実測 Ⅳ区1．層
15 須恵器 杯　 C （14 ．7） （6。2） （3．4） 糸切 り 回転実測 ケ ン
16 須恵器 杯　 C 6 ．2 右 回転 糸切 り 完全実測 ケ ン
17 須恵器 杯　 C 6 ．6 火裡 右 回転 糸切 り、火裡 完全実測 ケ ン
18 須恵器 杯　 C 6 ．7 火裡 右 回転 糸切 り、火裡 完全実測 ケ ン
19 須恵器 杯　 ？ ヘ ラ記号 ？拓本 破片実測 ケ ン
20 須恵器 有 台杯　 ？ （16．2） 回転実測 ケ ン
21 須恵器 有 台杯　 ？ 7．8 ヘ ラケズ リ→付高台 完全実測 Ⅱ区1
22 土師器 ロ クロ襲　 B （9．0） 回転実測 Ⅲ区1
23 土師器 武 蔵襲　 C （12．0） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I 区ホ リ
24 土師器 ロ クロ棄　 B （15．1、） 6．2 14．3 糸切 り、 カキ 目 Ⅲ区1層
25 土師器 武 蔵嚢　 C （19．2） ヘ ラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 カマ ド・ケ ン

26 土師器 武 蔵嚢　 ？ （4．2） ナデ 底 ～体 部へ ラケ ズリ 回転実測 I －1
2 7 土師器 ロ クロ棄 ？ 6．2 右 回転 糸切 り 完全実測 I ∴‾－1
28 土師器 武 蔵窯　 D ？ へ ラケズ リ、ナデ 完全実測 ケ ン
29 須恵器 襲　 B （21．2） 回転実測 I 区1 ニコ・ヨヨ30 須恵器 棄　 ？ 当具痕 叩 き、ナデ 破片実測 、拓本 カマ ケ ン
31 須恵器 壷　 ？ （8．4） 糸切 り→ 付高台 回転実測 Ⅲ i＿Iこ1

3 2 石器 砥 石　 B 2 J 最大長

（8．4）

最大幅

（4．0）

最大厚

（3．3）

（178） 砥▼

紋Y

面数5、正面 に平状条痕 、流

lJ」石 、No2

Ⅳ区1層

33 石器 砥 石　 B 2 J 10．9 5．4 4．0 34 5 完形、砥面数6、裏面に平状条

痕、流紋 岩、Nol
損

34 鉄製 品 刀子 身幅1．2 棟厚0．3 平造 り、棟 関、刃長 （8．4） Ⅲ区
35 紡錘 車軸 軸棒幅0．4・ Ⅳ 1
3 6 鉄製 品 鎌 0．2 N（13 I 一1層
37 鉄製 品 不 明 No4 I ．幻

第40表　出土遺物一覧表28（H564～H565）



匡 ざ去二去　怨 ・辱 す：冨’ を 邑　　　 瀾耳詰静電妻量嚢駈

綜題酎討薩 も1r 吋い再洞等帯 早耳　　　　　　 手工を　　　　　　　　　　　　　 す　　　　　　　 きこき
H 56 6 1 土師器 杯　 I l 暗文 へ ラケズ リ 破片実測 I 区2

2 須恵器 杯　 A 14．4 7．4 4 ．1 火裡 右 回転糸切 り、火裡 完全実測 I

カ

二1

3 須恵首霹 不　 C 7．6 火 撃 回転糸切 り、火樽

右回転へラケズリ→付高台、火裡

司 二実こ目l Ⅳ ヌ‘4属
4

5

須恵器

土師器

土師器

有台杯　 ？

（20 ．4）

（21．9）

10．2 火裡
ムーーくfハ
完全実測 I 区 トレ

武蔵婆　 B ヘラナデ へ ラケズ リ 回転実測 Ⅳ 、ii二4層
6 武蔵窯　 ？ へラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅳ 一4 ニニコ当1－ヨ7 須恵器 壷　 ？ 自然粕 底部周縁 右回転へ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ 一2
8 石器 軽石製 品 最 大長5．1 最大幅4．2 最大厚2．2 20．5 ′．

妻

r　　　＼＿　ハ
完形、穿孔有、正裏面擦 り、被

こそを有 （異化上 孔径 1．5、軽 石H 56 7 1 土師器 碗　 A 2 （7．4） 暗文、黒色処理 回転糸切 り→付高台 回転実測

完全実測　 NolO

Ⅲ区 トレ

カマ ド

ケ ン

2 土師器 皿　 B 7．9 5．1 1．9 煤付 着 右 回転 糸切 り
3 須恵器 有台杯　 ？

′　M、－　あ

（8．9）

最大幅

（29．0）

切 り離 し→ 付高台
′ヽ　　ヽ　　　1

回転実測
4 石‥存 青 石 最大長

（30 ．0）

学大厚

（20．0） （158 20）

一一一一一一一一∴部欠損 、正 面のみ機能

1、安 山岩 、No5

Ⅳ区1層

H 56 8 1 土師器 杯　 A l （13 ．7） （7．0） （4．7） ミガキ→黒色処理 へ ラケズ リ 回転実測 I 区1 2屑
2 土師器

′‾こrニ　　一　口ロ

杯　 ？ （11．7） 下半部 へラケズ リ 回転実測 I

Ⅲ

ト

21亮

レ

表
白3 須恵者音 杯　 A 12．5．） 7．6 3．6 右 回転 へラ切 り ケ ン

4 須恵器 杯　 A 13．5 8．1 3 ．9 右 回転 へラ切 り、火裡 ＼　＼▼　′ヽ
完全実測 Ⅲ

Ⅳ

1

2

層

】
5 須恵者庁 杯　 A （13．9） （7．7） （3．9） 火裡 ヘ ラケズ リ、火裡 転実測 Ⅲ こ3
6 須恵器 杯　 A （14．7） （8．4） （4．4・） 火裡 左 回転へ ラ切 り、火裡 回転実測 カマ ド
7

．つ

須恵器 杯　 C 14．8 8．1 （4．3） 火裡 右 回転糸切 り、火裡 Jノlノ′ヽ、　′ヽ
完全実測 I 区 トレ3層

カマ ド
8 須恵者庁 杯　 C （15．9） 8．4） 3．6 回転糸切 り 転実測 Ⅳ区4
9 須恵器 杯　 C 6．3 火裡 右回転糸切 り、火裡 ＼＿　′ヽ

三全実測　 No4 I 区2
10 須恵器 杯　 隻

1W・　あ　′

（7．9） 火裡 右回転へ ラ切 り、火裡 回転実測、Nol I 3
1 1

Jr

須恵宕庁 有台杯　 B l

W・・・・・一　′　　m・

（9．7） （6．5） （5．1） 自然粕 右回転へラケズリ→付高台、 自

然粕

回転実測 Ⅳ区2層

カマ ド
12 須恵宙 有台杯　 A 2

V　一　′

14 ．1 回転糸切 り→右回転へ ラケズ リ

→付高台 、火樽

完 全実測、No3 Ⅲ区1層

13

1∠皇

須 恵呑 有台杯　 B 2 （14．2） 9．9 （6．4） 回転糸切 り→右回転へ ラケズリ

→付高台 、火裡

I 区 トレ3層

須 恵者庁 杯蓋　 C （15．6．） 回転へ ラケズ リ、 自然和 回転 実測 I ▲3
15 須 恵器 杯蓋　 ？ （16．3） 火裡 右回転へラケズリ、火樽、自然稚 司 －ヽ　′ヽ転 実測 Ⅳ ム3
16 土 師器 武蔵窯　 B （10．3） へ ラナデ へ ラケ ズリ L

－ヽ　′ヽ
可車云実測 Ⅳ

V－V一　　［∃
2 4屑

17 土 師器 武蔵婆　 B （13．2） ヘ ラナデ ヘ ラケ ズリ ′ヽ
転 実測

fごヨ
ケ ン

18 土 師器 武蔵棄　 B （19．8） ヘ ラナデ へ ラケ ズリ ′ヽ
回転 実測 I 区 トレ3層

カマ ド
19 土 師器 武蔵襲　 B （20．3） ヘ ラナデ’ ヘ ラケ ズリ 回転 実測 Ⅲ

Ⅳ

3

4・
20 土 師器 武蔵棄　 A （20．6） ヘ ラナデ へラケズ リ 匡可転実 測 ′lvこ．VJ

2 1 土 師器 武蔵婆　 B 20．8 へ ラナデ ヘラケズ リ 完 全実 測、No2

カマ ド
22 須恵器 棄　 A （23．2） 当具痕 、ナデ 叩 き、中央部へ ラケズ リ 完全実測 I 区 トレ3層

Ⅲ区3層、床
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三‡荒ニ｛ご、こ　そ で簑こ ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慮 滴話語湛錯溺露溺証潮藍轄濾駈
t’’　　細 阜 折．－dY ．むせ 琵賢　 羞簑 一憲甑融医 冬草　　　　　　　　 阜享子 ず．　　　　　　　 婆≡§

磋

H 56 8 23 須恵器　‾‾一　。ロ 壷蓋 8：0 岩琵粕 ヘ ラによる凹み有、 自然粕 完全 実測 Ⅲ区3辱嘉
ヨ24 石呑 砥 石　 B IK

にL

最 大長

14．5

最 大幅

3．7

最大厚

3 ．5

4 0 5 紙面数4、H 605Ⅲ区ホ一日1ケ）と

住 居址間接合、上半部敲 打有

（H 605の方）、安山岩

床

25 石器

ソ　　　ロロ

擦 り石

L　　．．．．．．．．一

8．6 4．1 2 ．0 65 完形、敲打有、正裏 に擦 り面、

線色凝灰岩

I 区2層

26 石有庁 敲 石 11．6 4．0 1．8 15 8 完形、上下右 に敲打 、全体擦

痕有、粘板岩 、No5

Ⅲ区3層

H 56 9 1 土師器 杯　 B l （14 ．0） 6 ．0 （4．0） ミガキ→黒色処理 回転糸切 り、底部周縁手持 ち

へ ラケズ リ

完全実測 カマ ド

2 土師器 杯　 B l （14 ．1） （7。0） （4．4） ミガキ→黒色処理 回転糸切 り、底部外周手持 ち

へ ラケズ リ

回転実測 I

Ⅲ
3 土師器 杯　 C l （7。7） ミガキ→黒色処理 回転糸切 り、底部外周手持 ち

へ ラケズ リ、墨書 「田 ？」

回転実測 【．・“
Ⅲ区21章．

ポ リ

ニヨ
こ．コ≠lヨ

4 土師器 杯　 ？ （12 ．4） 暗文 ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅳ区3層
5 土師器 皿1　 B 8．4 4 。2 2．8 煤 付着 ヘ ラケズ リ d ノブも全実測 カマ ド
6 須恵器 杯　 C （13 ．7） （6．4） （3。8） 方 向不 明回転糸切 り 回転実測

カマ ド
7 須恵器 杯　 C （13 ．7） 6 ．7 （3．7） 右 回転 糸切 り 完全実測 Ⅲ 一2
8 須恵器 杯　 C （14 ．6） （7．6） （3．8） 火裡 右 回転 糸切 り、火裡 回転実測 Ⅱ 2
9 須恵器 杯　 C 14．8 6．6 4 ．5 火裡 右 回転 糸切 り、火裡

フ‾C′二全実測 Ⅲ区2
10 須恵器 杯　 C 6．8 火裡 右 回転 糸切 り、火裡 ＼ Ⅲ 2
11 須恵器 有 台杯　 B 2 （11．1） 7．3 （5．2） 回転糸切 り→外周 回転へ ラケ

ズリ→付 高台

完全実測 Fヨ
Ⅲ区2層

12 須恵器 有 台杯　 ？ 9．0 右 回転 糸切 り→外周 回転 へラ

ケズ リ→ 付高台

完全実測 Ⅳ区2層

13 土師器 武 蔵棄　 C （18．6） へ ラケズ リ、 ナデ へ ラケズ リ 回転実測 カマ ド
14 土師器 武 蔵棄　 B （19．4） ヘ ラケ ズリ、 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I 区1
15 土師器 武 蔵婆　 C （21．9） へ ラケズ リ、 ナデ へ ラケズ リ 回転実測 I

Ⅲ

2

1

ヨ

16 土師器 武 蔵聾　 D ？ ヘ ラケズ リ、ナデ へ ラケズ リ 完全実測 Ⅲ区1 I
17 須恵器 婆　 A （28諸） 当具痕 平行 叩 き 回転実測 ∴∴い⊥1巨コ

マ　 ヾ
18 須恵器 襲　 A （30．8） 当具痕 平行 叩 き 回転実測 Ⅲ 1 ここコ
19 須恵器 要　 り （20．4） ナデ 平行 叩 き 回転実測 I

Ⅲ

F、・ヨ

20 石器 凹石　 A l 最大長

11．3

最大幅

10．7

最大厚

5．5

2 14 完形、凹周辺擦れ、全体整形の

擦 り？、凹径7．3、凹探3ふ 軽

石、NolO

I 匝

21 石器 編 物石 11．5 7．3 3．2 33 4 完形、周縁剥維痕、安山岩、‰8 I 区2 1
H 5 70 1 土師器 杯　 G 2 （13．8） ミガキ→黒色処理 ヘ ラケズ リ、 ミガキ 回転実測 】

2 土師器 杯　 I l （14．6） 暗文 ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区2
3 土師器 杯　 I l （8．0） 暗文 ヘ ラケズ リ 回転実測 I 匝

Ⅲ匝

マ

一　　【・ニヨ
日、レ

ii〔2層

ヾヽ
4 須恵器 杯　 A （13．6） （7。8） （3．4） へ ラケズ リ 回転実測 I日夏2層

Ⅲ区 トレ
5 須恵器 杯　 A （13．6） （8．4） （4．2） ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ VY．一1 i

i6 須恵器 有 台杯　 A l （15．6） （12．2） （4．0） 回転へラケズリ→付高台、自然袖 回中云実測 、No4 Ⅲ i；二2
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で…≡ 旨 調音溶搭撒瀬頂凝融　　　 一J虐
uY．　　胞 車 顎　－Y　hY． 蜃　踪ル　　hy、 意一一≡‘票　匡 草草　　　　　　　　 書三言 ギ．　　　　　　　 臆音

梧　　　　　　　　　　　　　　　 ・溺蔽

H 570 7 土師器 鉢 （20 ．‾ラ） ミガキ→黒色処理 ヘ ラケズ リ、 ミガキ 回転実測 I

Ⅲ

Ⅳ
8 土師器 襲　 A l 20．5 （20．0） ナデ、 ミガキ ヘ ラケズ リ、 ミガキ 完全実測 、No8

カマト埋カメ
9 土師器 武 蔵襲　 ？ （21．8） ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測

Ⅲ区2
10 土 師器 武蔵襲　 ？ （3．8） ヘ ラケ ズリ、ナデ へ ラケズ リ 回転実測 Ⅱ 2
11 土 師器 襲　 ？ ナデ、 ミガキ ミガキ 回転実測 I

Ⅲ

日
ホ リ

2層
12 鉄製 品 鉄鉱 箆被 ：直角、Nol Ⅳ 1

H 5 7 1 1 土 師器 杯　 ？ （13．2） （5。6） ミガキ→黒色 処理 底 部不明 回転実測 Ⅲ

Ⅳ

1

11
2 土 師器 杯　 C l 7．5 ミガキ→黒色 処理 糸切 り、ナ デ 完全 実測 I ‾1

ニ3
．．．コ十1

3 土 師器 皿　 B （9 ．2、） （5．6） （2．2） 付着物有 回転糸切 り 回・転 実測、灯明 ？ Ⅲ 一1
4 灰粕 陶器 碗 （15．2） （6．2） （3．5） 施粕 （つけが け） 付高台、下半部回転へラケズリ、

施 粕 （′っけがけ）、底部 朱墨

′
回転 実測

l≡ヨ
Ⅲ区1層

5 土 師器 羽釜　 ？ （21．4） パ ケ目 ナデ 回転 実測 Ⅱ＝ズトレ2屈
6 土 師器 甑 （15．0） ナ デ ナデ 回転 実測 Ⅳ 2

E∃

7 須 恵器 棄　 り 底部ノ＼底部周縁へラケズリ、叩

き、ナデ

破片 実測、拓本 一　　　f∃

8 須 恵器 ．．．．まこご耳E　 り （7．3） 付 高台 回転 実測 ケ ン
9 須 恵器 壷　 ？ 右回転へ ラケズ リ→付 高台 回転 実測 Ⅲ 一2 V．．．．7由
10 土 製品 管玉 最大長0．7 最大 幅0．8 最 大厚2 ．6 1．4 焼成 良好、穿孔 は両側 よ り焼

成前 、孔 径0．2、No l

［こ∃
I 区1層

11 石器 軽石製 品 0．5 4．8 2．8 3 2 孔数9 （中空の筒 による物 か

？）、軽石

P l

H 572 1 須 恵器 有台杯　 B 2 14 ．8 右 回転糸切 り→付 高台 完全 実測、高台欠損後 も使 用、

Nol
2 須 恵器 杯蓋 15．6 3．5 右 回転へ ラケズ リ→ つ まみ貼

付 、墨書 「太」 「？」

完全 実測、No2 I 区1層

3 須恵 器 要　 り （15．6） 当具痕、 ナデ 底 部へ・外層へ ラケズ リ、叩 き 回転実 測、No3 I 区域

カマ ド
Vヨ

4・ 須恵 器 襲　 ？ 頚部ナ デ 叩 き、頚部 ナデ 破片実測 、拓本、No4 I 区l層

5 須恵器 婆　 ？ 当具痕、 ナデ 叩 き 破片実測 、拓 本 一　・E

Ⅲ区1層

カマ ド

6 須恵器 襲　 B 破片実測 、拓 本

7 須恵器 耳E　 り （11．8） 付高台、下半部右回転へラケズリ 回転実測 Ⅲ区1層

H 5 73 1 土 師器 杯　 C 2 （13．5） （5．8） （4 ．0） 暗文→黒色処理 右 回転 糸切 り 回転実測 P 2
2 土 師器 杯　 C 2 13．7 7．6 3．9 暗文→黒色処理 右 回転 糸切 り 完全実測 、Nol P 2
3 土 師器 杯　 A l （14．0） （6．0） （3 ．9） ミガキ→黒色処 理 ヘ ラケズ リ 回転実測 I ポ リ
4 土 師器 碗　 A l 7．5 暗文→黒色処理 ？ 右 回転 糸切 り→付高台 完全実測 Ⅲ 一2
5 灰粕 陶器 碗 （13．0） 施和 回転実測 Ⅲ Al
6 土 師器 棄　 A l （8．5） ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅳ V二1 ニここ1ヨ
7 土 師器 ロ クロ襲　 B （11．6） 回転実測 I

Ⅲ

Ⅳ

カ

1唇

ホ1

ド

　］ヨ≡一子

嘉
ヨ
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す…サ モ “　　　　 欝瀾誤誓棟数漣
∴ナ官謎　 諾 ．慧　　　　　　　払ア 6118　．ニ瑠 牢や　　　　　　　 喜こき す　　　　　　　　 喜ニi
！、ここ　　　　　　　　　　　　　　　 ．乳　　首

H 57 3 8

9

土 師器

土 師器

ロクロ棄　 B

武蔵棄　 C

（17．6）

（20．0）
回転実 測 カマ ド

ヘ ラナデ へ ラケズ リ 回転実 測、No4 6 7 I 区1層
10 土 師器 ロク口裏　 B （20．7） ナ デ 底 部周縁へ ラケズ リ 回転実 測

曇 ∠ゝ実 測　 N 3

カマ ド
11 土 師器 ロクロ棄　 B 22．0 上半部回転 カキ目、下半部 ナデ パケナデ Ⅲ区2　属
12 土 師器 ロクロ慧　 A （24．0） 下半部へ ラケズ リ

7t二
回＿，転実 測 I

．1 誓ヨ

1吊13 須 恵器 鉢 （22．7） 回転実 測 I トレ1属
14 須恵 器 壷　 A 当具痕 叩 き　 突帯 貼付　 耳貼付 回転 実測　 N lO Ⅳ 11月

Eヨ

15 鉄製 品 金具 最大長（4．9） 最大 幅8．6 　ヽ　、．　　′、　　　ヽ　　　　ノ、コ ヱ＼、f′、、ム0
孔1．6 ×2．5、No l l Ⅳ 1

H 574 1 土 師器

、日日

杯　 A l

r－Il

6．8 ミガキ→黒色 処理 底 部′、外周へ ラケズ リ 完全実 測
一　　　Eヨ
Ⅲ区ホリ1層

Ⅳ区1層
2 W．．．．．．．一　首庁 ．宛　 A 2 7．4 ミガ　 →暗文→薫掩　 几芳一．． 口　云糸七　㌢→ 、高 ム 計転実 相［ Ⅳ 1層・ケン

1層 ・P 7

1属

3 土 師器 皿　 A l （13．2） ノ　lヽ
ミガキ→黒色処 理

ロ「コ
底 部周縁右 回転へ ラケズ リ

右 回転糸切 り

回I転実測 Ⅲ
4 須恵器 杯　 C 6．0 ＼プミ待、

回転実測

完全実測

回転実測

I

Ⅳ
5 須恵器 杯　 C 5．8 　　 r＼／　ヽ

右 回転糸切 り　 刻重 「？」 －1履
6 土 師器 ロ クロ棄　 B （12．0） ＼／ヽ　　　　　ヽ　．クく　Eヨ

I －1屈
7 土 師器

そ百南 口ロ

武蔵婆　 C

棄　 A

（19．0） ヘ ラケズリ、ナデ ヘラケズ リ 回転実測 Ⅱ

カ

E∃

ド
8 4 、ノし、音詩
佃H Lー　n月

（14．0） 回転実測 Ⅲ区ポ リ
9 須恵益 嚢　 B （35．0） 叩 き 回転実測 ケ ン
10 須恵器 襲　 ？ （5．4） 回転糸切り→底部周縁へラケズリ 回転実測

回転実測

ケ ン
11

12

須恵器　　　ロ。 襲　 ？ （13・聖 ナデ 底部 、底部周縁へ ラケズ リ カマ ド
石呑 砥石　 B 2 J 最 大長8．9 最大幅6．0 最大厚5．0 24 8 完形 、砥画 数5、正 ：深い丸状

条痕 、下 ：角状条痕 、流紋岩

Ⅳ区1層

13 石器 （1。5） （1．0） （0 ．2） （0 ．3） 黒耀石
ロH 575 1 須恵器 杯　 C （13．9） （7．0） （3．4） 右 回転 糸切 り 回転実測 ホ リ

2

3

須恵器

土師器

有台杯　 ？

武蔵碧　 C （14 ．0）

（6．4） 回転 糸切 り→付高台 回転実測

へ ラケ ズリ、 ナデ へ ラケズ リ 回転実測 P l
4 鉄製 品 鉄 鉱 箆被 ：直角、逆刺ナシ、鉱身長へ

頸長7．2、No l
追

H 5 77 1

J

土師器 杯　 C l 6。0 ミガキ→黒色処理 回転 糸切 り 完全実測

カマ ド
2 須恵益

ノご古 口ロ

杯　 C （11．8） （5．8） （3．5） 回転 糸切 り、重焼痕 回転実測

カマ ド
3 須心、音詩 不　 C 13．2 6．3 3．7 火 饗 右 口転 糸切 り　 へ ラ記号 完全実測 、拓本

回転実測

完全実測、No3

Ⅱ 2 ・床
4 須恵器 杯　 C 圧3．4 ） （6．8） （3．3） 火裡 　ヽ　　　　　　ロし‘ブ

回転系切 り　 火裡 Ⅲ ．VVJ2
木

5 須恵器 杯　 C （13 ．9） 7．4 （3．8） 火裡 ヽ
右 回転 糸切 り、火裡 I W．2

6 須恵器

ノ　‾　1一　口ロ

杯　 C

A　′

（14 ．1） 8 ．4・ （4．2） 火裡 右 回転 糸切 り、火裡 完全実測 Ⅱ

Ⅲ

2j

トレ
7 須恵呑

一．．　ロロ

有台杯　 A l

一’ 、確

（16．6）

20．2

（11．7） （4．5） 切 り離 し→外 周右回転へ ラケ

ズリ→付高 台

回転実測、No6 I

カ ド
8 土師呑 武蔵荒　 B ナデ ヘ ラケズ リ 完 全実測、No4．5 I 区21．違．ニl

ニヨ9 土師器

婚南 口口

武蔵婆　 C

要　 り

（20．4）

（16．0）

ヘ ラケズ リ、ナ デ ヘ ラケズリ 回転 実測 カマ ド
10 ガ、ノし、省庁 当具痕 、ナデ 底部 ㌦・外周 へラケズ リ、叩 き 回転 実測、Nol．2 カマ ド

H 57 8 1 土師器 皿　 C （9．8） （4．8） （3。2） ミガキ→異 色処理 回転糸切 り→ナデ、 ミガキ→黒

色処理

完全 実測 P 8

2 土 師器 皿　 C 4．0 ナデ 回転糸切 り→ ナデ→付 高台 完全 実測 ポ リ
3 須 恵器 杯　 A （14．4） （5．4・） （3．7） 底部～底部周縁 へラケ ズリ 回転 実測

完全 実測
P l

4 須恵 器 杯　 C 8．0 右回転糸切 り カマ ド
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、⑳ 受一笑ニ ダ 玩頓豪農詰紹凛監溺落舜　　 ・′vp

諾　一瀾脛溺祝辞陪観磯配 蒜≡要語．賢 評瑞　　　　　　　　 賢…壷 ギ、　　　　　　　 等≡§ 囁．

H 57 8 5 灰 粕陶器

‖ll

碗 琵粕 施粕 破 片実測 P l
6 土師呑 鉢 （13．4） 8．2 （8．5） 回転糸切 り 完 全実測 カマ ド・P l
7 土師器

一　口口

羽釜　 ？

′

（22．2） ヘ ラナデ 上半部へラナデ、中央部へラケズリ 回転 実測、Nol カマ ド
8 石器 百石 最大 長39．7 最 大幅34．6 最大厚17．3 2 9 77 0 完 形、正面使用面 、安鉦岩 P 2

H 57 9 1 土師器 杯　 I l ナデ、暗文 ヘ ラケズ リ 破 片実測 ケン
2 土師器 皿　 B （8．4） （4．8） （1．8） 糸切 り 回転実測 ケン
3 土師器 皿　 B （8．6） （5．4） （2．7） 回転糸切 り 回転実測 ケン
4 土師器 皿　 B 8．6 5．5 2 ．0 ナデ 右 回転 糸切 り ，一　　　＼＿　′ヽ

完全実測　 Nol カマ ド
5 土師器 皿　 B 8．8 5．4 2 ．1 右 回転 糸切 り ＿．　　　、、　　′ヽ　　ヽ　　　ふ

完全実測 ケン
6 須恵器 有台杯　 C （9．6） 回転へ ラケズリ→ナデ→削 り出

し高台

ー＿＿　一　　＼＿　′ヽ
回転実測 Ⅳ区1層

ケ ン
7 須恵器 棄　 ？ 当具痕、頚部 ナデ 叩 き、ナデ 破片実測　 拓本　 No2 I 一1
8 須恵器 壷蓋 （9．1） （2．9） 右回転へラケズリ→つまみ貼付 ＿ヽ　′ヽ　　ヽ　　　　　　　　　　　ヽ

完全実測 Ⅳ －1
H 58 0 1 土師器 杯　 I l 暗文 へ ラケズ リ 破片実測 Ⅳ 。屋

2 土師器 杯　 I l 暗文 ヘ ラケズ リ ノ′ヽ
破片実測 I 。

3 土師器 杯　 I l ヘ ラケズ リ イヽ
破片実測

E
P l

4r 須恵器 杯　 A 12．7 6 ．8 4 ．6 ヘラ切 り→底部㌦底部周縁へ ラ

ケズ リ

′ヽ
完全実測 、Nol I 区1層

5 須恵器 杯　 A （12 ．9） （10．0） （3．3） ヘ ラ切 り→ ヘ ラケズリ 回転実測 I ［i

I＝‾‾

摘

ホ

．廃

享由仁ヨ
リ1層

ニ1泊
6 須恵器 杯　 A 14．0 7．9 4 ．5 ヘ ラ切 り－→へ ラケ ズリ 完全実測 I
7 須恵器 杯　 A 6．0 見込みへ ラナデ、カキ 目 底部、底部閻縁へラケズリ、カキ目 完全実測 Ⅲ

Ⅳ

1

1 13
8 須恵器 杯　 A （7．8） ヘ ラ切 り→ ヘ ラケ ズリ 回転実測 Ⅲ

二17だヨ

9 須恵器 有 台杯　 ？ （10．0） へラ切 り→ヘラケズ リ→付高台 ｛4　ノノ、、　′ヽ
回転実測

10 土師器 武蔵 婆　 B （14 ・5） ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 子へ　ノノ、、　′ヽ
回転実測 ケ ン

11 土師器 武蔵 婆　 A （21．1） ヘ ラナデ へ ラケズ リ 回転実測 I キ→
12 土師器 武蔵 襲　 ？ 6 ．4 ヘラナデ へ ラケズ リ ノ′ヽ

完全実測 I Cポ リ
13 石器 凹石　 A l 最大長

（8．8）

最大幅

（4．9）

最大厚

（4．2） （70．7）
擦 り有、凹径（4．5）、凹深 （2．6）、

軽石
14 鉄製品 刀子 身幅1．1 棟厚0．25 平造 り、両 関、刃長3 5 Ⅳ ．く1層
15 鉄製品 刀子 （1．2） 0．3 平造 り、棟 関 I

Fヨ
トレ

H 58 1 1 土師器 杯　 I l 14．2 9．6 4 ．1 暗文 底部 ～下半部へ ラケズリ 完全実測 I

Ⅳ

11

1
2 土師器 杯　 I l （14 ．5） （9．4） 暗文 底部周縁 へ ラケズ リ 回転実測 ケ ン
3 土師器 杯　 I l （14 ．7） 9 ．1 （3．9） 暗文 底部、′下半部へラケズリ、底部

墨書 「？」

完全実測 、No6 Ⅲ区1層

4 土師器 杯　 I l 15．4 8．9 4 ．2 暗文 底部 、一下半 部へ ラケズ リ 完全実測 I

m I．．董・ケン
5 須恵器 杯　 A 13．7 9．0 4 ．4 右 回転 へラケズ リ、 自然袖 完全実測、No5 Ⅲ区1
6 須恵器 杯　 A （14．3） （9．7） （4．4） ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区1
7 須恵器 杯　 A l （14．7） （11．1） （3．8） 右回転へラケズリ？→付高台、自

然粕

回転実測 ロヌ

8 須恵器 盤 （12．5） ヘラケズ リ→付高台、底部周縁

右回転へ ラケズ リ

回転実測 Ⅲ区1層

9 土師器 ロクロ襲　 A （14．5） （6．9） （15．8） ナデ 底部、底部層縁へラケズリ、へラナ

・－▼・一．’ヽヽフ‾

回転実測 I 区1層

カマ ド・ケン

第45表　出土遺物一覧表33（H578～H581）
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融噂潔壊乱
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H 5 8 1 10 土 師器

一　　　　口口

ロ ク ロ襲　 A

、一確

（≡2 ：4 ）
ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測 Ⅱ区1．3 層・床

カ マ ド

11 土 師呑

土 師器

武 蔵 聾　 A 22 ．5

iヽJ

ヘ ラナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 、N o3 ．4 Ⅲ［．：．

カ ー

哀1．3 層

ア ド
12 武 蔵 襲　 A 22 ．9 へ ラナ デ へ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 I 区 トレ．1層

カマ ド・ケ ン
13

14

土 師器

1　日目

武 蔵 棄　 ？ 4 ．6 へ ラナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 I 区 トレ 1層

カ マ ド

土 師裔

ノ　‾一一　　口ロ

武 蔵 襲　 ？ 5 ．4 ヘ ラナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 、3 ケ体 同 一一、N o l ．8 I 区 トレ

カ マ ド・P 5

15 須 恵 呑 襲　 A 3 0 ．2 ロ　き ミガ キ 、 酸 化 焔 焼 成 回 云実 測　 N o2 Ⅲ区 1屈
16 石 器 敲 石

L

最 大 長

（10 ．9 ）

最 大 幅

（6 ．4 ）

最 大 厚

（3 ．7 ） （4 7 0）

”・・d－、…　f′、、ム

下 側 に敲 打 顕 著 、 安 山岩

A⊥1Eヨ

17 石 者霹 剥 パ 2 ．4 1 ．5 0 ．3 0 ．9 完 形 、 全体 に 古 い 面 、 里 耀 石 Ⅳ 一1層
18 鉄 製 品 刀 子 身 幅 1 ．1 棟 厚 0 ．2 5 平 造 り、棟 関 、 刃 長 0 ．25 Ⅳ

El
一ポ リ

19 鉄 製 品 刀 子 1 ．0 0 ．3 平 造 り、棟 関 Ⅲ V．．．V．一1
2 0 鉄 製 品 不 明

Ⅳ ．W“．．こ1声1∃了H 5 82 1

‘r

須 恵 器

′　　　　　　口。

杯　 C 13 ．5 6 ．4 4 ．0 火 裡 回転 糸 切 り、 火 裡 完 全 実 測 I

Ⅲ

Ⅲ

11

1

11

lj

〕

2 須 恵 呑 杯　 C （13 ．5 ） （6 ．7 ） （3 ．3 ） 回転 糸 切 り 回 転 実 測 I 区 トレ
3 須 恵 器

土 師器

コ川 口

杯 蓋　 A （16 ．2 ）

（18 ．日

（4 ．4 ） 右 回転 へ ラケズ リ→ つ まみ貼 付 完 全 実 測 カ マ ド

4

5

武 蔵 荒　 C

、應

ヘ ラナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測 I 区 トレ

Ⅲ区2層・カマド

二＿」銅1．砧 臣等己　 B 2 2 ．1 ヘ ラナ デ ヘ ラ ケ ズ リ

ヘ ラ ケ ズ リ

口転 実 沸 I トレ・ケン
6 土 師器　‾一　口。 武 蔵 襲　 ？ ヘ ラナ デ

r＼　＼＿　′ヽ
回 転 実 測 「 Ⅲ区 トレ

Ⅳ 区 1層

カマ ド・ケ ン
7 石 青苗 砥 石　 B I J 最 大 長 6 ．1 最 大 幅 2 ．8 最 大 厚 2 ．8 63 完形 、紙面数4 、被熱 有、上 下折

れ 後便 用 、 iE 裏 両側 ：滑 らか線

条 痕 、流 紋 岩

I 区 床

H 5 83 1

′． 一　日ll

杯　 ？ （12 ．6 ） ミ ガキ ー→黒 色 処 理 回 転 実 測 日

焼 二

夏1層

1二

2 土 師 益

土 師 器

杯　 B l

r11

（14 ．2 ） （7 。2 ） （4 ．6 ） ミ ガキ ー→黒 色 処 理 回転糸切 り→ヘ ラケズ リ、へ ラ記

号 ？

回 転 実 測 Ⅲ

カ ド

3 碗　 A l ミ ガキ ー→ 窯 ・了几王． 切 り離 し→ 付 高 台

右 回転 糸 切 り、 火 裡

卸転 実 沸
4 須 恵 器

目口

杯　 C （1 5 ．4・） （8 ．4 ） （4 ．2 ） 火 裡
一一　　　＼　＼＿　′ヽ
回 転 実 測

ソし
Ⅲ

Ⅳ

貼 床

5 土 師 呑

鉄 製 品

武 蔵 聾　 ？

刀 子

（20 ．5 ） ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測 Ⅳ 区 1層

6 身 幅 （1．0 ） 棟 厚 0 ．3 平 造 り、 棟 関 、 刃 長 5 ．8 ケ ン
H 58 4 1 須 恵 器 杯　 ？ （13 ．2 ）

回 転 実 測

回 転 実 測

Ⅳ 区 ホ リ

I 区2 層
2 須 恵 器 杯　 C （13 ．3 ） （6 ．8 ） は 8 ） 火裡 回 転 糸 切 り、 火 裡

自然 粕3 須 恵 器

日日

杯 蓋　 C （15 ．8 ） 自 然粕
r－＼．、ヽ＿　′ヽ
回 転 実 測 、 H 58 6 床 （1片 ）と住

居 址 間 接 合

I

Ⅲ

Eヨ
ト レ

4 土 師 呑 武 蔵 婆　 ？ （20 ．2 ） へ ラ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測 自ラ日、レ2 層

床

第46表　出土遺物一覧表34（H581～H584）
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5
淑鐘＿・諾 急．一へ　・瓢ア n▼．岬 声－厨司　　　　 蓄馨　　　　　　　　　 や一　　　　 緒善　　　　　　　　　 事rご≡　　　　　　　　　　 ・溺癒H 584 須恵器 重　 り （13 0）

H 5 8 5 1 土 師器 杯　 A l 17．0 7．3 4．3
切 り推 し→付高 台　　　　　 回転

ミガキ→黒色処 理　　　　 底部 ～底部周縁へ ラケズ リ　 完全
Ⅳ区1層

I 区ポ リ

L＿－2 土師器 杯　 ？ （17。8） （8。0） （5。0）

は 6）

3．7

ミガキー→黒色処理

火裡　　　　　　　　　 右 回転 糸切 り、火裡

讐　　　　　 套票 等 、火樽、へ ラ記号 竺

右 回転 へラケ ズ牛 →つ まみ貼　 二　h巨

床 ・ポリ

3 須恵器 杯　 C （12．0） （萱言）

7．6

ケ ン

4 須恵器 杯　 C 14・。0 回転

“Ll／＼

n 区ホ リ

ノ・・」一十　ヽ・5 須恵器 杯蓋　 ？ （13。0 ） 芙測 、拓 本、Nol。2　　　 Ⅳ区1層

6 須恵器 杯蓋　 ？ 回転

完全

ケ ン

Ⅲ区2層

7

8

項思 器

土師器

杯蓋　 ？ 琵 二 二 二 ∃ 空 撃 ≡ ≡ ≡ 福 票 ＝ ＝ ＝ 棄 撃

増 部掛 ＼ラケズリ、西 部へ ；雲雷 雲莞；　　　 孟悪 霊

1

一‾一戚襲　 B 1L り
9 土 師器 武蔵婆　 D ？ （11．4）
10

11

須 恵器 禁　 A （22。9）

E∃石盲庁 砥石　 B ？J

′・－ll

聴太長

（軋6）

最大幅

（5。7）

聴‾太厚

（1．6） （86）

マ ト
砥画数3、七 欠損∴下：欠損使　 I 区 トレ

用、裏 ：節理、両側正 ：滑 らか、

正 ：細 い線条痕、流紋岩H 586 1

2

3

．瀾 儲 碗　 B （8。2） 右 回転 糸切 り→付高台

右 回転 糸切 り

Y、ムー1V““一　　′

＼　てヽ　　　　　　　イ」
P 4．

ケン

二師器

．．師器

皿　 B

皿　 B

8．2

（8．8）

5言

4。3

1．8

2 。7

3　7

憧

ヰ仝

土師器 皿　 C 9。0 4．3 煤付着

煤付着

右 回転糸切 り

右回転糸切 り、煤 付着

右回転糸切 り　 煤 付着

完全 ミ測 ケン

土師器 皿　 B

杯　 ？

有台杯 ？

9．2 4。6
tJr　e
2．6

ノ二

√二

完全 測、灯明皿 、No4　　　 I 区

制　 灯明m　 N 3
6　　 3貝思者庁

7　 須 恵器

（14．6）

（8 ．0）

ヽ墨書 「？」 二王∴くfハ、 、　　 、．、　旧 I 区1層

8

9 土師器

杯蓋　 C

葉　 り

（15。8） 底 部 ＼阻→付高 台 nw一′］u．ムー“実沸

床
自然袖　　　　　　　　　 自然軸

パケ 目

＼－　′ヽ
回転実測、H 584・I 区トレ（描斗Ⅷ

区1層 （1片目二住居 址間接合

Lv　ロLl 羽釜　 B

羽釜　 A

軽石製 品

鎌

ノ＼ ヱユニ二 P 4．

カマ ト ケン
10

1 1

12

13

土師者爺

土師器

石器 撃・一大 三 最 大幅9．0

身幅2 4

Eヨ　　　ー

ナデ　　　　　　　　　　　　 ナデ
石
一一＼ルー、1′、
皮片実測

回転実測 I 区 トレ

カマ ド
　 了冒

鉄製 品

取 ＼長9．2 敢太厚4。8

棟虎0 2 5

100 完形、裏：へラ状成形、中央穿孔

2 ケ、軽石
Ⅲ区1層

H 587 1 土師器 杯　 ？ （12．4） （4 8）
＼H．．‾fJ＼ノ．

ミガキ→黒色処 理

ミガキ→黒色処理

床

2

　‾一　日口

杯　 A l 5．4
底部 不明

切 り推 し→へ ラケズ リ

右 回転 糸切 り

ーこと一一　′

測

漸

Ⅲ

‾　　　　ここ．、713

4

土師呑

土師器

杯　 C l

碗　 A l

6。0

（6 0）
ミガキ→黒色処理

ミガキ→遅疑吊鉦浬
完全等
芙測　　　　　　　　　　 Ⅲ区2

む則　　　　　　　　　　 区2

5

6

土師器

須 恵器

m　 A l

杯　 C

（13．8）

（13．6） 6　7 （3 8）

、　　 黒色処理　　　　　 付筒冒

ミガキ→ 黒色処理

∵

回転実測　　　　　　　　　　 ヵマ ド

Ⅲ区2層

Ⅳ区2層

7

8

夷

夷

頁恵器

百恵器

杯蓋　 C

杯蓋　 B ？

（14．4） 糸切 り 完全 実川【 I ヌ．2
（3．3） 右 回転へ ラケズリ→つまみ貼付 完全実 測、No8 Ⅲ区2

I 区2

9

1 0

‾　rコ　コ W・－．、　　　　一一　TL一一 ロロ．石へフ　 ＼1 →つ　　　　 、 百‾．

」
再呑 武 蔵襲　 C

武蔵 窯　 C

（9・9）

（13 ．8）

（21．∠1）

へ ラケズ リ、ナデ

へラケズ リ、 ナデ

ー　　　　　　　‾や

′、］
へ ラケズ リ

．．．．云 fハ　　　　　　　　　　　　　　 Ⅲ
測　　　　　　　　　　 I

あ2

〔2 ・亘

11 武蔵葉　 B

武蔵婆　 D ？

へ フケス リ 回転1 測　　　　　　　　　 床

12 土 師器

へ フケス ら　 ナ ァ

ナ ‾ナ

ヘ フケス リ 回転実測 H

Ⅲ

トレ2層

第47表　 出 士道

フー

勿－ 覧 表35 （H 5 8 4～ H 5 8 7）

ヘ フケ スリ、脚部 貼付　　　　 回転 実測 Ⅲ区2才
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ぉ訃勘週計＝笥

堅 渇　　　　　　　　 き≡蓄 キ　　　　　　　　　　 音三幸

H ‾587 1

l

i

l

l

l

l

l

l

13 須恵器 棄　 A　　 l （25。2） 回転実 測 Ⅲ区 i

14 須 恵器 襲　 A （36。8） 叩 き、ナデ 回転実 測、拓本 床　　　 l

15 須 恵器 棄　 B 波状文 破片実 測、拓本 I 匝

Ⅲ匝

l

16 須恵器 壷　 C ？ Ⅳ区2 l

17 石器 砥石　 B I J 最 大牢

（8．9）

最大幅

（4．8） （2．7）

（165） ！ 砥面数4、正裏両側 ：滑 らか、

下：欠損使用、上 ：欠損、左：角

状条痕 、流紋 岩

Ⅲ区2層つ

18 石器 砥 石　 B 2 J 9．5 5．4 5．8 30 9 完形、砥面 数5、 vv上：折れ後 も

使用 、正両 側 ：丸状条 痕滑 ら

か、下 ：平状条痕、流紋岩、No．7

Ⅳ区2つ

19 石器 砥石　 B 2 J 1 L l 4．8 3．4 2 23 完形 、砥画数5、ヮwL 折 れ後 も

使用、正裏両側 ：滑 らか、止上

下 ：条痕 、流紋 岩

Ⅲ区2層

20 鉄 製品 刀子　　　 1 身幅 （0．9） 棟 厚0 ．2 平造 り、棟関 Ⅲ 曲

21
姦 製品 不明 断面方形 Ⅲ こ覆土

22 鉄製品 不明 m

23
謹製品 不 明 】 末端 にね じり？有 Ⅲ 泊

H 58 8 1 土師器 杯　 J （11．7） （5．0） （4．3） 暗文 （鋸歯状 ） 底へ休部へラケズリ、墨書 「中」 回転実測 、甲斐 聖杯 Ⅲ 一1層

2 土師器 杯　 B （14 ．3） （7．6） （4．1） ミガキー→黒色処理 回転 糸切 り→ヘ ラケズ リ

墨 書 「中」　　　　　　 l

回転実測 Ⅲ区 トレ

Ⅳ区1層

3 土 師器 杯　 ？ （17．6） ミガキ→黒色処 理 I 区 トレ床

須恵器 杯　 C （14．2） （6 ．5） （3．5） 火樽 回転糸切 り、火裡 回転実 測 I ニ1由、こヨ
・壬百南口口 有台杯　 B 2 1 （8 ．0） 重焼痕 回転糸切 り→付高 台、火裡 回転 実測 Ⅳ こコ≠1．∃

1 6
ノヽノしユ
須 恵器 杯蓋　 A 14 ．2 4．0 右回転へラケズリ→ つまみ貼付 完 全実測 I 区 コ・由

7 土師器 武蔵襲　 B （10．7） ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅳ1．．；i

H 58 9ケ ン

H 58 9 l

l

l

l

1 土師器 杯　 I l （13．9） （3．5） ナデ、暗文 底 ㌦休部 へラケズ リ

摘 転糸切り→外周へラケズ1上 赤彩

Ⅲ区 トレ

Ⅳ区1層

2 土師器 杯　 J （9．6） ミガキ 回転実測 、甲斐 聖杯、拓本 ケ ン

3 土師器 杯　 I l へラケズ リ 破片実 測 ケ ン

4 須恵器 杯　 A （12．8） （7。8） ヘラケズ リ 回転実 測 I トレ ケン

5 須恵 器 杯　 A 14．0 9．6 （3．4 ） 火裡 へラケ ズリ、火裡 完全実 測、No2 nr 1酢 ケン

6
／　ヽノ
須 恵器 杯　 A （9．の 右回転へ ラケズリ、刻苦 「田」 回転 実測、拓本 I

7 須 恵器 有台杯　 B 2 （11．0） （6．8） （4．3） 回転糸切 り→外 周回転へ ラケ

ズリ→付高台

l 右回転へ ラケズ 牛 →付高台

回転 実測 Ⅲ区3層

J8 須恵器 有台杯　 A l 12．7 8．7 3．5 完全実測、Nol Ⅲ

9 須恵器 有台杯　 ？ 7．4 回転へ ラケズ リ→付高台 完全実測 Ⅲ区 トレ

10 須恵器 杯蓋　 B ？ 右回転へラケズリ→つまみ貼付 完全実測、H 60 2ケン（1片）と住

居址 間接合

11 土師器 武蔵 襲　 A （20．6） ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I が 田

12 土師器 武 蔵婆　 A （21．4 ） ナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 、No5 カマ ト

I 区3声

Ⅳ区11

ヽヽ

遠

表

13 土師器 武蔵棄　 ？ 5．4 ヘ ラケ ズリ、ナデ 底 、体部へ ラケズ リ 完全実 測 Ⅳ区1層 ・P l

14 須恵器 棄　 C （17．5） ナデ 叩 き、ナデ 回転実 測 Ⅲ区2層

ケ ン

第48表　出土遺物一覧表36（＝587～H589）



す す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
線　 ＝慧蕗ほ恕蔽 ．＿耳確滝㌶遜摺如げ gJIR　　－＝1 車畢 キI’

歩用事‘ムこ≡
H 58 9

H 59 0

H 59 1

H 59 2

15 須 恵 器 婆　 C

婆　 A

壷　 C ？

鉄 鉱

（2 1．8 ）

（34 。9 ）

卓二阜 旨≡誓

16

17

18

1

2

1

2

ノヽノLユ　．口
須 恵 器

須 恵 器

鉄 製 品

須 恵 器

須 恵 器

土 師 器

須 恵 器

へ ラ ケ ズ リ

［

回 転 実 測

司転 実 測

完全 実 測

箆被 ：直 角 、 逆 刺 ナ シ

Ⅳ 区 1廓

Ⅲ 区 捕

ケ ン

ケ ン

惑

．．二コ前
日

ノ．．
フ

杯　 C

壷　 ？

杯　 ？

杯　 C

（13 ．9 ）

（14 ．2 ）

（7 ．0 ）

（7 ．8 ）

（7．2 ）

（5 ．0 ）

（3 7 ）

右 回 転 糸 切 り

回 転 へ ラ ケ ズ リ、 高 台 欠 損

回転 実 測

回転 実 測 ホ リ
ミカ キ→ 黒 色 処 理

N．一　イ

巨司転 実 測 Ⅳ 区 1．ノこ

カマ ト

惑
Eヨ
く’

3

4

5

須 恵 器

土 師器

土 師 器

有 台 杯　 B l

武 蔵 婆　 ？

武 蔵 棄　 A

婆　 A

砥 石　 B 2 J

杯　 D l

杯　 D l

碗　 A 3

（8 ．6 ）

（18 ．7 ）

（2 1 。2 ）

（2 9 ．4 ）

最 大 長

12 ．6

（14 ．2 ）

（6 ．2 ） （5．9）

ヘ ラケ ズ リ 、 ナ デ

1　　　　　　 ‾や

方 向 不 明 回 転 糸 切 り、 火 裡

「，’，

回転 実 測

司転 実 測

ケ

I

ヘ フ ケ ス リ 匡司転 実 測 I

Ⅲ

：1．2 層

トレ・ケン

6 須 恵 器

E∃　　　　　　一’ E∃　　　　　一

へ フケ ス 上　 ナ ァ

当 具 痕 、 ナ デ

ヘ フ ケ ス リ

1　　ノ′一一

D（‥：ラ］転 実 測 I 区 トレ

カ マ ド

7

1

2

3

石 器

土 師 器

土 師 器

土 師 器

平 作 叩 き、 カ キ 目 巨亘．．転 実 測 、N o l カ マ ド
寂 大 幅

3 ．3

（6 ．8 ）

（5 ．2 ）

4 ．1

夜 大 厚

6 ．0

（4 ．8 ）

33 9

見 込 み 右 回転 へ ラケ ズ リ

ミガ キ

回 転 糸 切 り

回 転 糸 切 り

付 高 台 、 ミ ガ キ

完 形 、 砥 画 数 6 、 正 裏 両 側 ：滑

らか、 正 ：上 下 に 砥 ぎ返 し、 上

下 ：角 状 条 痕 、 流 紋 岩

回転 実 測

回転 実 測

完 全実 測

回転 実 測

ケ ン

カマ ド

床

4

5

土 師器

土 師器

須 恵 器

須 恵 器

皿　 B

皿　 B

杯　 ？

（9 ．2 ）

（1 3 8 ）

（5 ．0 ）

4 ．2

Ⅳ 区 床

床

右 回転 糸 切 り

′

完 全 実 測
（6 8 ）

H 59 3 1

2

土 師 器

須 恵 器

杯　 D l

杯　 C

（13 ・4 ） （8 ．4 ）　 （4 ．2 ） ＼／ヽ　　　　　 　ヽ　　　　等∋
方向 不明 回転 糸切 り　 黒蜜 「？」

′

・一云二＼棋

転 実 測

全 実 測 、 H 5 95 I 区 2 層 （2 片 ）

住 居 址 間 接 合

4 1 菖

Ⅳ 区 1層

カマ ド
（13 ．0 ） 7 ．1　　　 （3 ．7 ） 　ヽ　と士ご：Eヨ火 裡　　　　　　　　　 右 回 転 糸 切 り、 底 部 周 縁 回転

へ ラ ケ ズ リ　 火 裡3 須 恵 器

／‾　南 口口

杯　 C （13 ．4 ） （6 ．2 ）　 （3 ．6 ）
火 裡 右 回 転 糸 切 り、 火 裡

右 回 転 糸 切 り　 火 裡

＝
回転 実 測

竺 ∠ゝ 実 測　 N 7

I 区 トレ1層

Ⅲ区 1層

Ⅳ 区 1層
4

5

6

須 心 呑

イ7TTまご11口

杯　 C 14 ．0 7 ．3 3 ．8 火 裡

須 恵 呑

須 恵 器

ノコ已㌧　　　ロロ

杯　 C

杯　 C

14 ．2

14 ．3

6 ．2

6 ．1

3 ．7

3 ．7

火 裡

火 裡

　ヽ　　　　 芋
右 回転 糸 切 り、 火裡

右 回転 系 切 り　 火 裡

フt ∃三　く1′、、⊥0
完 全 実 測 、N o 5

完 全 実 測 、N o4

回 転 実 測

Ⅳ ［

H
ミニコ

7

8

9

須 恵 呑

土 師 器

土 師 器

土 師器

土 師器

杯　 C

鉢

武 蔵 碧　 B

武 蔵 棄　 C

襲　 ？

（14 ．5）

（19 ．8 ）

（13 ．6 ）

20　 7

（6 ．6 ）

8 ．8

4　9

（3 ．6 ）

（5 ．5 ）

（15 6 ）

火 裡

ミガ キ→ 黒 色 処 理

．・・・′－．ヽヽ

　ヽ　　　　芋
右 回転 糸 切 り、 火 裡

H

m

ヨヨ
ニ1ヨ

へ フ ケ ス リ

ヘ ラ ケ ズ リ

完 全 実 測 、 N o6 I 仁

Ⅲ「．

（1

；二ト

10

11

ヘ フ ケ ス リ、 ナ ァ

ヘ ラ ケ ズ リ、 ナ デ

．一ヽヽ

完 全 実 測 I ［

田立

トレ

尋・カマ ド

（2 3 ．4 ）

（2 8 ．0 ）

へ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 I 区 トレ

カマ ド・ケ ン

日日
1J
惑窒　 ？

ナ ァ ナ デ 回 転 実 測　 N o3 Ⅲ 区 1層
1 2

13

土 師 益ニ＋ 「慧

土 師 器　　 武 蔵 葉　 ？

土 師 器　　 武 蔵 襲　 D ？

1‾l＝11

（5 ．4 ）

ナ デ

へ ラ ケ ズ リ、 ナ デ

ナ デ ′ヽ　　ヽ　　J、
回 転 実 測 ケ ン

へ ラ ケ ス リ 回 云実 測 カ マ ド
14 ナ デ ナ デ ＼＿　′ヽ

回 転 実 測 Ⅳ 区 lf
15　 士 踊　 婆 ？　　　　　　　　　　　　　 ナ デ　　　　　　 ナ デ　　　　　　 回 蒜 義 … 。1　　　 Ⅲ琵 1 義

第 4 9 表　 出 土 遺 物 一 覧 表 37 （H 5 8 9 ～ H 5 9 3 ）



さ，P き

滴 培 養 蛮 凱 討 こ　　　　 ∴き

十 ・

‘＿車 な贋 ・
瓢 ． 1崇　 臥・ヴ 琵 P ＿竃　 置

な針勘盛計器笥
草革　　　　　　　　 幸三 音 ギ‘　　　　　　　　 賢≡警

H 593 16 土 師器 羽釜　 B （30。2） ナ 芦 ナデ 回転実 測、No2 崇 詔

H 594

l

i

l

l

1 須 恵器 杯　 C 13 ．5 7．0 3．7 重焼痕 右回転糸切 り、重焼痕 完 全 J三測、N（）．1 カマ ド　 l

2 須恵器 杯　 C （7．8） 火裡 右回転糸切 り、火襟 L亘． レ 鋸哀1層サ ン

3 須恵器 杯　 ？ （12．5） 回転 麦測、No∠1 カマ ド

4 須恵器 杯蓋　 ？ （14．3） 火樽 回転へ ラケズ リ、火襟 回 Ⅲ区 トレ

5 ≠恵器 杯蓋　 ？ つ まみ貼 付 完全ノ三r．ミ測 I 区 トレ l

6 土師器 武蔵 棄　 ？ （5。6） ナデ 底 ′㌦休部 へ ラケズリ 回転実測 、No2 カマ ド　 l

H 5 95 1

1

1

l

l

l

1 須恵器 杯　 C ？ （12．1） （7．6） は 5） 切 り離 し→ナデ ？、 火裡 実測 n堰 1層・トレ l

2 須恵器 杯　 C （13．0） 7．1 （3．7） 火裡 右 回転 糸切 り、底部 周縁 回転

へラケズ リ、火裡

＼だ

貢‾

」・・ご
＼＿
ナ

：測、H 593カマ ド（2片目二

止潤 接 合

I 区2層

3 須恵器 杯　 A ？ 14．9 7．9 4．6 見込み 円滑 、火樽 底 部不明 完全実 測 I 区2掛 を，＿：1＿

4 須恵器 杯　 ？ （13．2） 火裡 火樽 伝実測 トレ

5 須恵 器 杯　 ？ （13．4） 火裡 火樽 回転 実測

カマ ドeホリ

6 土師器 武蔵棄　 ？ （5．2） ヘ ラナデ 底 ㌦休部へ ラケズ リ 回転実測 I 区 トレ

Ⅲ区1層

H 59 6 1

1

l

1 須恵器 杯　 A （13．7） （8．9） （3．0） 右 回転 へラケズ リ I区トレサ ン

2 須恵器 有台杯　 ？ （11．7） 切 り離 し→ 付高台 回転実測 ケ ン

3 土師器 武蔵 婆　 A 22．0 ヘラナデ へ ラケズ リ 回転だ‾一測 I区トレ・ケン

4 土師器 武蔵 襲　 ？ （6言） へ ラナデ 底 へ休 部へ ラケズ リ 回転実測 ケ ン

5 二師器 甑　 A 2 ナデ 指 ナデ 破片実測 、把手 ケ ン

6 須恵器 要　 り ナデ 叩 き 破片実測 、頚部の接合面残 ケ ン

H 59 7 1 ゞ 碗　 A l 5．9 ミガキ→黒色処 理 糸切 り→付高台 、 ミガキ→黒

色処理

完全実 測

2 土 師器 碗　 A l （7．4） ミガキー→黒 色処理 付 高台、黒色処理 ミ測 カマ ド

3 二師器 碗　 A l ミガキー→黒 色処理 糸切 り－→付高 台 完 全たミ測 I 区トレ・ケン

4 二師器 杯　 ？ （14．0） ミガキ→ 黒色処理 墨書 「？」 ．．．（．≡享転 ・一測 カマ ド

5 土師器 杯　 ？ ミガキ→ 黒色処理 墨書 「？」 破片実測 ケン

6 土師器 皿　 A l （13 ．2） ミガキ→ 黒色処理 墨書 「？」 摘云実測 Ⅲ区ポ リ

7 須恵器 杯　 C （14 ．0） 5．4 （4．6） 右 回転 糸切 り 己全－測 、No3　　　　　 l I 区1層

8 土師器 武蔵 聾　 B （18．2） ヘ ラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ→ヘ ラナデ ∈測 、Nol I 区1層 トレ

9 土師器 武 蔵婆　 C 19．6 パケ 目 ヘ ラケズ リ 完全実測 、No2．4

Ⅳ区1層・ケン

10 土 師器 武蔵棄　 ？ （5．0） ヘ ラケズリ、ナデ 底 へ休 部へ ラケズリ 回転実 測 U 区 トレ1層

11 石器 台石 最大長28．8 最大幅23．8 最大厚9．3 10 170 完形、正：滑らか、安山岩、‰19 I 区l層

H 598 1 土 師器 杯　 D l 5．9 右 回転糸切 り 完全実 測 Ⅲ区1 コ∃三ヨ
2 二師器 碗　 B （7．4） 右回転糸切 り（柱状高台 ） 回転 実測

白
3 一師器 皿　 B （9．4・） （5．8） （1．9） 方向不明 回転 糸切 り 回転 実測 Ⅲ区1層

4 土 師器 慮　　 り （31．2） ナデ ナデ 」転 実測 カマ ド

5 二師器 襲　 ？ （13．2） ナデ ナデ、底部周縁 へ ラケ ズリ 回転 実測

H 59 9 1 土師器 杯　 C l （13．8） （6．2） は 9） ミガキ→ 黒色処理 右回転糸切 り l．；可転 実測 I 区 トレ

2 土師器 杯　 C l （6．0） ミガキ→ 黒色処理 右回転糸切 り 回転実測 Ⅳ区3層

3 二師器 杯　 ？ （15．4） ミガキー→黒色処理 亘．j転実測 I 区 トレ

4 須恵器 杯　 C （13．8） 6 ．0 （3．9） 見込み円滑 右 回転 糸切 り 完全実測 I 区 トレ

カマ ド

5 須恵器 杯　 C 6．0 火襟 右回転糸切 り、火禅、墨書 「？」 完全実測 カマ ド

第50表　出土遺物一覧表38（H593～＝599）



1rニ・ 博 彗ニ 月
瀞　マ転㍍遥那讃棋げ 軌　　Hh　　をマ

ぷ
評等　　　　　　　 暑．罰

火藤

諷「ヨ　　　 “J－か
に　　　　　　　　　　　　　　 認

H 599 6 須恵器

‾　。ロ

杯 一C 6．2
Wかp戯訂芸笥 ず、　　　　　　 墓≡墓

石回転系切 り　 火裡
まY

竺∠ゝ 実測　 N　2 カ　　 ヾ7

8

土 師‥存

土師器

武蔵禁　 C

武蔵確　 C

（13．6）

（1 ）

へ ラケズリ、ナデ ヽ
ヘ ラケ ズリ

フ七三E　＼7ノ・、、　0
回転 実測、No 3

マ ト

カマ ド

I 区 トレ

9

＝

壬 師器

土師器

正　糎瓦

武蔵棄　 B

武 蔵婆　 C

6．6

（18．2）

（19 0）

ヘ フケスリ、ナデ へ ラケ ズリ 回転 実測、No l カマ ド

I 区3層

10

ヘ フケスリ、ナデ

へ ラケズリ、ナデ

へ ラケズ リ 回転 実測 I 区 トレ

カマ ト ケン

11 一師器 、LJ ヘフケス リ 日＿＿云実 i・目I N o 4 カマ ド

Ⅲ区2層

Ⅳ区3層

武蔵 襲　 C

長頸壷

砥石

1m、　　1．．‾‾デ

19．7 へ ラケ ズリ、ナデ へ ラケズ リ ノ二三フ／フ1ニヨニ
′ヽ　　ヽ
実測 、No 5

12

1り

灰柚陶省庁

石器 最大長

40．8

最大幅

24．3

沈線 回車 ’測
J

14・

取大厚

15．8 2 186 0
完形、砥画数2、全面自然面、正右

側 ：丸状条痕　 安 Ll巨岩　 No2 2

Fv
Ⅲ区4層

撃 空 1 刀十

杯　 C

　 　ヽ　　　　、　コ　ヽ
棟関 o r 両 関　 No 6 Ⅳ区2層

H 60 0 1 須恵器 （6．0） 火裡 右 回転 広七　㌢‾　 ノ′′輿
　ヽヽ

回転実測

回転実測
2

3

須恵器

須恵器

有台杯　 ？

杯芸　 ？ （15 6）

（12 ．2 ） 等A 日　 長糸域律上　 火裡

切 り離 し→右回転へラケズ リ→

付高台

ケ ン

ケ ン

」工Ll．＿ 坤転へ ラ　 ズ 1 日　工実川〔 I 区 トレ

ケン
4

5

須恵器 壷　 C ？

不明

碗　 A 9

杯　 C

　 1．．．Ar＼
回転
く1′、

鉄 衣貢VVi］ ノ′ヽ
I 区1層

H 60 1

H 602

H 60 3

1

2

土 師者

須恵 昔

庁

ET1ゝこ

（16．4）

（13二碗1．．…ん

7。4

（7 2）

（5．7）

（3 8）

切 り離 し→付 高台

回転糸切 り

完 全実測 Ⅲ区 トレ

カマ ド

．′ヽノし⊥、↑1日 口転 ノ主潮
3 須恵器 杯蓋　 ？ （14。3）

回転へ ラケズ リ　 火樽 回中＋
く1ノー、
E 測 Ⅲ区1屈4

5

土 師署・

土師器

＝正

目
．1

武蔵婆　 B

武蔵婆　 C

（14．7）

（19 5）

ナデ

ーー’一　　　　　　　、・・・一一ヽ、

ヽ
ヘ ラケ ズリ 回転 実測 Ⅲ区ポ リ

Ⅲ区ポ リ

土師器 瓦
窯　 A l

羽目

砥 石　 B I J

√ここニ‾

へ フナァ ヘフケス リ 口自転実 漁 カマ ト ケン
6 （26．0）

／ル

ナデ ナデ ′ヽ
カマ ド

P l
7

8

9

10

1 1

12

1

2

3

4

土・末繭 外径 （7言）

最大長9．3 E∃　　　　　　－
ケズ リ→ ナデ ？ 先端 にノロ付着、同一一一個体 6 ケ

石者霹 聴大幅8．0 叉　　ナ 。 486 完形、

と角ニ

砥面数 4 、幅のある条痕

伏条痕有

Ⅲ区ポ リ

石・存 編物 石　 A

刀子

釘　 ？

不明

＿．．」　＿＿＿＿　　－

10．1 3．9 23 3 安鉦 、ヽ
LLj石 Ⅲ区ホ リ

ケン
鉄巣南 身幅 （1．0） 平造 り、棟 関
鉄 ・袈繭

鉄 製品

▼　一　。ロ

断面方形、0．2 ×0 3 clll I 区1層

Ⅳ区1層

I 区1属
i二師者霹

頁恵 器

高年

杯蓋　 B ？

・ニとこ・

へ ラナデ ミガキ、赤彩 ？ 完 全実測
ク

／

右 回転へラケズリ→つ まみ貼付 完全

と住

則、H 589Ⅲ区1 層 （2 侶　　 ケ ン

旭 潤 接合
思二．存
「†＝

裏貰　 C

砥 石　 B 2 J
完全実測 ケ ン

石一存

須恵器

最大長7．0 最大幅6．7 最大厚4．3 20 8 完形、砥面数 6 、上下左側に条

痕、砂岩
Ⅳ区1層

1 杯　 A （12 ．0） （7．1） （3．5） へ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区2層2 須恵器 有台杯　 ？ （10 ．6） 右 回転へ ラケズ リ→付童去、 回転三
′ヽ
実測

一　　　にヨ
ケ ン

ケン

ケン

I 区3層

Ⅳ区3層

工区 ポリ

V．V．、1

3 土師器 棄　 B l ？ （17．2） てナデ

ナデ

へ ラケズ リ、ナデ 回転と
4・ 巾器 武蔵棄　 A （22．1）

ヘ ラケズ リ 測
5 恵器 壷　 C l （11言）

測、No l
6 鉄 製品 紡錘車軸 軸棒 長29．9 軸棒 幅0．5 転 2

H 604 1 二師器 杯　 I l （11．0） ナ デ、暗文 底 部へ′体部へ ラケズ リ

右 回転 ！、七　を′　 一一音ム

回転 せ測
2 土 師器 碗　 B （5．4 ） ≡幣 一f′、

r・・］・・・・、・雄 刀 〕→何 河 口　　　 回転実 測　　　　　　　　　 Ⅳ区1層

第5 1表　 出 土遺 物 一 覧 表39 （＝599 ～ H 6 0 4）
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H 604 3 土 師器 杯　 ？ （15．4） ミガキ→黒色処理 回転実測 、No 2 I 区1層

Ⅲ区トレ．ホリ

4 須恵 器 杯　 A （13．2） （7．6） （3 ．4） 右 回転へ ラ切 り、ナデ 回転実測 Ⅲ区ホ リ

5 須恵器 杯　 A （13．4） （10．0） （3．7） 火裡 ヘラケズ リ、 火樽 回転実 測 ホ リ

6 須 恵器 杯　 A （14．2） 8．1 （4 ．0） 火裡 右 回転へラ切 り→手持ちへラケ

ズ リ、火裡

完全実 測 Ⅳ区 ポリ

P 4

7 土 師器 武蔵婆　 ？ 7．4 ナデ ヘ ラケズリ 完全 実測 Ⅳ区 ホリ

8 須 恵器 横瓶 当具痕 、ナデ 叩 き、下半部 回転 へ ラケズ リ 回転 実測 ケ ン

9 石器 砥石　 B I J 最大 長9．4 最 大幅6 ．1 最大厚5．6 4 52 完形、砥画数4 、両側裏面に条

痕の ような敲痕 、砂 岩

Ⅲ区1層

10 鉄 製品 刀子 身幅1．7 棟厚0．2 折 り曲げ た物 、No l ケン

H 60 5 1 土師器 杯　 A 2 （5．0） ミガキ→ 赤彩 ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅳ 由

2 須恵器 杯　 C （13．7） 7．5 （3．8） 火裡 右 回転 糸切 り、火裡 完全実測 I 日、レ

3 須恵器 杯　 A （15．4） （8．4） （3．6） 火裡 回転へ ラケズ リ、火裡 回転実測 Ⅲ区1．2層

ケ ン

4 須恵器 有 台杯　 B 2 （15．5） （9．8） （7．1） 回転 糸切 り→付高台、 火裡 回転実測

カマ ド

5 須恵器 有 台杯　 ？ （10．2） ヘ ラ記号、火樽 回転糸切 り→外周右回転へラケズ

リ→付 高台、ヘ ラ記号 、火裡

回転実測 Ⅳ区3層

6 須恵器 杯蓋　 ？ 火裡 右 回転へ ラケズ1「→つ まみ貼

付 、火裡

回転実 測 カマ ド

7 土 師器 武蔵襲　 C （21．6） ヘ ラナデ ヘラケズ リ 回転実 測 I

Ⅲ匝

トレ

層・カマド

8 土 師器 武蔵婆　 ？ 4．8 ヘ ラナデ 底部′＼体部へ ラケズ リ 完全 実測 Ⅲ 1

9 須 恵器 棄　 ？ （14．4） 見込み ナデ、当具痕 へ ラケ ズリ、叩 き 回転 実測 Ⅲ 1

10 須 恵器 鷺　 ？ （16．5） 見込み周縁 ナデ、当具痕 底部～底部周縁へラケズリ、叩き 回転 実測、11と同一一一一一一一個体 ？ I 区 トレ

Ⅲ区1層・ケン

11 須恵器 襲　 C 当具痕 叩 き 回転実測、10 と同一一一一一一一一一一個 体 ？ カマ ド

12 石器 砥石　 B I K 最大 長14．5 最 大幅3．7 最大厚3．5 4 0 5 砥 而数 4 、上半部 に分碓後の

敲打痕有、H 568床（1 片）と住

居址間接合 、安 山岩

Ⅲ区ポ リ

13 石器 磨石 ・敲 石 6．9 5．4 1．8 60．6 全体に擦り、正面に擦痕、安山岩 Ⅳ ．．1V．．．こ2

14 石器 石鉱 （1．75） （0．8） （0．3） （0．3） 片脚のみ 、黒耀 石 Ⅳ こ3

15 鉄製品 鋤先 全長 （8．9） 袋幅1．0 袋厚1．4 柄差込長 15．8 、No l I 2

16 鉄製品 刀子　 ？ 茎部 ？ Ⅲ 1 ］
17 鉄製品 鋤先 o r 鍬先 袋部 を曲げた物 Ⅳ 1 ヨ

H 60 6 1 土師器 杯　 A l 7．3 ミガキ→異色処理 底部 ㌦底部周縁へ ラケズ リ 完全実測 Ⅳ l ヨ

2 須恵器 杯　 A （9．4） ヘ ラケズ リ、底部 周縁指 ナデ 回転実測 I 1 ］

3 須恵器 杯蓋　 ？ （13．9） 火裡 ヘ ラケズ リ、火裡 回転実測 I 1

4 須恵器 杯 蓋　 A ？ 糸切 り 完全実測 Ⅲ 1

5 土師器 武蔵襲　 B （19．4） ヘ ラナ デ ヘラケズ リ 回転実測 、No l I 吏3

6 土 師器 武蔵棄　 B 19．4 ヘ ラナ デ、 ヘラケズ リ 完全実 測 I 区 トレ1層

Ⅲ区2層

ケ ン

7 土 師器 武蔵禁　 B （20．6） ヘ ラナデ へラケ ズリ 回転実 測 I

Ⅲ

隷弓二コさ自三ヨ
・ケン

8 土 師器 武蔵聾　 B （21．0） へ ラナデ ヘ ラケズ リ 回転 実測 仕．？

第52表　出土遺物一覧表40（H604～H606）



Cニr‘　中日’　　鰍 で≡ニ 辞 ぷ ガ　　　　 を　　　　 詭　　　 －1ンぷ
髄　＿一　　料Y 院 誌：　義 義教瑚柑嬰 評撃　　　　　　　　　　　墜慧騒 十ノ

ギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 善ミ三‘‘　　　　　　　　　　　　　　　　 罪H 606

H 6 07

9

1 0

土師署

土師署

日．．育

口．．．5こ

ロ ク口裏　 B

武 蔵婆　 C

（21．2）

（22 3）

両極感鍔羽 †∵ミ
下半部へ ラナデ

蔓≡貫
へラケズ リ 回転実 測 I 区 トレ1層

ケ ン
．口 臣　瓦

武蔵 慧　 ？

苗　 ？

ヘ フナナ ヘラケズ リ 回転実 測 I 区 トレ1層

Ⅲ区2属
11

12

土師者

須東署

．．．斤

目：こ

4 ．7 ヘ ラナデ ヘラケズ リ

、ト

I 区 トレ1層

Ⅲ区2層

ケ ン

ノ‾ヽノじヽ　＿日

石器

鉄 剃 口

JiwE“ム

砥石　 B I J

刀 ヱ

最 大長

（12．3）

日　　　　　　－

右回転へラケス リ→切 り推 し→

付高 台

回転実測 ケ ン

13

14

腋大幅

（生．≧）

F．コ

最大厚

（3・窒） （250）
砥画数 4 、正面左側に擦痕、粘

板岩、No 3

Ⅳ区2層

寸 針 1．2 、、厚0．3 平造 り、両 関

平造 り、両 関、茎長5 7

Ⅲ区2屑
15

16

鉄 製品

鉄 製品

刀子

！、　脱

（1．0） 0．3
Ⅱ区21こ

鉄鉱

！、　鮎
箆被 ：直角、逆刺ナ シ　 No 4、 Ⅲ区2 ヨ17

18

19

2 0

2 1

鉄 製百＝

V．J

鉄鉱

－

　ヽ　　ふ
箆被：直角、逆刺ナシ、鉱身長 ＼′

頸長7．5

I 1 3

鉄 ・警空－

！・

紡錘車軸部

′

軸棒 幅0 。4 N o 5

孔径0 ．4 、No 6

Ⅲ区2層
鉄 製品

鉄 製品

紡錘車 円盤

ノ〈

円盤径4．3
Ⅲ区2

金具 最大長4．3 最大 幅5．5
N o 7 Ⅳ区2養

鉄製 品

／　－1・・一一　コ

鎌　 ？
Ⅱ区2

1 須恵器 杯　 C 7．0 火裡 右回転糸切 り、火裡

回転へ ラケズ リ

E＿1

2 須恵器 杯蓋　 C （18．0） 王実測

1転 実測

ケ ン

ケ ン

カマ ド
H 608 1 須恵器 杯　 C （7．6） 火裡 方向不明回転へ ラケズ リ　 火樽

転実 測
2 須恵器 有台杯　 ？ （9．4） ヽ

回転へ ラケズリ→付 高台 カマ ド
H 609 1 須恵器 杯　 C （14 ．0） （7．7） （3．9） 方 向不明回転糸切 り 転実 測

転実測 、No l

Ⅲ区3層2 土師器

土師器

武 蔵禁　 B

・・一　ヽ・“－1－　　　1・・・

（20．3） へ ラケ ズリ→ ナデ へ ラケズ リ Ⅱ 2
3 武蔵 襲　 B

一二→三鷹

20．6 へ ラケ ズリ→ ナデ へ ラケズ リ 完全実測 I．区 トレ4層

Ⅳ区3層

カマ ト ケン
4 土師音譜 武蔵荒　 ？ 4．7 へラケズ リ→ナ デ へ ラケズ リ 完全実測 Ⅳ区3層

ケ ン
5

6

須恵益

鉄 制 ・E‥
＝
ヨ

婆　 B

紡錘車

（23．5）

円盤径5．6 軸 棒幅0．5
回転実測

孔径0．5、No 5 カマ ド
H 6 1 0 1 土 師器 杯　 I l 暗文 底部 ．＼下半部 へ ラケ ズリ 石皮片実測

司転実測

I 区2層
2

3

須 恵器

須恵 器

杯　 C （13．8） （7．0） （4．0） 火裡 糸切 り、火裡 Ⅳ区2fi
杯　 C （7．4 ） 右回転系切 り　 火裡 たき全実測 Ⅳ区1

4 須恵器 杯蓋　 ？ （14．4） 火裡 ヽ
回転へ ラケズ リ、火樽

へ ラケ ズリ

“　＿一　＿　＼＿　′ヽ

転 実測

l一一V．j

5 土 師器 武蔵婆　 B （10．7） ナ デ
カマ ト

Ⅲ区2痙弓6 土 師器 武蔵棄　 C （18．3） へ ラケズリ、ナデ ヘラケズ リ －ヽ　′ヽ
転 実測 I 区2

7 土師器

石器

武蔵棄　 ？

砥 石　 B l 最大長（5．6）

3．9

最大幅（5．9） E∃

へ ラケズリ、ナデ ヘラケズ リ ノ二王
フt二
′ヽ

二全実 測 I 区2
8 坂大厚（3．1） （84．2） 巾モ面数 2　 全局欠損 、安 山呈 ホ リ
9

10

鉄製品

′、

刀子 全長9．4 身幅0．9 棟厚0．25 刃長4．6、茎長4．8 Ⅳ区覆土
鉄製品 不 明

Ⅳ区2層
H 6 11 1 土師器 杯　 ？ （16．0） ミガキー→黒色処理 下半部 へラケ ズリ 回転実測 I ヌー　声2 須恵器

ノここ一　　㌶・。口

ココこ 有台杯　 A l （14．6） （10 ．0） （3．7） 右 回転 へラケズ リ→付高台 ・一一、く1ハ
回転実測

区2

Ⅲ区21．

Ⅳ区1月3 須恵音声

ノ　　‾‾　一　口lコ

有台杯　 ？

′　　　　一

（15・2） 回転実測 、、一一一　　［－∃
トレ

4 須 恵呑 有冒杯　 と＿ Ⅱ 埠（16．8） 火裡 火裡 回転実測 I 区1．2層

第53表　出土遺物一覧表射（＝606～H6日）
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逃‾　　　 も

“霊、命 拝を 。書　　 臆 ．竃　諾ン ≡・‘‘票　だ 草半　　　　　　　　 音‡子 ギ　　　　　　　　　 琶…慕 結 一頭

H 611 5 土師器 武蔵襲　 A （21．4） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区2層

Ⅳ区1層

H 6 12 1 土師器 杯 J （12．0） （6．2） （4．7） 鋸歯状 暗文 糸切り→外周へラケズリ、休部へ

ラケズ リ

回転実測、 甲斐系 I

Ⅲ

カ

．1．2層

2．3層

ド

2 土師器 杯　 C l （6．4） ミガキ→黒色処理 糸切 り→ 外周へ ラケズリ カマ ド

3 i恵器 杯　 C （13 ．2） （6．2） （4．0） 火樽 回転 糸切 り、火裡 回転実測 Ⅳ区ポ リ

4 ］
杯　 A 13．6 8．0 4．6 火裡 右 回転 へ ラケ ズリ、火裡 完全実測 、No 3 一

5 土師器 武 蔵婆　 B 21．0 へ ラケズリ、ナデ へ ラケズ リ 完全実測 、煙道NG7．8 煙

6 須恵器 棄　 B （23．0） ［再云実 測 Ⅲ

7 石器 自

25．3

最大幅

21．8

最大厚

12 ．7 7 66 0

凹 内良 く擦 れてい る、側面 滑

らか、多孔石の転用か ？、凹径

15．0、凹深7．8、安山岩、No 2

Ⅲ区2層

8 石器 石製模造品 11．4 5．5 3．5 3 68 珪化 木、No l Ⅳ区2層

9 不明 0．15 ケ ン

10 鉄 製品 不明 断面 方形0．5×0．4cm ケ ン

H 6 13 1 ニ 皿　 D （9．6） 付高台 回転 実測 P 7

2 土 師器 皿　 B （9．9） （4 ．6） （2．2） 右回転糸切 り 回転 実測 I 区1層

3 土 師器 皿　 B （10．2） （5．2） （1．5） 回転 実測 鋸区ホリ1層

4 上軋　 D （10．2） 付高台 （欠損 ） P 7

5 須恵器 杯　 C （13．2） （7．2） （3．5） 右回転糸切 り、火裡 カマ ド・ケン

6 互恵器 有台杯　 A l （15．8） （11言） （3．9） 右回転へ ラケズ ー十→付高台 回転実測 ポリ

7 土師器 羽釜　 A （29．3、） パケナデ パ ケナデ、鍔貼付 回転実測、No 2 Ⅳ区1層

8 壷　 C l （10．0） 頚部付 近回転へ ラケズ リ 転実測 P 7

9 土製品 羽 目 外径7．7 内径3．0 ナデ ？ ケズリ 先端 にノロ付着 、先 端形状斜

め、粘土貼付痕 有、N（・）5

Ⅳ区1層

10 士製品 羽 目 （8．8） （3諸） ナデ ？ ケズ リ 先端 にノロ付着 カマ ト ケン

11 石器 台 石

（19．5）

最大幅

（12．9） （7．6） （31 10）

正面の み機 能面 、被 熱有 （異

化）、安山岩

12 石器 剥 片 2。6 2．8 0．8 6．4

諺

二次加工有 、石鉱未戌品 ？、黒 P 7

13 鉄製 品 紡 錘車軸 軸棒幅0。4・ No l I 区1層

14 鉄製 品 ヽ
嘉

円去り？、箆被：直角、逆刺ナシ、

放身長 （4言上　 頸長3。7

P 2

15 鉄製 品 全長15．9 箆被：直角、逆刺ナシ、鉱身長6誹、

頸長2．0、茎長6．9

P 16床下

16 鉄素材 最大長4．3 最大幅 1。2 最大厚0．7 Ⅲ区1層

17 鉄製 品 鉄素材 1。3 4．2 0．9 Ⅲ ポ リ

18 不明 Ⅳ Iを1層

19
ィ

不明 製 品をつぶ した物 Ⅳ

H 614 1 須恵 器 有台杯　 ？ （14．6） （9．2） （4 ．5） 付高台 回転 実測

回転 実測

カマ ド

カマ ド

2 土 師器 ロクロ窯　 B （23．9） 回転 実測

3 土 師器 ロタロ婆　 ？ （24．3） カマ ド

4 土 師器 ロクロ禁　 ？ （8．0） パ ケ目 ヘ ラケズリ 回転 実測 Ⅲ区2層

カマ ド

第54表　出土遺物一覧表42（H611～H614）



L－し．・．Jl　・げ ’書 翼’ ・8 ・盟も・　　　　　　　　 ‾．封　　　　　 U、め・
弧 轍　4一　　語 臆　くた　らY 評肇　　　　 星宴墓　　　　　　　　 や　　　　　　　　　　　　　 転 壌畢

H 61 5

H 6 16

1 土 師器 杯　 D l 14の5 6．5 4．5
享二子

右回転糸切 り 完全実 測

完全実 測

W S カマ ド2

3

土 師器

土 師器

で　。＝コ

杯　 D l 6．2 右回転糸切 り P l層
杯　 ？ （13・6） 煤付着 煤付 着 転実 測 l＝ヨ

E S ・カマ ド
4

5

土 師呑

須恵器

杯　 ？　　ふ　′ （13．7） 転 実測 Ⅲ区1屋
有台杯　 ？ 6．2 自然粕 切 り離 し→付高 台、 自然粕 ］転 実測

摘云実測
6 土 師器

土 師器

慧　 A l　‾‾　ノニ　ヽ （22．3） Ⅲ区1層

E S ・カマ ド7 羽釜　 A （38．7） ナデ へラケ ズリ、鍔貼付→ ナデ 転 実測　 No 9 カマ ド
8

9

10

土師器　一IL 羽釜　 ？

L一

（13．8） ナデ ヘ ラケ ズリ 、ヽ＿　′ヽ　　ヽ　　　ム
転 実測 E S ・カマ ド

白磁

石器

／、　－・「‾

碗

管玉

（15．5） 7．1

Eヨ　」　J

（5，3） 施袖 右回転へ ラケズリ→切 り離 し→

作 り出 し、底部以外施 粕

完 全実 測、No2．3 I 区1層

取 入長

1．15

寂大幅

1．10

耳r大厚

（1．2） （1．5）
傾

▼長

、リ面傷ルー一一一一周、祈 り取 り？、孔径

蔓軸0．4・、孔径短軸0．2、毅翠

I 区 トレ

11 鉄製 壁 八稜鏡 9．0 9．0 0．45 6 5．5 N o l Ⅲ区1属
12 鉄製 品 不 明 No 4 Ⅲ区1
1 3 孝 不 明

No 5 Ⅲ区11
1 4 鉄製 品 不 明

筒状 P 6
1 5

1 6

鉄製品 鎌　 ？
Ⅲ区覆土

鉄警撃 No 8
1 7

1

鉄製品

土師器

Nol l

杯　 I l （13 ．0）

火樽

へ ラケズ リ 垣璃云実測 Ⅳ区2層
2 須恵器 杯　 C （12 ．6） （6．4） （3．6） 糸切 り　 火襖 玩実渦 I ヌ‘2　 属
3 須恵器 杯　 C 12．8 6 ．8 3．3 　ヽ　　　　芋

右 回転 糸切 り、火裡 完全実測 I 区3才

Ⅲ区3

［こ＿ヨ！ニ1

4 須恵首藤 杯　 C　一一十J・一 （13．4） （6．8） （4言） 火摩 糸切 り、火裡 回転実測 F

Ⅲ区4層
5

6

須恵者庁

土 師器

土師旦E

杯蓋　 A

武蔵襲　 B

武蔵襲

（15．9）

（19．4）

′．

（3．9） 右回転へ ラケズ リ→つ まみ貼

付、火樽 、重焼 痕

完全実測 【
「区 卜

Ⅳ区2辱

レ2層

嘉
ニ］

7

へ フケス リ、ナデ ヘ ラケズリ 回転実測 I 区 トレ2層

Ⅲ区4層

カマ ド
u．＿＿一　旧霹計 正糎瓦　 B 20 。8 ヘ フケス リ、ナデ へ ラケ ズリ ノ±フ亡二ナ全 実測 カマ ド

8

9

土 師器

日日1

武蔵婆　 C

二’‾V．．ヒ・．ミ一議　 ？

（21．4） ヘ ラケズ リ、ナデ へ ラケ ズリ 回転 実測 I 区トレ2．3層

Ⅲ区3．4層

カマ ド
“」　j益 ・舞茸 4．3 ナデ 氏部㌦ ‾‾ゝ部へ ラケズ リ 史∠ゝ実 沸 カマ ド

H 617 1 須恵器 杯蓋　 ？ 火裡 右 回転 へ ラケ ズ リ→ つ まみ貼

付　 火裡

完全実 測

2 須恵器 i

石器

棄　 B　　 i

E∃

！

最大幅

11．7

ヽ
回転実測

3 夜太良

12．4

取太厚

4 ．5 29 5
全体擦 り、裏面 工具仕様の様

な跡、凹径7．6、凹深1．9、軽石

（スコ リア）、No l

Ⅱ区床

第55表　出土遺物一覧表43（H614～H617）
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H 6 18 1 土 師器 杯　 G 2 （16．6） （5．6） ミガキ→黒 色処理 ヘ ラケ ズリ 回転実測 ケン
2 土師器 碗　 A l 7．8 ミガキ→黒 色処理 回転糸切り→付高台、墨書 「？」 完 全実測 I 11．
3 須恵器 杯　 A 13．6 7．3 4．5 へ ラケズ リ 完 全実測、No l Ⅲ区2f

4 須恵器 杯　 A （14．2） （5．4） （4．0） ヘ ラケズ リ 回転実測 ケン

5 須恵器 杯　 B （14．2） （8．8） （3．6） 回転糸切 り→ 外周手持 ちへ ラ

ケ ズリ

回転実測

ケ ン

6 須恵器 杯　 A 14－．3 9．6 4 ．7 ヘ ラケズ リ 完全実測 、No 2 I 区2層

7 須恵器 盤 （14 ．6） 完全実測 ケ ン

8 須恵器 壷　 ？ 完全実測 I 区1層・ケン

H 619 1 須恵器 杯　 C （12 ．1） （7．5） （4．0） 右 回転 糸切 り、火樽 回転実測 ケ ン
2 須恵器 杯蓋　 ？ （13 ．3） 回転実測 Ⅳ ．～二3
3 土師器 棄　 B l （14 ．0） ナデ へ ラケズ リ→ ミガキ 回転実測 Ⅳ 2
4 土師器 武蔵 棄　 A （22 ．0） ナデ へ ラケズ リ 回転実測 、No 3 Ⅲ Vq J

5 須恵器 襲　 ？ 丸底 当具痕、ナ デ 叩 き、ナデ、底部煤付着 完全実測 、No5．6 ．7 Ⅱ ．幸二2層
6 須恵器 禁　 り 当具痕、ナ デ 叩き、部分的に回転カキ目、ヘラナデ 回転実測 、No 2 Ⅲ 1

H 62 0 1 須恵器 杯　 C （13．4） （7．2） （3．5） 火樽 回転 糸切 り、火裡 回転実測 Ⅲ

2 須恵器 杯　 C （1．4 ．0） （6．2） （4．2） 火樽 右 回転 糸切 り、火裡 回転実 測

Ⅳ区

3 須恵器 杯　 C 6．0 右 回転糸切 り 完全実 測 日：＿

覆二L

4 須恵器 杯　 C 7．2 火裡 右 回転糸切 り、火裡 完全実 測 I 区2層

5 須恵器 杯蓋　 A ？ 火裡 回転糸切 り→左回転へラケズ リ

→ つ まみ貼付 、火裡

完全 実測 ケ ン

6 灰粕 陶器 碗 （8 ．6） 施稚 付 高台、施粕 回転 実測 Ⅲ区1層

7 土 師器 鉢　 ？ （24・．4） ヘ ラナデ へ ラケ ズリ 回転 実測 ケ ン

8 土 師器 武蔵襲　 B （21．6） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケ ズリ 回転 実測 I 区2

Ⅲ区2
9 土 師器 武蔵棄　 ？ （4 ．6） へ ラケズ リ、ナデ 底部 、体部へ ラケズ リ 回転 実測 ⅡLV

覆二L

10 鉄 製品 不明 Ⅲ区覆土

H 62 1 1 土 師器 杯　 ？ （12．2） ミガキ→黒 色処理 回転実測 一括

2 須 恵器 杯　 C （14．8） 6．6 （4．1） 右回転糸切 り 完全実測 I I日夏1層

3 須 恵器 杯　 C 6．0 火樽 右回転糸切 り、火裡 完全実測 一括

4 土 師器 武蔵嚢　 B （10．4） 5．2 （10．6） ヘ ラケズ リ、ナデ 底部 、・休部 へラケズ リ 完全実測 I ・Ⅲ 追
5 土 師器 武蔵聾　 B （17．0） へ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅳ：vV吏1 W．こ．1

ニ〕6 土 師器 武蔵婆　 ？ （3．8） ヘ ラケズ リ、ナデ 底部 ㌦体部 へラケズ リ 回転実測 ポ リ・一一一一一一一括

7 鉄 製品 不明

H 62 2 1 須恵器 杯　 C （14．3） 7．0 （3．7） 右回転糸切 り 回転実測 Ⅲ区床

2 土師器 武蔵棄　 B （21．6） （2．8） ナデ 底部 へノ体部 へラケズ リ 回転実測 カマ ト ケン

3 土 師器 武蔵棄　 B （21．6） ナデ へ ラケズ リ 回転実測 カマ ド

4 土師器 武蔵棄　 B （21．8） へ ラケズ リ、ナ デ へ ラケズ リ 回転実測

カマ ド

5 土師器 武蔵慧　 ？ 7．1 ナデ 底部 ～体部 へラケズ リ 完全実測 カマ ド
6 土師器 甑　 ？ 把手貼付 、ナデ 破片実測 Ⅲ区 トレ

H 62 3 1 土師器 皿　 B 4．2 右回転糸切 り 完全実測 P 6

2 土師器 碗　 B ？ 5．0 右 回転糸切 り、黒色処理 完全実測 Ⅲ 1 ニコ

3 土師器 羽釜　 B ？ （28．6） へ ラナデ ヘ ラナデ 回転実測 I 1層・P 6

4・ 砥石　 B I J 最大長 （5．3） 最大幅（5．1） 最大厚 （3．0） 砥画数 4 、流紋 岩 Ⅲ 1 ニコヨ

第56表　出土遺物一覧表44（H618～H623）



て・ニ　　粗 1命 鷺…－ ヰ ．還　　　　　　　　　 ．泊　　　　　 甘
・E・・ 環恕‡　かす 覧　監　房 ≡…害 ．匡 評発　　　　　　　　 聾芸堅　　　　　　　　　　　　　　　 す

転　　　　　　　　　　　　　 層

H 624 1 須恵器 杯　 ？ （i3．4） 火藤 阜こき
火蒔 回転実 測 カマ ド

2 須恵器 杯　 C 5．2 火樽 右 回転糸切 り　 火裡
＼

完全
ヌHハ

ノ二．．．．．1・丁測

Ⅲ区1層
3 須恵器 杯　 C 6．2 火裡 ヽ

右 回転糸切 り、火樽

ナデ、ヘ ラナ デ

ノゴア．∠＼
4 土師器

ノ′　一1・・・・　一一

鉢 11。3 6．5 8．8 へ ラナデ
“フ七三芙 7ハ
完全実 測、No l

Ⅲ区1層

カマ ド5 須恵器 壷　 ？ 底部 周縁回転へ ラケズ リ 回転実 測、No2 ．3．4 ．6．7 カマ ド

I 区2層
H 6 25

H 26 2

r

1 土師器 杯　 A l （7．2） ミガキ→黒色処 理 へラケズ リ 回転実 測 Ⅳ ヨ2

3

土師器

土師器

碗　 A l

？

（14．4・）

り

ミガキ→黒色処理 付 高台
＼一、1ハ
回転実 測 I

Ⅲ

1

1

1

寸

ヽ 1∠J．4 ミガ　 →窯虐 几押 百　云実 ご目［ P 2
4 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処理 異音 「？」

＼
破片
、1′、
実 測 Ⅳ区1層

P l
5 須恵器 杯　 C （13．4 ） （6．8） （3．4） ここヨ±三

回転 糸切 り
叉 1 、7ハ
回転実 測6 須恵器 杯　 A （6．2） ヘ ラケズ リ、火裡
二．　，′＼
回転
くrハ
実 測 Ⅳ区1屑

7 須恵器 有台杯　 B 3 ？ 7．6 底部不 明→付高台 、　　′ヽ
完全実測

tここ・ヨ
トレ

8 土師器 武 蔵聾　 B （18．2） へ ラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 Ⅳ区1層・ケン
9 土師器

日日

武 蔵襲　 B 19．2 へ ラナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 I

Ⅲ

Ⅲ

巨］
：トレ

1層・ケン
10 土師呑 ロクロ鷺　 A （21．8） へ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ ．一1屈・ケン
11 鉄製品 鉄鉱 箆被

4．5、

′ヽ
：直角、逆刺1．8、鉱身長

頸長3 ．6　 二重逆刺

一　　E∃
E 側

12

1

鉄製品

須恵器

刀子 身幅1．0 棟厚0．3 ノ′ヽ　　　　　　　　　　　　　ヽ　　－VV、“一一
平造 り、棟 関 カマ ド

杯　 C （6．8） 火襟 回転系切 り　 火裡 転実測

転実測

ケ ン
2 須恵器 有台杯　 ？ ヽ

右回転糸切 り→ 付高台 Ⅱ区1層
3 須恵器

．日日

壷　 ？ （6．6） 回転へラケズ リ→付高台、底部

周縁右 回転 へラケズ リ

．L＼　＼Ⅰハ
回転実測 Ⅲ

H 62 7 1 土 師呑 杯　 C l 14 ．4 5．4 3．9 ミガキ→黒 色処理 回転糸切 り 生∠ゝ実測　 N l I 区1屈
2 土 師器 皿　 A l

り

（13．9） 7．2 （3．7） ミガキ→黒 色処理 回転へ ラケズ リ→ 付高台 完 全実測 Ⅲ巨

m 「．V

哀1

京1廃・P l
3 土 師益

とル

杯 ミガキ→黒 色処理 墨書 「？」 破片 実測 Ⅳ区2眉
4・ 土 師器

須恵 器

杯蓋 （11．0）

r）

ミガキ→黒 色処理 回転へラケズリ、ミガキ→異色処

理

回転 実測 Ⅲ［：‾：

Ⅳlvv；

哀1．2層

哀 層
5 不　 C 1、）。8 6 ．4． 4 ．2 火博 右回転糸切 り　 火博 回転 実測

回転 実測

ケ ン
6 須恵器 杯　 ？ （134 ） 墨ま ヽ

書 「六」 Ⅲ区2屈
7 須恵器 杯　 C （6．0） 回転糸切 り ′ヽ

回転実 測

回転実 測

I
巨．・三1
‾ポリ

8 須恵器 杯　 C （6．2） 右 回転 糸切 り ノ　ヽ
Ⅲ区1層

9 須恵器 杯　 C （6．7） 同車云糸切 り
r＼　＼＿　′ヽ
転実 測 Ⅳ区2

10 須恵器 杯　 C （7．8） 火裡 左 回転 糸切 り、火裡

墨書 「？」

V．V．V．m　　　r＼＼＿　′ヽ
∈測

ミ測

ミ測

l

Ⅲ区1

Ⅳ区2
1 1 須恵器 杯　 ？ 　　　r・＼

破片・－
12 灰粕陶器 碗 （14 ．6） 施粕 底部 周縁 回転へ ラケズ リ

回転

Ⅲ
Eヨ
1掛 ケ、

13 土師器 ロ クロ襲　 B （12 ．4） ．＿＿　　．一一＼
下半部 へ ラケズ リ

一　rこ∃　　 ／

カマ ド14 土師器

′　　一一

武蔵 襲　 C （18 ．0） ヘラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 転実測 I 区1層
15 土師器

土師器

土師器

土師器

武蔵禁　 B （19 ．2）

（19．6）

19．8

19．9

ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 巨．．．．．
カマ ド

16 武蔵襲　 C

一二∴∴、護

ヘラナデ ヘ ラケズ リ 転 亮測 カマ ト ケン
17 武蔵襲　 C へ ラケス リ、ナデ ヘ ラケズ リ ノ一全 ミ測 I トレ1層
18 武蔵婆　 C ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 完全 ミ測、No 8 I ．一トレ1層
19 土 師器 武蔵棄　 C （21．0） パ ケ目 へ ラケズ リ 回転実測、No12 ［∃

カマ ド
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R‘ニ す 癖等註醤臥 報瀾法章渡揺
昏 藩　ナナ　IhヽF 琵1・賢　 琵 ．≡一≡・票　賢・ 早や　　　　　　　　 音三千 ギ‾　　　　　　　　 臆賢 酸，

H 627 2 0 土師器 武 蔵襲　 B （21．0） ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 、No 2

カマ ド
21 」二師器 武 蔵棄　 C 21．0 へ ラケ ズリ ・ナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 、No 9 カマ ド
22 土 師器 武 蔵棄　 C （21．4） ヘ ラナデ ヘラケズ リ 回転実 測、NolO．11 カマ ド

Ⅳ区l層
23 土 師器 武蔵襲　 C （21．6） パ ケ目 へラケズ リ 回転実 測 I 匝つ、レ

Ⅲ区1層
24 須恵器 壷　 ？ 5．8 右 回転糸切 り 完 全実 測 Ⅲ区1 ．ニlヨ
25 須恵器 壷　 C ？ 回転実 測 ケ ン
26 須恵器 彙＋ ？ 回転へ ラケズリ 回転実 測 Ⅲ区 トレ1層

ケ ン
27 灰粕 陶器 花瓶 施粕 完全 実測、No15 I i：2

H 6 28 1 土 師器 皿　 A l （13．8） ミガキ→黒色 処理 転 実測 I ：1層
2 須恵 器 杯　 C （13．7） 6．2 （3．6） 火裡 右回転糸切 り、火裡 完全 実測

カマドホリ・ケン
3 須、恵器 杯　 C 1∠を．3 6．3 4．2 火裡 右回転糸切 り、火裡 Ⅲ区1層・ケン
4 須互恵器 杯　 C （14．4） 6．6 （4．2） 右回転糸切 り 完 全実測 ケ ン
5 須 恵器 杯　 ？ （14．6） 回転 実測

カマ ドポ リ
6 土師器 鉢 19．8 6．5 9．0 底部 、・下半部 へラケズ リ 完 全実測 Ⅱ区 ポリ

Ⅳ区1層
7 土 師器 武蔵襲　 B （22．6） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズリ 回転 実測 Ⅳ ぁ1 こ．コ衰8 須恵器 壷　 C 2 （9．5） 回転 実測 Ⅲ区ポリ

H 62 9 1 土 師器 杯　 B l （16．5） 5．4 （4．1） ミガキ→ 黒色処理 右回転糸切 り、底部周縁手

持 ちへ ラケズ リ

完 全実測

2 須恵器 杯　 C （13．3） （6．2） （4．1） 方向不 明回転 糸切 り 回転実測 Ⅲ区1

3 ≠ 杯　 C （6．6） 右回転糸切 り 転実測 Ⅲ区1 エコ
∃4・ 須恵器 杯　 ？ （14．4） ㍉ I 区1 ニ1ヨ

5 ≠（恵器 有台杯　 ？ （14．2） 回転実測 Ⅲ区1掛 ケン

6 土師器 武蔵襲　 C （20．3） ヘラケズ リ、ナ デ ヘ ラケズ リ 回転実測 、No 2 I 区1 I当
7 不 明 N（1 1 I “．q

H 63 0 1 ≠f恵器 杯　 A （6．6） 回転へ ラケズ リ 摘云実測 ケ ン
2 ≠i恵器 杯　 ？ （13．6 ） 転実測 ケ ン
3 土師器 武蔵襲　 B （12．0、） へラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 ケ ン

H 63 1 1 須恵器 杯　 C （13．6 ） 6．3 は 6） 火摩 右 回転 糸切 り、火樽

へ ラケズ リ

完全実測 カマ ド
2 土師器 武蔵襲　 B （21．7） ヘラナデ’ 回転実測 Ⅲ区2．4層
′つJ 土師器 武蔵碧　 ？ 5．2 ヘラナデ 底部 ～体 部へ ラケズ リ 十I，I完′二全実測 、No 2 Ⅲ吏1層

4 土師器 武蔵襲　 ？ 5．6 へラナデ 底部 へ′休 部へ ラケズリ 完全実測

カマ ド
5 須恵器 婆　 り 破片実測 、No l Ⅲ I。：1
6 須恵器 壷　 C ？ 自然粕 回転実測 、No 3 Ⅲ 11

H 63 2 1 須恵器 杯　 C （13．4） （6．4） （3．8） 火裡 右 回転 糸切 り、火裡 回転実測 Ⅳ VV－3
2 須恵器 杯　 C （13．7） （8．0） （4．5） 火樽 右 回転 糸切 り、火樽 玩実測 Ⅳ こ1
3 須恵器 杯　 C （14．3 ） 6．1 （4．0） 右 回転 糸切 り 完全実測 、No 2 Ⅲ区3
4・ 須恵器 有台杯　 B l （18．8） （12．5） （6．2） 切 り離 し→付 高台、 自然粕 回転実測 、No 3 I 区2

Ⅳ区3
5 須恵器 杯蓋　 A 14．9 3 ．7 火襟 右回転へラケズ年→つまみ貼付

火裡

完全実測 、No 4
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こ．J・　戯8 儲 範こ ロ 如意違㌢撰凱
詳監Y　薔r 産　や　をや 1A’≡票　賢． 琵琶　　　　　　　　 蓄二欝 す’　　　　　　 ※享 繕r　　　　　　　　　　　　　　　　 謡 ∵車I

H 6 32 6 土 師器

コ二　rl口

武 蔵嚢　 B （21．1） ヘ ラナデ ヘラケズ リ 回転実測 Ⅳ区3層

カマ ド
7 土 師石斧

日日

武蔵窯　 B 21．3 へ ラナデ へラケズ リ 完全実 測 カマ ド
8 土 師宙

．．．‾　ロロ

武蔵棄　 ？

武 蔵嚢　 ？

砥石　 B l

4．4

5．1

日

ヘ ラナ デ

へ ラナ デ

底 部′、・休部へ ラケズ リ 完全実 測 Ⅳ区3層
9

10

土 師益
最大長 19．7

ヘラケ ズリ 完全実 測 カマ ド
石器 寂大幅7．4 最大厚5．7 125 0 砥画 数4 、粘板岩 、No l

平造 り、両関、刃長4．9、No 5

Ⅲ ：3
11 鉄製 品 刀子 身幅1．4 棟厚0．4 I 2
12 鉄製 品 刀子 0．9 0．3 平造 り、棟関

断面 1．2 ×1 2　 No 7

I
LLJ′巨∃
あトレ

13 鉄製 品 針
I ‘2層

14・ 鉄製 品 不明 °　　　ヽ
U 字状 、No 6 I 2

H 6 33 1 土 師器 杯　 A l （7．8） ミガキ→黒色処 理 ヘラケズ リ　 赤彩 回転実 測

回転実 測

Ⅲ 1 V．コ∃
2

3

土 師器

須恵 器

杯　 I l （9 ．0） 放射暗文 ヽ
ヘラケズ リ I 区2

杯　 C （13．6 8．4 3．6 火樽 右回転系切 り　 火裡 完全実 測 Ⅲ区1．2層

Ⅲ区2層
4 須恵器 杯　 C （13．8） （7．0） （3．5） 火裡 ．　　ヽ

右回転系切 り　 火裡
一　　一一一　　　ヽ－　ノ′ヽ
回一転実 測

完全実 測5 須恵器 杯　 C 6．0 ヽ
右回転糸切 り 一　　　巨】

Ⅲ区 トレ

ホ リ
6 須恵器 杯　 A （8 ．6） 回転へ ラ切 り

▼＿Y．．“あ　　　、　　′ヽ
回転実 測

回転実 測

完全実 測

7 須恵 器 有台杯　 B l （15．2） （10．8） （6．9） 火裡 回転へラケズリ→付高台　 火裡 H －1
8 須恵器 有台杯　 ？ 9．0 　ヽ　　　　半

回転へ ラケズリ→付 高台 Ⅲ －1
9 須恵器 杯蓋　 B 12．2 ナ デ 回転へ ラケズリ ＼－　′ヽ

完全実 測
［＿∃

ポ リ
10 須恵器 り 壷焼痕

へ ラケズリ、ナデ

へ ラケズリ、ナデ

回転へ ラケズ リ→ つまみ貼付 　　 ＿＿一　　　ヽ－　′ヽ完全実 測

完全実 測

Ⅲ区2層
11 土 師器

土 師器

武蔵嚢　 A

一一　‾”イ二∵寺去ぎ

20．0

（20．0）

′ヽ　m・．
ヘラケズ リ

12 武蔵茸　 B ヘラケズ リ 回転実 測 Ⅲ区1 2層
13 土 師器 武蔵棄　 A （21．2） ヘ ラケズリ、ナデ へラケズ リ 回転実 測 I 匝

Ⅱ匝

．　　　E
；：トレ1層

等
14 土 師器 武蔵襲　 A （21．4） ヘ ラケ ズリ、ナデ ヘラケズ リ 回転実 測 I トレ2層
15 土 師器

ノ∴　一‾‾‾　一　口ロ

武 蔵棄　 A （22．4） ヘ ラケズ リ、ナデ

当具痕

ヘラケズ リ 回転実測 Ⅲ

カ ド
16 須恵呑 棄　 C 17．6 平行 叩 き目 回転実測　 No 2 m 2屈
17

18

須恵器

…ふ　ロロ

禁　 B 当具痕、布 によるナデ 平行 叩 き目 ＼　、　′ヽ　ヽ　　ユ
回転実測 、No l I 二2

石器 剥 片 最大長3．1 最大幅4．0 最大厚0．8 8．7 生形　 ‾一次 加‾‾1．V一有　 里耀石 Ⅳ区1 コ
19 鉄製 品 鉄 鉱 箆被 ：直角、逆刺 （1．3）、頸長

2．0

Ⅳ区1層

H 6 34 1 土師器 杯　 C l 13．3 6．0 4．2 ミガキ→黒色処理 右 回転 糸切 り 完全実測　 No 3 カマ ド
2 土師器 杯　 C l 13．4 5．5 4 ．2 ミガキ→黒色処理 右 回転 糸切 り ＼▼　′ヽ　　ヽ

た‥曇全実測　 NolO ll Ⅲ ‾1
3 土師器 杯　 B l （13 ．7） 6．4 （3．7） ミガキ→黒色処理 回転糸切 り、底部周縁 、・外

周へ ラケズ リ

ブt二　一　ヽ－　ハ　ヽ　1
完全実測 Ⅲ区1層

ポ リ・S 側
4 土師器 杯　 A l （13 ．9） （6．3） （4．1） ミガキ→黒色処理 ヘ ラケズ リ、墨書 「？」 回転実測 、No 9 Ⅲ匝

Ⅳ［．茎

し　　　′‾l
H 層

：1層

5 土師器 杯　 C l 15．2 6．6 5．0 ミガキ→ 黒色処理 右 回転糸切 り 完全実測、No 2 口裏

N 傾り
6 土師器 杯　 C l 15．3 7．0 4．8 ミガキ→ 黒色処理 右回転糸切 り、墨書 「？」 完 全実測 N 側
7 土師器 碗　 A l 15．8 7．0 6．1 ミガキ→黒 色処理 付高台、墨書 「？」 …．．－．あ　　　ヽ＿　′ヽ

完 全実測、No 9 Ⅲ区1層

Ⅲ区2属
8 土 師器 碗　 A l 6．9 ミガキ→異 色処理 回転へ ラケズ リ→ 付高台 完 全実測　 No 5 カマ ド
9 土 師器 杯　 ？ （1生4） ミガキ→黒 色処理 ＿ヽ　′ヽ　　ヽ

回転 実測　 No 5 カマ ド
10 土 師器 杯　 ？ 6．9 ミガキ→窯色 処理 回転へ ラケズ リ→付 高台 ＿ヽ　′ヽ　　ヽ　　JL

完全 実測 カマ ド
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ここ　　腑 、轟 i 融　　　 が　　　　 謂　　 ’．詰
恕謎や　諾 ．盈畢削㌫遜瓢顎削げ 削Iu　　－ニ苫 評や　　　　　　　　 き三善 脛

キ　　　　　　　　　 卓ご喜 鞍．

H 63 4 1 1 須恵器 杯 ‾C （‾1‾2．7） 5．8 （3．8） 火裡 右回転糸切 り、火裡 完 全実測 S 側

Ⅲ区2斥ニフコ当
12 須恵器 杯　 C 13．4 5．8 3 ．6 火裡 右 回転糸切 り、火裡 完

一　　　ヽ－　′ヽ
全実測　 No 8

13 須恵器 杯　 C 13．4 6．5 3 ．8 右 回転糸切 り ▼Y，一　　ヽ－　ノヽ　　ヽ　　　ム
完 全実測　 No 7 Ⅱ V－2 ニコ

14 須恵器 杯　 C （13．5） 6．2 （4．0） 煤付着 右 回転糸切 り r：±ニ・
′ヽ　　ヽ　　　ム

仝実測　 No l I ．．．あ3
15 須恵器 杯　 C （13．9） （6．8） （3．9） 火裡 右 回転系切 り　 火裡 回〝．

′ヽ　ヽ　　1
転実測　 No 4

Eニコ
カマ ド

16 須恵器 杯　 C 5．7 ヽ
右 回転糸切 り

＼．＼＿　′ヽ　ヽ　　ム
完全実測 N 側

N 側

S 側　　 i

17 須恵器 杯　 C （6．2） 右 回‾転 糸切 り ＿　＿一　　　ヽ＿　′ヽ
回転実測

18 須恵器 杯　 A

一　′

（9．7） ヘ ラ切 り 1　、ヽ＿　′ヽ
回転実測

19 須恵呑

須恵器

須恵器

有台杯　 ？ （15．6） 回転実測 S 側
20

2 1

杯　 ？

廿

（14．4） 回転実測 N 側
杯孟　 ？ 14．2） 回転へ ラケズ リ

ヘ ラケズ リ

回転実測　 Nol l

ポ リ
22 土師器 武蔵棄　 ？ （4．2） へラケズ リ、ナ デ ナ′・．＼▼　′ヽ　　ヽ　　J一

回転実測
23 土師器 武蔵婆　 ？ 5．0 へラケズ リ、ナ デ ヘ ラケズ リ 完全実測 N 側

H 63 5 1 土師器 杯　 D l 9．4 4．4 3 ．9 右 回転糸切 り、墨書 「乙」 完全実測　 No2 1 Ⅲ「．Wズ1
2 土師器 杯　 A l （15．0） （7．2） （3．9） ミガキ→ 黒色処理 ヘ ラケズ リ 　 一　　＼＿　′ヽ　　ヽ　　1

回転実測

回転実測

回転実測

回転実測

Ⅲ区1

Ⅲ区1

Ⅲ区1

ヨ
ニコヨ

3 土師器 杯　 C l （6．4） ミガキ→ 色処理 回転糸切 り　 へ ラ記号 J
4 土師器 杯　 ？ （12．8） ミガキ→ 色処理 ヽ

底部卵 豪へラケズリ、豊吉 「乙」
ヨ
．．．．．コ

5 土師器 杯　 ？ （15．2） ミガキー→ 色処理 Ⅲ区1
6 土師器 杯　 ？ （16．6） ミガキ→ 色処理 回I

・＼　＼＿　′ヽ
Ⅲ区1屈

7 土師器 杯　 ？ ミガキ→ 色処妄里 墨書 「り」 　　 r＼　、　ハ
破片実測

回転実測

Ⅲ区1 ヨ
8 土師器 杯蓋 （15．0） ミガキ→ 色処理 I メ‾1

・．・．ヨ
コ

9 須恵器 杯　 C （13．0） （6．7） （3．7） 右 回転 糸切 り

右 回転 糸切 り

r＼　ヽ＿　′、
回転実測 ポリ・P l

10 須恵器 杯　 C （13．8） （6．8） （3．7） ＼．＼＿　ハ
回転実測 Ⅲ区1 表

11 須恵器 杯　 C （14．0） （7．2） （3．9） 回転糸切 り ＼＿　′ヽ
回転実測 Ⅲ Al

12 土師器 武蔵嚢　 A （21．3） ヘラナデ ヘ ラケズ リ

底部 ㌦休部 へ ラケ ズリ

回‾・
－ヽ　′ヽ
転実測 Ⅲ 一1

ヨ
こここユニヨ13 土師器 武蔵婆　 ？ （5．2） 回

＼　＼＿　′ヽ
転実測 Ⅲ 一1

14 須恵器

ノ．．　　一　日目

襲　 A

1・・71

（24 ．8） ＼　＼＿　′ヽ V一　　　巨∃
Ⅱ区1層

カマ ド
15 須恵呑 禁　 B （47．2） 波状文 回転実測 I 区1層

カマ ド
16 須恵器 襲　 B 当具痕 叩 き

付高台

回転実測 Ⅲ ．、ムー1
17 須恵器 壷　 ？ （6．2） 回＿．．

ノー＼　、ヽ＿　′ヽ
転実測 Ⅲ ‾‘1

18 須恵器 壷　 り （8．0） 回転糸切 り→付高台
＼＿　′ヽ

回転実測 Ⅲ Ill
19 須恵器 壷　 A 当具痕 叩 き→突帯 貼付 ＼　　　　ハ

回転実測 Ⅲ ．Y．一1
20 須恵器

1．11．あ　。ロ

藁　 C ？ ．ヽノ′ヽ＿　′ヽ
回転実測 Ⅲ ．V．Cl

2 1

r．

石森

！、　′r－lEコ

砥石　 B 2 J

．．1．．　　　‾‾タ

・最大長

（6．6）

全 長16．2

最大幅

（4・至）

最大厚

（2．8） （110）

砥画数5、上部欠損 、流紋 岩 Ⅳ ：1
！

22 鉄製間 刀ナ 身幅1．25 棟厚0．35 平造 り、両関、刃長11．9、茎長

4 ．3

Ⅲ区1層

23 鉄製品 鉄鉱 箆被 ：直角、逆刺 ナシ、頸長1．8、

錠身長3 5
始

24 鉄 製品 鉄鉱 ヽ
端刃造 り？、逆刺ナシ、鉱身長0．6 カマ ド

H 63 6 1 須恵器 杯　 C （13．4） （7．0） （3．0） 火裡 回転糸切 り、火裡

糸切 り

回転実測 I 区2．

Ⅲ区22 須 恵器 杯　 C （13．8） （6．3） （3．5） ニ1「寸づぺ二7ミニL六
回転実測

3 須 恵器 杯蓋 （13．4） 壷焼痕 、煤付 着 右回転へ ラケズ リ －ヽ　′ヽ
回転実測 I 区2

4 須 恵器 棄　 B （22．6） ∵」1け1二戸く　′ヽ
回転実測 I 区2

5 石器 台石 最大 長

（12．2）

最大 幅

（9．6）

・最大厚

（7．2） （14 50）

＼＿　′ヽ
全 局欠損、正裏が機 能面 、被

熱 有 り（異 化）、安 山岩

Ⅳ区1j

第60表　出土遺物一覧表48（H634～H636）



蔦誉 ヨ ぷ 融感泣専按配
－’　　柳 章 詳　一崇　もY 一覧　　　　　　　釘㌔ 、き‘譜禁錮堅 駐車　　　　　　　　 享二号 す’　　　　　　　 景二 義勝闇聯 ‡細

H 63 7

H 63 8

1 土師器 赤　 H 17．2 8．8 5 ．7 ミガキ→黒色処理
難

へ ラケズ リ 完全実測

完全実測

I ．ヌV．V．、あ6属
2 須恵器 杯　 A 7．3 回転 へラ切 り、 ナデ I 区 トレ
3 須恵器 要　 り 当具痕 叩 き、ナデ 破片実測 、拓本

1 土師器

土師器

杯　 F （12・2）

（13．6）

（12．5） ミガキ へ ラケズ リ 回転実測 I ；：トレ4層
2 、　H 9．6 3．7 ミガキ→黒色処理

ミガキ

ヘ ラケズ リ→ ミガキ 回 ！実川！ I V日、レ
3 土師器

日日

杯　 E （14 ．7） （12．0） へ ラケズ リ ＼　ヽ－　′ヽ
回転実測 Ⅲ区 トレ

Ⅳ区
・音詩 ヽ 1 ． 1 ． 4． ミガ ヘ ラ　 ス 1 → ‾ミ ’’ 回転実測 、No l

回転実測 、No12
5 土師器

コで［1日

杯　 H

杯　 H

（15．3）

15．4

（8．6）

8．3 3．7

ミガキ 、
へ ラケズ リ→ナ デ、 ミガキ I 6 了

　一　n存 ミガ　 →里ィ．コ　几鐸 へ ラ　 ズ 1 → ミガ 完全実測 、No 2

回転実測 、NolO

完全実測

完全実測 、No 3

完全実測 、No 5

ノウ全実測　 No 4

4
7 土師器 杯　 H （17．2） （10．8） （4．6） ミガキ ヘ ラケズ リ I 6
8 土師器 高林 ミガキ→黒色処理

へラケズリ→ナデ→ミガキ→里色処理

ヘ ラケズ リ→ ミガキ Ⅲ 4
9 土師器 鉢 10．9 5．0 7．9 ヘ ラケズ リ→ ミガキ Ⅲ 5
10 土師器 鉢 11．0 6．2 10．1 へ ラケ ズリ

ミガキ

ヘ ラケズ リ Ⅲ 7
11 土師器 鉢 5．2 ヘ ラケズ リ→ ミガキ Ⅲ 7
12 土師器 婆　 A l （12．3） へ ラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I

自
トレ

13 土師器

ロロ

婆　 A l （18 ．2） へ ラケズ リ 回転実測 I

P

2．4層

14 土師呑 棄　 ？ 6．2 ヘ ラケズ リ→ ナデ ヘ ラケズ リ 完全実測

回転実測

回転実測

Ⅳ区5層

Ⅲ区 トレ
15 土師器 襲　 ？ （8．0） ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ
16 土師器 壷 （10．8） ヘ ラケ ズリ→ ミガキ ミガキ Ⅲ区5層
17 須恵器

一．．‘．一　口日

施

E≡r

3 ．3

日　　　　　ー 巨ヨ

休部刻 み沈線、下半部 回転 へ

ラケズ リ

完全実測 H ；＿‾

Ⅲ区

ⅣI．ヌ

衷 トレ

））こ6層
18 石者斉 磨 石 ・敲石 取太長9．0 肝大幅8．4 硬大厚4．8 55 0 全体 に擦 り、右側 敲打痕、安

山岩、No 8

Ⅲ 由

H 63 9 1 土師器

日日

杯　 H

m、，．し．．．．－

16．5 10．0 3 ．9 ミガキ→ 赤彩 ？ ヘ ラケズ リ、赤彩 ？ 完全実測 、No 3

カマ ド
2 土師益 高杯 17．1 ミガキ→ 黒色処理

ナデ

下半部へ ラケズ リ→ ミガキ 完全実測、No 5 Ⅱ区9．6層

I 区 トレ

カマ ド
3 土師器 高杯 12．0 ミガキ 完 全実測 I 区3屈
4 須 恵器 杯　 D 10．8 5．1 4．0 右回転へ ラケズ リ 皇 仝実測　 No l 一　　l≡】

Ⅲ区6屈
5 須恵器

．　　ロロ

杯蓋　 D

濾

13．4 右回転へ ラケズ リ フt二二　一　ヽ＿　′、ヽ　⊥
完 全実測

一　　　巨∃

Ⅲ区 トレ

カマ ド・P 9
6 土　 音詩 慧　 A l 1 6．0 ヘ ラナデ 亘剖「十体部へ ラケズ リ き二全 実掛　 No 2 Ⅲ －9 コら
7 土 師器 襲 （6．4 ） ミガキ へ ラケズ リ、休部 ナデ フtニ＿＿　　　　ハ　ヽ　ム

回転 実測 Ⅲ区6層

カマ ド
8 土 師器 甑　 A l （9 ．2） ミガキ へ ラケズ リ、ナデ 回転 実測、孔径 （8．5） Ⅳ
9 石器 磨石 ・敲石 最大長

11．2

最大 幅

6．4

最大厚

5．0 3 92

完形 、正面～両側 に擦 り、正

裏 に角状 条痕、安 山岩 、No 9

頚部 o r 茎部

Ⅳ区6

10 鉄製 品 鉄鉱
Ⅲ区4倍

H 6 40 1 土 師器 杯　 G 2 （12．8） ミガキ→黒色処 理 下 半部へ ラケズリ 回転実測 Ⅲ区1屑
2 土 師器 杯　 ？ （14．6） ミガキ 下半 部へ ラケズリ

＼　ヽ＿　′、
回転実測 I 区5

P 5
3 土 師器 高杯 （11．2） ミガキ→黒色処理 脚部 へラケズ リ 完全実測

完全実測 、No 5

Ⅲ区4
4 土師器 高杯 ミガキ→黒色処理 脚部貼 付、 ミガキ Ⅲ区6

第61表　出土遺物一覧表49（H637～H640）



博 ち ふ　　　 な　　　　 謂　　　 ＿護。
jぷ＿増訂　 諾 急　　　　　　　もア 前肯適齢調 － 車号　　　　　　　　 を三阜 す　　　　　　　　　 阜三宮 頼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 馳　　rh‘ニ

H 64 0 5 須恵器

．′　一一一　一

杯　 D （11。亘） ヘ ラケズ リ 回転 実測 Ⅲ ト’レ

6 須恵器 杯　 ？ 右回転へ ラケズ リ 回転 ．ご測 I
7 土師器 襲　 B l （19凍 へ ラナデ ヘ ラケ ズリ E 測　 No 4 I つ、レ4層
8 土師器 聾　 ？ 5．6 ヘ ラケズ リ、ナデ 底部 ～体部 へラケズ リ

へラケズリ、体部へラケズリ→ナデ

完 全
′ヽ　　ヽ
麦測、No 3 Ⅲ

E∃
よ2層

9 土師器 襲　 ？ 5．8 ヘ ラケズ リ、ナデ 完 全f実測 カマ ド
10 土師器 壷 （16．7） ミガキう 赤彩 ナデ、 ミガキ、口縁部赤彩 回転実測、H 641No 3 （2 侶　 十Ⅲ

区 1 層 （2 片） と住居址 間接合

ケン

11 土師器 壷 （8．0） パ ケ日 底部 ′、体部 ミガキ→赤彩 　　 ロ
転実測　 No 7 Ⅳ区6

12 土師器 壷 （8．8） ミガキ ヘラケズリ、体部へラケズリ→ミガキ 転仁
＼Ⅰ　′ヽ　　ヽ

I 区2
13 土師器 甑　 ？ （V．望1・0） ヘ ラナデ へ ラケズ リ、ナデ ＼Ⅰ　′ヽ

回転実測 I 区51
14 石器 紡錘車 最 大径3．8 最 小径2．7 最大厚1．5 3 3．9 孔 径0．95、蛇紋岩 、No 2 Ⅳ区5
15 石器 紡錘車 5．0 2．7 2 ．2 75．1 完形、

0．95、

側面 に整形痕 残、孔径

蛇紋岩、No l

吏欠損品の転用 ？、側面に削

の加ユー　孔径0 6　蛇紋岩

Ⅲ区5

Ⅲ区4

才

i
16 石器 石製模造 品 最 大長2．3 最大幅2．2 0 ．6 4 ．2 紡錘車

り状
17 石器 石製模造 品 5．5 4．2 1．3 3 3．5 千枚岩 I 6

H 64 1 1 土師器 杯　 E 13．0 11．5 4 ．7 黒 色処理 へ ラケズ リ、黒色処理 完全実測、No 9 Ⅲ 一2属
2 土師器 杯　 G 2 13．6 8．3 5．0 ミガキ→ 黒色処理 底部、休部へラケズリ、ミガキ→

黒色処理

完全f

回転二

′ヽ
実測 、No l

実測

カマ ド

3 土師器 杯　 E （14．6） （12 ．6） ミガキ→ 暗文→黒色処 理 へ ラケズ リ、黒色処理 I 区1屑
4 土師器 要　 り 5．4・ ナデ 底部 へ′体部 へ ラケ ズリ ノ′ヽ

完全実測 、No 2 カ

ⅡLi、

E
マ ド

衷1毎

vl

こここコさ由
5 土師器 藁 （16 ．7．） ミガキー→赤彩 ナデ、 ミガキ、口縁部赤彩

痘

回転実

費址

紺 j、H 640ケン （2出　 と住

間接合 、No 3 Ⅲ区1屋
6 土師器 ここまご耳E （9．4・） ヘラケ ズリ、ナ デ 底部 、休部 ミガキ 回転実測 ㌧上JE∃

カマ ド
7 石器 凹石　 A l 最大長

10．9

最大幅

8 ．9

最大厚

4 ．5 23 7

被熱

打の1

径、（玉

7 、

有 （異化）、全面擦 り、敲

集合 の様 な浅い凹み、凹

軸 私 0短軸5p7）、凹深 0 ．

軽石 （スコ リア） No 4

Ⅳ区2層

8 石器 石製模 造品 4 ．5 1．8 0．5 5．3 　ヽ　　ム
千枚岩 ケ ン

H 64 2 1 土師器 杯　 G 2 （12 ．2） ミガキー→黒色処理 ミガキ 回転実測 Ⅲ ‾4屑
2 土師器 杯　 H （14 ．0） 8 ．3 （3．8） ミガキ→黒色処理 ヘ ラケズ リ“→ ミガキ ー　　　　　r′　　　ヽ－　′ヽ

完全実測 I

Ⅳ

i
ト
MIl
レ

ここコ由…ヨ3 土師器 杯　 H 14．6 8 ．0 4 ．9 ミガキ→黒色処理 ミガキ→ 赤彩の文様 「※」 完全実測 、No l I 区5 ニコ奇
4 土師器 杯　 H （17．7） （14 ．3） ミガキ→赤彩 へ ラケズ リ→ ミガキ→赤彩

へ ラケズ リ→ ミガキ

回転 亮測 EニV寸
Ⅲ区ポ リ

5 土師器 杯　 H （8．5） ミガキ→一部 ナデー→黒 色処理 回転
イヽ
Ei二測 I 区1属

6 土師器

／こT二　　　一一

杯　 ？ （5．7） ヘラケズリ→ナデ→ミガキ→赤彩？ ヘラケズリ→ナデ→ミガキ→赤彩？ ＼▼　′ヽ
回転実測

1E∃
I 区 トレ1層

Ⅲ区 トレ

Ⅳ区6層
7 須恵器 杯蓋　 D （14 ．5） （4．5） 右 回転 へラケズ リ 転実測
8 須恵器 杯蓋　 D 15．0 4 ．2 右 回転 へラケズ リ

ヘラケズリ、ナデ、u一一一部 ミガキ

二全ご
＼Ⅰ　′ヽ
実測　 完形　 No2 4 I こ床 直

9 ニ 婆　 A l 11．5 5．3 9．0 へラナデ 完全ノ ′ヽ　ヽ　　　　　　　　　　　ヽ実測 、No 2 I 一5
10 土師器 棄　 B 2 13．4 6 ．0 15．0 パケナデ、ナデ ヘ ラケズ リ、ナデ ′ヽ

完全実測　 No14 Ⅲ ‾9
1 1 土師器 鷺　 A l （17．4） ナデ ヘ ラケズ リー→ ミガキ 　 ＿一　　＼＿　′ヽ　　ヽ　　　ふ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

5ノ

31

2 1

第62表　出土遺物一覧表50（H640～H642）



Tにこご　　留
ここ、　脚 掛や き

鞍 ・くJY　 象Y

ぷ 閉　　　　 ざ
．ち－．

H 64 2

H 64－3

12 土 師 器

虹 ロ＝コ

婆　 B 2

・・71－

障＿
（18 ．6 ）

急　　　　　　　かす
7 ．6

両極感折箱
（3 1 ．4 ）

．評肇　　　　　　　 露≡蓄

パ ケ ナ デ
ぜ‾　　　　　　　 浮≡善 きざこ三　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鵬 ㌫※

へ ラ ケ ズ リ ？、 パ ケ ナ デ 完 全 実 測 、 N o13 ． 1 5 ． 2 2

I 区 トレ

Ⅲ区 3層

カマ ド

回転 実 測　　　　　　　　 I 区 3層

カマ ド

回転 実 測 、‰ 3　　　　　　 Ⅳ 区 1層

ノー．Ll／＼ノーナナ、

13

14．

土 師 器

土 師器

慧　 A l

魂　　 り

（2 0 ．0 ）
ナ デ （弱 い 削 り）

15

1日

土師 器

瓦

毒

（4 ．9 ）

6 ．8

ナ デ 、 ミガ キ 底部、底部増縁へラケズリ、ヘラケ

ズ 生 すナ デ → ミガ キ

H こてヱ、＿み ヘ フ　 ス 1 →　 ア→ 一°‾‾‾ヽヽ　　　　　　　　　　、　　　　　　　　ヽヽ へ ラケズ 牛 ナナデ→ ミガキ→赤彩
1 6

1 7 須 恵 器

V土こナ耳E

壷　 B （7 。9 ）

7 。8 、ヽ
ヘ ラケ ズ リ→ ナ デ→ ミガ キ

ノ ロ付 着 調 教 不 明

元 王 実 測 、N （．）2 2　　　　　　　 Ⅲ区釧コ由当
iA≡了

へ フ ケ ス リ→ ナ デ→ ミガ キ 完 全 実 測　　　　　　　　　 Ⅲ区 ．拍

Ⅲ 区5 Ji

Ⅳ 区床

ここ‾vJ自白
E＿1

18 土 製 品 羽 目
ノ ロ付 着 調 整 不 日‾

回 転 実 測　　　　　　　　　 Ⅳ 区2 1；

外 径 （4 ．2 ）、孔 径 （1 ．7 ）、N o2 3　 Ⅲ区 5 才i

完 形 、 紙 面 数 1 、正 面 に 条 痕 、 床

粘 板 岩

“J
Fヨ

19

20

石 器

石 器

砥 石　 B I J

編 物 石

11 ．5

1仕 1

最 大 幅

4 。3

6 。0

2 。7

3 ．7

2 3 5

2 52

∃［匪㌢五二 、 ∃拉呵ユE 不 拇

2 1

2 2

2 3

24

石 器

石器

編 物 石

磨 石 ∴敲 石

管 玉

10 ．2

10 ．7

両 別に 那 工 痕　 安 甘 岩　　　　 I 区 21・“＿コ
4 ．4

6 。5

3 。2

4・．3

195

3 67

　ヽ　　　　　　　 1
両側 に重 工 応　 募 ！－U　　　　　　　 r・・

ポ リ
　ヽ　　　　　　　 ム＿＿1

被 熱 有 （異 化 ）言 E 左 側 擦 り面

有 、 安 山 岩

カ マ ド

Ⅳ 区 摘
12 ．3

0 ．6

7 ．6　　　　　 3 ．6

0 ．6　　　　 2 55

4 15

1 3

完形 、擦 り面 2 、 正面 条痕 、 周

縁 ＆裏 面．敲 打有 、安 山岩 、No 6

2 5　 石 器　　　　　　　　　 1．0

26　 石 －ヨハ・具

1。0 0 ．65 1 ．2
径 1　 ご［、・〔岩 文見昼

　ヽ　　　　 ・コ　　　　　　　　　　　　　　　　 、ふ○
側 面 に面 取 り状 の加 工 、 孔 径　 鋸 哀6

0 2　 滑 石

1

V．．V．「首か

土 師 器

L l ．1言　　　　　 0 ．7 1．3 °　　　ヽ
側 面 に 面 取 り状 の 加 工 、孔 径

0 ．2 、 滑 石

カマ ド

、、　 ？ 15 ． ミ ガ キ→ 黒 色 処 理

こガキ ー→ 堅　 Y“几∵・・

底 部 、 体 部 ミガ キ

底 部 ～ 底 部 周 縁 へ ラ ケ ズ リ

、　　、、　　　　　　 ・i手ノ

2 須 恵 器 杯　 A （6 8 ）
回転 実 測　　　　　　　　　 トレ

3 土 師器 鉢 （1 2 ．7 ）
回 転 実 測 Y…＿ん＿＿空 ン

4．

5

士二師 器

ト師 器

把 手 付 台 付 碧

1T7‾r

1工 ＝

6 8

、 ．　　 浩ミ色 処 理

へ ラ ケ ズ リ、 ナ デ

、ヽ　　　　　　ヽヽ

ミカ キ→ 赤 彰　　　　　　　 回 転 実 測

下 半部 ＆把 手 部 へ ラ ケ ズ リ　　 完 全 実 測 、N 。1

I 区 トレ

Ⅲ 区7 層

Ⅲ区 2 層

Ⅳ区 5 層
Hl

1．．．．－　ロ11

1工vA

T土ごヨ貰

編 物 石　 A

磨 石 弓敦 石

ミカ キ へ ラ ケ ズ リ→ ミガ キ 完 全 実 測 Ⅲ区 トレ6 層

Ⅳ 区 2層

I 区 1層

IH ヌh2層

6

7

土 師 首庁

石 器 最 大 長

14 。9

9 ．9

パ ケ 目 、 ミガ キ ミガ キ

8

取 大幅

7 ．7

7。8

1夜 大 厚

3 。3　　　　　 4．7 2

5 ．9　　　　　 69 3

完 形 、正 衷 中 央 に擦 り、 安 山

岩 、 N o 2

Iヨ
Ⅱ区4層

H 64 4

H 64 5

一　F．1LT 杯　 G l

杯　 E

杯　 A

元 フ、 1二こW・こ≡祭　　 女　 石 ヌ　ー惑
1

2

3

師 者霹 10 ．8

（12 ．2 ）

6 ．4

（9 ．9 ）

（1 1．2 ）

5。5 へ ラ ナ デ

黒 色 処理

ミガ キ→ 黒 色 処 理

底 部 ′＼′休 部 へ ラケ ズ リ

へ ラ ケズ リ、 ミガキ→ 黒色 処 理

V　　＼　、　　 　ヽ　　　　　　 、I
完 全 実 測 、 N o 8

回転 実 測 Ⅳ区 1 層

ゴ

1ヨ首
コ了

4

1

2

3

器

恵器

宙 口口

編 物 石　 A

杯　 B

最 大虜 鼠 4 最 大 幅5 ．6 最 大 厚 3 。2 2 28
ヘ フケ ス リ 回転 実 測　　　　　　　　　 Ⅳ 区 1 層

完 形 、 正 面 ナ シ　 礫 岩　　　　 Ⅳ 区 4属
力、

タこr

（12 ．7 ） （8 。7） （3 ．0）
回転 糸 切 り、 底 部 外 周 か ら

周 縁 へ ラ ケ ズ リ、 へ ラ記 号

　ヽ　　＼　コ

狽 ノ己、音霹

須 恵 器

杯　 A

有 台 杯　 A l

（13 ．9 ）

（14 ．0 ）

（8 ．0 ）

（1 0 4 ）

（3 。7）

（3 6 ）

回転 へ ラ 切 り
I 区 トレ

回転 へ フ ケ ス リ→ 付 南台　　 回 転 実 測 、N o 2　　　　　 I 区 11層

第 6 3 表　 出 土 遺 物 一 覧 表 5 1 （H 6 4 2 ～ H 64 5 ）



墜 慮 読壌漣讃臥 捌鴇髭嬉監蛍
ふはき㌃‘ 鑑　　諾、魯 群 1dす　ぁぜ 院．更　かす・

ぉ凱臣遜訂＝‘葛 早耳　　　　　　　　 音三吉 ギ　　　　　　　　　 誓≡旨

H 64 5

1

4 須恵器 有台杯　 ？ 8．0 回転へ ラケズ リ→ 付高台 回転 実測 Ⅲ区2層

5 須恵器 杯蓋　 A 12．5 3．3 火樽 回転へ ラケズ リ、火裡 完全 実測 I 区4層

6 土師器 武蔵棄　 B （13．2） ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 カマ ド

7 土師器 嚢　 B l （13．6） ヘラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅱ区3層　 i

8 土師器 武蔵 聾　 B 20．4 ヘラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 崇 つ

9 土師器 武蔵襲　 A 20．6 4 ．8 30．6 ヘ ラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 、No 3 ． 4 I 4 ．11層 l

10 土師器 窯　 A 21．4 6．0 27．9 へ ラケズ リ、 ナデ へラケズ リ 完全実 測、No 5 Ⅱ匝

l H

Ⅲ匝

吏トレ

11 土 師器 武蔵碧　 A （21。6） ヘ ラケズリ、ナデ ヘ ラケズ リ 回転 実測、No 6 Ⅲ匝

I 匝

吏3層

こトレ

12 土師器 嚢　 ？ （7．8） ヘ ラケズ リ ヘ ラケズリ、 ミガキ 回転 実測 ケン

13 須恵器 壷　 B 10．4 底部 ～体部回転へラケズ リ→付

昌一JJ、

完 全実測、No l 由

H 64 6

l

1 土師器 杯　 E （12．2） ミガキ→ 黒色処理 ヘ ラケズ リ、 ミガキ 回転実測 I 日、レ

2 土師器 杯　 H （15．4） ミガキ→黒色処理 ミガキ 回転実測 Ⅲ トレ

3 土師器 襲　 B l （10 ．9） ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I トレ

4 土師器 要　 り （7．6） ヘ ラケズ リ、ナデ 底部 ～休部へ ラケズ リ 回転実測 I 2

5 石器 磨石 ・敲石 最大長6．5 最大幅5．7 最大厚2．2 1 13 完形、正真細かい擦痕、硬砂岩 Ⅳ 1
’1

6 鉄製 品 鎌 身幅2．6 棟厚0．2 装着角 116 0 Ⅲ 4 ニコ

7 鉄製 品 鎌　 ？ 2．1 Ⅲ 、．．．．．．A4 Vコ
．こ．蒲

H 64 7 1 土 師器 杯　 E （13．2） ミガキ 下半部へ ラケズ リ 回転実 測 Ⅳ区2

2 土 師器 杯　 E 13 ．4 1 0．9 4．1 ミガキ→黒色 処理 ヘ ラケズ リ 完全 実測、Nol．7 Ⅲ区3

3 土 師器 杯　 E 13 ．6 11．7 4。7 ミガキ→黒色 処理 へ ラケズ リ、 ミガキ 完 全実測、No．2 カマ ド

4 土 師器 杯　 E 13．8 7．8 ミガキ→黒 色処理 へ ラケズ リ 完全 実測、No 3 カマ ド

5 土師器 杯　 H （14．0） ミガキ→ 黒色処理 ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅳ区3層・ケン

6 土師器 杯　 E 14．2 12．8 3 ．8 ヘ ラケズ リ 完全実測 、No1 6 Ⅱ区3層

7 土師器 鉢 14．0 4 ．9 10．2 ナデ、黒色処理 ヘ ラケズ リ 完全実測 、No1 5 Ⅲ区3

8 土師器 鉢　 ？ （9．2） ナデ、 ミガキ ナデ、 ミガキ 回転実測 Ⅲ区2

9 土師器 襲　 A l 17．0 5．6 33．2 へ ラケズ リ、 ナデ 底部 ～体 部へ ラケズリ 完全実測 、No l カマ ド

10 土師器 婆　 ？ 5．0 ナデ 底部 へ休部へ ラケズリ 完全実測 Ⅲ区2

11 土 師器 壷 （11．0） ミガキ→赤彩 ミガキ→ 赤彩 回転実測 I 弓：2

12 土 師器 壷 （28．3） ヘ ラケズ リー→ ミガキ ヘラケズ リ→ ミガキ→赤 彩 回転実測 、No 5 Ⅱ区2

13 土 師器 甑　 A l （9 ．0） ミガキ→赤彩 ミガキ→赤彩 回転実 測、No 6 カマ ド

14 土 師器 把手 ナデ 破片実 測 I 区2層

15 弥 生土器 壷 赤彩 口唇部刻み 目、赤 彩 破片 実測、拓本 I ポリ

16 石 器 台石 最大長

18．3

最大 幅

19．8

最大 厚

4．5 3 14 0

完形 、全面同様 に滑 らか、安

山岩 、No13

Ⅳ区3層

H 64 8 1 土師器 杯　 G l 13．8 4．6 ナデ ヘ ラケズリ 完全 実測 I 区2層床

2 土師器 杯　 H 17．6 13．1 5．3 ミガキ→ 黒色処理 ミガキ 完全実測、No l Ⅲ区2層

カマ ド

3 土師器 杯 H （18．2） （10 ．4） ミガキ→ 黒色処理 ヘ ラケズ リ→ ミガキ 回転実測 Ⅲ区

4 須恵器 杯蓋　 D （11．6） 回転実測、No 2 n

Ⅲ

5 土師器 襲　 B l （14 ．1） 7．6 （17．9） ヘラナデ へ ラケズ リ、 ミガキ 完全実測 、No 3 Ⅳ区2．3層

6 土師器 壷 8．4 ナデ ヘ ラケズ リ→ ミガキ→赤彩 完全実測 、No 5 I 区3層

第64表　出土遺物一覧表52（H645～H648）



K 1魯 ち
塔謎や　諾

ぶ

．慧

遠　　　 脳幸鷺許諾鰯掠謀臣

H 64 8 7

8

土 師器

石 器

1　　　日目

甑　 A l

砥石　 B 2 J

22 ．2

最大長

22 ．9

キ
8．7

最大 幅

7．1

Eか勘虚訂＝稽
28．7

Eヨ　　　　　ー

声尊　　　　　　　 書三幸
ミガキ

ギF　　　　　　　 淫≡箸

へ ラケ ズリ→ ミガキ 完全 実測、No 2 Ⅲ 1
寂大厚

7．2 10 10
完形、砥画数 6 、正裏両側上部

滑 らか角状条痕、下部角状 条

痕 、流紋岩、No 6

Ⅳ区3

H 6 49 1

2

土 師呑

土 師器

杯　 E

杯　 E

（12．6）

13．2

（10．0）

12 4　7

ミガキ→黒色処 理　、　　　　　　　　ヽヽ ヘラケズ リ、 ナデ 回転実 測 1 区3層

Ⅲ区5層

3

4

土師器

土師器 杯　 H （14 ．3） （8 6） ヽ
ミガキ→黒色処理

ミガキ→黒色処理

ミガキ→ 黒色処理

ミガキ→ 黒色処理

ナデ→ 暗文→黒色処理

＿．．．．．A H　　　 口）　 フ　　　 ノ

ヽヽ
回転芙測

5

6

土師器

土師器

杯　 H

杯　 H

（14 ．4）

（15．0）

（8．0）

（8．8）

ヘ フケス リ

ヘ ラケズ リ

へ ラケズ リ

ミガキ

ヘ ラケズ リ→ ミガキ

回転実測

回転実測

MH一′サト、

m

Ⅲ

ホ

3．

リ1層

7

8

9

10

1 1

土師器

土師器

須恵器

土師器

土 師器

杯　 H

杯　 E

杯蓋　 B ？

鉢

鉢　 ？

（16．0） 回転芙測

回転実測

竺∠＼脅測

Ⅲ

m

ト

4斥

√

レ

惑
日
層

ニW．コ
日
レ

表
ヨ

（24．8）

（12．2）

ミガキ

ミガキ　 里 1

、ヽ　　′
つ まみ貼付

へ ラケズ リ→ ミガキ→赤彩

フ仁王二夫f′、
完 全実測

回転実測

I

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

2

4廃

卜

31．妻

12

13

土 師器

土 師器

襲　 ？

襲　 ？

（17 9）

、　　 →ァ‥三色 処理 へ フケス リ→ ナデ→ ミガキ 回転 実測 I

Ⅲ 3．4層

5．6

ナナ、ヘ ラケス リ

ナデ

ミガキ

＿　⊥′　⊥L　へ－ノ　ゝ止　　　　　　　　 1

回転実 測 I

Ⅱ

15

16

17

．
土師器

土師器

土 師器

‖lJ

壷

壷

壷

（22 ．2）

（24．0）

（24．5）

パケナデ、 ミガキ

パ ケナデ、 ミガキ

ナ デ、 ミガキ

パ ケ目

へ ラケズ リ→ ミガキ

パ ケナデ、 ミガキ

ミガキ

破片芙測 、畿 内系

回転実測

回転実測、H 651No 8 （1 片）と住

居 址間接合

回転実測

Ⅲ［．i

Ⅲ匝

I区

Ⅲ匝

Ⅲ匝

カマ

l ト

哀4層

iく6層

トレ．3．5層

章3 ．5層

をホリ4層

ド2

H 650 土 師器 杯　 H ミガキ

ミガキ

ミガキ→黒色処理

ー　　　　　　　’・一一ヽ、

へ ‾ケズ 1　 、 、’ 回転実 測

完全実 測、No l
土 師器

土 師器

土師器

杯　 H

杯　 H

嚢　 ？

17．1　　　 9．4　　　　 3．8

（20．5）

フ　　　 ノ→ 、カキ

へラケズ リ→ ミガキ

ヽヽ

Ⅱ区2層

Ⅱ区床
ヘフケス リ→ ミガキ 完全実測 I 区 トレ1層

カマ ド

ロロ へフ　　 ア ヘ フ　　 ス 1 百　云実漁 I ヌー　惑5

6

土師益

土師器

棄　 B 2

棄　 D o r E

（25．0） パ ケ目

、’‾ヽト

パ ケ目 ＼　ヽ＿　′ヽ
回転実測、No2．3 Ⅲ

Ⅳ

書・ケ／

．7－ パケ 目

パケ 目

破片実測、畿内系、 7 と同一個体

破片実測、畿内系、6 と同一一一一一一一個体
7

8

9

土 師器

土 師器

須恵器

窯　 D o r E

壷

聾　 C （18 4）

ナデ

上半部パケ目、下半部へラケズリ

→ナ デ
当具痕、 ナデ

Ⅲ区5

I 区1
へフケス リ→ －ミガキ、赤彰

一N　一ノ▼〝．‾一

回転実 測 口裏

カ

トレ

ド

10 土製品 丸玉　　　　　 最大長1．3 最大幅1．2 巨≡ヨ　　　　　－
平作 叩 き 回転実 測 ケ ン

取大厚 1．2 （1．6） ナデ、黒色処理 白色粒子 （≠（′0．5nlm）極 少

呈、孔径0．2
Ⅳ［

（床

層

）
11 石器

I．日日

砥 石　 B I J

ム　ー

9．8 7．0 4 ．2 38 8 正面線状痕滑 らか、裏面線及

び丸状痕、右側線状痕 、上面

敲打 の上線状痕 、下 面滑 ら

か、硬 砂岩　 No 6

Ⅳ区6層

12 石 呑　　　 口石 （20．5） （24．6） （11．8） （72 50） ．．＿＿　　ヽ
上下 欠損 、正裏右側滑 らか、

ノー÷→　　LU　　　T

Ⅲ区5層

女 山石 、NolO

第65表　 出土 遺 物 一 覧表 53 （H 64 8 ～ H 6 5 0）



1
戚

廼 軍 荒 事 鼠 ≡ 1慧　　　 r‥遥

ぶこ4

こ、ご、． 聞 Y．舎
群　 虹　 もザ

浩　 一．Alぷ窓用錮博ア すか勘遥甘二笥
ぎゃ　　　　　　　　 阜子音 ず　　　　　　　　 ．善≡語

イ

H 65 0 15 石 要旨 玩鍾車 最大長女 4 最 大幅2．0 最大厚 1．9 4岩 完形、

の刻み

蛇紋 寺

！

H 65 1

l

l

1 土師器 杯　 H 8．3 ミガキー→黒色処理 ヘラケズリ、ナデ、ミガキ、ヘラ記号 回転 実測

2 土師器 杯　 H ？ 11．0 ミガキ→ 黒色処理 ヘ ラケズ リ、ナデ 完全実測 Ⅳ －2

3 須恵器 杯 （13 ．2） 回転へ ラケズ リ ナ測 Ⅲ区1層

4 土師器 棄　 B l 12．2 ヘラナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 I区2層サ ン

5 土師器 嚢　 A l 16．8 ヘ ラケズ リ、 ナデ ヘ ラケ ズリ、 ミガキ 完全実測 、No 8 I 区1層 トレ

6 土師器 壷 （24・。0） パケナデ、 ミガキ パ ケナデ、 ミガキ 回転実測、H 649 I 区トの 1片目 区

3 層（2 射 I 区5 層（1片用 区3 層

（1片）Ⅲ区5 酎 2 片）Ⅲ区4 層（2

射 Ⅲ区ホ引 1片漣 マド2（7 出 と住

居址 間接 合、No 8

7 土 師器 甑　 ？ 23 ．2 ミガキ 底部周縁 ミガキ、パケ 冒 完 実測、No 9 言0．11．12言3 Ⅲ区1．

H 65 2 1 土師器 杯 C l （17。4） （7．8） （5．7） ミガキ→黒 色処理 回転糸切 り 回転 実測 I 区2層

Ⅲ区2層

Ⅲ区2層

Ⅳ区2層

2 土師器 酔 （16も6） ミガキ→ 黒色処理 右 回転 へラケズ リ 回転実測 I 区2層

カマ ド

3 須恵器 有台杯　 B 2 （13．6） （7．8） （6．6） 回転 糸切 り→付高台 ミ測 Ⅳ区2層

4 須恵器 有台杯　 B 3 （13．6） 回転 糸切 り→付高台 回 ミ測 P l・カマ ド

5 須恵器 杯蓋　 ？ （13．8） 自然粕 右回転へ ラケズ リ→つまみ貼付

重焼 痕

回転実測 Ⅲ区2層

6 須恵 器 杯蓋　 A ？ 右 回転へ ラケズリ→つまみ貼付 完 き実 測 圭

7 土 師器 稟　 A 2 （19．0） パ ケ目 ヘ ラケズ リ 回 実 測 P 3

8 土 師器 武蔵棄　 ？ 3．7 ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズ リ 完全 ミ測 Ⅲ区2層

9 須 恵器 棄　 ？ 当具痕 、ナデ 叩 き 破 片

10 須恵器 襲　 ？ 当具痕 、ナデ 叩 き、 ナデ 破 片 ミ測、No．13 工区2 1

1 1 須恵器 横瓶 ナデ 完 全実測 Ⅲ区2層

カマ ド

H 653 1 土師器 杯　 E ナデ、暗文 ヘ ラケズ リ 破片実測 I 区 トレ

2 須恵器 杯　 C （13 ．6） （5．6） （3．6） 回転糸切 り 回 ：実測 カマ ド

3 ニ 婆　 A l （15．6） ヘラナデ へ ラナデ 回転実測 Ⅲ区1．2．4層

Ⅲ区トレ・ケン

4 土師器 ニ土ニー雪烹 （19．の 口縁 ミガキ 回転実測 Ⅲ区1層

H 6 54 1 土師器 杯　 G l （7．0） （3．5） （、3．2） ナデ ヘ ラケズ リ ［転実測 日夏8 層

2 土 師器 杯　 E （14．0） （12．6） （5．0） ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ、ヘ ラ記号 実測 、No4 1 カマ ド

3 土 師器 杯　 H （15．4） （7．8） ミガキー→赤彩 ヘラケズ リ→ ミガキ→赤 彩 ［ カマ ド

4 土 師器 杯　 ？ （16．2） ヘ ラケ ズリー→ ミガキ ヘラケ ズリ→ ミガキ 回転実測

5 土 師器 杯　 H 16．6 8。4 4．3 ミガキ→赤彩 ヘラケズ リ、 ミガキ 完全 ∈測、No4 2 カマ ド

6 土 師器 杯　 H （16．8） （10．0） （3．3） ミガニ「→黒色処 理 ヘラケ ズリー→ ミガキ 回転実 測

Ⅲ区ポ リ

7 土 師器 手捏土器 （5．4 ） （3 ．8） （5．0） ナ デ ナデ 舟 Ⅲ

Ⅲ
臼
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I亭 でこ三三 F ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 gT　　　　　 E　　　　　　　　　　　　 Yl，さ
鞍 ； ．ぁサ

れ　・、ム　　　　硯まれマコ
呈敬瑚柑昏 乳喝

痘　　　　　　　　　　　　　　 評葺

H 6 54 8 須 恵 器

須 恵 器

杯　 D

杯 蓋　 D

（14 ．9 ）
p　p　．蜘㌣ §芸告 ギ　　　　　　　 鋳露

転 実 測 I 区 2層
9 （13 ．0 ） 回 転 へ ラ ケ ズ リ ′

享憧 二実 測
［．ヨ
屑10

11

土 師器

土 師 器

棄　 A l

魂　 B l

（13 ．1 ）

（14・．2 ）

へ ラ ケ ズ リ

一・・一．　　　　　　’－・・′一一ヽ、

ヘ ラ ケ ズ 1「→ ミガ キ
ロメ．1 胃

Ⅳ 区 床 トレ

2 ．3層

1 2

13

14

1 5

＝ 瓦
襲　 A l

ヘ フナ ァ ヘ ラ ケ ス リ 掴云実 測 Ⅳ 区 トレ
土 師 省庁

．　ロlこ‡

16 ．0 6 。6 20 ．7 へ ラナ デ ヘ ラ ケ ズ リ→ ミガ キ ノ′ヽ
完 全 実 測 、N o 58 Ⅲ区 2 ．4 層

Ⅳ 区 トレ
土 師 呑

土 師 器

土 師 器

土 師 器

二　ロロ

荒　 り

麗

（1 6 ・6 ） パ ケ 日 パ ケ 目 Ⅲ 区3 屈
岩　 A 2

譲　　 り

（22 ．0 ） 5 。1

（6 4 ）

（3 6 ．3 ） へ ラケ ズ リ 、 ナ デ

．‾‾1J

パ ケ 目 完 全 実 測 、N o53 ．5 4 ．5 5 ．57 Ⅲ区 ケ ン2 ．3

層

16

二瓦

窯　 ？ 7 ．0

ヘ フケ ス リ、 ナ ァ ヘ ラ ケ ス リ 回 転 実 測 Ⅲ

Ⅳ

2 ．3 層

トレ

17
ヘ フ ケ ス リ、 ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 、N o5 2 Ⅲ ［こ2 層

－　1
土 師 首古 襲　 D o r E ナ デ ナ デ 破 片 実 測 I18 土 師 器 襲　 D o r E

ナ デ パ ケ 目 石
1 ・・、1ハ
皮片 実 測

妓片 実 測

Ⅳ
ホ　 ノ

19

20

2 1

2 2

土 師 器 襲　 D o r E

旭

こ」ニ・ニ・ノ．己三

ナ デ パ ケ 目 石 Ⅲ
トレ

3 屈土 師 呑

土 師 器

土 師器

（13 ．2 ）

18 ．7

（2 8 2 ）

ミガ キ

、　　　　　　ヽヽ

ミガ キ→ 赤 彩

ヽヽ

回 転 実 測 、 N o7 0
「ヨ

Ⅲ 区2 層

了＿　h

壷

ヘ フ ケ ス リ→ ミカ キ ヘ フ ケ ス リ→ ミガ キ 完 全 実 測 、 N o48 ．56 ．7 1 I 区床 8 層

Ⅲ区 1 1層

Ⅳ区 ケ ン

カマ ド

2 3

Jl＿1

土 師 器

コ＝二．

ここ士ご′【畏 （8 0 ）

口縁 ミカ キ→赤 杉 、体 部 パ ケ 目

．‘・．’．‾‾　　　　　　　　　一一一．ヽヽ

口縁 ミガキ、体部へ ラケスリ→ ミガ

キ 、 全 面 赤 彩

回転 実 測 、 No4 4 カマ ド

＝ へ フ　　 ア へ フ　 ス l l→ ミ V．百　二止！湘 I 区 8層

カ マ ド
24

2 5

土 師 器

土 師 器

雪三

甑　 A l

1′V．ム‾

（2 3 誹 ）

（8 ．2 ）

（8 ．2 ） （2

パ ケ 目

パ ケ 目、 ミガ キ 、 一 部 に 赤 彩

ヘ ラ ケ ズ リ→ ミガ キ

r　　ヽ

＝：1 6 ．0 ） へ フ ケ ス リ→ ミガ キ 回 転 実 測 、N o3 8 ．50 ．5 1。5 9 I 区 2 層

Ⅲ区2 ．3 層

カ マ ド・P 2
26

27

土 師 者汗

弥 生 土 器

甑　 A l

，．こ土ご

（28 ．3 ） 11 ．2 （2 9 ．2 ） ミガ キ

、’．‘‘‾ナ

ヘ ラ ケ ズ リ

、　」

完 全 実 測 、N o3 9 ．4．0 ．4 6 。 IH 哀8 層

カ マ ド

士 製 品

瀞J ［1

∃　　　　　．．‾lA
ナ ァ 波 状 文 Ⅱ 区床

28

2 9

丸 玉

大1六一一　　‾‾一

最 大 長 1．5 最 大 幅 1 ．4 最 大 厚 1 ．4 2 ．6 ナ デ 、 黒 色処 理 ノ二二二
フ亡
7

．．．1形 、 白色 粒 子 （≠ノ＼ノ0 ．5 illlll）

土 釆 皿 官 玉

ノ‾WV・・・‾

L l 1 ．1 2 。2 は 0 ） 縦 方 向 の ミガ キ→ 黒 色 処 理 j

n

裏 ：ナ デ 、白色 粒 子 （≠㌦私 5

）極 少 呈 、孔 径 0 ．2

3 0

M5 1

土 果 r．柑

士 剋 ［ヨ

勾 玉

勾 玉

（1．6 ）　　 （1．7）

（0 7 ）　　 （1 1）

（1 ．1 ） （2 ．2 ） ミガ キ → 黒 色 処 理 白色 粒 子 （≠′㌦0 ．5 mm ）極 少 墨　 I 区 1層

L／又

t

32

33 児l　Fコ

勾 玉 （2 ．9 ） （1 9 ）

（0 ．8 ） （0 ．5）

（4 ．3 ）

ミガ キー→ 黒 色 処 理 目色 路 子 句 ト 丑 5 m1－1）極 少 量　 目 恥区2 層

No 2 1

√

（1．1） ミガ キー→ 黒 色 処 理 穿 孔 部 で 欠損 、 白 色 粒 子 （≠

～ 0 ．5111111）極 少 量　 N o2 1

Ⅱ区2 層

Ⅲ 区3 層

Ⅳ区 ト レ

土 製 品 紡 錘 車 最 大 径

墜 1 ）

最 ′J、径

（3 ．5 ） （3 ．9 ） （94 ）

上部 ナデ、側面 上㌦下へ ラケズリ 茶

イ

．ここ＿－．ヽ
喜色 粒 子 （≠ ＼0 ．5m lu ）極 少 義芸

L 径 （0 ．7 ）
34 石 器 砥 石　 B l 最 大 苧

（9 ．7 ）

最 大 幅

（6 ．8 ） （3 ．4 ） （28 0 ）

砥

杜

下

画 数 4 、iE 裏 ：面取 りの 様 な

モ面 、 両 側 滑 らか 、上 部 欠 損 、

部 欠損 状 態 の 使 用 、砂 岩
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H 654 3 5 石器 磨石 ・敲石 最大長

10 ．9

最大幅

6．1

最大厚

3．7 3 20

完形 、下部欠損状態の使用 、

正面擦 り、安山岩、No34・
産

36 石 器 磨石 ・敲石 12 ．1 6．4 2．9 2 76 正裏 角状及び線条痕 、礫 素材

閃緑 岩

Ⅳ区 トレ

37 石器 石製模造 品 2．7 （2．9） 0．6 （7．8） 側面 ：縦方向成形時 の傷 、正

～裏 へ穿孔、孔径0．25、滑石

Ⅳ区床

38 石器 軽石製 品 5．1 4．7 4．0 58 完形、砥面数1、正面 中央深

い角状条痕 、安 山岩

Ⅱ区床

39 台石 （10．8） （8．6） （4．1） （54 0） 正上左側滑 らか、安 山岩 Ⅲ 2j

40 石器 剥片 2．6 3．8 0．6 3．4 刃部欠損、頭部調整、チャー ト Ⅱ 8

41 石器 編物石　 A 8．8 5．8 3．9 22 4 完形、下部欠損後便用、安山岩 Ⅳ トレ

42 石器 編物石　 B 9 ．5 6 ．3 3．7 28 6 完形、両側 に加 工痕、安山岩 、

No13

Ⅲ区3層

43 石器 編物 石　 A 10．1 6．4・ 4．7 42 9 完形、被熱 、安 山岩、No18 Ⅲ区31

44 石器 編 物石　 B 10．4 5．9 3．3 2 52 完形 、両側 に加 工痕、正面左

半分擦 り、安山岩、No66

Ⅲ区3層

45 石器 編物石　 B 10．5 5．6 4．2 30 4 完形 、両側 に加工痕、安 山岩 、

No1 7

Ⅲ区3層

46 石器 編物石　 A 10．5 6．4 2．7 2 72 完形 、粘板岩 Ⅳ Iを4

4 7 石器 編物石　 A 10．9 6．7 4．3 3 60 完形 、安山岩、No78 Ⅲ 3

4 8 石器 編物石　 A 11．0 5．6 3．4 2 87 完形 、正面下方擦 り面 、粘板

岩 、No2 0

Ⅲ区3層

49 石器 編物石　 A 11．0 6．4 3．3 2 56 完形 、正面 中央部及 び両側 に

擦 り、安山岩、No3 6
由

50 石器 編物石　 B 11．2 6．7 4．2 4 18 完形 、両側 に加工痕 、安山岩、

No16

Ⅲ区3層

51 石器 編物石　 B 11．3 7．0 3．5 3 94 完形、両側に加工＆敲打痕、上

部古い敲打痕 、閃緑 岩、No62

Ⅲ区3層

52 石器 編物石　 A 11。5 7．2 3 ．8 3 2 9 完形、安 山岩 、No12 Ⅲ区3

53 石器 編物石　 B 11．8 7．4 3 ．0 3 5 8 完形、両側 に加工 痕、安山岩 、

No22

Ⅲ区2層

54 石器 編物石　 B 12。1 6．8 4 ．3 4 5 0 完形、両側 に加工 痕、安 山岩 、

No19

Ⅲ区3層

55 石器 編物 石　 B 13。3 6 ．0 4 ．2 36 8 完形 、左側加工 痕、正面右 中

央擦 れた痕 跡、安山岩、No6 5
毛

56 石器 編物 石　 B ？ 13。4 6．8 5．3 47 2 完形 、正面 中央都丸状 ？条痕 、

No14

Ⅲ区3層

H 6 55 1 土師器 杯　 H 13．5 9．6 4．3 ミガキ→黒色処 理 ヘ ラケズ リ→ ミガキ 完全実測

2 土師器 杯　 H （14 ．9） （6．3） （3．4） ミガキ→黒色処 理 ヘ ラケズ リ→ ミガキ 回転実測 Ⅲ 2層

3 土師器 高杯 ミガキ→黒色処理、脚部へラナデ ミガキ 完全実測

4 土師器 高杯 ミガキ→黒色処理、脚部へラナテ

→ ミガキ

ミガキ 回転実 測 Ⅲ区ポ リ

5 須恵器 杯蓋　 D 13．0 4．1 回転 糸切 り→ 回転 へラケズ リ 完全実測 覆二

6 土 師器 鉢 13．3 6．5 9．3 パ ケナ デ→黒色 処理 パケナデ→ヘ ラケズ リ 完全実 測 Ⅱ区2．3．5層

カマ ド

7 土 師器 鉢 7．3 ミガキ→黒色処 理 ヘラケズ リ→ ミガキ 完全実 測

Ⅲ区 トレ
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H 65 5 8

9

土師器

土師器

土師器

土師器

鉢 （1岩．3） 音二皇
ミガキ→ 黒色処理

盲三号
ケズリ→ ミガキ 完全実測 カマ ド

棄　 B l 15．7 6．7 17．5 ヘ ラナデ、ナデ へ ラケズ リ、ナデ 完全実測 覆 土
10

1 1

棄　 A l

甑　 C

（18．1）

14　3 6

へ ラナデ

‾．や　　　　、　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LJ

ヘ ラケズ リ 完全実測 I 区 トレ

Ⅳ区3層

カマ ド

‖ ＝ ．8 9．6 パケナァ→ ミカキ→黒色処理、端

部 へラケズ リ

ミガキ、休部パケナデ、口縁カキ目

状 ナデ、底部 周縁ナデ

完全実測 Ⅳ区ポ リ

12 須 恵器 旭 （12．0）
回転実測 ケ ン

H 65 6 1

2

土 師器

土 師器

土 師器

杯　 E

杯　 H

杯　 H

（15．0）

16 ．2

（18 8）

（13．7）

1

ナデ

ミガキ→黒 色処理

ミガキ→黒 色処理

へ ラナデ、指ナデ

ヘ ラケズ リ、ナデ 回転実測

3
0．5

（ ）

4．5 ヘ ラケスリ→ ミガキ 完全実測 カマ ド
へ ラケスリ→ ミガキ→赤彩

ナデ、指 ナデ

回転実測

完 全実測

Ⅲ区1．5層

床
4

5

土 師器

須恵 器

手捏土器

ー」LJ

10 ．1 4．7 5．6

高杯 付高台部 で剥 落　 自然粕 破 片実測

回転 実測

ケン6

7

土 師器

土 師器

棄　 ？

士 （

（6 ．4） ヘ ラナデ

、　　　　　、ヽ　　　　　　　　　　　　　　　一一一　　　　　　　▼一　　⊥

・・・・　ヽ　　　　　　ノJlヽ
へ ラケ ズリ、ナデ Ⅲ区4層

ミカキ→赤彩 、頚部ナ デ

ケズリ→ ミガキ

ミガキ→赤彩

ケズ リ→ ミガキ

回転 実測

回転 実測

カマ ド

ケン・カマ ド
8

9

土 師器

土 師月「．－

甑　 ？

土 製円盤 ノ又 ん冨ノ又 最大厚0．8存 任 ． 程任 ．7 、　　 →里包 几芳＿． －’、いフ→ 破片 実測

回転実 測

回転実 測

完全実 測

東　屋
H 657 1 須恵器 杯　 A （13．9） （6．4） （3．1） 底部、底部周縁手持ちへラケズリ Ⅲ

5
ニコ

2 須恵器 杯　 A （6．8） ヘラ切 り→ヘ ラケズ リ
区2 責

Ⅱ区2層

ポ リ

3 須恵器

土師器

土師器

土師 口呈

杯 蓋　 A （15．0） （2．8） 回転 へ ラケ ズリ→ つまみ貼付
4

こ

武 蔵襲　 B

武蔵 確

17．0 ヘ ラケ ズリ、ナデ ヘ ラケズ リ 完全実 測、No5．6 Ⅲ区3 ．2層

カマ ド
○

6

臣瓦　 B

武蔵應

（20．4・）

′

ヘ フケス リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 、No 3 カマ ド

I 区 トレ

Ⅲ区3層

7

ー＿＿一　着口

土 師器

土 師器

土 師器

臣瓦　 A

武蔵襲　 A

聾

棄　 A

（21．0） へフケス リ、ナ デ、パケ 目 へ ラケズ リ 回転実測 、No5．6 Ⅲ

カ ド

8

（22．0）

（23．4） 10．1

へ フケス リ、ナ デ へ ラケズ リ 完全実測 、Nol．3 カマ ド

I 区 トレ

9

（15．5） 当具痕 、ナデ 底部 ㌦底部周縁へ ラケズ リ、平

行叩 き

完全実測、須恵器 棄A 模倣

No 2

Ⅱ

I

諏

2辱

表
三1∃
崩
∃（29．0） ミガキ へ ラケ ズリ 回転実測 床

10

11

12

土 師器

ノ　　　　　目口

婆　 ？

こまニ・・・－

5．4 へ ラナデ へ ラケズ リ→ ミガキ ′ヽ
完全 実測 床

須恵呑 蜃　 B 9．8 7．0 7．8 右回転糸切 り 完 全実測、No 4 カマ ド
鉄製 品 鎌 全長 （7．5） 身幅 1．7 棟厚0．2 柄装 着角1100 Ⅲ区2層

Ⅲ区3層
13 鉄製 品 刀子 1．2 0．35 平造 り、棟関、茎長5．5

H 6 58 1

2

土師器

土師器

杯　 C l

杯　 ？

（16．9） （7．7） （5．6） ミガキ→黒色処 理

、　　　　　　ヽヽ

右 回転糸切 り 回転実 測 Ⅲ

Ⅳ

f三ヨ

・Ⅳ区

1 ． ミカ　 →里　 几王“． 回転実測 、No 2

破片実測 、No 3
1こニ1当3 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処理 墨書 「？」

右 回転 糸切 り、火裡

区1

Ⅳ区14

5

須恵器

須恵器

杯　 C （13．2） 6．0 （3．8） 火裡 完全実測 、No 8 Ⅲ

Ⅳ 1層
杯　 C 14．3 7．9 4．2 火裡 右 回転 系切 り　 火裡 とこブ∠＼実測　 N 13 I

I

Ⅲ

層
6 須恵器 杯　 C 14．4 6．5 4．2 　ヽ　　　　芋

右回転糸切 り 完全実測、Nol l
1．4 書

カマ ド7 須 恵器 杯　 ？ 墨書 「？」 破 片実測、No 2 Ⅳ区1層
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隻去．．．‘たこ　拙 r寸．：…． ガ
融等漣換瓢 溢憎提荒事漬漂

命 折姦ゼ、 志， ′　ア　　　　　　－恕　　dへ軌　　もマン 豊i≡．票・匡 1評浮　　　　　　　 草＿≡彗 キ　　　　　　　　 亨÷与 夏ユニ≡ ，評．　 、妻、細 、

H 658 8 武蔵禁　 B （8 ．9） ヘ ラナデ ガ
へ ラケ ズリ 回転 実測 置区

Ⅳ区1層

9 土師器 武蔵棄　 B （17．8） ナデ ヘ ラケ ズリ 回転 実測、No 5

IH 吏2層 ・床

Ⅲ区 トレ

Ⅳ区1層

カマトカマドポリ

10 ミ 武蔵棄　 C 19。0 ナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 、N03。12 Ⅳ区1層

カマ ド

11 土師器 武蔵棄　 B （19．6） （4。9） （27．5） ヘラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 、甑6．7。9．10 I 区1．2層

Ⅱ区2．1層

カマ ド

12 イ 砥石　 B 2 J 最大長（9。5） 最大幅（6．3） 最大厚（6．0） 砥面数 5 、砂岩 、No l Ⅲ区1層

13 器 砥石　 B I J 11．8 6 ．2 6．6 48 8 砥而数 4 、流紋 岩、N（14 ケ ン

14 鉄製品 刀子 全長11．5 身幅1．2 棟厚0．45 東面木 質付 着、平造 り、棟 関、

刃長9．1、茎長6．3、No 14

Ⅱ区1層

H 6 59 1 須恵器 杯　 C 右 回転 糸切 り

2 ≠恵器 婆　 B 当具痕、 ナデ 叩 き目 破片実測 、No2．3 1層

3
孝

鉄 鉱 箆被 ：直角、逆刺（1．5）、頸長

2．8、No l

H 6 60 1 土 師器 杯　 C l 13．7 6．4 3．9 ミガキー→黒色処 理 右 回転糸切 り、へ ラ記号 完全実測、拓本、H 663カマ 付 3

片） と住 居址間接合 、No．9

Ⅲ区9層

2 土 師器 杯　 C l 13．8 5．7 4．2 ミガキ→黒色処 理 右 回転糸切 り、墨 書 「？」 完全実 測、完形

3 土 師器 杯　 A l （15．6） （6 ．0） （4 ．9） ミガキー→黒 色処理 底部㌦外層手持 ちへラケ ズリ 回転実 測、No12 カマ ド

Ⅲ区3層

4 杯　 C l 8．0 ミガキ→黒 色処理 糸切 り 完 全実測、Nol l Ⅱ区9層

5 土 師器 杯　 I l 暗文 手持 ちへ ラケズ リ 破 片実測 Ⅳ区床

6 土 師器 碗　 A l． 15．5 ミガキH・→黒 色処理 糸切 り→付高 台、墨書 「刀」 完 全実測、高台欠損 後 も使用

No 9

Ⅲ区9層

カマ ド

7 土 師器 杯　 ？ （14・．4） ミガキ→黒 色処理 底部周縁手持 ちへ ラケズ リ

墨書 「？」

回転 実測、No 2 Ⅲ区8層

8 二師器 杯　 ？ ミガキ→ 黒色処理 墨書 「？」 破片実測 Ⅳ区1層

9 土師器 杯　 ？ ミガキ→ 黒色処理 墨書 「？」 破片実測

10 土師器 ロ （18．8） ミガキ→ 黒色処理 ミガキ、脚部 貼付 回転実測

カマ ド

11 ≠頁恵器 杯　 C 13．8 6．2 4．2 右［〔滴云糸切 り 完全実測 、No 6
日

12 須恵器 杯　 C 14－．0 5．8 3 ．9 右 回転 糸切 り 完全実測 、完形 、No 8

Ⅳ区4層

カマ ド、ホリ

．13 須恵器 杯　 C （14．0） （7。2） （3．4） 火博 右 回転 糸切 り、火裡 回転実測 Ⅲ区3層

．14 須恵器 杯　 C 14．3 5．4 4 。0 重焼痕 右 回転 糸切 り、壷焼痕 完全実測 、PJo 13 Ⅲ区9層 ・P 6

1 5 須恵器 杯　 C 14－．4 5．9 3．9 右 回転 糸切 り 完全実測 、片 口、NolO

カマ ド

16 須恵器 杯　 C （14．6 ） 6 ．3 （4．0） 右 回転 糸切 り 完全実測 鋸哀4層・ポリ

Ⅲ区1．2層・床

Ⅳ区4層

17 須恵器 有 台杯　 ？ （8．0） 　　 」 回転糸切 り－→付高台 回転実測 Ⅳ区床
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ごしこ　　弧 ニ昏 ．．重y だ 諒　　　　 闇親鸞繋落語儲磯城楳持
蛙　‾： hY 隔離潤は票 蓋．≡　害　 蔭 ． 評肇　　　　　　 ＿封＿・

火 裡

ず　　　　　　　　　　　　　　　 ．短
蘭．

H 6 60

H 6 6 1

H 6 62

18 ・互恵 器 杯 蓋　 ？ （13 ．4 ） 時
右 回 転 へ ラ ケ ズ リ　 火裡 回転 実 測 Ⅳ 区 床 1属

19 土 師器 武 蔵 襲　 B （14 ．2 ） へ ラ ケ ズ リ 、 ナ デ ヽ
へ ラ ケ ズ リ

　　　 ＼　＼Ⅰ　′、
回転 実 測

、、、＿A木　 百

Ⅲ区 2 ．3層

Ⅳ 区 床
2 0

2 1

土 師呑

V、、一　コ日

武 蔵 棄　 C （14 。4 ） ヘ ラ ケ ズ リ 、 ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 回転 実 測 I

Ⅲ

床 ・P 6
土 師呑 武 蔵 婆　 B （19 ．0 ） ヘ ラ ケ ズ リ 、 ナ デ へ ラ ケ ズ リ 回転 実 測 ヌ4 層

2 2

2 3

2 4

土 師器

土師 器

武 蔵 襲　 ？

武 蔵 婆　 ？

4 ．8

（5．4・）

ナ デ 底 部 ㌦・休 部 へ ラ ケ ズ リ 　　 J一　　　ヽ－　′ヽ
完 全 実 測

」．．‾エソ∈ヨ
Ⅲ区 床

Ⅳ 区 3層

“＿一1　　日 ヘ フ ケ ス リ 、 ナ ナ 底 部 ㌦ 休 部 へ ラ ケ ズ リ 回転 実 測 I

Ⅳ

哀 トレ

ズ1 3層
ク頁思 省庁 要　 り （17 ．0 ） ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ、 叩 き 目 回転 実 測　 拓 本

【．ここヨ
Ⅳ 区 床 1層

2 5 須 恵 器

V、‘　‾．Jr

莞　 B 波 状 文 石
一一‾　　　＼－　′ヽ　　ヽ
皮片 実 測　 拓 本 I A5層

2 6

2 7

2 8

で．

石 器 磨 石 ・敲 石

編 物 石　 B

最 大 長

14 ．1

最 大 幅

13 ．8

最 大 厚 3 ．5 8 7 ．5 ′ヽ　　ヽ
完 形 、正面 の み磨 り面 、 安 山岩 、

N （13

Ⅳ ：9

石 器

一　口＝コ

（11 。6 ） （7 ．8 ） 2 ．9 （2 9 5） 右 側 加 工 痕 、 安 山 岩　 N ol カ マ ド
軽 石 製 品

ムヽ・キー

12 ．0 8 ．1 4 ．2 1 50 ．　ヽ
全 体 擦 りに よる 形 成 、 正 面 丸

状 条 痕 、軽 石 、 No 14．

No 5

Ⅲ区8 層

2 9

1 須 恵 器 杯　 C
Ⅳ 区3 層

（1 2 ．6 ） 6 。8 （3 ．7 ） 右 回転 系 切 り　 火 裡 亡き全 実 測 Ⅳ 区 1 12 須 恵 器 杯　 C （14 ．2 ） 6 ．8 （3 ．6 ） 火 裡 ヽ
右 回転 糸 切 り、 火 裡

フL　　　 －ヽ　ハ
完 全 実 測

F
Ⅳ区 ホ

H660Ⅳ鋸

∃
リ1層

摘 凍
3 須 恵 呑 杯　 C （6 ．2 ） 火 裡 右 回転 糸 切 り、 火 樽

右 回転 糸切 り

±二全 実 測 Ⅲ 区 1
臼

4・ 須 恵 器 杯　 C

h　′

（6 ．6 ） 7℃＿＿V一　、ハ
完 全 実 測 Ⅲ 区 1

Ⅳ 区 1
5

6

タ

メ

貝恵 二・存

百南 口隻

有 台 杯　 ？

杯 蓋　 ？ （16 ．8 ）

（10 ．0 ） 回 転系 切 年→ へ ラケ ズ リ→ 付 高

台 、 火 裡

回 転 実 測 Ⅳ
∈ヨ

4 、心、者口 方 向 不 明 回転 糸 切 り→ 回 転 へ

ラケ ズ リ

回 転 実 測 Ⅳ 区1 層

7

8

恵 器

日日

棄　 9

本木　　　　　口 最 大長 （7．3） 最 大幅 （7．3 ） 巨ヨ

ヘ ラ ケ ズ リ→ 付 高 台 回転 実 測 Ⅳ区 1 層
二1有畜 聴 く早 ． 面 の み 磨 り面 、 安 山 岩 、N o3

造 り、 棟 関 、 茎 長 5 言 、 N o4
9

10

11

1．

2

鉄 製 品

！、

刀 子 身 幅 1．0 棟 厚 0 ．3
ヽ

Ⅳ区 1

Ⅲ区 1
鉄 製 品

！、

不 明

　ヽ　、「ト
Ⅲ区
vT
．．．．1勾

鉄 製 品

A　。口 Jl．W、．一
N ol Ⅳ 区

青首

‾　。日

編 物 石　　 i

編 物 石　　 l

最 大 長 8 ．9

18 ．1

最 大 幅 6 。2

7 ．5　　 i

最 大 厚 3 ．9 i

5 ．5　　 1

2 69 安 山岩 、N o l

石 者諌 1 23 0 安 山岩 、N o2 4
H 6 63 1 一師器 杯　 C l （13 ．6 ） （6 ．4 ） （4 ．9） ミ ガキ → 黒 色 処 理 右 回転 糸 切 り 司転 実 測 I 層 ・ポ リ

2

3

土 師 器

土 師 器

土 師 且［と

杯　 C l 13 J 6 ．4 3 ．9 ミ ガキ → 黒 色 処 理 右 回転 糸 切 り、 へ ラ記 号 だ二

后

完 全 実測 、 H 660 No 9 （1片 ）と住

吉址 間接 合

カ マ ド

4

杯　 C l

杯 ？　 】

（14 ．6 ）

（16 ．2 ．） ［

6 ．3 （4 ．3 ） ミ ガキ → 黒 色 処 理

、　　　　　　　ヽヽ

右 回転 糸 切 り 完 全 実 測 Ⅲ区 1層

カ マ ド

．ム期 堵汗 、　　 → 黒 色 几鐸 ロヽム． 回 転 実 測

完 全 実 測 、N ol

回 転 実 測

吏 ∠ゝ 実 測

文 コ勺
5 土 師 器 杯　 C l 5 ．4、 ミガ キ→ 黒 色 処 理 回 転 糸 切 り　 黒 蜜 「m 」 I 区I f
6 碗　 A l （6 ．0 ） ミガ キ→ 黒 色 処 理 糸 切 り－本村一高 台 Ⅲ 区1 1
7 ェ 碗　 A l 6 ．4 ミガ キ→ 黒 色 処 理

付 議 台　 ［
Ⅳ区 1 ノ

Ⅲ区 H
8 土 師 器 杯　 ？ （15 ．2 ） ミガ キ→ 黒 色 処 理 墨 書 「？」

ノ
匡 玩実 測

9 皿　 A l （13 ．8 ） ミガ キ→ 黒 色 処 理 1．、i二・玩実 測
区 1 胃

P 510 須 恵 器 杯　 C 13 ．9 6 ．0 3 ．9 右 回 転 糸 切 り
刊牒㌃大雄、
完 全 実 測 I ・Ⅲ・Ⅳ勘層

カマ ド
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昏 旨
ゑぼ 登輯苧　　　 1♂

十ヰ蜘 尉　Y　ぁ 措㌻　 車， が酎勘遥ぎこ摺 草号　　　　　　　　 音三軍 す　　　　　　　　　 き三号
善1ニ≡

H 66 3 1 1 須 恵器 杯　 C （13．9） 6．0 （4．1） 右回転糸切 り 完 全実測 I 区1層

カマ ド
12 須恵器 杯　 C （14．1） 6．4 （3．9） 右 回転糸切 り 完 全実測 P 5
13 須 恵器 杯　 C 14 ．2 6．3 3 ．7 右 回転糸切 り、墨書 「乙 1 完全実測 Ⅱ区1層

Ⅲ区1層

カマ ド
14 須恵器 杯　 C 14．2 6．5 4 ．0 右 回転 糸切 り 完全実測 I 区1層

Ⅲ区1層

カマ ド
15 須恵器 杯　 C （14 ．6） （6．4） （4．1） 右 回転 糸切 り、墨書 「？」 回転実測 Ⅲ区1層

P ll
16 須恵器 杯　 C 14．6 6 ．8 3。9 右 回転 糸切 り 完全実測 Ⅲ区1層

P ll
1 7 須恵器 杯　 C （14 ．8） （6．8） （4．3） 回転 糸切 り 回転実測 ホ リ
18 須恵器 杯　 C 6．8 右 回転 糸切 り 完全実測

カマ ド
19 須恵器 杯　 C 糸切 り、墨書 「中」 破片実測 ホ リ
20 須恵器 杯　 ？ （13．6） 回転実 測 カマ ド
21 須恵器 杯　 ？ 墨 書 「？」 破片実 測 Ⅳ区1層
22 土師器 武 蔵襲　 B （9．6） へ ラナデ ヘラケ ズリ 回転実 測 カマ ド
23 土 師器 武 蔵襲　 B （11．0） ナデ ヘラケズ リ 回転実 測 Ⅲ区1層
24 土 師器 武 蔵襲　 B （14．2） ヘ ラケ ズリ、ナデ ヘラケズ リ 回転実 測 Ⅱ区1層

カマ ド
25 土 師器 武蔵棄　 ？ 4．6 ヘ ラケズ リ、ナデ 底 部㌦体部へ ラケズ リ 完全 実測 Ⅲ区1層

カマ ド
26 土 師器 武蔵窯　 ？ 5．0 ヘ ラケズ リ、ナデ 底 部～休部へ ラケズ リ 完全 実測 Ⅱ 1層
27 須恵器 應　 ？ （13．4） ナ デ 底部、底部周縁へラケズリ、体

部叩 き目

回転 実測 Ⅱ区1層

Ⅳ区1層・ホリ
28 須 恵器 禁　 B 波状文 破 片実測、拓本 Ⅲ区1層

Ⅳ区1層

P l l
2 9 須 恵器 壷　 C ？ 完 全実測 Ⅲ ．I．く1層
30 須 恵器 回転へ ラケズ リ 回転 実測 Ⅲ 〔ホリ1層

3 1 鉄 製品 刀子 身幅1．1 棟厚0 ．35 平造 り、両関 ポリ
32 鉄 製品 紡錘車軸棒 軸棒 幅0 ．4 Ⅳ区1層

H 6 64 1 土 師器 杯　 A l （16．5） （8．0） ミガキ→黒 色処理 へ ラケズ リ 回転実測 旧

Ⅱ 〔ポ リ

2 土 師器 杯　 A l （17．8） （6．8） （4．5） ミガキ→ 黒色処理 ヘラケズリ、底部周縁回転へラケズリ 回転実測 旧住居

3 土 師器 杯　 A l （7．0） ミガキ→ 黒色処理 ヘ ラケズ リ 回転実測 I 区1層

4 土 師器 杯　 B l 7．3 ミガキ→ 黒色処理 方向不明回転糸切 り－→ヘラケズリ 完全実測 旧住居

5 土 師器 杯　 ？ （16．2） ミガキ→ 黒色処理 墨書 「中」 回転実測 Ⅲ区1層
6 須 恵器 杯　 C （13．2） （5．4） （4．0） 火裡 右回転糸切 り、火裡 回転実測 カマ ド
7 須 恵器 杯　 C （14．2） （6．の （．3．6） 右回転糸切 り 回転実測 Ⅲ区l層

カマ ド
8 須恵器 杯　 C （14．6） 6．4 （3．6） 火裡 右回転糸切 り、火裡 完全実測 旧住居

カマ ド
9 須 恵器 杯　 C （14．8） 6．6 （4．5） 右回転糸切 り 完全実測

カマ ド
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・L．ニ∴鞘rザ こ命 …ヾ≡ R 環　警　還
マ　　　　　　＿一．bヽr‾ ふい4mに帯 ・ニ‘こ．　場

融頓措霊乱

評『　　　　　　　 塁竃蛋

義瀾詰盗滋距・

ギ　　　　　　　　　　　　　　　 臨
H 664

H 6 65

10 須恵器 杯 蓋　 A i3．6
4．4

阜こき
へラケ ズリ→つ まみ貼付 竺∠ゝ実 測 I 区1屈・ケ、

11 須恵器 棄　 A （19．0） ′ヽ・・・・
平 行叩 き目、 ナデ

フ亡∃三m＼7ハ
回転実 測

一　日　　 ／
Ⅲ区1層12 須恵器

1　日

壷　 ？

‾．‾フ

（14．8） 回転へ ラケズリ ′ヽ
回転実 測

臼
I 区1層

Ⅲ区1層
13

1

鉄製 ロロ

土 師器

刀ナ 棟厚0．25 平造 り I 凋
杯　 H （12．5） ミガキ→黒色処 理 へラケズ リ　 ロ縁 ナデ 回転実 測

完全 実測、No2

回転実 測

Ⅲ 1吊
2 土 師器 鉢 8．8 4．0 7．0 ヘ ラナ デ→ ミガキ→黒色処理

ヽ
へラケズ リ　 ミガキ

＿一一　　　巨ヨ
Ⅲ区1層

3 土 師器 鉢 （11．0） ミガキ→黒色処 理 ヽ
ヘラケズ リ　 ミガキ I

一　　　E≡∃
1層

4 土 師器

土 師器

鉢

應　 ？

（12．5） ミガキ→黒色処 理
　ヽ　　、　′

ヘラケ ズリ、 ミガキ
、、r′、
回転実 測

一　　［≡ヨ
Ⅲ区1層

Ⅳ区1層
5 荒 7．3 ヘ ラナデ 、黒　 几埋 底部、4友部へラケズリ→ ミガキ だり仝実 測＼ Nol Ⅲメ1屈
6 石器 磨 石 ・敲石 最大卒

（10．6）

最大幅

（7．9）

最大厚

（3．2） （30 2）

、　． フ亡　　　　　ハ　ヽ　1
正裏面 が磨面、硬砂岩 、No2 6

（壊れて いた物 を接 合実測）

Ⅲ
一　　　E∃
二1層

7 石器 磨 石 ・敲石 13．6 7．0 3．5 4 68 ′ヽ安 山岩 、No21 Ⅲ区1層
8 石器

石器

編 物石　 A

編 物石　 B

10．8

14．1

8．1 4．8 4 50 安 山岩 、No4 Ⅳ巨束1f∈百
9 7．8 2．6 33 8 両側 に加 工痕、安山岩、No8 Ⅲ区1屈

H 6 66 1 土師器

土師器

‾　ロ＝コ

杯　 A l

？

（12．7） （6．6） （4．7） ミガキ→黒色処理 底部 、底部周縁へ ラケズ リ 回転実測 I

Ⅳ

Eヨ

4層
2 杯　 A l ⊥

杯　 C l

（16．5） （6．6） ミガキ→黒色処理 ヘ ラケズ リ ？ 回転実測 、No7 Ⅲ区2層

Ⅳ区3層
3 ”一　首庁 7．0 ミガキ→黒 ．几芳 右 目　云糸切　　 へ ラ記号 回転実測

回転実測

回転実測

I 1
4 土師器 杯　 ？ （15．4） ミガキ→黒色処理 ．　ヽ　　　　　　　　ロ

墨書 「？」 I 3
5 須恵器 杯　 C （13 ．5） （6．2） （4．1） 重 焼痕 回転 糸切 り　 重焼痕 Ⅳ

一　　　E三ヨ
‾2屈

6 須恵器 杯　 A （13 ．5） （8．0） （3．7） ヘ ラ切 り　 火裡 回転実測
・一一一二LJJE∃
I 区3屈

7 須恵器 杯　 C 14．8 6 ．3 3．8 ヽ
右回転糸切 り　 黒丑 「大」「？」

1‾＼　　　　′ヽ
完全実測

完全実測 、No6

Ⅳ区3
8 須恵器 杯蓋　 A 13．1 3 ．3 　ヽ．．恵　巨∃

右回転へラケズリ→つまみ貼付 Ⅳ
巨ヨ

9 土師器 武蔵棄　 B （15．2） 6．0 （13．6） ナデ ヘ ラケズ リ、m・一部 ミガキ 完全実測 I ‾4
10 土師器 武蔵棄　 B （21．0） ナデ へ ラケズ リ 回転実測 Ⅳ 3 4屈
11 土師器

ノコごて」七一　ロ。

武蔵聾　 ？ 4．1 ヘ ラナデ 底部 ～体部 へ ラケ ズリ 完全実測 E∃
Ⅲ区ホ リ

カマ ド芯材
12 須恵呑 嚢　 B （21．1） 回転実測 Ⅳ区1屈・ケン
13 土 製品

ん‾‾　　　。ロ

羽 目

砥石　 B 2 J

鉄淳

外径 （9．2）

最大 長

（12．5）

最 大幅

（9．2）

最大厚

（4．3）

ナ デ 先端 にノロ付着 一　　日
Ⅳ区5層

14

15

石森

鉄 製品

（715）
砥 面数5、砂岩、No8 Ⅲ 産

No l Ⅲ 2
16 鉄 製品

No2 Ⅲ
∴J」〃1三
．‾一2層

17 鉄 製品
No3 Ⅱ 、一2

18 鉄製 品
十 No4 Ⅲ ．．．．ふ2

19 鉄製 品 鉄淳
No5 Ⅱ ‾2

H 6 67 1

r

土 師器

。】コ

杯　 B l （16．2） （8．4） （5．1） ミガキ→黒色処 理 右回転糸切 り、底部周縁へ ラケ

ズ リ
回転 実測 I 区 ト

Ⅱ区1層

レ

：由［∃2 者妄 、、　B l 18．6 8．6 5．7 ミガキ→黒 1 几預 右 口 玩糸切 り→へ ラケズ リ 飾転実掛 Ⅲ ズ3養
3 土師器 碗　 A l （18．2） （8．4） （7．1） ミガキ→黒色処理 回転 へ ラケ ズリ→付高 台

．．．n　　．L＼　、、　′ヽ
回転実測

一　　′　Eヨ
Ⅲ区3層

Ⅳ区3層
4 須恵器 杯　 ？ （12．0） 回転 糸切 り 回転実測

回転実測

回転実測

Ⅳ 3
5 須恵器 杯蓋　 ？ （17．6） 回転 へラケズ リ Ⅳ区3声
6 須恵器 襲 ？ （20．0） ナデ ，L＼

底部 周縁 へ ラケズ リ、 叩 き
一　　　E∃
Ⅳ区3層
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蕪ニ き
還l・　　　 を

，紛hコ、　　胸 昏 訝　りT　 料Y 転　院二　 払U
ヲ　R　’ニ‘削誌瀾帽＝ 卑官　　　　　　　　 言壬を ず．　　　　　　 箸≡蛋

賠

H 6 68 1 師器 杯　 H 15 ．4 7 ．0 4 ．3 ミ ガ キ→ 黒 色 処 理 ヘ ラ ケ ズ リ→ ミガ キ 完 全 実 測 、 No 25 カ マ ド

2 土 師器 杯　 H 16 ．0 9 ．9 4 ．4 ミガ キ→ 黒 色 処 理 へ ラ ケ ズ リ→ ミガ キ 、 ナ デ 完 全実 測 、N o l Ⅲ区 1 ．3層

カマ ド

3 市器 杯　 G l （12 ．1） ナ デ ヘ ラケ ズ リ 、 ナ デ 回転 実 測 Ⅲ区 1 ．2 層

4 師 器 鉢 （15 ．9 ） ヘ ラ ナ デ 、 ミガ キ ミガキ 回転 実 測 Ⅲ区 3層

5 土 師 器 鉢 1 7 。4 9 ．5 ミガ キ→ 黒 色 処 理 ヘラケズ リ→ ミガキ、口縁ナデ→ ミ

ガキ

完 全 実 測 、 杯 F と 同 一一一一一一形 状

N o 19

6 土 師 器 ニ土二一号E （10 ．6 ） パ ケ ナ デー→ ミガ キ パ ケ ナ デー→ ミガ キ 回転 実 測 、 H 68 0N o3 （1片 ）と住

居潮二間 接 合

カマ ド

7 土 師 器 壷 7 ．1 ミガ キー→黒 色 処 理 ミガ キ→ 赤 彩 完 全 実 測 Ⅲ区 1 2 層

8 土 師 器 甑　 A l （2 3 ．6 ） （8 ．8 ） ミガ キ ケ ズ リ、 ミガ キ 回 転 実 測
F

Ⅲ区 3 層

Ⅳ区 1 層

カマ ド・煙 道
9 土 師 器 甑　 A 2 （25 言 ） 11 ．4 （、26 ．7） パ ケ 首→ ミガ キ パ ケナ デ〃→ ミガ キ 完 全 実 測 、 N ol 言 8 Ⅲ区1．2 ．4 層

Ⅲ 区1 層

カマ ド

10 石 器 編 物 石　 B 最 大 長 14 ．6 最 大 幅 10 ．3 最 大 摩4 ．8 9 0 0 両 側 に加 工 痕 、 安 山 岩 、 No 17 I 区 2 ．こI勺
1 1 石 器 編 物 石　 B 14 ．7 11 ．1 2 ．8 6 0 0 両 側 に加 工 痕 、安 山 岩 、 No 24 Ⅳ 区3

12 石 器 編 物 石　 A 15 ．4 6 。7 5．0 74 0 チ ャー ト、N o22 Ⅲ 区3 こコ
∃

13 石 器 編 物 石　 B 15 ．7 8 ．1 4 ．9 69 5 両 側 ㌦ 裏 面 の剥 離 は 加 工 痕 ？

安 山 岩 、 N o23

Ⅳ 区3 層

14・ 器 編 物 石　 D 16 ．3 9 言 3 ．4・ 66 5 両 側 に加 工 痕 、安 山 岩 、 No 5 Ⅲ 区3

15 器 編 物 石　 B 17 ．9 9 ．6 3 ．6 7 10 両 側 に加 工 痕 、安 しLI岩 、 N ol l Ⅳ 区3 V．コヨ
ヨ16 器 磨 石 ・敲 石 11 ．0 8 ．1 4 ．4 6 10 正 面 の み 磨 面 、礫 岩 、 No 7 Ⅲ A3

17 石 器 － （10 ．0 ） （10 。9） （4 ．7 ） （3 60 ） 正 面 擦 痕 、被 熱 （異 化 ）、 安 山

岩 、 N o4

Ⅲ 区3 層

18 石 製 模 造 品 2 ．6 2 ．55 1 ．1 9 ．4 完 形 、 孔 径 0 ．3 、 滑 石 、N o2 1 Ⅲ区3

19 器 石 製 模 造 品 3 ．3 2 ．9 1 ．0 16 ．0 完 形 、 孔 径 0 ．3 5 、 滑 石 、 N o2 7 Ⅲ 3 ニ1
ヨ

20 1着謂 落 石 製 模 造 品 3 ．3 2 ．9 1 ．0 16 ．4 完 形 、孔 径 0 ．3 5 、蛇 紋 岩 、N o lO Ⅳ 2

2 1 石 器 紡 錘 車 最 大 径 4 ．4 ・ 最 小 径 2 ．1 2 ．2 63 ．3 孔 径 0 ．6 5 、 蛇紋 岩 、 No 26 Ⅱ区3

22 鉄 製 品 箆 被 ：棟 状 、逆刺 ナ シ、頸 長 7 ．9

鉱 身 長 （1 ．4 ）、 No 2

H 66 9 1 ≠頁恵 器 杯　 A 12 ．7 7 ．4 4 ．5 回転 へ ラ 切 り 完 全 実 測 、 完形 、N o 3 Ⅲ 一2

2 須 恵 器 杯　 A 14 ．4 8 ．1 4 ．3 重 焼 痕 回転 へ ラ 切 り、 垂 焼 痕 完 全 実 測 、N o7 Ⅲ 一2

3 土 師 器 把 手 付 票 9 ．1 8 ．9 ヘ ラナ デ 、 煤 付 着 へ ラケズ リ、 把手 貼付 、 煤付 着 完 全 実 測 、N o l Ⅲ 一2 J尋

4 土 師 器 襲　 B l 15 ．5 23 ．1 ナ デ 、 赤 色 顔 料 付 着 底 部 、休 部へ ラケ ズ リ、休部 太

い ミガ キ 、 赤 色 顔 料 付 着

完 全 実 測 、N o8 ．9 Ⅲ

Ⅲ

Eヨ

5 土 師 器 武 蔵 棄　 B （16 ．2） （8 。0 ．） （2 1 ．7 ） ヘ ラナ デ 底 部 ㌦体 部へ ラケズ リ、 頚部 wAA“、・－ふ

部 ナ デ

完 全 実 測 、N o9 ．10 Ⅲ区2

Ⅲ 区2

ゴ

6 ミ 武 蔵 聾　 A 2 4 ．4・ ヘ ラナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 、N o9 Ⅲ 2

7 師 器 棄　 ？ 7 ．2 底部 、底部 周縁手持 ちへ ラケズリ 完 全 実 測 ケ ン

8 須 恵 器 禁　 B （26 ．0） 当 具 痕 叩 き 回 転 実 測 ケ ン

9 須 恵 器 禁　 ？ 接 合 部 よ り上 当 具 痕 → ナ デ

接 合 部 よ り下 ナ デ

叩 き 回 転 実 測 、N o4 Ⅲ 区2 層

10 恵 器 吉辰　　 り 当 具 痕 → ナ デ 、 へ ラ ケ ズ リ 叩 き 完 全 実 測 、N o6

完 全 実 測 、完 形 、N o 2

完 全 実 測 、N o5

Ⅲ あ2 層

1 1 恵 器 彙　 B 8 ．3 7 ．5 5 ．4 底部 ～底部 翻 承右回転へ ラケズリ Ⅲ VV．一2

12 須 恵 器 壷　 B 下 半 部 当 具 痕 → ナ デ 回転 へ ラ ケ ズ リ、 叩 き Ⅲ 区2 こ．ブヨヨ
13 刀 子 錆 膨 れ 、剥 落 、平 造 り ？、N o ll Ⅲ 区2
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l‘－ニZ． 点 玩提議寵凱 r′＿り　　　　　　　　　　　　　　u′さ
‾－．　　聞 ．車 讃　雷‾‾窯 ，転置　 誘 ．蒜≡票　臣 早等　　　　　　　　 享二号 ギ‾　　　　　　　　 臆賢

こけ脛 謡　　 臣’・細

H 67 0 1 須 恵器 杯 ‾貢 （14．6） （8．6） （4。1） 火亨翠 手持 ちへ ラケズ リ　 火裡 回転 実測

回転 実測

回転実測

Ⅲ 1f
2 須 恵器 有台杯　 ？ （10．0） 　ヽ　　　　芋

右回転へラケズリ→付諾否　 火襟 I 11
3 須 恵器 有台杯　 B l （10．2） 巨可「＿j 　ヽ　　芋

右回転へラケズリ→付音も　 火裡 I 1才
4h 須 恵器 杯蓋　 ？ （15．2） 「司「コヽ　　　芋

火裡
Y．．．－　＼　＼＿　′ヽ
回転実測

一　　　E≡ヨ
Ⅲ区1層

Ⅲ区1層
5 須 恵器

′　一　口ロ

杯蓋　 A （16．3）

r．

（3．8） 右回転へラケズリ→つ まみ貼付

火裡

完 全実測、No3 Ⅳ

6 土 師宕庁

一　m‾ロロ

武蔵婆　 A

・‾麗

（20．2） へ ラケズ リ、ナデ

ヽヽ

へ ラケズ リ 回転実測

Ⅲ区1．2層

カマ ド
7 土 師呑 武蔵荒　 B 20 ．6 ヘ ラケス リ、ナデ ヘ ラケズリ 完 全実測、Nol I 区1層

Ⅲ区1層

Ⅳ区1層
8 土 師器

須 恵器

一　口。

‘？ ナデ ナデ 破 片実測 Ⅲ 吏21ヨ
9

10

婆　 B （24．5） 回転実測、Nol I 1 1ヨ
石 器 スクレイパ ー 最大長3．0 最大 幅2 ．6 最 大厚1．8 10．8 両 側に二次加工　 里耀 石 Ⅳ 一1

11 鋼 製品 コ 3．3 4．2 0．8 12．9 　 V一　ヽ　　　ノ・llヽ
使 用の痕痕有 Ⅲ 一2

ヨ
ここ1
〕H 6 7 1 1 須 恵器 杯　 C （6．2） 右回転系切 り　 火裡 回転 実測

回転 実測

I 、．、‾．ふ1 Ji2 須 恵器 有台杯　 ？ （10．5） 存 高台　 、
Ⅲ
Lヨ

3 須 恵器 杯　 ？ （13．3）
I 区l層

4 須 恵器 棄　 ？ ナデ 叩 き、 ナデ 破 片実測 Ⅲ
5 鉄 製品 鉄鉱 箆被 ：直 角、逆刺 ナシ、頸長4．4

鉱 身長4 ．0

Ⅲ区1層

H 6 72 1 土 師器 碗　 ？ 7．6 付 高台 完 全実測 P l
2 須恵 器 杯　 C （6 ．8） 火裡 右回転系切 り　 火裡 回転 実測

完全 実測　 Nol
I ’11

3 須恵 器 有台杯 13 ．0 火裡 ヽ
右回転へラケズリ→付高台　 火裡 Ⅳ

I

一1 14 須恵器 杯　 り （13．4、） 火裡 　 ヽ 　 ＿一　　＼＿　′ヽ　　ヽ　　1
回転 実測 ‾1

ヨ
こ．Jヨ5 須恵器 杯蓋　 ？ 右回転へ ラケズリ→つまみ貼付 完全 実測

回転 実測

I ．V．一1
6 土 師器

土 師器

武蔵窯　 B （犯 4） へ ラケズリ、ナデ ′ヽ
ヘラケ ズリ カマ ド

7 武蔵慧　 ？ （22．3） ナデ へラケズ リ 回転実 測、No2 Ⅳ区1層

Ⅲ区1層
8 須恵省蕗 慮　　 り

ここと

当具痕、 ナデ 叩 き、ナデ 破片実 測、拓本 I

Ⅲ
日9 須恵益 意　 ？ 12．8 右 回転へ ラケズリ→付 高台 回転実測 ケ ン

10 石器 砥 石　 B 2 J 最大長

（11．1）

最大幅

（3．9）

最大厚

（3．5） （168）

＼　ヽ＿　′ヽ
砥而数5、流紋岩

H 673 1 土師器 杯　 C l （12。6） 7．0 （4．0） ミガキ→黒色処理 右 回転 糸切 り 完全実測　 No4 I 区1層
2 土師器 杯　 C l （13 ．8） （6．0） （4．2） ミガキー→黒色処理 右 回転 糸切 り、墨書 「？」 回転実測 、No3

仁1
カマ ド

I 区1層
3 土師器 杯　 C l （13 ．8） （7．0） （4．2） ミガキ→黒色処理 右 回転 糸切 り 回転実測 、No7

Ⅲ区床

カマ ド
4 土師器 碗　 A l 7．5 ミガキ→ 黒色処理 糸切 り→付 高台 完全実測、No6

完全実測

「区1層

カマ ド5 須恵器 杯　 C （13．7） 6．0 （4．2） ミガキ ？ 右 回転 糸切 り

6 須恵器 有台杯　 A l （16．2） （11．6） （3．8） 付高台 回転実測 Ⅲ “、一床
7 灰粕陶器 碗 （7．0） 施粕 （つ けが け） 右回転へラケズリ→付高台、施

粕 （つけがけ）

JJl一′ヽ＿　ハ
回転実測、大原2号窯式期 I 区床下
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書 ま
題置　 諾 盈　　　　　　　あ1F 6針針感材芯稽

痢撃事鋸乳

評瑠　　　　　　　 蓋≡霞

報瀾章謹選転’

す　　　　　　　　　 音こき
撞一撃．ニ≡ P．．－こ．ニ

H 67 3 8 須恵器

ノ　　　　　ロロ

嚢　 ？ （13 ．2） ナ‾デ 底部 ～底部 周縁へ ラケズリ

休部叩 き、ナデ

回転実測、Nol Ⅱ区1層

9 須恵呑 棄　 ？ 15．0 ナデ 底部 ～体部 へ ラケズ リ 回転実測　 No2 カマ ド

I 区1屈10 須恵器 婆　 ？ 当具痕 叩 き、ナデ ＼＿　′ヽ　　ヽ
破片実測　 拓本　 No5

1 1

12

須恵器

ノコC㌧＝ヒ一　口ロ

碧　 ？ 当具痕 叩 き、ナデ ′ヽ　　ヽ　　　　　　　　　　　ヽ
破片実測 、拓本 Ⅲ

巨ヨ
トレ

須恵呑 婆　 ？ ヘラケズリ、休部回転へラケズリ 破片実測　 拓本 ケ ン
13 須恵器

ノu　　　　　ロ＝コ

棄　 B

ーこ土こご

＼－　′ヽ　　ヽ
回転実測 I 区1層

カマ ド
14 須恵呑 笠E　 C ？ 節歯状工 具に よる　り突列 破片実測　 拓本 I 区床 下
15 鉄製品 鉄鉱 ヽ ＼－　′ヽ　　ヽ

二重逆刺、平造 り、箆被 ：直角

逆刺0．1、鉄身長 （4．0）、頸長

2 1　No8

Ⅳ区1層

16 鉄製品 不 明 °　　　　ヽ　　　ふ
ケ ン

H 674 1 土師器

ロ。

杯　 B l （4．6） ミガキ→黒色処理 回転糸切 り、底部周縁へ ラケズ

リ、赤彩

回転実測 カマ ド

2 土師音譜 杯　 C 5 （6．8） ミガキ、二次加熱 墨書 「？」 回転実測 ポ リ
3 土師器 碗　 A l （15．8） ミガキ→黒色処理 回転糸切 り→付高台、底部周縁

へラケズリ、高台欠損後も使用 ？

＿ヽ　′ヽ
完全実測 I 区1層

4 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処理 ノ　ヽ
墨書 「？」 破片実測 Ⅲ ．．．．一ポ リ

5 須恵器

ノ　　　　　ロ日

杯　 C 13。5 7．0 3．6 口縁付近 ＆見込 み滑 らか 右 回転 糸切 り
′ヽ

完全実測 Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

P

床4層

1層

6 須恵者霹

須恵器

ノ　　　　　　ロロ

杯　 C （13 ．5） （7．4） （3．8） 右 回転 糸切 り 回転実測 Ⅳ区ポ リ
7 杯　 C （13 ．6） 6．7 （4．3） 見込み滑 らか 、火樽 右 回転 糸切 り、火裡 完全実測 I 区

Ⅳ匝

．．．ホリ1層

吏1層
8 須恵呑 杯　 C 13 ．7 6．1 4．1 右 回転 糸切 り 完全実測 I こホリ1屈
9 須恵器

／　　　　　　ロロ

杯　 C 13．7 7．2 3．9 重焼痕 左 回転 糸切 り、重焼痕 ＼＿　ハ
完全実測 I

Ⅲ

E］
ホ リ

ポ リ
10 須恵首庁 杯　 C 7．0 火裡 右 回転 糸切 り、火裡 完全実測 I 区ポ リ
11 須恵器 有台杯　 ？ 6．9 回転 糸切 り→付高台

mw　m一．＼＿　ノヽ
完全実測 カマ ド

12 須恵器 杯　 ？ （12 ．2） 火裡 火裡
＿．．ル　　　　　ヽ＿　ノヽ
回転実測 Ⅲ区1層

13 須恵器 杯蓋　 A ？ （14 ．0） 右 回転 へ ラケ ズリ ノ′ヽ
回転実測

Y一　　　巨∃
カマ ド

14 須恵器 杯蓋　 B ？ つ まみ貼付
▼一　　　ヽ－　ノヽ
完全実測 Ⅳ区ポ リ

15 土師器 武蔵 嚢　 C （10．8） ナデ へ ラケズ リ 回転実測 I 区1層

カマ ド
16 土師器 武蔵 婆　 B （11．1）

（20 ．1）

ヘ ラナデ へ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ 幽
17 土師器 武蔵 窯　 B ヘ ラナデ へ ラケズ リ 回転実測 I ．．．．あポ リ
18 土師器

ロ。

武蔵 襲　 ？

くM．．．N．‾

4 ．0 ナデ 底部 、・体部へ ラケズリ ＼＿　′ヽ
完全実測 Ⅲ ・ポリ

19 石者霹 絹物 石　 B 最大長11．0 最大幅5．9 最大厚2．3 23 2 両側 に加 工痕 （摩滅） 粘板岩 ホ リ
20 銅製品 錠尾 2．6 4 ．0 0．35 9．5 　ヽ　　　　　　　　コ

No2 I 区5層

H 6 75 1 土師器 杯　 B l （14 ．2） 8 ．8 （4．6） ミガキ→黒色処理 右回転糸切 り→外周へラケズリ 完全実測 ケ ン
2 須恵器 杯　 C （12 ．3） （6．3） （3．7） 回転 糸切 り 一　　＼＿　′ヽ

回転実測　 Nol I 仁2層

ム‘．‾2層3 須恵器 杯　 C （13 ．1） （6．5） （3．6） 火樽 回転 糸切 り、火裡
＼＿　′ヽ　　ヽ

回転実測　 No2 I
4 須恵器 有台杯　 ？ （8．4） 右 回転 糸切 り→付高台 、ヽ＿　′ヽ　　ヽ

回転実測
一　　　巨∃
ケ ン

ケ ン

カマ ド

5 土師器 武蔵嚢　 ？ （18．1） ナデ ヘ ラケズ リ ＼＿　′ヽ
回転実測

6 土師器 武蔵棄　 D ？ （8．1） ・・・　　′一一　　＼Ⅰ　′ヽ
回転実測

7 須恵器 嚢　 A （18．7） ＼＿　′ヽ
回転実測 ケ ン

第76表　出土遺物一覧表64（H673～H675）



で≡こ ロ ささ車 淑　Y　ぁず ニJ．　　　　　　　　註ア 意‾≡票　賢 草号　　　　　　　　 音二幸 即　　　　　　　　 を二号
＋ノ新王 哉

H 67 5 8

9

須 恵器

ノ∴工ご1　一　口口

婆　 ？ （11．0） ヘラケズリ→ナデ？、底醐臓へラケズリ 回転実測 ケン
須 恵呑 襲　 ？ （15．3） 底部 、底部周縁 へ ラケズ リ 回転実測 Ⅱ区1層

カマ ド・ケン
H 67 6 1 土 師器 杯　 A l 13 ．0 6．5 4．8 ミガキ→黒 色処理 手持 ちへラケズリ　 黒堂 「上」 完全実測

回転実測

I 区1層

カマ ド
2 土 師器 杯　 C l （16．6） （7．2） （5．0） ミガキー→黒 色処理 右回転糸切 り
3 土 師器 杯　 A l （5．4） ミガキ→黒 色処理 手持 ちへラケズリ　 黒∃吏「？」 回

．一ヽ　　ヽ＿　′ヽ
転実測 I 区1層

Ⅲ区ポ リ
4 土 師器 碗　 A l 6．4 ミガキ→ 黒色処理 回転糸切 り→ 付高台 H．‾＼　　　　′ヽ

完全実測

竺全実測
5 土 師器 碗　 A l 7．0 ミガキ→黒 色処理 回転へ ラケズ リ→付童ム ノ　ヽ

カマ ド
6 土 師器 碗　 A l 7．4 ミガキ→黒 色処理 「菖コ［コ

回転糸切 り→付 高台
フ‾c　m＿　　　′、
完全実測

せ仝実測

Ⅳ ll吊
7 土 師器 碗　 A l ミガキ→黒 色処理 高台欠損 一　　　巨∃

I 区1屈
8 土 師器

ふ　ロ。

杯　 ？ （14．0） ミガキ→黒 色処理 ノ′　ヽ フ亡＿．．．．．　、＿　′、
回転実測

一　　　巨∃
Ⅲ区1層

Ⅳ区ホリ・ケン
9 ーM一　首霹 、 ？ ミガキ→窯 n・・処王 墨書　 ？ 破 二一実沸 Ⅳ メ1屑
10 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒 色処理 墨書 「？」 破

1　　　小
片実測 Ⅲ区1

11 土 師器 皿　 A l （14．4） ミガキ→黒 色処理 1　　ィ、
回転実測

回転実測

回転実測

完 全実測

完全 実測

完全 実測

巨ヨ
Ⅲ区ホリ

12 須 恵器 杯　 A （12．4） （6．7） （3．8） 底部 、底部周縁 回転へ ラケズリ
ノ　ヽ

ケン
13 須 恵器 杯　 C （12．4） （7．2） （3．8） J′

方向不明糸切 り I 区1層

Ⅲ区 ポリ
14 須 恵器 杯　 C 13 ．6 6．7 3．7 右回転糸切 り
15 須 恵器 杯　 C 14 ．2 6．2 4．4 右回転糸切 り

ノ　ヽ
Ⅲ区1屈

16

17

須 恵器

／　　　　　lコロ

杯　 C （14．2） 6．8 （3．2） 右回転糸切 り Ⅲ
E：ヨ

一ポリ須 恵益 杯　 ？ （16．3） （7．8） （5．6） 回転実測 Ⅱ 一ポリ
18 須 恵器 杯　 C （7．4） 右回転糸切 り　 へ ラ記昔 回転実測

回転 実測

回転 実測

回転 実測

回転 実測

I ‾1倍
19 須 恵器 有台杯　 B 3 16 ．6 8．3 4．8 　ヽ　　　　　PL ′ブ

回転糸切 り→付 高台 I 区 ホリ

ケ ン
20 須 恵器 有台杯　 B 3 （8．7） 回転糸切 り→付 高台
21 須 恵器 有台杯　 ？ （9．6） 回転へ ラケズ リ→付 高台 I

昌層22

2 3

須 恵器

ノ　　ー　　ロロ

杯　 ？

」H」

（15．0）
Ⅱ

須恵 益 杯孟　 ？ 14．0 回転へ ラケズ リ 回転 実測

回転 実測

回転 実測、窯笹14号窯式期 ？

回転 実測

I 区1

Ⅳ区1
2 4 灰粕 陶器 碗 （18．7） 施粕 （パケ塗 り）

25 灰粕 陶器 碗 （9 ．0） 施和 一　　　E∃
ケ ン

26 土 師器 鉢 （20．2） （7．4） （7．2） ミガキー→黒色 処理 底部、・底部周縁回転へラケズ リ カマ ド
27 土 師器

11日

鉢 （29．0） （10．6） （10．8） ミガキ→黒色 処理 底 部周縁手持 ちへラケズ リ ー　＼　　　　′ヽ
回転 実測 Ⅱ区1層

カマ ド
28

2 9

土 師益

土 師器

ロ クロ棄　 B （18．3） 9．2 （18．3） ナデ 下半部へ ラケズ リ 完全 実測 Ⅲ区1蜃百
ロ クロ棄　 B 20．0 ヘ ラナ デ、 口縁 カキ 目 パケ 目 回転 実測

完全実 測

ケ ン
30 土 師器 ロ クロ婆　 ？ 6．8 ヘ ラナ デ ヘラケズ リ Ⅳ区1層・ケン
31

3 2

土師器

ノー　　　　　ロロ

武蔵棄　 ？ ヘ ラケズ リ、ナデ へ ラケズ リ 回転実測 カマ ド
須恵呑 婆　 A （27．6） 回転実測 I 区1層

カマ ド
33 須恵器 襲　 B （42．4） 回転実測 臣 Ⅲ・n堰ホリ

カマ ド・ケン
34 須恵器 襲　 ？ （9．0） 回転実測 I 区1
3 5 須恵器 壷　 B （6．0） ′ヽ

回転実測 Ⅲ区1

I 区1
36 須恵器 壷　 B （8．0） ′ヽ

回転実測
37 灰粕陶器 壷 （9．8） 施粕 施粕 ＼＿　′ヽ

回転実測 Ⅱ
Eヨ
ポ リ

38 石器 砥石　 B I J 最大長11．8 最大幅7．0 最大厚5．5 5 10 1ノノヽ、　′ヽ
完形　 砥面数4　 砂岩 Ⅲ 一1屈

39 鉄製品 刀子 身幅0．9 棟厚0．25 　ヽ　　　一　　　　　　　　　　　ヽ
平造 り

＿一　　　Eヨ
P 8

40 鉄製品 刀子 1．25 0 ．4 平造 り　 両 関　 茎 長7 8 Ⅲ区1層

I 区床下 P41 鉄製品 鎌 ？ 3．9 0 ．2 　ヽ　　　　　、　ヽ　　＿土三
Nol
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ここ　　闇 憎 薦ニ 篭
麿置・諾

f
院離磯脛 ほ臣針虚計器摺 －

汲．　　 ロ

車号　　　　　　　　 喜三善

謂　　　 ＿盈

ヰ　　　　　　　　　 卓三吉
転．　　　　　　　　　　　　　 瞥・　PA・㌣

H 6 77 1

r

土 師器

II　日日

杯　 I l （12．2） （9．0） 放射 ＋ラセ ン暗文 ヘ ラケズ リ レ Ⅲ ．iC2
2 土 師音声

［1日

杯　 A l （14・．0） （7．6） ミガキー→黒色処 理 ヘ ラケズ リ→ ミガキ 回転実測 Ⅲ

Ⅲ トレ
3 土 師呑

▼　川。

杯　 I l 14．0 8．8 3．9 放射 ＋ラセ ン暗文 へラケ ズリ 完全実 測 日こ

ⅣLi‾

H vv

I 区

哀3層
4 土 師者霹 杯　 I l 15．2 10．2 放射 ＋ラセ ン暗文

ナデ

へラケズ リ

ヘ ラケズ リ

回転実 測

回転 実測

吏2．3層 i

3酢 ポリ ！5 土 師器

で「1日

杯　 I 2 （15．3）

6 土 師呑　】コ．r 杯　 G 2 （15。4） ミガキー→黒色 処理 ヘ ラケ ズリ、 ミガキ 回転 実測 Ⅲ区ポ リ

Ⅳ区3層
7 土 師器

ロ’I

杯　 I l （15や8） （10．2） 放射 ＋ラセ ン暗文 ヘ ラケ ズリ 回転 実測 I 区トレ3層
8 師器 杯　 I l （15．7） 放射暗文

放射 ＋ラセ ン晴文

放射暗文

ヘ ラケ ズリ 回転 実測 I 区3層
9 壬二師器 杯　 I l （16．4） （9 ．6） へ ラケズ リ

ヘ ラケ ズリ
右 回転糸切 り

転 ≡測 Ⅳ ム〔3
10 二師器 杯　 I l （17．2）

云 ミ測 Ⅳ ポ リ
11 土 師器 杯　 C l 7．6 ミガキ→黒色 処理 完全 実測 ‖ 区ポ リ

I 区ポ リ12 二師器 杯　 I l （8 ．5） 放射 ＋ラセ ン暗文 ヘ ラケズ リ

へ ラケズ リ

陣転
＿ヽ　ハ
誹 り

13 師器 杯　 I l 放射 ＋ラセ ン暗文

放射 ＋ラセ ン暗文

破片
　、　　ノヽ
巨潮 Ⅲ区 トレ

14 一師器 杯　 I l

（14．9）

ヘ ラケ ズリ 破片 ミ測 カマ ド
15 一師器 杯　 ？ ミガキ→黒 色処理 墨 書 「安」 回転 左側 Ⅳ区1
16 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒 色処理 墨 書 「？」 破片 ＼＿　′ヽ巨測 Ⅲ区2
17 土 師器 m　 B 7．4 4。8 1．9 右回転糸切 り 完 全 ＼＿　′ヽ三渕 Ⅲ区1

ん、1
“、．Jヨ18 土 師器 皿　 B 8．8 5．7 1．8 右回転糸切 り 完全 譲

、、＿　′ヽ
三測 Ⅲ区1

19 土 師器 　　」 （6 ．3） ミガキ→黒色処理、脚内へラケズリ ヘ ラケ ズリ 回
、ヽ　　′ヽ
三渕 I A3

ヨ
ここ1由

2（．） 土 師器 高杯

」

（10．0） ミガキ→黒色処理、脚内へラケズリ へ ラケ ズリ ｛べ　＿／、、　′ヽ
回転 実測 日

射ヌ

夏2

：4層 ケン
21 土 師器 ミガキ→黒色処理、脚内へラケズリ へ ラケ ズリ 完 全竺測 I あホ リ
22 須、恵器 杯　 A （12．0） （6．0） （3。4） 右回転へ ラ切 り ［ －′

′ヽ
測 I 3掛 ホリ

23 須 恵器 杯　 A （13．0） （9．8） （3．5） 回転へ ラケズ リ 一′‾7．．こ二
′ヽ
測 I

fここ－j
V一ポ リ

24 須恵器 杯　 A 13 ．4 1 0．0 4．5 ヘ ラ切 り→ 回転 へ ラケズ リ 二仝 ノ”．．ノ′ヽ測 I 3i尋・トレ
25 須

ノコニ

．吏恵器 杯　 A （13．6） 10．4 （4．7） ヘ ラ切 り→へ ラケ ズリ 完 全実ヽ－　′ヽミ測
一　　F、ヨ
工区 ポリ

26 狽 恵器 杯　 A （13．8） （6．2） （4．3） 回転へ ラケズ リ

回転へ ラケズ リ

回転 実測 ⅢⅢ匝

Ⅳ区1

層

ヨ
27 須 恵器 杯　 A （14．2） （9．5） （3．5） 回 云実測 Ⅳ区2
28 須 恵器 杯　 A （14．6） （8．6） （4．5） ヘ ラケ ズリ 回 ＿ヽ　ノヽ

云実測 Ⅳ 2
29 須 恵器 杯　 A （14。9） （9。0） （4．6） へ ラケ ズリ ルル一　　　一一1。／　ヽ、　′ヽ

回転 実測 I

IH

Eヨ

∠1属・P l3 0 須 恵器 杯　 A （15．2） （9．2） （4．0） ヘ ラケ ズリ 転 実測 I 一3
3 1 須V、恵器 杯　 A （15．6） （10．2） （4．0） 火裡 回転へ ラケズ リ、火裡 －ヽ　′ヽ

；測 Ⅲ ‾4
32 須 恵器 杯　 A （16．6） （10．8） ヘ ラケ ズリ、墨書 「寺 ？」 　 、　　′ヽ

沌云実測 I
1－LIEヨ
1 2層

33 須 恵器 杯　 A 6．8 ヘ ラ記号 「×」 ノ」 －ヽ　ノ′ヽ
完全 実測 Ⅳ区3

l・ヨ

34 須 恵器 有台杯　 ？ （11．0） ．．V．、あ　　　ヽ＿　′ヽ
回転 実測 Ⅳ区3

35 須 恵器 有台杯　 B l （18．6） （12．0） （7．8） 回転へ ラケズ リ→付 高台 回転 ノ′ヽ測 I ズ3
・ヨ
ここ1鼻36 須 恵器 杯　 ？ （13．6） ］

ナー　　　ヽ＿　ハ
云実測

ー＿ニ・ヨ
Ⅲ区ホリ4屋

37 須 恵器 杯　 ？ （14．2） ｛小。ノ、、　′ヽ
転 実測

1ヨ
I 区1 2屑

38 夷 恵器 杯蓋　 C （13．2） 回転へ ラケズ リ ＼＿　′ヽ
三測

E、ヨ
Ⅲ区2 4層

39 須 恵器 杯蓋　 B ？ ．＼＿　′ヽ
完 全実測

40 須 恵器 杯蓋　 ？ ノ′ヽ
ミ測 ケ ン

41 夷恵 器 杯蓋　 ？ ’全 ま・プ測 Ⅲ区3層
42 須恵 器 粛貨　 ？

，．上皿
（17．4） 回 ∴

、　　′ヽ
∈測 I 区ポ リ

第78表　出土遺物一覧表66（H677）



恕 詮： 諾　　　 琵舵 、 詠， ・通　　　　　　　　 電瀾立憲菖鮎．り，
皐＿　＿

H 6 7 7 4 3　 土 師器 ロ ク ロ窯　 A
な　u・　ご用　．m 評琶　　　　　　 鐙　　　　　　　　　　　　　 や′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 賢い≡ 楓　 ・F茎・儀

ナ ァ へ ラ ケ ズ リ

ヘ ラ ケ ズ リ

ヘ ラ ケ ズ リ

回転

完 全

完 全

回 転

ミ実 測

実 測 、N o A

P U ホ リ4 4　 土 師器 婆　 ？
ナ デ

4 5　 土 師 器 婆　 り 「区 ポ リ

「区 5．3 層

Ⅳ区1酢 ホ リ

ポ リ

8 eO　　　　　　　　　　　　　　 ナ デ

」二紆器 婆　 ？

7V・・t・・一一

ナ デ 平 行 叩 き 日、 パ ケ 状 工 具 に よ

るヘ ラ ケ ズ リ

格 子 叩 き 目 、 へ ラケ ズ リ

ヘ ラ ケ ズ リ

47 土 師 者計 薫　 り 当具 痕 、 ナ デ

ナ デ
4 8 土 師 器 甑　 B 破 片

破 片

実 測 Ⅳ 区3 層

4 9

50

須 恵 器

須 恵 器

聾　 A

雪盲　 ？

（26 4 ） ケ ン

5 ．6
ヘ ラケ ズ リ

回転 へ ラ ケ ズ リ→ 付 高 台

ケ ／
5 1 須 恵 器 壷　 り （9．6）

車 実 測 Ⅳ 区 2層

5 2

5 3

54

5 5

56

57

ノ“．一…・一一一 ′‾‾‾Vl．’須 恵 者庁

石 器

石 器

石 器

壷　 C ？

凹 石　 A l

編 物 石

軽 石 別 口

最 大 長　　 最 大 幅

1 1．7　　　 1 1．3

9 ．4　　　　　 4．．2

ノ二

司転

．き二仝

芙 測　　　　　　　　　 Ⅲ区

Ⅲ 区

に擦 りによ る整形 、 条痕 様　 I 区

凹径8 ．5、輔 采2 ．1軽石 、N04

に加 工 痕　 安 山 岩　　　　 日 ヌ‾

3

1

1

レ

最 大厚

7 ．0 37 4

－
′く
7L∴」∴
含体

の傷、

首側
2 ．3

4・。3

96 ．5
イ

手1

鉄 剃 ［ヨ 刀 工

6 。7 6 ．7 1 19 　ヽ　　　　　　　 ＿コ
全 体 に擦 りに よ る整 形 、 側 裏

面 に 条 痕　 孔 径 1 2　 軽 石

I トレ

董＼衆 口LJ

鉄 義生ヨ

ナ

鉄 鉱

鎌

身 幅 1言 棟厚 0 。3 5
平 造 り、 両 関　 茎 長 5 7　 N。B Ⅲ区 5 層 、

58
し方丈1汀1

全 長 （1 1．9 ） 2 4 0 ．2 5

（4 2 ）

平 造 り ？、 No C Ⅲ
自
層

59 鉄 製 品 不 明

（6 6 ）
ミ ガキ → 黒 色 処 理

ミ ガキ → 黒 色 処 理

ミガ キ→ 聖 色 処 王

′　　　　　““一・・“

柄 装 着 角 140 0 Ⅲ区 1層

H 6 78 1 杯　 C l （14 ．0 ） P 2

2

3

土 師器

土 師 器

杯　 C l

杯　 A l

14 ．7 6 ．2　　　　　 4 ．2

6 。2

方 向 不 明 回 転 糸 切 り

右 回転 糸 切 り、底 部 周縁 へ ラ ケ

ズ リ 、墨 書 「？」

回 転 実 測

完 全 実 測 P 6

4・ 土 師 器 杯　 C l （6 ．8 ）

、　　　　　　　 ＿里

ミガ キ→ 里 色 処 理

底 部 ノ㌦風 部 周縁 手 持 ちへ ラ ケ

ズ リ、墨書底部 「剛 体部 「？」

Ⅲ区 1 層

力同不明回転糸切 り、墨書 「？」

手 持 ち へ ラ ケ ズ リ

撃一変　 い

が．“一′‾ユーザ、5 土 師 器 杯　 I l （8 ．0 ） 暗 文

ミ ガキ → 黒 色 処 理

ミガ　　 撃 ・・ん

V“転 芙 測 Ⅲ

6

7

土 師 器

土 師器

杯　 ？

杯　 ？

（14 ．0 ）

了転 実 測

鋸

IH 吏1層

8 土 師 器 杯 ‘？ 数 学 「十」 破 月 ：測 ケ ン

9 須 恵 器 杯　 A （14 ．0 ） （9 0 ） （4 8 ）
、　 キ → 了だ色 処 理

火樽

火 裡

火 裡

墨 書 「？」 破 ノ．－1 …測　　　　　　　　　 鋸区 1メ．コ竺i
ゴ

10

1 1

須 恵 器

須 恵 器

杯　 A

杯　 C

（14 ．0 ）

（14 ．4 ）

（10 ．5）

（6 ．2 ） （4 1 ）

手 持 ち へ ラ ケ ズ リ、 火 樽

手 持 ち へ ラ ケ ズ リ、 火 樽

回 転 実 測

回 転 実 測

Ⅲ 区2 層

Ⅲ区 2 層

カマ ド

ノ1．‾ ・＿　こヽ 方 向 不 明 回転 糸切 り、 火 裡

回転 へ ラ ケ ズ リ

回転 へ ラケ ズ リ ーす付 高 台

回転 へ ラケ ズ リ→ 付 高 台

12

13

須 恵 器 杯　 A

有 台 杯　 A l （13 ．6 ）

（7。6）

（8 ．6 ） （軋 0）

回転 測

測

Ⅲ［

Ⅳ ［‾

トレ

14

1 二

須 恵 器

須 恵 器

土 師 器

有 台 杯　 ？

・A　′

（百。8 ） 回 転

回 転

測

測

Ⅲ 「；二2 層

一　＿二1○

16

有 台杯　 ？

武 蔵 婆　 ？ （2 1e2 ）

（1 3 ．6 ）

ヘ ラ ケ ズ リ、 ナ デ

回転 へ ラ ケ ズ リ→ 付 高 台

へ ラ ケ ズ リ

、1夫雄、

云実 測

云実 測

云実 測

旧住 居

Ⅳ 区 1層

17

18

土 師 益

土 師 器

武 蔵 窯　 B

武 蔵 婆　 ？

（22 ．5 ）

（3 ．6 ）

ヘ ラ ケ ズ リ、 ナ デ

へ ‾ケ ズ リ　　 ‾ナ

ヘ ラ ケ ズ リ

へ ラ ケ ズ リ

ヘ ラケ ズ リ

I 区 1壇

I 区 1 ．‘表仁∃
19

2 0

2 1

土 師 器 ロ ク ロ婆　 ？

γ確　　 ‘

（4 ．8 ）
7　　　 、 ナ ァ 回転 実

回転 譲

ミ測

手測

I 区 レ・P 5

こV．ブ土 師器

須 恵 器

武 蔵 荒　 ？

鷺　 A （2 9 ．0 ）

（5．0） へ ラ ケ ズ リ、 ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ
＼－　C fハ
一実 測

Ⅳ 区 1層

r．．

、l

ニ〒フ

椒

平 行 叩 き、 ナ デ 回 転 実 測
Ⅲ区 1 ．2 層

Ⅲ区 ユ．層

Ⅳ 区 1層
弟 7 9 表　 出 土 遺 物 一 覧 表 6 7 （H 6 7 7 ～ H 6 7 8 ）



ぷ
滴堵畳遅乱 購読品藍減数無

I幸子・l 紺・監　h ＿慧　　　　　　　鼓Ⅴ Fか勘感野蒜笥 Fや　　　　　　　　 貢三幸 す　　　　　　　　　　き：盲

H 678 1

1

l

l

l

l

2 2 須恵器 平瓶 （13．8） 回転実測 ポ リ　　 l

23 石器 砥石　 B 2 J 最大長6．5 最大幅（3．7） 最大厚2．5 （78） 砥画数5、流紋岩 P 4　　 1

2 4 石器 軽石製品 6．5 6．1 2．3 5 1．5 全体 に擦 りに よる整形 、裏面

に条痕 、軽石

旧住居 l

25 鉄 製品 刀子 全長

（16．1）

身幅

1．4

棟厚

0．4

平造 り、両関、茎長7．2、刃長

（8．9）、茎 に木筒付着、No2

Ⅳ区2層 ！

26 鉄 製品 刀子 0．9 0．3 平造 り、棟 関、刃長 （5．7） 旧住居　 l

27 鉄製品 刀子 0．8 0．3 平造 り、棟 関、茎 長5．7、No l I 区2層　 1

H 6 79 1 須恵器 杯　 C （6．0） 火裡 回転糸切 り、火裡 回転実測 Ⅲ区1層　 l

2 須恵器 杯　 ？ 墨書 「？」 破片実測 床　　　 l

3 土師器 襲　 ？ ナデ ナデ 回転実測 ポ リ　　 l

4 須恵器 襲　 ？ （9．8） 見込み ナデ ヘラケ ズリ、叩 き 回転実 測 ケ ン

5
ノ、ノLLヽ 11日
須恵器 襲　 ？ ナデ 叩 き 破片実 測、Nol カマ ド　 l

6 鉄製 品 鉄鉱 全長

（17．7）

箆被 ：直角 、逆刺 ナシ、茎長7．9

頸 長6 ．2、鉱 身長 （3．6）、No2

膵 1層 l

H 68 0 1 土師器 こ土ご宣E （10．6） パ ケナデー→ミガキ パケ ナデ→ ミガキ 回転実測、H 668 カマ ド（1片）煙

道 （1片）と住居址間接合 、No3

Ⅳ区1層

コ2 土師器 壷 （6．8） ナデ→ ミガキ ヘ ラケス リ、ナデー→ミガキ 回転実測 、Nol I 区1層

3 土師器 ＝ヒ宝E （18．0） ミガキ→赤彩 ミガキ→ 赤彩 回転実測 、No2 Ⅳ区1層

H 6 8 1 1 土師器 杯　 D l （14 ．1） 7．2 （4．6） 回転 糸切 り→ナ デ 完全実測 、No3 Ⅳ区1層

Ⅲ区1層

2 土 師器 杯　 ？ （15．4） 回転実 測 Ⅲ区2層

あ　　　　　nllニコ3 土 師器 皿　 B 9．0 5．2 2．8 煤付着 糸切 り、煤付着 完形 、完全実測、No2 Ⅱ区1層

4 灰粕 陶器 皿　 ？ （8．0） 施粕 回転へラケズリ→付高台、施粕 回転 実測、大原2号 窯式期 Ⅲ区1層

一　　　　．．‾．ここコ5 土 師器 ロクロ婆　 ？ （7．2） ヘ ラケズ リ、ナデ 底部 、休部 へラケス リ、 ナデ 回転実測 I ・Ⅳ区1層

ケン

6

7

土師器 羽釜　 ？ （28．4） ヘ ラナデ ヘ ラナデ 回転実測、Nol I 区2層

土師器 羽 釜　 B ヘラナデ ナデ 破片実測 I 区1層

8
，口

土師器 ？ ヘ ラナデ ヘ ラナデ 回転実測 、径 （8．4） ケ ン

H 682 1 土師器 杯　 A l 13．5 5．8 4．4 ミガキ→黒色処理 ヘ ラケズ リ、墨書 「？」 完全実測 、No6 Ⅲ区1層

2 土 師器 杯　 C l （14．8） （7．0） （4．6） ミガキ→黒色処理 方向不明回転糸切 り、ヘラケズリ 回転実測 カマ ド

3
＝

土 師器 碗　 A l 15．2 ミガキ→黒色処 理 ヘラケズ リ→付高 台→ ナデ 完全実測、N o lと同じ墨書を赤

外線 カ メラによ り確認 。

カマ ド

l 4

l 5

土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒色 処理 墨書 「？」 破片 実測 Ⅲ区

土 師器 碗　 ？ ミガキ→黒 色処理 墨書 「？」 破 片実測 Ⅳ区

6 須 恵器 杯　 C （13．2） （7．0） （4．9） 右回転糸切 り 回転 実測 I 区床

カマ ド

7

8

9

須恵器 杯　 C 14 2 6 ．0 4．5 右 回転 糸切 り、墨書 「前」 完全実測、No13 カマ ド
ノ、ノしユ、　口
須恵器 杯　 C （14 6） 5 6 （4．3） 右 回転 糸切 り 完全実測 カマ ド
ハノし、　口
須恵器 杯　 C 14．6 6．6 （4．5） 右 回転 糸切 り、底部周縁 回転

へ ラケズ リ

完全実測 、No15 カマ ド

ニここl　　　　　　　一一一10 土師器 武 蔵襲　 C （20．4） 3．2 （27．4） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘラケズ リ 完全実測 、No2 ．4 ．5 I 区1層 ・床

Ⅱ区1層

カマ ド

’’’’’’’’’」11 土 師器 武蔵襲　 C 20．8 ヘ ラケズリ、ナデ ヘラケ ズリ 完全実 測、No12．14．15．17 I 区1層

カマ ド

12 土 師器 ロクロ聾　 ？ 7．4 右回転糸切 り 完 全実測 Ⅲ区

13
‖

須 恵器 婆　 ？ （12．0） 当具痕 平行叩 き目、ヘラケズ リ 完 全実測、Nol カマ ド

ⅢⅢ区

第80表　出土遺物一覧表68（H678～H682）



1魯 tI　　　　l す 遠　　　　 だ　　　　　 蔓：ヨ　　　　 ー4遥－

H 6 8 2 14 須 恵器 壷　 C 2

壷　 C 2

屠 J　乱す 急　＿一　　　丸ア
6．3

9．8

Eか勘鍾計芯摺
22．5

2 9．5

伊喝　　　　　　　 産≡芸 す一　　　　　　 挙≡旨 参デ三 塾　　藍

15

16

17

／ヽノじヽ　口
須 恵器

‾．一　口口

9．4

13 ．6

、　　　　　　ヽヽ

方向不明 回転 糸切 り→付高台

付 高台、把手貼付
完全 実7

イ二±Ⅰ．∠＼′十、

、Nol l

、手付長頸壷　 No9

Ⅲ区1層

石器

鉄製 品

‖

不明

最大長

（8．2）

最大 幅

（9．1）

最大厚

（3 ．6） （14 1）

71二∃三ラミノ 遍
円柱状 上

凹径2．4

ノ′ヽ”＿　一　ヽ　　　ム
部の－一部、 凹み2つ

、 凹深1．1、安 山岩

…∴一Ll巨∃
Ⅲ区

H 68 3 1 土師器 杯　 C l 1 3 （4 2）
No1 6 カマ ド

H 684

2

3

土師器

土師器

杯　 C l

碗　 A l

（5．0）

（7 0）

　、
ミガキ→黒色処理

里

糸切団

糸切 り、墨書 「？」
回転実測

回転実測
I 区1

Ⅲ区1

層

層

4

5

6

7

8

土師器

土師器

土師器

土 師器

土 師器

碗　 A l

杯　 ？

杯　 ？

杯　 ？

杯　 ？

（12．8）

（13．8）

（14．2）

（14．8）

（9．0） 、カキ→云‥色処理

ミガキ→ 黒色処理

ミガキ→ 黒色処理

ミガキ→黒色 処理　、　　　　　　　ヽヽ

糸切 り→付 高台

不明→付高 台

口縁 ミガキ、墨書 「乙」

完全実測

完全実測、No1 8

回転実測

回転 実測、Nol

I 区1

カマ

Ⅳ区1

カマ

層

ド

層

ド
回転 実測 I 区1

Ⅳ区1

層

層

9 土師器 杯　 ？
、　　 →デ、㌶色処理

ミガキ→黒色処理
10 土師器 杯　 ？ 墨書 「？」 破片実 i′ Ⅳ区1層

11

12

須恵器

土師器

一　日11

杯　 C

ロクロ婆　 B

（13 ．8）

（7．2）

（6．2） （3．6）
墨書 「？」

右 回転 糸切 り

下半部 へラケズ リ

破片実召

回転実彰

一′1・J→、

Ⅱ区1層

I 区1層

13

14

土師呑

土 師器

土 師器

武蔵婆　 C

武蔵襲　 C

武蔵棄　 B

（16．2）
へ ラケズ リ、ナ デ

坤転実瀾 I 夏　 レ
ヘ ラケズ リ 回転 実測 I 区1層

ヽヽ

15

（18．2）

20．3

へ ラケズ リ、ナデ

へ ‾ケ ズリ　　 ‾や

へ ラケズ リ

ヽヽ

回転 実測
カマ ト

I 区 ホリ

Ⅲ区l層
16

1 7

土 師器

土師器

武蔵婆　 B

武蔵 婆　 ？

（20．8）

（3 2）

フ　　　 、ナァ へフケス リ 完全実 湧l カマ ド
へ ラケス リ、 ナデ

ヽヽへ　　　　　　 1　　　　　‾や

へ ラケズ リ

⊥

回転実測 I 区1層

Ⅱ区ポ リ

カマ ド

18

19

須恵器

鉄 製品

鉄製 品

鉄製 品

鉄製品

襲　 ？

刀子

鉄鉱

鉄 淳

鉄荏

今長

（19．1）

フケス ノ、ナ ァ 底部 、体部 へ ラケズ リ 回転実i月

破 片美津、No17

ポリ

ヾ

20

2 1

身幅

（1．2）

棟厚

（0．35）
平造 り、棟関、茎長10．3、刃長

（8 8） No4
I 区1層

　ヽ　　ム
雁股形 、

鉱 身長 （3

箆被 ：直 角、頸長3．8

1） No5

I 区1層

22
ヽ

No 2 カマ ド

23

1

鉄製品

土師器

鉄淳

杯　 C l 14 ．1 6 4 3．9 ミガキ→ 黒色処理

No3

N o 12

カマ ド

I 区1層

2

3

土 師器

土師器

杯　 C 2

杯　 C l

（14．6）

（15．6）

二日　云糸七　㌢　 黒童　 ‾． d ノ＼実湘
（7．2）

（5．4）

7．5

（3．9）

（5．2）

（5．3）

暗文→黒 色処 理

ミガキ→黒色処理

ミガキ→黒色処理

放射 暗文

ミガキ→黒 色処理

ミガキ→黒色処 理

　ヽ　上土ニ　巨∃
方向不明回転 糸切 り、底部周

縁 へ ラケズ リ

‾　↓・L

フこ．壬．＼托、
回転 実測

Ⅱ区3層

Ⅱ区3層

4 土師器 杯　 A l （15．6）

方 向不明回転糸切 り 回転実 測 Ⅱ区3層

Ⅲ区 トレ

5 土師器 杯　 I l （17．0）

ヘ フケス リ、墨書 「？」 完全実測 I 区5層

Ⅳ区5層

6 土 師器 杯　 A l 5．4
へ フケスリ

ヘ ラケズ リ

方向不明回転糸切 り

回転 実測 ケ ン

7

8

土 師器

土 師器

土師器

杯　 C l

′Jl

（7．0） 完全 実測

回転実 測
Ⅱ区3層

一　　　　ここコ

9

碗　 A l

碗　 A l

（13．5）

（15．6）

（7．6）

7 4

（5．6）

（6 0）

ミガキ→黒色処 理

里

方 向不 明回転糸 切 り→付 高台、

墨書 「乙」

一、・一持、
完全実 測

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

3層

iC3 ．5層

〔トレ

第 81表　 出士 道

、カキー→‥ご・ミ色処理 方 向不 明回転糸切 り→付高 台 完全実測 Ⅲ 1吊
m・一一　　　巨∃勿－覧 表 69 （H 6 8 2～ H 68 4）



す
翫堵嘉尋乱 報　　　 去

桓用
車 散　く・監　藷 ．五　　　　置 E　が　’ぶこノ葛 半官　　　　　　　　　音三貴 ギ　　　　　　　　 筆≡誓

H 68 4・’l

1

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

10 土師器 碗 01・皿
（7。岩） ミガキ→黒 色処理 方向不明 回転 糸切 り→付高台、

墨書 「？」

回転 実封則 Ⅲ区3層

VVVVコ
11 土師器 碗 01・皿 8．3 ミガキー→黒色処理 方向不 明回転 糸切 り→付高台 ′二コノブC＿＿＿全箕ミ測 I＝メ＿3層

J12 土師器 碗 01・皿 ミガキー→黒色処理 方向不 明回転糸切 り→付高台 、

墨書 「？」「？」

回転笑ミ測 I 区1層 ！

13 土師器 杯　 ？ （14や8） ミガキ→黒色処理 回転三・・・則、No8 カマ ド　 ！　コ

14 土 師器 杯　 ？ （19。2） ミガキ→ニ色処 理 回転実ミ測 Ⅲ区3ノ l

15 二師器 杯　 ？ ミガキー→ 色処 理
生：E∃
賢 「？」 破片実 測 Ⅳ区5ノ i

16 ェ 杯　 ？ ミガキー→ 色 処理 墨書 「？」 破片 実測 Ⅳ区5層

17 師器 杯　 ？ ミガキーー→ 色処理 墨書 「？」 破 片誓．測 I トレ

‾　　　　‾‾‾‾‾118 土師器 皿　 A l 14 ．2 7．1 3．3 ミガキー→黒色処理 方「責］不明 回転 糸切 り→付高台 、

芸二「乙」

完 全実∈渕 Ⅳ区5層

あ　　　　　　‾コ19 土師器 皿　 A l （14．6） 6．2 （3．8） ミガキ→ 黒色処理 方向不 明回転糸切 り→付高台 、

墨書 「乙」 「乙」

フ已′一 Ⅲ区5層

V．一　　　　‾‾ニl20 土師器 m　 A l （14・。6） ミガキ→ 色処理 回転実測 Ⅲ 一3才

21 ・－ふ師器 皿　 A l ミガキー→ 色処理 墨書 「？」 破片実測 Ⅲ ．J勺∃

22 士 師器 皿　 A l ミガキ→黒色処 理 墨 こ「？」 破片1・三測 ケ ン

23 一師器 m　 A l ミガキー→黒色 処理 墨 書 「？」 破片実 測 Ⅳ

24 百恵器 杯　 C （13 2、） 6．6 （4 ．0） 右巨司転糸切 り 完 全壬こ測 Ⅲ

25 l

26 1
1 27 1

1 28 1

l 2 9

ノ、ノし、　口
杯　 C （13 6） 6．6 （3．9） 火裡 右回転糸切 り、火裡 完 ′二測 Ⅳ区4．5層

婚車雲豊 杯　 C （14．0） （6．0） （3．6） 火裡 方向不明 回転 糸切 り、火裡 回 M一′‾ム∴ 測 Ⅲ 日、レ

婚南 口呈 杯　 C （14．4） 6．0 （4．6） 右 回転糸切 り、墨書 「乙」 完全実測 カマ ド

須恵器 杯　 C （14 4） （8．0） （4．1） 方 向不 明回転糸切 り 回 Ⅲ区5層
ノ、ノL⊥ヽ　　日
須恵器 杯　 C 14．6 6 ．0 4 ．0 見込み円滑 右 回転 糸切 り、墨書 「乙」 完全h 測 P 14

Vv．．こ13 0 須恵器 杯　 C （14 6 6 8 3．6 火樽、重焼痕 右 転 糸切 り、火裡 完全 ・ミ測 、No6 Ⅲ区5

3 1
′．、ノじヽ　　口
須恵器 杯　 C （14 6） （6．8） （4．3） 方 向不 明回転糸切 り 回 云 一測 Ⅲ Ii！こ3層

32
ノ．．、ノしユヽ　　口
須恵器 杯　 C （14．8） （6 ．0） （3 ．9） 右 転糸切 り 回転実 測 Ⅱ区5

33 娼 恵器 杯　 C （15 2 6 ．6 4 。6 火樽 右 司転糸切 り、火裡 回転 則 Ⅲ区5

34
ノ、ノし⊥、　日
須 恵器 杯　 C （16．2） （：6．2） （3．8） 右 転糸切 り 回転 実測

1　　　、　　　－トーナ　ヽ“

カマ ド

35 須 恵器 有台杯　 ？ 6．6 方 司不明 回転 糸切 り→付高台 完全 実測 カマ ド

．J1 36

l 37

須重器 有台杯　 B 2 8．2 右 転糸切 り→ 付高台、火樽 恒転ご： Ⅲ区3軒 カマド
ノ‾‾ヽノじヽ　1日
須恵器 杯蓋　 B （12．4） 円滑 環状つ まみ 回転実測

・…・・　　　一一一一　“Lナ　ヽ．

Ⅲ区

38 須恵器 杯蓋　 ？ （14・．0） 方I

へ

句不 明回転糸切 り、 回転

ラケズ リ

回転実測 I 区封書

‾　　　　‾コ39 土師器 武 蔵襲　 B （9．6） ヘ ラケ ズリ、 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲメー

「 10

4・1

土師器 武 蔵碧． C （19 6） へ ラケ ズリ、 ナデ ヘラケズ リ Ⅲ

n
土 師器

1一
武戒棄　 C （20．0） ヘ ラケズリ、ナデ ヘラケズ リ

Ⅳ区5層

ケ ン

V　‾　　　　＝コl 42

4 3

4・4

土 師器 武蔵婆　 B （20．2） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケ ズリ 回転 実測 Ⅲ区3層

カマ ド

　　 ロロ 武蔵葉　 C （21．0） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズ リ カマ ド

須恵器
▼lJ

婆　 B （31．6） 当具痕→ ナデ 平行叩 き目→ ナデ

－　　1－ナ　ヽ

I

Ⅲ 1．3層

コ
45 須恵器 聾　 ？ 8．8 方向不 明回転糸切 り 回 実測 Ⅲ メぁ 【∃

46 須恵器 婆　 ？ （15．2） 回転 へラケズ リ 回転実測 I

m トレ

第82表：出土遺物一覧表70（H684）



さ1l・－1・ hこ魯 ぎ 慮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿遠・　　　　　　　　 諜報蟄霹靂蟄墨監曇
態　 T
総　　　　　ト十

院 ：　 艶マ　　　 ・れ・”姜’ 匡 評撃　　　　　　　 善萱竪

頚 まで 施 粕

たノ
声ここニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 話

H 68 4 4 7

48

49

50

灰 粕 陶 器

石 m I

（1 1 ．6 ）

E∃ Eヨ

が新局銅声門

E∃　　　　　－‾

ギ　　　　　　　　 膵蛮

施 粕 回 転 実 測 I 区1層言、レ

Ⅲ 区5 層

Ⅳ 区 1層
J首古

．一　口。

磨 石 ・敲 石 敢 大 長 9 ．9

15 ．6

寂 大 幅 4 ．9 敢 大 厚 3 ．7 26 9 完形、正面 中央部敲打 痕　 安山岩 Ⅳ あ1
石 一指

鉄 別 口

編 物 石

Jl．J／’．‾‾・‾．一1．．．ふ　衷

6 。2

軸 棒 幅 0 ．35

3 ．9 4 9 2 ＼ヽ　　　　　　　コ
完 形 、 砂 岩 、N o2 Ⅳ ‘5

5 1 鉄 掛目
日
コ

紡 錘 車 軸 棒
Ⅲ ふ3 了

夢＼二末 日＝

ーヽ　　　　　　ヽヽ

N o 7 Ⅳ 「
H 68 5 1 ・淵．穏呈 杯　 C l は 9 ）

一〇
．口 13 。0 5 ．6 ミカ 1→黒 二処 王・・ 右 回転 糸切 り 百．二空瀾！ I2 “二浦器 杯　 C l

杯　 C l

13 ．5

13 。7

6 ．5

5　5

3 ．9

3 ．9

ミガ キ→ 黒 色 処 理

ミガ キ→ 黒 色 処 理

ミガ キ→ 黒 色 処 理

、ヽ　　　　　　　ヽヽ

“、一7、芙 f′、 一、レ

3 土師 器
墨 書 「？」

1・・“A　　′

完 全 実 測 、 N o1 2 I 〔2 層

右 回 転 糸 切 り

右 回 転 糸 切 り

′一一しわ V“－　ヽ　　　　　　　　T
4－

5

土 師 器

土 師 器

杯　 C l

杯　 A l

杯　 A l

（13 ．7 ）

（13 ．9 ）

13　 9

7 ．1

（6 7 ）

（3 ．6 ）
1　　＼．

完 全

実 測 、 N D9

実 測 、 N o14

Ⅲ

I

＿2

：2

6

＝

土 師 器 7 0

（3 ．7 ）

4 1

ミカ キ→ 黒 色 処 理 、 赤 色 顔 料

ミガ キ→ 黒 色 処 理

ミガ キ→ 黒 色 処 理

ミガ キ→ 黒 色 処 理

、　　　　　　　ヽヽ

ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測

7 土 師器 杯　 C l （14 ．6 ）

14 ．6

（16 。4 ）

（17 3 ）

（3 ．4 ）

7 ．5

（8 4 ）

は 8 ）

4　0

墨 書 「金 ？」

．m・一　　′

Ⅱ区 2層

8 土 師器 杯　 C l
右 回 転 糸 切 り

右 回 転 糸 切 り、墨 書 「乙 」

ノニ

回転 実 測 Ⅲ A2

9

1 0

土 師器

土 師 器

土 師 器

杯　 B l

杯　 A l

杯　 B l

杯　 C l

完 全 実 測 、 No 16 I 2

6 8

（5 ．2 ） ミカ キ→ 黒 色 処 理 、 赤 色 顔 料

、ヽ　　　　　　ヽヽ

方 同 不 明 回 転 糸 切 り、 底 部

外 層 右 回 転 へ ラ ケ ズ リ、 赤 色

顔 料 付 着 、 墨 書 「？」

L

回転 実 測 カマ ド

1 1 （5 1 ）

5 ．6 ミ カキ → 黒 色 処 理 底 部 、 外 周 右 回 転 へ ラ ケ ズ リ、

墨 書 「乙 ？」

′

完 全 実 測 Ⅲ区 ポ リ

12

I日

土 師 器 （5 9 ）

ミカ キ → 黒 色 処 理 糸 切 り→底 部 周縁 ＼ヘ ラケ ズ リ、

赤 彩

一　　′　　　　ヮ．．

回 転 実 測 I 区 ポ リ

13

14

、．．一　口1
、　　 → 里 V：ニー　几・“・－ u f］＿、．ムブ純　 か′　 里 重　 り 前転 窒 ご・目i ヌ‘ 扇

土 師 者蕗【＿
＝
杯　 C l 5 ．9 ミガ キ→ 黒 色 処 理 右 回 転 糸 切 り　 賢 蜜 「？」

．．一　′＼くfハ 区2

Ⅲ ヌ‾√土師 器 不不　 C l 6 ．8 ミ　ナ主事－㍉至 　ヽ：±土と　巨∃
一　　′

15 土 師 器 碗　 A l 15 ．6 5　9 、カ キ→ 云‥色 処 理

W　ブ　　　　 封

糸 切 り→ 付 高 台

墨 書 「？」

V“・ヨ　‾

2

16 ・［二師 器 杯　 ？ （12 ．0 ） 一　　　＼

回転
17

18

土 師 器

土 師器

杯　 ？

杯　 ？

12 ．8

（13 0 ）

ミカ キー→黒 色 処 理 墨 書 「乙 ？」 完 全 実 測　　　　　　　　　 Ⅲ区 1f

レ

ノ

回転 実 測　　　　　　　　　　 Ⅲ区 ト

回転 実 測　　　　　　　　　 工区 2辱
19

2 0

土 師器

土 師 器

杯　 ？

杯　 ？

（13 ．2 ）

（13 4 ）

ミカキ → 黒 色 処 理 墨 書 ［？」

仕1 ロ　ー7二一ご、m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 r．．、こ
2 1 杯　 ？ （14 ．2 ）

撃
2 j

22 土 師 器 杯　 ？ （15 ．2 ）
ミカ キ→ 黒 色 処 理　　　　　 墨 書 「乙 ？」

くfハ

ミ測

Ⅳ ［＿

I 卜

Ⅳ ［

1層

ポ リ23

2 4

土 師 器

一　LHコ

杯　 ？ （15 ．4 ）
ミガ キー→黒 色 処 理 ！呈 目　　　　　　　　　　　　　 回 転 実 測 I 「さ

I日ラ
」二師 呑 不　 ？ ミガ キ→ 黒 色 処 理 墨 書つ ？　　　　　　　　　 破 片 実 測 ケ 、

2 5 二師器 杯　 り

杯　 事
ミガ キ→ 黒 色 処 理 至三日　 ？

墨 書 「？」

里 重 「．？」

ナニ・・・l一弓旨ご・昌l
2 6

ミ ガ キ→ 黒 色 処 理
叉 1
破 片
・・・・・・・fハ
エ、“’測

Ⅲ区 2辱

2 7 市器 杯　 ？
ミ ガキ → 黒 色 処 理

ミ ガキ → 黒 色 処 理 、 赤 彩

ミ ガキ

く7ハ

ミ測

ミ測

ミ測 、N o 19

主潮

Ⅳ 「V．

““‾T2 8 皿　 A l 13 ．1
ヘ ラ ケ ズ リ→ 付 高 台 、赤 彩

破 片 W・三・・

完 全 だ

回 転 ‡

カ マ ド2 9

30

3 1

皿　 B 3

盤

杯　 C

（13 ．7 ．）

土 師 益

狛 宙 器 （12 8 ）

（1 5 ．0 ） 紋 様 回 転 ノ． Ⅲ 「、‾I．

Ⅳ 区

トレ

ノ　′　′且
ヽ

二ロ1．．．一WV．一丁　　　　　 ノ′ －′－」一一、 1掌　　　　　　　　　　 コ・V・一・一雄 刀 上 火 裡　　　　 回 転 実 測　　　　　　　　　 Ⅳ区 2 層

第 8 3表　 出 土 遺 物 一 覧 表 7 1 （H 6 8 4 。 H 6 8 5 ）



1コニご だ
癖増車漆跳 詭　　　 “F都

倍涌 髄　せ．　炭 且　Jh慧壌摺勤はげ り針年戯ど芯摺 声や　　　　　　　　 号三号 ギ　　　　　　　　　 琶≡蔑 腰

H 685 3 2 須恵器 杯　 C （13．2） 5．9 3．7 右 回転糸切 り、墨書 「乙」 完全実測 I 区2層

Ⅲ区 トレ

33 須恵器 杯　 C 13．6 5．9 4．8 火裡 右 回転糸切 り、 火裡 完全実測 Ⅲ区2層

34 須恵器 杯　 C （14．0） 5．6 （3．4） 右 回転糸切 り 完全実 測、No15 I 区2層

35 須恵器 杯　 C （14．2） （7．2） （3．5） 右回転糸切 り 回転実 測 Ⅲ区ホリ2層

36 須恵 器 杯　 ？ 墨書 「乙 ？」 破片 実測 I 区2月

37 灰粕 陶器 皿 （14．3） 施粕 （つけが け） 施粕 （つけがけ） 回転実測、光ケ丘1号窯式期38 と

同N・・・M一個体

I 区2層

38 灰粕 陶器 皿 （14．3） 施粕 （つけが け） 施紬 （つけがけ） 回転実測、光ケ丘1号窯式期37 と

同一個体

I 区2層

39 灰 粕陶器 皿 7．3 施粕 、壷焼 痕 切 り離 し→付 高台 完全実測 、光 ケ丘 1号窯式期 Ⅲ区l

40 灰 粕陶器 段皿 （18．6） 施粕 回転実測 、光 ケ丘 1号窯式期 Ⅳ 2層

41 土師器 武蔵禁． B （12．8） （4．9） （12．9） ヘラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I 区 トレ

Ⅲ区2層

42 土師器 武蔵 襲　 B 19．0 ナデ、へ ラナ デ ナデ、ヘ ラケズ リ 完全実測 、No2 2 Ⅱ区2層

カマ ド

43 土師器 武蔵 窯　 C （19．1） ナデ、へ ラナデ ナデ、ヘ ラケズ リ 回転実測 I 区2層

Ⅳ区1層

44 土師器 武 蔵婆　 C 19．9 ナデ、へ ラナデ ナデ、ヘ ラケ ズリ 完全実測 、No17 I 区2層

45 土 師器 武 蔵棄　 B （20．0） ナデ、ヘ ラナデ ナデ、ヘ ラケ ズ リ 回転実 測、No4 6 I 区2層

Ⅲ区2層

カマ ド

46 土 師器 武蔵襲　 C 20．1 ナ デ、ヘ ラナデ ナデ、ヘ ラケズ リ 完全実 測 カマ ド

47 土 師器 武蔵聾　 B 20．8 ナ デ、ヘ ラナデ ナデ、ヘ ラケズ リ 完全 実測、No4 3 I 区2層

Ⅲ区2層

カマ ド

48 土 師器 武蔵襲． B （2 1．6） ナデ、ヘ ラナデ ナデ、ヘ ラケズ リ 回転 実測、No44・ I

Ⅲ

Ⅳ

トレ

2層

2層

49 土師器 武蔵慧　 ？ 4．7 ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 Ⅱ 2

50 土師器 ロクロ襲　 ？ 6．6 右回転糸切 り→ ナデ 完全実測 Ⅲ

Ⅳ

1

1

．‾‘コ
∃
ここコ

51 土師器 武蔵婆　 D ？ 脚部 ナデ、休部へ ラナデ 付高台 、ヘラケズ リ 完全実測 Ⅳ．，．夏1

52 須恵器 襲　 ？ 11．3 ナデ 底部周縁 へラケ ズリ、叩 き 完全実測 Ⅲ区2

53 須恵器 襲　 ？ 12．6 ナデ、 自然粕 底部周縁 へ ラケ ズリ、 自然粕 完全実測 、Noll Ⅱ区2．1層

54 須恵器 襲　 ？ （15．3） ナデ 底部周縁 へ ラケズ リ 回転実測 Ⅱ区ポ リ

55 須恵器 壷　 B （7．1） 自然粕 自然軸 回転実測 I 区2 1

56 須恵器 壷　 B （14 ．2） 上半部指頭庄痕 、自然粕 自然粕 回転実測 、NolO Ⅲ区2層

I 区1層

カマ ド

ケ ン

57 須恵器 壷　 ？ 8．2 方 向不 明糸切 り→付高 台

底部 周縁へ ラケズリ

完全実測 、NolO．49 Ⅲ区2層

カマ ド

I 区2層

58 須恵器 壷　 ？ （16．4） 中央部ナ デ 右 回転 へ ラケズ リ→付高 台

へラケズ リ、 自然粕

底部 中央円滑硯転用 ？

回転実 測 Ⅳ区1層

第84表　出土遺物一覧表72（H685）



．．妾‾毘　怨　　　 憎 薫ニ F 忘が　　　　　　　　　　　　　　　　矧盟種意想爵私選薗　ヤ　ー 踪醍溺恩謂瀾鷲戟監藷蜃削除 評摺 痘 昆
H 68 5 5 9 須恵器

そ百南 口ロ

壷　 C ？

二土こご

が餌は‖声門 章二章

自然粕

ギ　　　　　　　　 墜≡墨

回転実測 I 区 ト

Ⅳ区1ノ．

レ

遍
Eヨ60

6 1

4 、ノし、省庁
ノ　　　・・・ロ日

二張　 C ？

ーこ土こご

自然粕 完全実測 Ⅲ区1 2屈
須恵呑 虚　 C ？ 自然粕 自炊粕 回転実測

破片実測

回転実測

回転実測

一　　．　　　E∃
I 区 トレ62 須恵器 壷　 A 11．3 当具痕、ナ デ ノIlヽ

叩 き、 自然粕 Ⅳ区2層

Ⅳ区1．2層

Ⅲ区1層

63 須恵器 壷　 ？ ・m　　ノJlヽ
方 向不 明糸切 り→付高 台

64 須恵器

日日

壷蓋

砥石　 B 2 J

（11．6）

最大長

（4．9）

最大幅

（5．3）

E∃　　　　．．一65 石呑

ロロ

取大厚

（3．0） （86）
砥画数5、上：欠損、正裏左右下：

円滑、 正：角状条痕　 砂岩

I 区2層

66 石有益

一　ロ＝コ

砥石　 B 2 J

砥石　 B 2 J

8．0 5．2 4 ．1 18 3 ヽ
完形、砥画数6、正左 ：円滑線条

痕、裏右：円滑角状条痕、上：欠

損状態使用線条痕 、下 ：線条痕 、

流紋岩、No2 5

I 区2層

67 石呑

一　口ロ

（11．6） （6．1） （4．6） （37 1） 砥面数5、正真 ：円滑平状条痕、左

右 ：円滑、上：欠損、下：滑らか凹

み、凹径3．5、凹探0 7　 砂岩

Ⅲ区2層

68 石福

一　に＝コ

砥石　 B 2 J

伝

12．6 4．8 5．4 4 6 7 °　　　ヽ完形、砥画数6、正裏左 ：滑 ら

か線条痕、右 ：円滑線角状条痕、

上 ：欠損線 条痕、下 ：素材 面線

条痕 、流紋岩

Ⅲ区2層

69 石呑

。FI

編物石　 B 9．0 4．0 2．8 127 完形、礫素材、正：線条痕、安山岩 ケ ン
70

7 1

石呑

鉄製 品

絹物石　 B

十

13．7 4．0 3．8 4 26 ヽ完形、正右 ：酎 丁痕擦れ　 硬砂岩 Ⅲ区2層
鉄鉱 ノ　ヽ　　　　ヽ逆刺 ナシ、頸長ナ シ、鉱 身長

5．1、Nol

両端 に孔 有、No24

N o2

カマ ド

72 鉄製 品 金具
Ⅳ区2層

Ⅲ区1層

I 区2層

73 鉄製 品 不 明

74

7 5

7 6

鉄製 品

鉄製品

鉄製品

ト、日日

不 明

鉄 素材

鉄 荏

杯　 C l

N o50

ケ ン

No 7 Ⅱ区2 コ
コH 68 6 1 土師呑 13．1 6．1 4．0 ミガキ→黒色処理 右 回転 糸切 り 完全実測

回転実測

完全実測

回転実測

Ⅲ ．ズ
2 土師器 杯　 C l （14．5） （7．5） （4．5） ミガキ→黒色処理 方 向不 明回転糸切 り

区1

Ⅲ ズ

ヨ

3 須恵器 杯　 C （12．8） 7．3 （3．6） 火裡 ＼／　ヽ
右 回転 系切 り　 火裡

区1琶

I 区1層4 須恵器 杯　 C （13．0） （7．4） （3．5） 火裡 ヽ
方向不 明回転 系切 り　 火裡 Ⅳ区1

5

6

須恵器

そ百南口ロ

杯　 A

杯

13．4 7．3 3．7 火裡 ヽ
回転へ ラ切 り、火裡

＼　＼＿　ハ
完全実測 Ⅲ区3層

ポリ
〃M、ノ山者姦 不　 C 13．8 7．6 4．0 火裡 右 口転糸切 り　 火樺 回転 実測

回転 実測

回転 実測

Ⅳ区1層

Ⅳ区1層
7 須 恵器 杯　 C （13．9） （6．8） （4．0） ヽ

方向不明 回転 糸切 り
8 須 恵器 有台杯　 A l （12．7） （8．0） （3．9） 回転へ ラケズ リ→ 付高台 I 区1層
9 土 師器 武蔵嚢　 B 11．0 4．4 11．3 ヘ ラケズ リ、ナデ へ ラケズ リ ′ヽ

完全実 測、No2 Ⅱ区1 1
10 土 師器

日日

武蔵聾　 B

l‾ニ　・應

（19．0） ヘ ラケズリ、、ナデ ヘラケズ リ 回転実 測 二‥⊥JEヨ
I 区1層

カマ ド

ホ リ
11 土 師呑 武 蔵棄　 A （20．4） へ ラケ ズリ、 ナデ へ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区3層

カマ ド
12 土師器 武 蔵婆　 A （21．9） へ ラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測

カマ ド
13 土師器

日日

武蔵 襲　 ？

㌻應

5．2 へラナデ ヘ ラケズ リ 完全実測 I 区1層

ポ リ
14 土師呑 l 武蔵嚢 ？ （5．4） ヘ ラケズ リ、ナ デ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅳ区1層

第85表　出土遺物一覧表73（H685。H686）



㌍ご が
読萄式喜臥 説董　　　 “わ卓

ぶこ儲釧㌫㌫議通牒融 T録 郵獄劇隠 院．了　も，V－ 登ノ…r‘窒；窪　匡 ・ 評響　　　　　　　 覧萱堅 そこ　　　　　　　 号二子 漣∴ ．遍

H 686 15 土 師器 武蔵襲　 ？ （6 。5） へ ラケズリ、ナデ へラケズ リ 回転実測 Ⅳ区11

16 恵器 u．＝ヒ　 ？雪貰 （7．0） 見込み に自然粕 自然粕 転実 測

17 石 器 自 最大長

20 ．8

最大 幅

22 ．5 （14．5） （58 80）

円滑 側面 ：1．2′・＼3 ．5cm の凹13 ケ角

状条痕 有、底部破損 まで使 用

凹径 15．8、凹深 （11．1）、No l

I 区2層

18 石器 軽石製 品 6．8 7．3 3．3 8 5 完形 、半球状 を削 り成形

正左 ：階段状 削 り、軽石

I 区1層

H 68 7 1 二師器 杯　 C 2 （12．3） （6。2） 4．0 暗文、黒色処理、見込み朱付着 糸切 り 回転 実測 P 6
2 土師器 杯　 B l 12。4・ 6。2 3．9 ミガキー→黒色処理 回転糸切 り→手 持ちへ ラケズ

リ

完 全実測、完形 Ⅳ区1層

3 杯　 C 2 （12．6） （7．0） （41．2） 暗文 、黒 色処理 糸切 り 回 云実測 P 6
4・ 二師器 杯　 C l （13．1） （5。2） （4．1） ミガキ→ 黒色処理 右回転糸切 り 云実測 カマ ド

5 土師器 杯　 C l （13．4） 5．4 （3．7） ミガキ→ 黒色処理 右回転糸切 り 完全実測 P 7
6 土師器 杯　 C 2 13。8 6．0 4 ．2 暗文 （5本線）、黒 色処理 右 回転糸切 り 完全実測 カマ ド

7 土師器 杯　 C 2 （5．4） 暗文、黒色処理、見込み朱付着 右 回転 糸切 り ポ リ

8 土師器 杯　 C 2 6 ．2 暗文（6本線） 回転糸切 り 己全実測 I 区1層

9 土師器 杯　 C l （6．4） ミガキ→ 黒色処理 糸切 り、墨書 「？」 r 測

10 ミ 杯　 C 2 （6．6） ミガキ→黒色処理 糸切 り、墨書 「？」 回転実測 Ⅳ区1 J竺1ヨ
11 二師器 碗　 A 3 （13．6） ナデ 回転 糸切 り→付高台 云実測 ケ ン
12 二師器 碗　 A 2 （14 ．5） 暗文 （5本線）、黒色処理 回転 糸切 り→付高台 V’全実測 カマ ド
13 土師器 碗　 A l （14 ．6、） （6．6） （5．4） ミガキ→黒色処理 付高 台 回 云実測 Ⅳ区1層

14 ミ 碗　 A l （7．2） ナデ 回転 糸切 り→付高台 完全実測 ケ ン

15 土師器 碗　 A l ミガキー→黒色処理 回転 糸切 り→付高台 、墨 書

「？」

完全実測 I 区1層

Ⅳ区．1層
16 土師器 皿　 A l （13．6） ミガキー→黒色処理 E．

ノ．．、さ
墨書 「乙」 P 7

17 二師器 皿　 A l （1生6） 6．6 （3 ．8） ミガキーす黒色処 理、朱付着付 付高 台、墨書 「乙一．j 二全実 測 P 7
18 土 師器 杯　 ？ （14．6） ミガキ→黒色処 理 回転実 測 カマ ド

P 7

19 土 師器 杯　 ？ ミガキーHサ黒色処 理 雲 Wど「？」 破片実 測 Ⅲ区．1層

20 杯　 ？ ミガキ→黒色 処理 墨書 「？」 破片壬‾‾測 Ⅲ区 トレ

21 土 師器 杯　 ？ ミガを→黒色処 理 一、吾 「？」 破片 ニ・測 P 7

2 2 土 師器 杯　 ？ ミガキー→黒色 処理 三吉 「？」 破片 実測 ケ ン

23 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒色 処理 ん．つ ‘乙 ？」 破片 実測 II区1層

24 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒 色処理 芸丁 ？」 破片 実測 I 区1層

25 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒色 処理
二三主三
葺二「乙 ？」 破片 三測 P 7

2 6 杯　 ？ ミガキ→黒 色処理 墨 ここ「乙 ？uHj 破片 ‡測 Ⅳ区1層

27 須 恵器 杯　 ？ （13．2） 可転 実測 ケ ン

28 須 恵器 杯　 ？ （13．4） 墨書 「全」 回転 実測 一

29 須 恵器 有台杯　 ？ （6。2） ナデ 付高 台 ；測 I 区 トレ

30 灰軸 陶器 皿 （15．2） 施粕 「パケ塗 りMj 回転 実測 I 区1層

Ⅲ区．1層

Ⅳ区1層

3 1 灰粕 陶器 皿　 ？ （10．0） ナデ、施柚 底部周縁右 回転 へ ラケズ リ→ 回転 実測

32 鉢 （17．4r） ミガキ→ 黒色処理 下半部右 回転 へラケ ズリ 回転 実測 カマ ド

ケン

33 土師器 鉢 （19．0） ミガキ→ 黒色処理 回転 実測 P 7

第86表　出土遺物一覧表74（H6860日687）



．ふ、ごご　　　W ・可二憲▼ を が　　　 ま　　 ・露　　　 語
賛㌻I 吉 院　染　＿諾て 鑑　三瑠・ 評瑠　　　　　　　　 章票星 ギ

橘　　　　　　　　　　　　　 膚 ‡”廓 1

H 6 8 7 3 4 土 師器

m．一　日口

ロクロ棄　 B

1・・1J一一一一

（11．‾岩） 号二手
Ⅳ区摘

P 7

ここ1至白

35 土 師呑

」⊥由　一口日

ロクロ装　 B

‾ニ　・應

15．6

（18．8）

8．2 18．1 ヘ ラケ ズリ、ナデ 完 全実測

Ⅲ区．1層

カマ ド
36 土 師者庁

．コ．

武蔵棄　 C ナ デ ヘ ラケ ズリ 回転 実測 カマ ド
37 土 師器 武蔵婆　 C （20．8） ナ デ ヘ ラケズ リ 回転 実測

カマ ド
38 土 師器 ロ クロ婆 （23．4・） へ ラケ ズリ 回転 実測 カマ ド
39 土 師器 武蔵慧　 ？

二土で

4．3 ヘ ラケズリ、ナデ へ ラケ ズリ 完 全実測 Ⅲ区1層

カマ ド
40 須恵呑 二憩　 C 2

ノLノヽ

（12．5） 完 全実測、No3 Ⅳ区1層
41 彩ミ製 品 全長9言 刃幅3．6 最大厚2．4 柄差込み長5．4、柄差込み幅2．0、

袋厚2．4・、折返 し幅1」、No l

V“ぁ　　　F・こ・ヨ
I 区1層

42 鉄製 品 刀子

′

身幅 （1．0） 棟厚0．25 棟 関、No2 I ‾‾ズ1腐
43 鉄製 品 紡錘車軸 軸棒幅0．4 先端部 ？
44 鉄製 品 不明 棒状 品、No2 I あ1

H 6 88 1 土 師器 杯　 ？ （14．0） ミガキ→黒色処 理

ミガキー→黒色処 理

ミガキー→黒色処 理

ミガキ→黒色処理

ミガキ→黒色処理

黒童 「田 ？」 回転実測

破片実測

破片実測

破片実測

破片実測

回転実測

竺∠＼実測　 N l

I 一2
2 土師器 杯　 ？ “．±ヒ

黒 「？」

「？」

E＿＿＿
Ⅳ区ホ 13 土師器 杯　 ？ ＿±土±＿

塁 I
ノ、ノ

‘ポ リ

4 二師器 杯　 ？ 里
ノこ呈、
‾「？」

二「？」

Ⅳ
5 土師器 杯　 ？ 黒 Ⅳ

ノ　ヽ
一ポ リ

6 ≠恵器 杯　 C （13 ．1） （6．7） （4．3） 二±土±＿
右 転 糸切 り　 火裡 Ⅳ

ノ　ヽ
．2層

7 ≠恵器 杯　 C 13．9 7．6 4．2 見込み円滑 右 ヽ
転 糸切 り　 火裡 Ⅱ

8

9

餐

ノこノ

頁恵器

百南月旦

杯　 A

有 台杯　 C

．．＿一　　一一H一一一

7．4

見込み円滑

回転 へラケ ズリ
フt∴王∴ブこけ、、⊥lD
完全実測

区2 書

ポ リ
／よ・、ノ・己、霹庁

須恵器

狛穣一月旦

（7．8） 回転 へラケズ リ→ 円滑 、削 出 回転実測 什

10

1 1

杯蓋　 A

杯蓋　 ？

（14．8） （2．4） 右 回転 へラケズ リ→つ まみ貼

付

完全実測 Ⅳ区ホ リ

′只ノ己、首－．十 火裡 回転へ ラケズ リ→つ まみ貼付 、

火裡

完全実測 Ⅳ区ポ リ

12 須恵器 杯蓋　 B orC つ まみ貼付 回転実測 Ⅲ区2層
13 土師器 武蔵棄　 B （18．5） ナデ へ ラケズ リ 回転実測 カマ ド
14 土師器 武蔵婆　 B （20．9） へ ラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 カマ ド
15 土 師器 武蔵聾　 C 21．1 ヘ ラナデ へ ラケズリ、沈線 完全 実測、No2

カマ ド

ケ ン
16 不明 ケズリ 不明 Ⅳ区ポ リ
17 須、恵器 甑 端部へ ラケズ リ 破片 実測

回転実 測

箆被 ：直角、No3

Ⅳ区 ポリ
18 須恵器 壷　 C l （12．5） ．；周縁沈線
19 対ミ製 品 鉄鉱

Ⅲ
′
一2層

20 銅一製 品 承和 昌宝 Eヨ
ホ リ

H 690 1 ≠恵器 杯　 C 6．7 右 回転 糸切 り 完全実 測 Ⅳ区1層
2 須恵器？こ 杯 蓋　 ？ （15．4）

（20．8）

火裡 火裡
＼＿　′ヽ

回転実測 I 区2

Ⅱ区1着
3 」．．．．．

ノ‾

師器 武 蔵棄　 A

1．．窺　　 ？ （13．9）

ヘ ラナテざ

見込み指頭庄痕 、見込 み周縁

指 ナデ→ ナ デ

ヘ ラケズ リ 回転実測 カマ ド
4 須思宕庁 ：芸己 ヘ ラケズ リ、底部周縁指頭庄

痕→へ ラケズ リ

回転実測 Ⅱ区1層

第87表　土遺物一覧表75（H687～H690）



l
昏 F

竃聾　’ 院　ニ ぎ▼・・i≠ ギ1
痘

払 。慧　　　　　　　hア み針勘感瞥＝笥
H 69 1 1 土師器 杯　 I l （12．6） 暗文 手持 ちへラケズ リ 回転実測 I 区 トレ

Ⅳ区2層
2 土師器 杯　 I l （13．2） 暗文 手持 ちへ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区2層
3 土師器 杯　 I l 14．0 （8．4） （4．6） 暗文 底部 へ・体部手持 ちへ ラケズ

リ

完全実 測 Ⅱ区1層

4 土師器 杯　 A l （17．8） （8．4） （5．9） ミガキ→黒色処 理 底部 、体部周縁手持 ちへラケ

ズ リ

回転実 測 Ⅲ区2層

5 須恵器 杯　 A （13．4） （8．2） ヘラケ ズリ 回転実 測 Ⅲ区1層
6 須恵器 杯　 A 13．9 7．3 3．7 右回転へ ラ切 り、ナデ、底部

外 周へ ラケズ リ、火裡

完全 実測 I

Ⅲ

2層

2層
7 須恵器 杯　 A （14．4） （7．4） （3 ．8） 火裡 回転へ ラ切 り、火裡 回転 実測 I 区 トレ
8 須恵器 杯　 A 14．5 10．1 3．5 右回転へ ラケズ リ、底 部外周

手持ちへ ラケズ リ

完全 実測 Ⅱ区1層

Ⅲ区1層
9 須恵器 杯　 A （14．8） （8 ．6） （4 ．1） 火裡 ヘ ラケズ リ、火裡 回転 実測 I 区 トレ
10 須恵器 杯　 A （15．0） （7．4） （3．9） 回転へ ラ切 り 回転 実測 I 区2層

Ⅱ区2．3層
11 須恵器 有台杯　 ？ （14．5） 右回転へ ラケズ リ→ 付高台 回転 実測 I 区 ポリ
12 須恵 器 有台杯　 ？ （7．8） 火裡 右回転へ ラケズ リ→付高台、

火裡

回転 実測 Ⅲ区2層

13 須 恵器 杯　 ？ （15．4） 火裡 火裡 回転実測 Ⅱ 1層
14 須 恵器 杯蓋　 ？ （14．1） 右回転へ ラケズ 1十→つ まみ

貼付、 火裡

回転実測 Ⅱ区2．3層

15 須 恵器 杯蓋　 B 18．8 2．2 右回転へ ラケズ リ→つ まみ

貼付

完 全実測 Ⅳ区2層

16 須 恵器 盤 脚部貼付 完 全実測 Ⅲ区ホ リ

17 土師器 武蔵襲　 B （13．0） ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I 区2層
18 須恵器 武蔵襲　 B （26．4） 回転実測 Ⅱ区2層
19 須恵器 武蔵嚢　 B （29．2） 回転実測 I 区2層

Ⅱ区2層
20 須恵器 武蔵碧　 ？ 15．6 当具痕 、ナデ へ ラケズ リ、休部叩 き目→

ナ デ

回転実測 Ⅲ区1層

21 石器 砥石　 B 2 J 最大長8．9 最大幅5．9 最大厚3．8 27 2 完形、砥画数6、円滑、線状痕 、

流紋岩

Ⅲ区2層

22 石器 凹石　 B l 15．2 11．2 7．3 53 5 完形、正裏凹み1ケ、正面条痕

有凹径正面3．0裏面2．5、凹探

正面1．2裏面1．4、軽石

Ⅱ区2層

23 鉄製品 針 頭部 Ⅳ区2層

24 鉄製品 不 明 棒状 Ⅲ

H 69 2 1 土師器 杯　 I l 放射暗文 ヘ ラケズ リ 破片実測 I H．〔2層
2 土師器 皿　 A l （19．4 ） ミガキ→黒色処理 回転実測 I 区1層
3 須恵器 杯　 C （13 ．2） （7．8） （3．8） 火裡 右 回転 糸切 り 回転実測 Ⅳ区3層
4 須恵器 杯　 C （14 ．4 ） 8 ．4 （4．2） 右 回転 糸切 り 完全実測 I 区1層

Ⅱ区1層

5 須恵器 有 台杯　 ？ （7．6） 回転 糸切 り→ 回転へ ラケズ リ

→付 高台

完全実測 Ⅳ区2層

6 須恵器 杯蓋　 ？ （17．4 ） 火裡 火裡 回転実測 Ⅲ 1層

7 須恵器 杯蓋　 ？ 右 回転 へ ラケズ 年→つ まみ

貼付

完全実測 I 区 トレ

第88表　出土遺物一覧表76（H691。H692）



J・‘ニ　　　ャ・ 、昏 す：三 I ガ　　　　 儲遅配麗隆泊　　　 一簿・
翻 畢　ナ　tや 臥す m　u　　こご琶 ・・こご．　Ⅶ 評『　　　　　　　 義認宅 キ

臨

H 69 2 8 土師器

‾　口＝コ

武蔵婆　 ？

、確

（21．0） 阜こき
回転実測 Ⅱ区1層

Ⅲ区 トレ
9 土師璧 武蔵嚢　 ？ （4．2） ヘ ラケズ リ 回転実測 I 区3眉
10 鉄製品 不 明 一　　　巨∃

I 区 トレ
H 69 3 1 土師器 杯 11．4 7．5 ミガキ→黒色処理 ミガキ　黒蜜「り」赤外線カメラにより判明 完全実測 、Noll

回転実測

Ⅲ区

I 区 トレ
2 土師器

土師器

土師器

土師器

′く　一一

杯 （11．8） （10 ．6）

7．9

ミガキ ＼　±EEヨ　　，　　　　　　　　ヽ
ミガキ

3 杯　 H （14．6） 4 ．9 ミガキ→黒色処理 底部 、休 部へ ラケズリ→ ミガ

キ

完全実測 Ⅳ区3層

4 杯　 H

杯　 G 2

14．8 5．9 4 ．5 ミガキ→黒色処理 底部 ㌔体 部へ ラケズ リ→ ミガ

キ

完全実測 Ⅳ区3層

5 15．0 14．0 4 ．4 ミガキ→ 黒色処理 ミガキ 完全実測 、No9 Ⅲ［

Ⅲ［

夏

ズ3層
6 須恵器

ロロ

杯蓋　 D （13．2） （4．2）

ミガキ→ 黒色処理

へラナデ、 ミガキ

ヘラナデ、 ミガキ

ヘ ラナデ、 ミガキ

回転へ ラケズ リ 回転実測 、NolO Ⅲ区3．4層

I 区3層
7 土　 省庁 、．ゝ 16．8 18．1 8．4 ミガキ せ仝実測 、‰8 I ヌ‘
8 土師器

コで　rl口

婆　 B l

應

13．1 6．4 14．1 へ ラケズ リ→ ミガキ
フ亡　一　＼fハ、
完全実測 、No6 I 区

Ⅳ区2．3層
9 土師存

。ロ

式　 A l

襲　 A 2

甑　 C

（16．7） 6．3 17．0

（38 ．5）

ヘ ラケズ リ→ ミガキ 完全実測 、No7 I 区
10 土師存

一　口。

（18．6） （7．6） 底部 、休部 へ ラケ ズリ、灰付

着

完全実測、No3．4．5 I を・Ⅱ区

11

2

土 師呑

石器

丁．日日

16．9

最大 長

21．6

7．1

日

13．0

Eヨ　　　　　ー

ミガキ ヘ ラケズ リ→ ミガキ、一部

赤彩

完 全実測、孔径4．9、No2 Ⅲ区

1 砥石　 B IJ 坂大 幅

7．9

硬 大厚

7．8 2 12 5
完形、砥画数4、表裏左右面中

央 円滑、前後 に線状 角状条痕 、

安 山岩、No18

Ⅲ区

13 石呑 石衣模フ豆百・口 5．8 3．0 0．7 （17） 正 ～裏面穿孔1ケ （孔径0．15）

下 部刃状擦痕、周 囲面 取 り状

成形 、千枚岩

Ⅱ区3層

H 6 94 1 土 師器

‖11

杯　 A l （14．8）

（15．2）

（7．6） （4 ．5） ミガキ→黒 色処理 底部 、底部周縁 手持 ちへ ラ

ケズ リ

回転 実測 Ⅱ区

2 土 師呑

ノ　　　　　　ロロ

杯　 A l （8．6） ミガキ→黒 色処 理 底 部、底部周縁手持 ちへ ラ

ケズ リ

回転 実測 Ⅳ区2層

3 須恵器 杯　 C （13．7） （7．8） （3 ．9） 回転 糸切 り、 火裡 回転 実測

回転実 測

Ⅲ
4 須恵器 杯　 C （13．8） （7．6） （3 ．7） 回転 糸切 り、重焼痕 I 2層

1回
5 須恵器 杯　 A （14．0） 火裡 手持 ちへ ラケズリ ′ヽ

回転実 測

回転実 測

Ⅳ
6 須恵器

土師器

日日

有 台杯　 B ？ （17．2） （9．6） （6．9） 付高 台 Ⅳ
一　　　Eニヨ

＿2層7 ロク口裏　 B

武 蔵婆　 B

（11．1）

（24 ．5）
回転実 測 Ⅳ区2層

8 土師呑 ヘ ラケス リ、ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測、P 13 6（1片）と遺構間

接合
Ⅲ

9 須恵益 婆　 A （19．3 ） 回転実測 Ⅳ区 トレ
10 須恵器 棄　 ？ （7．4） 底部 ～底 部周縁へ ラケズ リ 回転実測 I 区2層

H 69 5 1 土師器 杯　 ？ （13．2） ミガキ→ 黒色処理

ミガキ→ 黒色処理

黒書 「？」 回転実測

完全実測

破片実測

破片実測

回転実測

回転実測

工区1層
2 土師器 碗　 A l 6 ．8 二±士±．

糸切 り→付 高台 Ⅲ
巨ヨ
1層

3 土師器 杯　 ？ ミガキー→黒色処理 墨書 「？」 I 区1層

I 区1層

Ⅲ区1層

I 区1層

4・ 土師器 杯　 ？ ミガキ→ 黒色処理 墨書 「？」

5 土師器 杯　 A l （14．6） ミガキ→ 黒色処理 存高台

6 須恵器 杯　 C （13。2） （6．4） （3．9） 火裡 回転糸切 り、火裡

7 須 恵器 有台杯　 A l （16．0） （11．9） （3．4） 回転へ ラケズ リ→付高台 ′ヽ
回転 実測

日
Ⅳ区1層

第89表　出土遺物一覧表77（H692～H695）



1rここ， す憲こ E ぷ 玩葛藩縫凱 課召　　　 ・湖
こ∴‰針拘引 昏 詳　Y　払ず 転 置　 熟， 憲監漕脛瑠 車亨　　　　　　 を主音 ギ．　　　　　　　 普≡§

ト十 車，

H 695 8 須恵器 杯 蓋　 A ？

“一十こ十一

右 回転 へ ラケズ リ→つ まみ

貼付

完全実測 Ⅲ区1層

9 須恵呑

須恵器

∠、

杯 壷　 A

”　一‾V千こ千一

（15．3） （2．5） 右 回転 へ ラケ ズリ→つ まみ

貼付

完全実測 ？

10 杯蓋　 ？ （15．6） 右 回転へ ラケズリ→ つ まみ

貼付 ，火裡

回転実 測 Ⅳ区1層

11 鉄製 品 刀十 身幅1．0 棟厚0．3 平造 り、棟 関、刃長 （9 ．3） I 区1
12 鉄製 品 1．0 0．35 平造 り、棟関、茎長6．2 Ⅲ区2
13 鉄製 品 鉄鉱 箆被 ：直角、鉄鉱 を曲げた物 I 区1
14 鉄製 品 鎌 2．9 0．2 柄装着 角108 0、No 4 一一　　　Fv“

Ⅳ区1層
H 6 96 1 土 師器 杯　 C l （5．5） ミガキ→黒色処 理 右回転糸切 り 回転 実測 カマ ド

2 土 師器 武蔵棄　 ？ は 6） ヘ ラナ デ へ ラケ ズリ ′
回転 実測 メ　 尋

3 土 師器 二士ニ・ 6．2 へ ラナデ、 ミガキ ミガキ 完全 実測 カマ ド
4 須恵器 窯　 A （41．1） 回転 実測、Nol Ⅲ 2

H 6 9 7 1 土 師器 杯　 I 2 （12．6） （8．6） 底 部ノ㌦休部へ ラケズ リ 回転 実測 Ⅲ VV．．．．11
2 須恵器 杯　 C （13．4） 7．0 （3 ．8） 火裡 右回転糸切 り、火裡 完全 実測 Ⅱ ．一1

ニ1
こ∃

3 須恵器 杯　 C 14．2 8．4 3．5 火裡 右回転糸切 り、火裡 完全 実測 I 一1
4 須恵器 杯　 C （6．9） 火裡 右回転糸切 り、火樽 ［柚転 哀 別 Ⅳ ‾1
5 須恵器

ノ′‾　‾‾‾‾V

杯　 A 9．5 ヘ ラケズリ 完 全実測 Ⅲ区1

ケ ン
J

6 須恵 器 杯蓋　 ？

寸・1－　n・・

15．6 右回転糸切 り→ 回転へ ラケ

ズ リ

完全 実測 Ⅳ区域

7 土 師器 武蔵棄　 A （23．9） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズリ 回転 実測 Ⅲ京床下
8 土 師器 武蔵嚢　 ？ 4．2 ヘ ラケズ リ、ナデ 底部 へ体部へ ラケ ズリ 完全 実測 I 区床下
9 土 師器

．．あ　1．．、

武蔵棄　 ？ 5．1 ヘ ラケズ リ、ナデ 底部 ～休部へ ラケズ リ 完 全実測 I 区1層
10 石器 紡錘車 最大径

（4 ．5）

最小径

（2．3）

最 大厚

（1．6） （19．6）

1／2欠損 、擦 痕有、孔径 （0．7）

蛇紋 岩

Ⅳ区床下

11 鉄 製品 刀子 先 のみ Ⅲ．V“．ズ1 ヨ
12

＼
不明 0．9 ×1．0の略方形柱 I 区1

H 6 9 8 1 土 師器 杯　 G 2 （15．2） ミガキ→黒 色処理 ヘ ラケズリー→ ミガキ 回転実測

Ⅳ区1層
2 土 師器 杯　 H （16．2） （7。4） （4．3） ミガキ→ 黒色処理 ヘ ラケズ リ、 ミガキ 回転実測 Ⅲ区 トレ
3 土 師器 杯　 H （16．9） （11．5） （3．6） ミガキ→ 黒色処理 ヘ ラケズリ 回I転実測 Ⅳ区1層
4 土 師器　　　コ 高杯

一一ま一

（10．0） ヘ ラケズ リ→ ミガキ→黒 色

処理

ヘ ラケズリ・→ ミガキ 回転実測
［コ

ケン

5 土 師器 号E （10．6） 4．8 （10．3） パ ケ目、 ミガキ パケ 目→ ミガキ 完 全実測 I ．V．W－1屈
6 須 恵器 波状文 破 片実測 u

Eヨ
トレ

H 6 9 9 1 土 師器 杯 （13．4・） （11．8） ナデ ヘ ラケズリ 回転 実測 I ‾3
2 土 師器 杯　 H （14．4） （6．2） ミガキ・→黒 色処理 ヘ ラケズリ、 ミガキ 回転 実測 Ⅲ V“‾4

ヨ
ニコヨ3 土 師器 稟　 B 2 （17．9） パ ケ目 ヘ ラケズリ ノヽ

Ⅱ区3

ポ リ
】

4 土 師器 碧　 A l （21．2） ヘ ラナデ ヘ ラケズリ 完 全実測、No2 I 3 ここ1り
5 土製 品 紡錘車

L一一l　　　　　A　　　　　L

最大径

（‡・5）

最小径

4．5

最 大厚

（3．6） （17 7）

ミガキ 孔径0・8 、 卓、1．5m正茶色 白色

粒子 少含

Ⅳ区4・

6 磨石 ・敲 石 最大長

15．0

最大 幅

6．8

最 大厚

6．0 9 2．0

完形 。両側 に滑 らかな磨 り、

上 下に敲打痕、NolO

Ⅳ区4・j．慈

H 7 00 1 土 師器 杯　 G 2 （13．8） （11．8） ミガキ→黒色 処理 ミガキ 回転 実測 Ⅳ VV‾2
2 土 師器 杯　 F （13．8） （14．0） ミガキ ヘ ラケ ズリ 回転 実測 Ⅳ 一3
3 土 師器 杯 （14。4） （12．4） ミガキ ヘ ラケ ズリ、 ミガキ ′

回転 実測 I 区2

第90表　出土遺物一覧表78（H695～H700）
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H 70 0 4 土師器 杯　 H （14 ：6） ミガキ→ 黒色処理 ヘ ラケズ リ、 ミガキ 回転実測 I

Ⅲ トレ
5 土師器 杯 14．8 11．8 （4．9） ミガキ→ 黒色処理 ヘ ラケズ リ 完全実測 Ⅲ
6 土師器 杯　 H （15．2） （10．2） （3．7） ミガキー→黒色処理 ヘ ラケズ リ、 ミガキ 回転実測 I

Eヨ
‾ポ リ

7 土師器 杯 （16．3） （14 ．6） ミガキ→黒色処理 ミガキ→ 黒色処理 ′
回転実測 Ⅲ ．．V、‘2属

8 土師器 杯　 H （16．6） （9．2） ミガキ ヘ ラケズ リ、 ミガキ 回転実測 Iこ．・ヨ
ホ リ

9 土師器 杯 （19．4） （13．0） ミガキ→黒色処理 剥離 の為調整不明 回転実測 Ⅳ区2
10 須恵器 高年 （12．4） 透 か し有 回転実測 「区1
11 土師器 鉢 11．1 7．0 （9．4） へ ラナデ→黒色処 理 パ ケ 目、ヘ ラケズリ 完全実測 、No8 V“一　　　Eヨ

カマ ド
12 土師器 鉢 （11．8） ナデ、 ミガキ ヘラケズ リ、 ミガキ 回転実測 Ⅳ VV“‾2 3屈
13 土 師器 鉢 （19．0） （6．6） （9．9） パ ケ目、ヘ ラケズ リ、 ミガキ パ ケ 目、ヘ ラケズ リ 回転実 測 Ⅲ 一2層
14 土 師器 襲　 B l （10．6） 4．5 （12．2） ナデ、 ミガキ ヘラケズ リ、 ミガキ 完全実 測、No7．8 E］

カマ ド
15 土 師器 襲　 A l 16．4 （7．0） （25．0） ナデ へラケズ リ、 ナデ 完全実 測、No3

カマ ド
16 土 師器 襲　 B 2 16．6 （6．0） （36．3） パ ケ目 パケ 目、ヘ ラケズ リ 完全実 測、Nol．3

カマ ド
17 土 師器 婆　 A l （17．8） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘラケズ リ Ⅳ区3層
18 土 師器 襲　 B 2 （18言） パ ケ目 パケ 目、ヘ ラケズ リ 回転実 測、No2 【

カマ ド
19 土 師器 棄　 A l （20．04・） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘラケズ リ 回転実 測、Nol．2

2 0 土 師器 要　 り （7．0） パ ケ目 パケ 目、ヘ ラケズ リ 回転実 測 Ⅳ区2 3層
21 土 師器 壷 15．7 ヘ ラケズ リ、ナデ ヘラケズ リ 完全実 測 一　・tノJE∃

Ⅲ区1 2層
22 」二師器 壷 7．0 パ ケ目、 ミガキ→黒色処理 へ ラケ ズリ、 ミガキ 完 全実 測 ト，

Ⅳ区3層

カマ ド
23 土 師器 壷 8．0 パ ケ目、ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ、 ミガキ 完全 実測 Ⅲ

Ⅳ

トレ1層

2 3層
24 土 師器 壷 8．3 ヘ ラケ ズリ、 ミガキ 完全 実測 ［＿ヨ

ケ ン
25 土 師器 旭 8．4・ ヘ ラケズ リ、ナデ ミガキ 完全 実測、No9 Ⅲ Al
2 6 土 師器 壷 9．6 パ ケ目、へ ラケズ リ、 ナデ ヘラケ ズリ、 ミガキ 完全実 測 Ⅳ ‾2
27 土 師器 壷 パ ケ目 ミガキ 回転 実測 Ⅳ 2．3層
28 土 師器 甑　 A l （29．2） （8 ．8） （25．8） ミガキ パケ 目、 ミガキ 回転 実測

Ⅲ区2層

Ⅲ区 トレ

ケ ン
29 土 製品 羽 目 外径 （7．0） ナ デ ナデ 回転 実測、孔径4．5 Ⅲ 1 vvT．1ヨヨ30 石 器 砥石　 B I J 学太長

（6 ．3）

最大 幅

（4 ．0）

最大厚

（1．9） （68）

紙面数4∴ 正面に丸状幅広条痕

有 、砂 岩

Ⅳ区3層

31 石器 紡錘車 最大径4．3 最小径 1．9 1．9 5 1．3 整形痕 、擦 痕、孔径0．7

蛇紋岩 、NolO

Ⅲ区 ポリ

32 鉄 製品 刀子 身幅 1．1 棟厚0．25 平造 り Ⅲ区ポ リ

33 鉄 製品 刀子 破片 、妨化強い Ⅳ 饉
34 鉄 製品 刀子 破片 Ⅲ I＿：ポ リ

35 鉄 製品 不明 Ⅳ 3 ニコ当ニー了36 鉄 製品 不明 Ⅳ 亘3♪

H 70 1 1 土 師器 杯　 A l 13．1 6．8 3．8 ミガキ→黒色処 理 回転へ ラ切 り、墨書 「乙」 完全実 測、Nol． Ⅲ区1層
2 土 師器 杯　 C 13．6 5．7 3．8 ミガキ→黒色処 理 右 回転糸切 り 完全実 測 Ⅳ区1
3 土 師器 杯　 C （13．6） 6．0 （4 ．2） ミガキ→黒色処 理 右 回転糸切 り 完全実 測 I 区1才

Ⅲ区IJ

カマ ト
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ナ
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H 70 1 4 土 師器

ロ。

杯　 C

′J→

（13．8） （6．3） （3．7） ミガキ→黒色処 理
書こ喜

右回転糸切 り、底 部周縁 回転

へラケズ リ

回転 実測 Ⅲ区1層

5 土 師益 碗　 A l 1 5．7 7．2 5．3 ミガキ→黒　 几理 回 云糸切 り→ 1 高ム d 仝実 測　 No5 Ⅲ文1層
6

7

土 師器

土 師器

碗　 A l 6．0 ミガキ→黒色処 理 ＝
回転へラケズリ→付高台、墨書

「？」

丁に　　　．ヽハ、
完全 実測

【∃
Ⅱ区1層

1 1 ．4 ミカ　 →黒　 几王－ 口　云糸七　㌢　 高 台 ＼呂 回転実 測→付高台

回転 実測

完全実 測

マ　 ヾ
8 須恵 器 杯　 C （13．4） （8 ．2） （3．7） 　ヽ　　　　　　　　　　　　　ノヽ

右回転糸切 り I 区1層
9 須恵 器 杯　 C 13．5 7．9 3．4 右回転糸切 り
10 須恵器 杯　 C 13．8 6．3 3．5 右回転糸切 り 完全実 測、No2 Ⅱ区1層
11 須恵器

ロ。

杯蓋　 ？

‾、、確

回転へ ラケズリ→ つまみ貼

付

完全実 測 ルー　　　E∃
Ⅲ区1層

12

13

土 師益

土 師器

土 師器

ロロ

武蔵莞　 C

‾、・護

（19．0） ヘ ラケズリ、ナデ ヘラケ ズリ 回転実 測 Ⅳ区1層

カマ ド
武蔵襲　 C

武蔵棄　 C

‾’、應

（19．2） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘラケズ リ 回転実 測 カマ ド
14 （19．8） ヘ ラケ ズリ、ナデ へラケズ リ 回転実 測 I 区1層

Ⅲ区床

カマ ド
15 土 師呑

日日コ

武蔵荒　 C

一’、應

（20．0） ヘ ラケズ リ、ナデ へラケズ リ 回転実 測 I 区1層

カマ ド
16 昔話 臣慧　 C 21．7 ヘ ラケ スリ、ナデ ヘラケズ リ 回転実 測

完全実 測、No3

Ⅲズ1層
17 土 師器 ロ ク口裏　 ？ 5．8 右 回転糸切 り Ⅲ区1層
18 土 師器 ロ クロ嚢　 ？ 7．8 へラケズ リ、 ミガキ 完全実 測、No4 －　　　巨∃

Ⅲ区1屈
19 須恵器 壷　 ？ （6．3） 回転 へ ラケズ リ→付高 台 回転実測 ．．．《　　　Eヨ

Ⅲ区1屈
20 須恵器 壷　 C ？ ′ヽ

完全実 測
E∃

I 区1屈
21 須恵器 壷　 C ？ 完全実測 ・－一　　　E∃

I 区1層
22 鉄製 品

’利　口

刀子

、　父

全長

（18．8）

身幅

1．5

棟厚

0．4
平造 り、雨間、刃長 （11．6）

茎長 （7．2）、No 8

m－　　　Eヨ
Ⅲ区1層

23 鉄衣 ロロ 鉄 斤 10．1 刃幅4．2 最大厚2．1． 背面 に木 質付 着、柄装着深長

5．4、柄装着幅1．3、刃摩1．3、No7

ケ ン

24 鉄製 品 錠 ∩状、Noll Ⅳ区1層
H 7 02 1 土師器

土師器

杯　 C l （12．8） 6．2 （4．0） ミガキ→黒色処理 右 回転 へ ラケ ズリ、墨書

「乙」

完全実測 カマ ド

2 、　 1 1 ． ミガ　 →黒　 几王 糸七　　　 里童 口　云実掛 Ⅲ メ2屈
3 土師器

。ロ

杯　 C l

ン」†

（14 ．2） 6．3 （3．8） ミガキ→黒色処理 　ヽ：±土ニ：Eヨ
右回転へラケズ リ、墨書 「力」

「？」

＼　　　　′ヽ
完全実測 一　　　E∃

I 区 トレ

4 者轟 宛　　 1 15． ミガ　 →里　 几王 、高台 回転実測 、No6

回転実測

完全実測

カマ　 ヾ
5 土師器 皿　 A l （12 ．4） 6 ．2 （2．6） ミガキ→ 黒色処理 右 回転 へラケズ リ→付音 ム カマ ド芯材

カマ ド芯材
6 須恵器 杯　 C 13．6 6 ．0 3．8 「司口

右 回転 糸切 り
7 須恵器

ノ　　　　　　ロ‖コ

杯　 C 13．8 5．8 3 ．8 右 回転 糸切 り 完全実測 、No5．7 I 区2層

カマ ド
8 須恵器

イ　　　　　　日日

杯　 C （14．0） 6．0 （4．4） 右 回転糸切 り 完全実測 I 区3層

カマ ド
9 須 恵呑 杯　 C 14．5 6．3 4．0 右 回転糸切 り 完全実測、Nol Ⅱ区4 3層
10 須 恵器 杯　 C 14 ．6 6．1 3．9 朱付着 、円滑、火裡 ？ 右回転糸切 り　 朱付着　 円滑 完 全実測、No2

回転実測

完 全実測

I 区2層
11 須 恵器 杯　 C ？ （14．6） （6．4） （3．5） ＼ノ、　　　 　ヽ　　　　　　 　ヽ　　　日

糸切 り？ カマ ド
12 須 恵器 杯　 C （14．8） 6．2 （4．2） 右回転糸切 り Ⅳ区1層

第92表　出土遺物一覧表80（H701・H702）
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H 70 2 13 須恵器 杯　 C （15．0） （7．5） （4．2） 糸切 り 回転実測 I 区3
14 須恵器 杯　 C （6．2） 回転糸切 り 回転実測 、No5 I 区2
1 5 須恵器 有 台杯　 B 3 14．0 6 ．8 5．0 見 込み円滑 ナデ→付 高台 ′

完全実測
HN・M一　　　日
I 区 トレ

16 須恵器 杯　 ？ 墨書 「？」 破片実測 カマ ド
17 土師器 武蔵 棄　 A ？ （20 ．4） ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 カマ ド
18 土師器 武蔵 婆　 ？ （4．6） ヘ ラケズ リ、 ナデ 底部 、休 部へ ラケズリ 回転実測 カマ ド
19 須恵器 壷　 ？ 7．8 付高 台、下半部 回転 へラケ

ズ リ

完全実測 、No3 I 区2層

カマ ド
20 弥生土器 壷 ヘ ラミガキ ヘ ラ ミガキ、赤彩 破片実測 、拓 本 ポ リ

H 703 1 土師器 杯　 C l （13．6） 6．4 （3．5） ミガキ→黒色処理 右 回転 糸切 り 完全実 測 I 区1層

Ⅱ区1層
2 土師器 杯　 C 5 14．2 6．4 3．8 ミガキ 右 回転 糸切 り 完全実 測 I 区1
3 土 師器 杯　 A l （7．8） ミガキ→黒色処 理 へラケズ リ、墨書 「？」 回転実 測 I 区1
4 土 師器 皿　 A l （13．8） ミガキ→黒色処 理 回転実 測 一一　　　にヨ

I 区1屈
5 土 師器 杯　 A l ？ ミガキー→黒色処 理 墨 書 「？」 破片実 測 1m一　　　日

Ⅳ区1屈
6 土 師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処 理 墨 書 「？」 破片実 測 I 区1
7 土 師器 杯　 ？ 墨 書 「？」 破片実 測 Ⅳ区1層
8 須恵器 杯　 C （12．6） 5．8 （3 ．5） 右回転糸切 り 完全実 測、No4 ．一　　　巨ヨ

カマ ド
9 須恵器 杯　 C 13．2 6．5 3．7 右 回転糸切 り、墨書 「仁 」

重焼痕

完全実 測、No7 カマ ド

10 須恵器 杯　 C （13．4） 6．2 （4 ．1） 右回転糸切 り 完全実 測、No5 カマ ド
11 須恵器 杯　 C 13．6 6．0 3．5 右回転糸切 り、ナデ 完全 実測 カマ ド芯材
12 須恵器 杯　 C （13．6） 6．0 （3．9） 右回転糸切 り 完全実 測、No6 カマ ド
13 須恵 器 杯　 C 13 ．6 6．0 4．1 右回転糸切 り 完全 実測 I 区1層
14 須恵 器 杯　 C （13．6） （6 ．5） （3．9） 右回転糸切 り、墨 書 「仁」 回転 実測 Ⅲ区遠

15 須恵 器 杯　 C 13．8 5．7 3．7 火樺 右回転糸切 り、墨 書 「仁」

火裡

完全 実測 …．　　日
Ⅲ区1層

Ⅳ区1層
16 須恵 器 杯　 C 7．2 右回転糸切 り 完全 実測、No9 卜

カマ ド
17 須恵 器 有台杯　 A l （15．1） （9．2） （3．7） 底 部～下半部右 回転へ ラケ

ズ リ→付高台

回転 実測 Ⅲ区1層

18 須恵 器 有台杯　 ？ （9．5） 回転へ ラケズ リ→付 高台 回転 実測 I 区1層
19 須恵 器 有台杯　 ？ （9．7） 右回転へ ラケズ リ→付 高台 回転 実測 P 3
2 0 土 師器 武蔵棄　 C 18．8 へ ラケズ リ、ナデ ヘラケズ リ 完全実 測 I 区1層

煙道
21 土 師器 武蔵嚢　 B 19．6 ヘ ラケズ リ、ナデ へラケ ズリ 完全実 測 産道

22 土 師器 武蔵婆　 C 19．8 ヘ ラケズ リ、ナデ へラケ ズリ 完全実 測 カマ ド芯材

煙道 ・ホ リ
23 土 師器 武蔵婆　 C 20．4 ヘ ラケズ リ、ナデ ヘラケズ リ 完全実 測 煙道
24 土 師器 武蔵襲　 C 21．2 ヘ ラケ ズリ、ナデ ヘラケズ リ 完全実 測 煙道
25 須恵器 嚢　 ？ （19．2） ナ デ 底 部～底部周縁へ ラケズ リ

叩 き目、ナデ

回転実 測、NolO カマ ド

26 鉄製 品 刀子 身幅1．2 棟厚0．4 N o2 Ⅲ区
27 鉄製 品 刀子 茎 のみ I 区1層
28 鉄製 品 刀子 1．0 0．3 平造 り、棟 関 カマ ド
29 鉄製 品 鎌 （3．0） 0．2 N（11 Ⅲ区
30 鉄製 品 鎌 3．6 0．25 柄装着 角127 0、No 3 Ⅱ区
31 鉄製 品 馬具 最大長10．0 最大幅 11．1 最大厚（3．8） I 区1層
32 鉄製 品 不明 カマ ド

第93表　出土遺物一覧表81（H702・H703）



可…ニ ま
‾・　脚 ・魯 瑞 賢　 一語

．恩．一　　　㍍ ぷ針8感訂二用 串号　　　　　　　 音二言 や　　　　　　　　　 卓二阜
転　　　　　　　　　　　　 ．握蕗．　 た

H 70 3

H 70 5

33

1

2

鉄 製 品

土 師 器

土 師 器

土 師 器

不 明
カマ ド

杯 （13 ・9 ） （13 ．4 ） ミガ キ ヘ ラ ケ ズ リ 回転 実 測 Ⅲ区 3層

杯　 G 2

杯

（14 ．0 ） ミガ キ→ 黒 色 処 理 ミ ガ キ 回転 実 測 I

Ⅱ

トレ

3 8 ．7 ミカ キ へ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 I W‾ふ2
4 土 師 器 慧　 A 2 （15 ．0 ） パ ケ 目 パ ケ 目 転 哀 測

Ⅲ
一　　【・．・ヨ
日 、レ

5 土 師 器 壷 ミガ キ ミガ キ Ⅲ区 2
H 70 6 1 土 師 器 杯　 F 10 ．8 （10 ．8 ） （3 ．6 ） ミガ キ→ 黒 色 処 理 へ ラ ケ ズ リ　 ミガ キ 仝 実 測 、 N o13

全 実 測 、 N o5

∠ゝ 実 測　 N o4

Ⅱ区 3 ∃
2 土 師 器 杯　 H 14 。8 9 ．4 4 ．5 ミガ キ 、 赤 彩

ヽ
ミガ キ　 赤 彩 I 、‘3 ヨ

3 土 師 器 杯　 H 16 ．0 9 ．9 4 ．3 ミガ キ→ 黒 色 処 理
　ヽ　　　　 」／

ヘ ラ ケ ズ リ　 ミガ キ t：． I ‾3
4 土 師 器 杯 （17 ．0 ） （15 ．2 ） （6 ．6 ） ミガ キ→ 黒 色 処 理

ヽ
ミガ キ 完 全 実 測 、 N ol l

回転 実 測

Ⅲ区 3
ヨ5

6

須 恵 器

須 恵 器

杯　 望

m・一　′

（5 ．2 ） 回 転 へ ラ ケ ズ リ ケ ン
貴 杯　 A l 13 ．1 10 ．0 3 ．5 右 回 転 へ ラ ケ ズ 牛→ 付 童 ム 転 実 測 ケ 、

7 土 師 器

ll＝

高 年

濾　　　　 r

ミガ キ→ 黒 色 処 理 、 脚 部 へ ラ

ナ デ

r－＼　　　　　　　　　　　　　　 「司［コ
ミ ガキ

二．ヱ、．く1ハ
完 全 実 測 、 二 次 利 用 ？

／

I 区 トレ

8 土 師 省庁

土 師 器

土 師 器

荒　 B 2

麗

12 ．3 6 ．4 13 ．7 ヘ ラ ナ デ 、 ミガ キ 底 部 ＼・底 部 周 縁 へ ラ ケ ズ リ

パ ケ ナ デ 、 ミガ キ

完 全 実 測 、 No 9

9 荒　 A 2

襲　 A 2

（18 ．4・）

1 9 ．6

パ ケ ナ デ パ ケ ナ デ 、 ナ デ 完 全 実 測 Ⅲ区 3層

カマ ド

1 ．4 1 ． ハ　　 デ 、　 デ ヘ ラ　 ズ 1　 ハ　　 デ 完 全 実 測 、 No 6

史 会 実 測　 No 7

I ふっ斥ニコ琉
11 土 師 器 婆　 A l 1 9 ．6 7 ．3 2 3 ．5 ナ デ

ヽ
へ ラケ ズ リ　 ー一一一部 ミガ キ I

vvv－J E
一3廃V“1由

12 土 師 器 嚢　 A l 2 1 ．0 6 ．3 2 8 ．5 ヘ ラ ナ デ
ヽ

底 部 ㌦ 休 部 へ ラ ケ ズ リ
フ
ノYW空会 実 測　 No l I 4

13 土 師 器

．日日

襲　 A 2

土

2 1 ．2 パ ケ ナ デ 、 ナ デ

1．“一　　　　L　　　　　　　　　一、一一‾

パ ケ ナ デ 、 ナ デ 完 全 実 測 、 No 14 Ⅲ

区

一　　【ヨ

－3層 ・Ⅲ
レ ・床

14 土 師 益

土 師 器

耳E

小 型 広 口壷

6 ．6 5 ．1 9 ．0 口縁 へ・頸 部 赤 彩 、 休 部 へ ラ ナ

、．．．‾やフ→

ミガ キ 、 赤 彩 完 全 実 測 、 No lO

15 8 ．0 5 ．2 ミガ キ ヘ ラケ ズ リー→ ミガ キ 完 全 実 測 、 No 12 Ⅲ 3
16 土 師 器 壷 18 ．9 ミガ キ、 口縁 ～ 頚 部 赤 彩 ミガ キ　 赤 彩 三・三′∠ゝ 実 測　 No3

ハ＿＿一．t
I 区 3 i

17 土 師 器

土 師 器

一　口【コ

甑　 C

露

16 ．2 14 ．1 パ ケ ナ デ 、 ミガ キ → 黒 色 処 ハ

理

ヽ
ケ ナ デ → ミガ キ 、 へ ラ ケ ズ リ

フL j二　く1ハ、 ⊥
完 全 実 測 、 孔 径 2 ．5 、N o 8 Ⅲ区 3層

18

19

。瓦　 A 2 24 ．0

巨∃＼＿」L一　一

8 ．5

E∃　　　　　　‾‾

2 6 ．0

日

パ ケ ナ デ 、 へ ラ ケ ス リ、 ミガ

キ

ミガ キ 、 把 手 差 し込 み 完 全 実 測 、 孔 径 7 ．2 、N o 2 I 区 3層

石 砧 取 太 長 0 ．9 5 聴 大 幅 1．0 5 取 入 厚 0 ．E） 0 ．9 n・・バー一部 面 取 り、 孔 径 0 ．2 、 滑 石 カマ ド
2 0 鉄 製 品 刀 子

茎 部 の み Ⅲ 1！
H 7 07 1 土 師器 碗　 A l （16 ．0 ） ミガキ → 黒 色 処 理 付 高 台 曇 仝 実 測　 N o2 I 1

2 須 恵 器 杯　 C （12 ．8 ） （5 ．8 ） （3 ．8 ） 回転 糸 切 り、 火 裡 回転 実 測 I

Ⅳ
3 須 恵 音詩

ノ　　　　ー　目口

杯　 A 13 ．0 （6 ．1） （3 ．3 ） 右 回転 へ ラケ ズ リ ′VJ
フt］
二全 実 測 I

Ⅲ

コ

4 須 恵 呑 不　 C 1 3 ．8 7 ．4 4 ．5 右 回転 へ ラケ ズ リ 回 転 実 測　 N 3 I 1
5 須 恵 器 杯　 C ？ （14 ．4 ） （6 ．4 ） （3 ．6 ）

＼
恒Vil転 実 測 Ⅳ 区 1

∃
コヨ

6 須 恵 器 杯　 C （14 ．8 ） 糸 切 り→ 粘 土 貼 付 → 剥 離 匡享了転 実 測

（了転 実 測

渦 云実 測

I 区 1
7 須 恵 器 有 台 杯　 ？ （8 ．6 ） 　　 ′、　　　　　　 ′、　円　＿．

回転 糸 切 り→ 付 音 ム　 火裡 恒 カ マ ド
8 須 恵 器 杯　 ？ （1 1 ．8） 火裡

＼　　　　　　　　　 「司［∃ヽ　　　　 芋

カ マ ド
9 須 恵 器

土 師 器

∵．目口

杯　 ？

、鷹

（1 5 ．0） ＼．ヽ－　′ヽ
転 実 測

10 武 蔵 婆　 C （18 ．2 ） ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測

カマ ド

1 1 土 師 ・存 武 蔵 襲　 C （19 ．0 ） へ ラ ケ ズ リ、 ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測
追

第94表　出土遺物一覧表82（H703・H705・H706・H707）



ここ…．．1こて怨　　 憎　　　　　　　　　　　　　　　 ま
臆象ア　諾

ぷ 還　　　 脳披静隊矧諸説窪茫

H 70 7

H 7 08

12 土 師器 武蔵聾　 B
さh・
（20 4）

ゑ　　　　　　　瓢ア

8．4

再厄病緯翔 単雪　　　　　　　 盲三善 キ　　　　　　　 阜三吉 頼三 に・こ。

13

14

＝
土 師器

須恵器

日日

．瓦
武蔵婆　 B

壷　 ？

（20．6）
ナ ナ

へ ラケズリ、ナデ

ヘ ラケズ リ

ヘラケズ リ
右 回転へ ラケズ リ→付 高台

回転実 測

回転実 測

空全室 滑　 T

I

カ

I

1

ト

層

ヾ

惑

H ．70 9

2

3

4

1

2

3

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

杯 蓋　 ？

婆　 ？

杯　 G l

杯　 I l

杯　 H

（13．3）

（21．8）

（13。0）

（15。7）

（16。4）

1．9

了転実測

転実測

転実測

転実測

］転実測

Ⅲ

I

H

H

Ⅳ

Ⅳ

ヨ

（9．8）

（13．4）

7．5

（10 2） （4．2）

ナデ

ナデ、暗文

ナデ

円こ凧

ヽ
回転 へ ラケズ リ→付高 台

へ ラケズ リ

ヘ ラケズ リ、 ミガキ

4

5

須恵器

須 恵器

杯　 A

有台杯　 A l （15。6）

ヘ フケス リ

回転へ ラ切 り→ へ ラケ ズリ

→ナデ
　ヾ　　　　　　　　　　　　⊥一

転実測 Ⅳ

一仝実測 Ⅳ

6 土 師器 棄　 A l

窯　 B l

武蔵棄　 A

聾　 A

（8 ．2）

（10．8）

22．7

（13．8）

最大長

14．8

十日
へ ラナデ

へ ラナデ

回転へ フケス リ→ 付高台 回転 実測 I

7

8

土 師器

土 師器

須恵器

へ フケス リ

へラケズ リ

回転 実測 I
回転 実測 I

Ⅲ

治

9

最大巾甲

（14 ．1）

ヘ ラナデ

自然稚

ヘラケズ リ

叩 き

付高台

ノ．．．完全実 測 I

Ⅲ

1．

1．

日

10

1 1

須恵器

石器

壷　 ？

凹石　 A

巨

巨

司転実測

司転実測

Ⅳ

I

1万

1

惑
［ヨ

コ存

ノ．ふ南 口口

最大厚

（6．5） （336）

＼＿　′ヽ
擦 りによる整形 、欠損面加工

凹径 （9．5）凹探 （3 3） 軽 石

Ⅲ

H 710

H 7 11

1

2

3

4

須．し、者済

須恵器

須 恵器

そ百南 口旦

杯　 C

杯　 C

杯　 C

w・・一ムM

（14．4） （8．2）

（7．4）

8．0

（3．7） 火樽

火裡

火裡

回転糸切 り、火裡

右回転糸切 り、ヘラ記号、火裡

右回転糸切 り、火裡

ヽ
回転実測

回転 実測

完全 実測

Ⅳ［；

Ⅲ巨

鋸．；i

Ⅲ［ヌ

夏2層

哀 トレ

2 3層

5
4 、ノ・己、省庁
須恵器

有 口杯　 B ？

杯蓋　 A ？

（10．5）

回転 へラケ ズリ→付高 台

回転 へラケズ リ

ミガキー→赤彩

へ ラケズ リ

回転実測

完全実測

回転実測

完全実測

回転実測

6

1

2

3

須恵器 壷　 C ？ （4。3）
Ⅳ区3層

カマ ド

カマ ド

土師器

土師器

土師器

杯　 H （15．5） 9．6 （4．6） ミガキ→赤彩

へ ラナデ

へ ラナデ

ミガキ

ミガキ→黒色 処理

暗文、黒色処 理

へ ラナデ

葉　 B l

武蔵婆　 B

壷

（12．0）

（21．1）

（8．8）4 土師器 へ フケス リ

ヘ ラケズリ→ ミガキ→赤彩

へ ‾ケ ズ1

恒

ノーユ

∃転実測

1．と＼′11す、

ケン

LH 71 2 1 土 師器 杯　 H 13 ．1 4．4
元 王実測

ノ」‾1ノ＼′‾トナ、

床

2

3

土 師器

土師器

杯

襲　 A l

13．5

10．8

1 1．6

4。9

4．1

9．2

フ　　　 ノ

へ ラケズ リ→ ミガキ→ 黒色
処理

へ ‾ケ ズ1　 立とゝ ／サー　小

元 ∃三芙測、No6

完全実 測、No4

Ⅱ

Ⅱ

H 7 13

H 7 14

1

2

土師器

土師 日豊

杯　 G l

杯

（13．0） （12・7） フ　　　　 、 口　刀 、」、 ラ云二・三笑測 、No5

司転実測
ナデ

ナデ、 ミガキ

へ ラケズ リ ［．亘 Ⅲ 層
＿．．…一　 首n

狛 古日日

不

有台杯　 ？

葉　 A l

武蔵棄　 ？

（17．0） （14 ．6） へ ラケズ リ 回転実測 Fここ
I 区 ト

Ⅲ区5廃

ヨ
レ

ここコ・・j3

4

5

4、ノし、益
土 師器

土師器

（20．0）
9．8

4 0

右回転へ ラケズ リ→付音ム せ∠＼実測 1
V．1

ナデ

ーー‾　　　　　　　、・一一ヽ、

同 Ll
へ ラケ ズリ

フ亡。壬∴くり・、
回転 実測

Ⅲ区5層

I 区 ト

I日夏5層

ヨ
レ

，1

6

1

須恵器

土師器

土師器

棄　 ？

杯　 A l

杯 J

（13 ．2）

（14．0）
へ フナァ ヘラケス リ 完二全実 測、Nol Ⅲ 吊
当具痕、 ナデ叩 き

ミガキ→黒色処理

放 射暗文

物 一覧 表 83 （H 7 0 7～ H 7 14）

回転実測 I

m

Eヨ
トレ

1．5層

2
（6．0）

（7．8）

（4．0） ヘ ラケズ リ

方 向▼不謂　　 ‾√七　㌢
回転実測

m　一ノーー「ナ、．

Ⅳ［ 層

第 9 表　 出士 道
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1魯 き
E　虹　 hY L諷　　　　　　　詠r F針和讃瞥憲㌣

海零置遠跳

草や　　　　　　　　 書三号 ザ　　　　　　　　　 育三青
蔭

H 714 3 須恵器 杯　 C 13．6 7．2 （3．6） 右 回転 糸切 り 完全実測 Ⅲ区床　 l

、4 須恵器 杯　 C （14 ．8） （8．6） （3．5） 見込み円滑 右 回転 糸切 り、火裡 回転実測 Ⅲ区3層　 】

5 須恵器 杯 蓋　 ？ （18．6） 回転 へラケズ リ 回転実測 †＼㍉ I

6 須恵器 杯蓋　 ？ 火裡 回転へ ラケズリ→ つ まみ貼付、

火樽

完全実 測 Ⅳ区3層 l

7 土 師器 武蔵嚢　 B （14．2） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズ リ 回転 実測 I 区4層　 l

8 土 師器 武蔵婆　 B （18．8） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケ ズリ 回転 実測 豊 ‖

9 土師器 武蔵嚢　 B 19．8 へ ラケズ リ、ナ デ ヘ ラケズ リ 完全実測 I 区4層

Ⅱ区2層

カマ ド

10 土師器 武蔵婆　 B （20 ．3） ヘラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区2層

11 土師器 武 蔵婆　 B （20．4） ヘ ラケズ リ、 ナデ へ ラケズ リ 回転実測 I 区3層

12 土師器 武蔵襲　 B （20．4） ヘ ラケズ リ、 ナデ ヘラケズ リ 回転実 測 Ⅱ区2層

13 土師器 武蔵窯　 C 20．5 ヘ ラケ ズリ、ナデ ヘラケズ リ 完全実 測

Ⅲ区3層

14 土 師器 武蔵嚢　 B 20．8 ヘ ラケズリ、ナデ ヘ ラケズ リ 完全 実測 I 区4層

カマ ド

15 土師器 武蔵襲　 A 21．0 へ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズリ 完全 実測 Ⅱ区2層

16 土師器 武蔵襲　 ？ 5．1 ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズ リ 完 全実測 Ⅱ区2層

17 土師器 ロクロ嚢　 ？ 回転実測 Ⅲ区4層

18 石器 砥石　 B 2 J 最 大長

（16．4）

最 大幅

（10 ．7）

最大厚

（6．7） （970）

砥 画数8、砂岩、No4 I 区3層

19 鉄製品 刀子 茎尻のみ Ⅲ区床

H 715 1 須恵器 杯　 C （13 ．6） （6．1） （3．8） 火裡 方 向不 明回転糸切 り、火裡 回転実損 カマ ド

2 須恵器 杯　 C 13．6 6．9 3．2 火裡 右 回転 糸切 り、火裡 完全実測 I 区1層

Ⅳ区3層

3 須恵器 杯　 C （14．3） （7．8） （3 ．5） 右 回転糸切 り 回転実 損 ケ ン

4 須恵器 杯　 C （14．4） （6 ．8） （3．8） 方向不明 回転糸切 り 回転実 損 Ⅲ区4層

5 須 恵器 杯　 C （14．6） （8 ．0） （3．8） 火裡 方向不明 回転糸切 り、火裡 回転 実測 I 区 トレ

6 須 恵器 有台杯　 A l （12．8） （9．8） （3．5） 回転へ ラケズ リ→ 付高台 回転 実測 Ⅳ区3層

7 須 恵器 有台杯　 B l （15．2） 回転へ ラケズ リ 回転実測 I 区 トレ

8 須 恵器 杯蓋　 A 13．8 3 ．6 回転へ ラケズ リ 完 全実測、Nol I 区3

9 須恵器 杯蓋　 A （15．4） （3．3） 回転へ ラケズ リ 回転実損 Ⅲ区3層

10 須恵器 杯蓋　 ？ （15．6） 火裡 回転へ ラケズ リ、火裡 回転実損 Ⅳ区2層

11 土師器 武蔵 婆　 B （20 ．2） ヘラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区3層

カマ ド

ケ ン

12 土師器 武 蔵嚢　 A （20．8） ヘ ラケズ リ、 ナデ へ ラケズ リ 回転実測 I 区 トレ

Ⅲ区2層

カマ ド

13 土 師器 武蔵嚢　 ？ 7．4 ヘ ラケズ リ、ナデ ヘラケズ リ 完全実 測 I 区2．3層

カマ ド

14 須 恵器 婆　 B 同心円当具痕 平 行叩 き→ カキ目 回転実 測 Ⅲ区3層

カマ ド

15 須 恵器 壷　 B （10．6） 回転 実測 Ⅲ区4
Eヨ

16 鉄 製品 鋤先 全長 17．7 袋 幅1．2 袋厚 1．5 l柄差 し込み長15．2 、No3 Ⅲ区2層

第96表　出土遺物一覧表84（H714・H715）



1魯 ．g が
車 ．’ 1．．．＿＿

H 71 5

18

鉄 製 品

鉄 製 品

締 め 具

不 明

l ユ　　　　　　　トサ 評『　　　　　　 ぎ≡苫

ミガ キ→ 赤 彩

ケ ン

H 71 6

H ’「17

1 土 師 器 杯　 A 2

杯　 A

（14 ．0 ）

（13 ．6 ）

（6 ．8）

（6．2 ）

（5 ．0 ）

（3 ．9 ）

ケ ン

2

3

4

須 恵 器

須 恵 器

須 恵 器

へ ラケ ズ リ→ ミガ キ→ 赤 彩

へ ラ切 り

完 全 実 測

回転 実 測

完 全実 測 、 No 18

Ⅲ区 2層

カマ ド

Ⅱ区 7層

Ⅳ 区

杯　 A

杯　 A

13 ．8 7 ．6

（6 ．0 ）

（4 ．3 ）

（2 ．9 ）

ヘ ラ 切 り

5 須 恵 器

＝rl

杯 蓋　 B （17 ．0 ）
ヘ フ 切 り

回転 へ ラケ ズ リ→ つ ま み 貼 付

へ ラ ケ ズ リ

ヘ ラ ケ ズ リ

回転 実 測

ノさ′ノゝ ノ妾瀾［

Ⅲ区

I 区6 土 師 呑 ‾’ ’襲　 B 14 ．8 へ ラケ ズ リ 、 ナ デ

へ ラ ケ ズ リ 、 ナ デ

へ ラ ケ ズ リ 、 ナ デ

へ ラ ケ ズ リ、 ナ デ

へ ‾ケ ズ 1　　 ‾や

フ仁王 芙 7′、J

7

8

土 師 器

土 師 器

武 蔵 襲　 ？

武 蔵 襲　 A

（2 0 ．6）

（23 ．0 ）

回 転 実 再

回 転 実 裏

則

則、N o2 2

Ⅱ区2 層

Ⅲ区3 層

9

10

土 師 器

土 師 器

武 蔵 棄　 A

武 蔵 婆　 A

（23 ．4 ）

（24 。0 ）

ヘ フ ケ ス リ

ヽヽ

完 全 実 毒則、N o3 カ マ ド

ヘ フ ケ ス リ 完 全 実 i′則、 N o1 6 Ⅲ区3 層

I 区

1 1

12

土 師 器

須 恵 器

壷

婆　 C

婆　 C

2 0 ．9

20 4 1 1 6 24　 6

フ　　　 ノ、 ナ ァ

ナ デ

当 具 痕 、 ナ デ 、 褐 色 の 付 着 物

、′　目、

ヘ フ ケ ス リ

へ ラ ケ ズ リ 、 ミガ キ

．‾‾ナ

回 転 実 測 、 N o9

完 全 実 測 I 区 ・Ⅱ区

カマ ド

ケ ン

13 須 恵 器 （2 2 2 ）

格 ナ 叩 き 目、 ナ デ、 3条 の 洗 練

mあノ′m・一

完 全 実 測

N o12 ．13 ．15 ．17 ．19

Ⅲ区 2層

Ⅲ区 9層

I 区 トレ

カ マ ド

14 須 恵 器 （9 ．0 ）

当 具 痕 、 ナ ァ 平 作 叩 き 目、 カ キ 目

平 行 叩 き 目

回 転 実 測 、N o l．8 ．10 ．1 1

ー‾仁ヒ∵

I 区 トレ

Ⅲ区3 層

Ⅳ区 ・カマ ド

15

16

須 恵 器 （14 ．4 ） r

平 行 叩 き 目

回 転 芙 控

回 転 実 裏

J、 N o20

J、 N o7

Ⅳ区 9 層

Ⅱ区 3 層須 恵 器

鉄 製 品

鉄 製 品

鉄 製 品

鉄 製 品

意 蓋

鉄 鉱

刀 子

1 0 ．0 6 ．1
回 転 へ ラ ケ ズ リ→ つ まみ 貼 付 完 全 実 測 、 N o5 Ⅱ区 7層

Ⅲ区
17

18

19

身 幅 0 ．8

平 造 り ？、箆 被 ：直 角 、 逆刺 ナ

シ 、頸 長 2 ．3 、N o2 1

乎 造 り、茎 長 5．1

小 片

Ⅲ 区 9層

I 区 トレ

Ⅱ区2 層

Ⅲ 区 覆 土

棟 厚 0 ．2 5

不 明

不 明

2
′　口

土 師 器 高 杯
（14 ．0 ）

（1 1．8 ）
フ一、　 日

ミガ キ→ 黒 色 処 理

ミガ キ→ 黒 色 処 理

ヘ ラ ケ ズ リ、 ミガ キ

ナ デ 、 へ ラ ケ ズ リ

回 転 実 測 、 畿 内系 土 器 ？ Ⅳ 区2 層

土 師 器 高 林 完 全 実 測 Ⅲ区 2

4 須 恵 器 杯　 A （13 ．8 ） （8 ．2 ） （4 ．2 ）
ヘ フ ケ ス リ 回転 実 湧 Ⅲ区 1

－ ‾n一′一一ト．、5

6

須 恵 器

須 恵 器

‡′I

杯　 A

杯 蓋　 C

14 ．6

（13 ．8 ）

9 ．6 4 ．6
二．．広　 フ 刀 り

回 転 へ ラ切 り　 黒 丑 「？ 】

回転 芙 測

完 全 実 測

回 転 実 測

Ⅲ区 1層

　ヽ‘t・日　　　 ．」
右 回 転 へ ラ ケ ズ リ→ つ まみ 貼

付

ナ デ

Ⅲ区 トレ

Ⅲ区 2層

7

8

須 恵 器

土 師 器

日日

杯蓋　 B o r C

ロ ク ロ 棄　 ？

武 蔵 襲　 B

ロクロ棄　 B l ？

‾’ 、濾

（14 ．8 ）

（1 5．1）

（16 ．8 ）

完 全 実 測

回 転 実 測

Ⅳ 区2 層

Ⅳ 区2 眉一　　　Eヨ
Ⅲ 区 1．2 層

Ⅲ 区 トレ

I 区 2 層

Ⅲ区 2 層

9

10

土 師 呑

土 師 器

lコ。

6 ．7 （14 ．1 ） ヘ ラ ケ ズ リ、 ナ デ へ ラ ケ ズ リ

ヘ ラ ケ ズ リ

＼Ⅰ　′ヽ
完 全 実 測

回転 実 測
1 1

12

土 師 益

鉄 製 品

武 蔵 婆　 ？　　「 （23 ．4 ）

－

ナ デ ′ヽ
ヘ ラケ ズ リ　　　　　　　　 回転 実 沸

刀 ナ 身 幅0 ．5 5 棟 厚 0 ．2

H 718 1 土 師器 杯 I l　　 （13 ．5 ） （9 ．5） ナ ァ　 放 寸膳 文　　　　　　　 へ ‾ケ ス ー　　 キー　 一寸　　　　　 ml一′・・・）、 一
、　 日　　　　　　　 フ 手 ス リ、 口縁 ナ ァ　　　 回転 芙 測　　　　　　　　 Ⅲ区 3層

第 9 7 表　 出 土 遺 物 一 覧 表 8 5 （H 7 15 ～ H 7 1 8 ）



き ヰ 滴培養溝凱
－ だ‘ニ三　聞 1舎 猷 1一す　臥 ー鼠　　　　　　　がr 正録沌‖声調 ダ号　　　　　　　　 音三号 キ　　　　　　　　　　盲三号 草ユニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 車

H 718

l

l

l

2 土師器 杯　 I l （15．0） （12 ．0） ナデ、放 射暗文 ヘ ラケズ リ、口縁ナデ 回転実測 Ⅲ区 トレ l

3 土師器 杯　 I2 ナデ、ヘ ラ記号 「×」 ヘ ラケズ リ 破片実測 Ⅲ区2層　 l

4 須恵器 杯　 A （12．6） （7．8） （3．9） 火裡 手持 ちへラケズ リ、火裡 回転実測 Ⅱ l

5 須恵器 杯　 A （13．2） （8．6） 回転 へラ切 り 回転実測 Ⅲ匝こ3

6 須恵器 杯　 A 13．3 7．8 3．8 右 回転 へ ラ切 り 完全実測 、Nol　　　　 l ケ ン

7 須恵器 杯　 A （13．4） （8．4） （3 ．9） 火樽 手持 ちへ ラケズリ、ヘラ記号

「？」、火裡

回転実 測 コ

8 須恵器 杯　 C （13．9） （8 ．9） （4 ．0） 回転糸切 り、底部 周縁回転

へ ラケ ズリ

回転 実測 Ⅲ区3層

9 須 恵器 杯　 A （14．4） （7．8） （3．9） 回転へ ラ切 り、火樽 回転 実測 ケ ン

10 須恵器 杯　 A （14．7） （9．0） （4．6） 火裡 底部 、底部周縁 へ ラケズ リ 回転 実測 カマ ドポリ

11 須恵器 杯　 A （14．4） （7．8） （3．9） 回転へ ラ切 り、火裡 回転実測 ケン

12 須恵器 杯　 A （15．0） （10．0） 手持 ちへ ラケズ リ 回転実測

ケン

13 須恵器 杯　 A （15．1） （8．2） （4．4） 火樽 回転へ ラ切 り 回転実測 Ⅲ ．（2

14 須恵器 杯　 A （15．2） （8．0） （4．3） 火裡 手持 ちへラケズ リ、火裡 回転実測 I 2

15 須恵器 杯　 A 見込み回転糸切 り ヘ ラケズ リ、ヘ ラ記号 「？」 破片実測 Ⅲ区3

16 須恵器 有台杯　 A l （12．8） （7．8） （3．7） 回転 へラケズ リ→付高 台 回転実測 Ⅲ ）．〔3

17 須恵器 有台杯　 A l （13．2） （8．4） （3 ．6） 回転 へ ラケズ リ→付高 台 回転実測 Ⅱ C3

18 須恵器 有台杯　 A l （13．2） （9．2） （3 ．6） 火裡 回転 へ ラケ ズリ→付 高台 回転実 測 Ⅲ 3

19 須恵器 有台杯　 A l （14．0） （10．0） （3．7） 火倦 回転へ ラ切 り→底部 周縁回転

へ ラケズ リ→付高 台、火裡

回転実 測 P 2

2 0 須 恵器 有台杯　 A l （14．4） （10．3） （3．4） 右回転へ ラケズ リ→ 付高台 回転 実測 Ⅲ 4 コヨヨ
21 須 恵器 有台杯　 B ？ （16．0） （10．8） （6．0） 付高台、 火裡 回転 実測 I 区2層

ケン

22 須恵器 有台杯　 B l （7．0） 右回転へ ラケズ リー十付高台 回転実測 I 区3

Ⅲ区3

23 須恵器 有 台杯　 ？ （8．8） 回転へ ラケズ リ→付高台 回転実測 Ⅲ区 ；‾コ∃
24 須恵器 杯蓋　 A ？ （12 ．5） 回転へ ラケズ リー→つ まみ貼付 回転実測 ケ ン

25 須恵器 杯蓋 （12．6） （3．2） 右 回転 へ ラケズ リ→縁貼付 回転実測 Ⅱ 3

26 須恵器 杯 蓋　 A ？ （13．1） 右 回転 へ ラケ ズリ 回転実測 Ⅳ iii〔3 1

2 7 須恵器 杯 蓋　 A （13．3） （2．7） 回転 へ ラケズ リ→つ まみ貼付 完全実測 、No14 I

Ⅲ

3

4

2 8 土 師器 ロ クロ嚢　 B （11．8） 回転実 測 Ⅲ区3

29 土 師器 武蔵婆　 B （12．7） ナデ ヘラケズ リ 回転実 測 I ．i．ji．（こ3

3 0 土 師器 武蔵鷺　 B （19．8） ヘ ラナ デ ヘラケズ リ 回転実 測 I 区 トレ

31 土 師器 武蔵婆　 ？ （20．8） ヘ ラナデ ヘラケ ズリ 回転実 測 I 区3層

32 土 師器 武蔵鷺　 B 21．6 ヘ ラナデ、ナデ ヘ ラケ ズリ 完全 実測 Ⅲ区2．3層

カマ ド

33 土師器 武蔵襲　 ？ 4．9 ヘ ラナデ、ナデ ヘ ラケズリ 完 全実測、No2 I 区3

34 土師器 武蔵葉　 B ？ （11．1） 回転 実測 Ⅲ 煮

35 須恵器 壷　 B （9．4） 回転実測 Ⅳ区 ニニコ

36 須恵器 嚢　 B （24．2） 回転実測 ケン

37 須恵器 棄　 B （25．3） 回転実測 I 3 コ

38 須恵器 壷　 C ？ 6 ．0 回転へ ラケズ リ→付高台 、

ヘ ラ記号 ？

完全実測 Ⅳ区3層

39 石器 凹石　 A l 最大長7．8 最大幅6．7 最 大厚4．5 10 6．7 全体 に擦 りによる整形、凹径

4 ．8、凹探1．8、軽 石

Ⅳ区3層

第98表　出土遺物一覧表86（H718）



㊧ t托こ 8 も

－髄 鐙竃親敵げ 与　　　　　　　を▼ 二°‘萎堅　匡 評等 ず、
阜こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 畢

H 7 18 4 0 石 器

∵「一　r1日

凹 石　 A l 8 ．2 7 ．7 3 ．2 8 8 ．0
言二言 阜三号

全体 に擦 りに よ る整 形 、 凹 径

6 ．4 、 凹深 1 8　 軽 石　 N o ll

Ⅱ 区3 層

4 1

4・・2

石 呑

石 器

凹 石　 A l

編 物 石　 C

J一

8 ．4

最 大 長 9 ．9

8 ．0

最 大 幅 5 ．0

3 ．8

巨ヨー・rA　首

14 5 ．5 °　　　ヽ　　　　　　　一一　　ヽ
全体 に 擦 りに よ る整 形 、 凹 径

6 ．2 、 凹 深 1．3 、 軽 石

出 入 口施 設

4 3

4 4・

目
口ロ

坂 入 厚3 ．3 196 両 側 に 加 工 痕　 砂 岩 Ⅳ 区3 屈
石省庁

1M‘且具

編 物 石　 A

磨 石 ・敲 石

磨 石 ・敲 石

⊥L　　“．．．

1 1 ．8 5 ．7 3 ．0 2 67 ヽ
安 山 岩 I く3 ヨ

石 器　　　日日 8 ．8

10 ．7

9 ．0 1．8 2 34 砂 岩 I －3
4 5 石呑

石 器

石 器

6 ．2 3 ．0 103 ．5 正裏 面擦 り面、正面 に条痕　 軽 石 Ⅳ ふ一3 ヨ4 6 磨 石 ・敲 石

砥 石　 B 2 J

13 ．2 7 ．8 4 ．2 5 50
上 下 部 敲 打 の 剥 離 、安 Lj．」岩 、

N o lO

Ⅱ
一　　　巨∃

4 7 6 ．5 4 ．7 4 ．0 190 砥 画 数 5 、砂 岩

平 造 り、 砥 ぎ減 り ？

Ⅳ区 3屈
4 8 鉄 製 品

／、／　一日コ 7

身 幅 0 ．8 棟 厚 0 ．3 5
Ⅳ ‘3 14 9 鉄 製 繭 刀 ナ 0 ．9 0 ．2

平 造 り　 身 部 の み Ⅲ 2 ヨ5 0

5 1

′

鉄 製 品

鉄 製 品

／、‘‾l ［コ

刀 子

l

1－　　　 　ヽ　　　　＝
茎 の み 、 No 15 Ⅳ －3

鉄 鉱
箆 被 ：直 角 、逆 刺 しナ シ

鉱 身長 ＋ 頸 長 7 ．0

Ⅱ
Eヨ

5 2 鉄 製 口iニー 不 明 ．／　ヽ
断 面 方 形

断 面 方 形

Ⅲ区 2属
53 鉄 製 品

山　にHJ

不 明

杯　 H
Ⅳ こ3

H 7 19 1 一　 存 1 5 ． 1 ． ミ ガキ → 黒 色 処 理

へ ラナ デ

へ ‾　 ズ 1 回 転 実 測

回 転 実 測
2

3

土 師 器

土 師 器

一　口　。

碧　 A l （14 ．0） フ

へ ラ ケ ズ リ

カ マ ド

カ マ ド襲　 A l （1 5 ．8） （19 ．4 ） ヘ ラナ デ へ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 カ マ ド
4

5

土 師 者霹

土 師 器

襲　 A l

まご

（20 ．9） ヘ ラナ デ へ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測 、N o2 Ⅲ区 1層
窒亘　 B 2 1 1．8 パ ケ 目、 ミガ キ

ミガ キ

パ ケ 目 、 ミガ キ

ミガ キ

回 転 実 測

完 全 実 測

L一
6 土 師 器 甑　 ？ （20 ．6 ） 床

I 区2 層
H 72 0 1

2

土 師 器

土 師 器

杯　 C l （13 ．6 ） （6 ．4 ） （4 ．1） ミガ キ→ 黒 色 処 理 右 回転 糸 切 り 回 転 実 測 、N o2 Ⅲ 区4・
不　 A l 13 ．6 6 ．6 3 ．2 ミガ キ→ 黒 色 処 理

ミガ キ→ 異 色 処 理

ミガ キ→ 黒 色 処 理

右 回 転 へ ラ ケ ズ リ

右 回 転 糸 切 り→ 付 意 ム

回 転 実 測

回 転 実 測
3 土 師 器 碗　 A l （6 ．4 ）

Ⅱ 区 ト レ

Ⅲ区 トレ

カマ ド

4・ 土 師 器 ・碗　 A l 「司 ［コ
方 向 不 明 糸 切 り→ 回 転 へ ラ ケ

ズ リ→ 付 高 台

－ヽ　1′、

回 転 実 測

5 土 師器 杯　 ？ （13 ．0 ） ミガ キ 回転 実 測 Ⅱ区 トレ
6 土 師器

1日ll

武 蔵 慧　 C 18 ．8 へ ラ ケ ズ リ、 ナ デ ヘ ラケ ズ リ ＼＿　′ヽ
完 全 実 測 、 No 3 ？ I

7 土 師呑

′　　‾　　　ロロ

武 蔵 婆　 ？ 3 ．7 へ ラ ケ ズ リ 、 ナ デ ヘ ラケ ズ リ 完 全 実 測 、 No l カマ ド
8 須 恵 呑 襲　 ？ 当 具 痕 、 ナ デ 、 円 滑 平 行 叩 き 自

沈 線 2 条

破 片 実 測 、 転 用 硯 ？

回転 実 測
9 須 恵 器 壷　 C ？ Ⅲ区 トレ

Ⅳ 区 トレ
H 72 1

r．J

1 土 師 器 杯　 C l 6 ．1 ミ ガキ → 黒 色 処 理

ナ デ

左 回転 糸 切 り ノブ∠ゝ 実 測 Ⅳ
2 土 師 器

ー　　「7r．．！

武 蔵 窯　 ？　」　　　」　　　　－
ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測、 M 58 （2片 ）と遺 構 間

接 合

I ・Ⅲ 区

H 72 2 1

2

3

土 師 者庁

」・一師 ロ・口

高杯 7 ．2 ミガ キ→ 黒 色 処 理 、脚 部 へ ラ

ケ ズ リ、 ナ デ

へ ラ ケ ズ リ、 ナ デ

ヘ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 Ⅳ 区5 層

一紺 青

石 器

武 蔵 瓦　 A

編 物 石

（23 ．3 ）

最 大長 （9．5）
最 大 幅 6．8 I E∃

ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測 1 い

Ⅲ 匝

！こ1層

iこ5 層

寂 大 厚4 ．2 （34 3 両 側 に 加 工 痕　 安 山岩 I 区 1
H 72 3 1 土 師 器 杯　 H （15 ．6 ） ミガ キ→ 黒 色 処 理

ナ デ、 ミガ キ

ナ デ 、 ミガ キ

ヘ ラケ ズ リ 、 ナ デ

糸 切 り→ 付 高 台

ヽ
回転 実 測

2 土 師 器 杯 E ol・F
±±∠＼空瀾l

3 須 恵 器 有 台 杯　 ？ （6．2 ） フL ∃三芙 7′、

回転 実 測

回転 実 測 、N o2

竺 ∠＼実 測

Ⅱ区 2層

床
H 7 24 1 土 師器 杯　 A 3 （11 ．8 ） （5．0 ） （4 ．5 ） 黒 色 処 理 ヘ ラ ケ ズ リ

回転 糸 切 り ？

木

I 区 トレ

I 区 2層

カ マ ド

2 土 師 器 杯　 C l （12 ．7 ） 4 ．8 （4 ．8 ） ミ ガキ → 黒 色 処 理
3 土 師 器 杯　 C 2 （13 ．0 ） （6 ．3 ） （4 ．2 ） 暗 文 、 黒 色 処 理 右 回転 糸 切 り

フ己∃三一　臼、

回 転 実 測

完 全 実 測

4 土 師 器 碗　 A 2 7 ．8 暗 文 、 黒 色 処 理 右 回転 糸 切 り→ 付 高 台

第99表　出土遺物一覧表87（H718～H724）



読頓鍾圭凱 闇　　　　　“鞠
ミ昏 薫㌻ 紆

醸　す　阜ナ L慰噸洩霊感摺訃茫 ヰ　▼　　　1 ¶1 ＝こ．Ⅶ　　　　　　　　　　 啓発　　　　　　　 §≡墨 ギ　　　　　　　　　 塁≡巨
短 儲

H 72 4 5 須恵器 有台杯 ？ （9．2） 右回転糸切 り→付 高台 回転 実測 I 区2層
6 灰粕陶器 皿 14．2 7．0 3．0 施和 （パ ケ塗 り） 回転へ ラケズ リ→ 付高台、

施粕 （パケ塗 り）

完全 実測 トレ

7 土師器 ロクロ聾　 B （14．0） （9．6） （13 ．3） 右 回転糸切 り、底部周縁へ ラ

ケ ズリ

完全実測 、Nol I 区2層床

Ⅱ区2層
8 土師器 ロクロ棄　 ？ （5．8） ヘラケズ リ、ナ デ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区2層

トレ
9 鉄製品 鈍　 ？ 茎 に木質有 、No3 Ⅲ区2層

10 鉄製品 苧引 金具　 ？ No4・ I 区2

H 72 5 1 土師器 杯　 C l 12．7 5．4 4 ．4 ミガキ→黒色処理 右 回転 糸切 り、底部周縁 へラ

ケズ リ

完全実測 カマ ド

2 土師器 杯　 C 2 （13 ．0） 6 ．1 （4．3） 暗文、黒色処理 右 回転 糸切 り、墨書 「？」 完全実測 I 区1

3 土師器 杯　 C 2 13．3 6．4 4．1 暗文、黒色処理 右 回転 糸切 り、墨書 「？」 完全実測 、Nol I ・Ⅱ区1層

ケ ン

4 土師器 杯　 C 2 13．5 5．7 3．4 暗文、黒色処理 右 回転 糸切 り 完全実測 Ⅳ区

5 土師器 杯　 C l （13．5） 7．0 （4。1） ミガキ→黒色処 理 右 回転糸切 り、ヘ ラ記号 ？ 完全実測 カマ ド

6 土師器 杯　 C l 14．0 6．1 4．3 ミガキ→黒色処 理 右 回転糸切 り 完全実 測 Ⅱ区

カマ ド・P 3

7 土 師器 碗　 A l 12．6 （6．6） （6 ．2） ミガキ→黒色処 理 回転 糸切 り→付高 台、 ミガキ 完全実 測 Ⅱ区

カマ ド

8 土 師器 碗　 A l （7．0） ミガキ→黒色処 理 回転糸切 り→付高 台 完全 実測 カマ ド

9 灰粕 陶器 碗 （16．4） 施粕 施 軸 回転 実預 カマ ド

10 灰粕 陶器 碗 （6 ．9） 施粕 施 粕、墨書 「？」 回転 実預 Ⅳ区

11 土 師器 ロクロ嚢　 B （13．6） （8 ．2） （13．5） 口縁 カキ目 右回転糸切 り、カキ 目 回転 実測 カマ ド

ケ ン

12 土 師器 ロクロ棄　 A （18．0） ヘ ラケ ズリ 回転 実損 カマ ド

13 土 師器 武蔵聾　 B 19 ．2 パ ケ目 ヘ ラケズ リ 完 全実i月 カマ ド

14 土 師器 ロクロ聾　 A （22．8） ヘ ラケズ リ 回転 実測 カマ ド

15 土 師器 武蔵聾　 ？ （3．9） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケ ズリ 回転実測

カマ ド

16 土 師器 武蔵棄　 ？ （5．0） ヘ ラケズ リ、ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I 区1層

カマ ド

17 土 師器 武蔵襲　 ？ 5．2 右 回転糸切 り 完全実湧J I 区1層

18 土 師器 ロクロ碧　 ？ 6．3 右 回転糸切 り 完全実湧j カマ ド

19 須 恵器 嚢　 A （47．0） 当具痕 、ナデ 平行叩 き目、ナデ 回転実子月j、No2 Ⅱ区1層

20 須恵器 婆　 ？ （13．4） 同心 円文当具痕、 ナデ 平行叩 き目、底部周縁へ ラケ

ズ リ

完全実測 Ⅲ区・Ⅳ区

カマ ド

21 石器 磨石 ・敲石 最 大長

21．0

最 大幅

7．2

最大厚

5．7 12 85

上下 に敲打痕 、正 面に擦痕、

石英閃緑岩 、Noll

I 区1層

22 鉄 製品 刀子 身幅1．3 棟厚0．3 平造 り、南 関、No4 Ⅳ区1層

23 鉄製品 刀子 0．9 0 ．3 平造 り、棟 関、No3 Ⅳ区1層

24 鉄製品 紡錘車軸棒 軸棒幅0．4 軸棒のみ 、No3 Ⅳ区1層

H 72 6 1 須恵器 杯　 C 14．3 6．3 3 ．8 見込 み1・一部 に朱付着 ？ 右 回転糸切 り 完全実i月J カマ ド

2 土師器 武蔵棄　 ？ 3．1 ナデ 底部 、‥体部 へ ラケズ リ 完全実損J カマ ド

3 須恵器 窯　 ？ 当具痕、ナデ 叩 き目、ナデ 破片実測 、拓本 カマ ド

4 須恵器 壷　 A 当具痕、ナデ 叩 き、突帯 及び耳貼付 回転実測 カマ ド

5 石器 スク レイパー 最 大長3．4 最大幅3．2 最大厚0．9 1 1．3 粘板岩 I 区

6 鉄 製品 刀子 茎のみ、NolO Ⅲ区4層

第100表　出土遺物一覧表88（H724～H726）



、…　1rここ， 昏 慧ニ 8
酎　4Y　臥す 温　　　　　　　むア

l

評窯

ゎErヨ

ギ＿　　　　　　　　　　　　　　　　 暮デ三　　　　　　　　　　　　 億H 72 7 1

2

≡師器

土師 ロロ

杯　 D l

碗　 A 2

6．1
が録は掴声帯 幸二魯 l：曇

右 回転 糸切 り 完全実測 Ⅲ区1層

Ⅳ区ポ リ

カマ ド・P 4
．H．一　昔古 免 階文 、黒色処理 付高 台 回転実測 カマ ド

3 土師器 杯　 ？ 墨書　 ？ 破片実測

破片実測

Ⅲ区1屈
4 土師器 杯　 ？ 墨書 「？」 Ⅲ区1
5

6

須恵器

灰 粕陶 ロロ

杯　 ？

灰軸輪花 皿

（14．8）

／ご

、ヽ　　′ヽ
回転実測 I 区 トレ

Ⅳ区

カマ ド

7

音詩

土師器

火　　 開化　 ム

鉢

（14．2） 6．7 （3．2） 施軸 （つ けが け） 回転へ ラケズ リ→付高台 、

施粕 （つけが け）

完全実測 、丸石2号窯式期 カマ ド

W…一　 首霹 6． ミカキ→ 黒色処理 底部 へ1奉音 へ ラ　 ズ1⊥・ 完全実測

回転実測

カマ　 ヾ
8 土師器

土 師器

ノ　ー南口口

ロクロ聾　 B （11・5）
Ⅳ区1層

9 ロクロ棄　 A （20．0） へ ラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I 区 トレ

Ⅲ区1層

Ⅳ区2層

P 4 ・ポ リ

H 728 1 須厄、者許 ヽ 12 ． ．2 4．3 火裡

火裡

茹転糸七　り　 ノく療 完 全実測、Nol

回転 実測

I 区2層

Ⅲ区 トレ
2

3

須恵 器

宿南 口ロ

杯　 A

不

（13．2） （7．4 ） （3．6） ⊥＼／ヽ　　　　　ヽ　　　　争
切 り離 し→ ナデ、へ ラ切 り

火裡

′よ、ノL、　口 ヽ 火裡

火裡

土　 へ フ　　 予－　　ノ′ 回転 実測

完全 実測、No4
I 区1層

Ⅱ区2層
4

5

須恵器

そ百甫月日

杯蓋　 B

、‾芸　 ？

12。7 3．2 寸　　　 二＿二＿二二＿二J　 t 筆
右回転へ ラケズ リ→ つ まみ

貼付

4 、ノ小者庁

土師器

杯孟

武蔵襲　 A

（13．2） 糸切 り→右 回転 へラケズ リ、

火裡

回転 実測 ケ ン

6 20．3 ヘ ラナ デ へラケズ リ 完全 実測 カマ ド
7 土師器 武蔵襲　 B 20。4 ヘ ラナ デ ヘラケズ リ 完全実 測、No4 Ⅱ区2層
8 土師器 武 蔵賓　 A （20．6） へ ラナデ ヘラケズ リ、 E相承ナデ 回転実 測 ・・・・ムーー　　　巨∃

カマ ド
9 土師器 武 蔵婆　 B （21．2） ヘ ラナデ ヘラケズ リ 回転実 測

回転実測

カマ ド
10 土師器 武 蔵棄　 ？ （27．4 ） （5．0） へ ラナデ ヘ ラケズ リ カマ ド

カマ ド
11 須恵器 襲　 B （7．9）

＝　　　■－ 自然粕 ノヽ
回転実測 、No2

12 須恵器

ノ，1　　　　ロ＝コ

平瓶 自然粕 自然粕 ′
完全実測 I 区1層

Ⅳ区3層

カマ ド
H 72 9 1 須恵者霹 不　 C 13．6 7．5 3．0 火 撃 回転糸切 り

叩 き目

回転実測

破片実測、拓本

破 片実測、拓本

回転実測

完 全実測

竺仝 実測

Ⅲ区1層

Ⅲ区1層

ケン

2 須恵器 婆　 ？ ナデ
3 須 恵器 壷　 A 当具痕 、ナデ 叩 き目、 ナデ　 突帯貼付

H 73 0 1 土 師器 杯　 A l （13．2） （7．2） （3．5） ミガキ→黒 色処理
　ヽ　　、ヽ．　　　／ヽ

ヘ ラケズ リ ホリ

Ⅲ区2層

I 区2屈

2 土 師器 杯　 C l 13 ．8 6．0 4．1 ミガキ→黒 色処理

ミガキ→黒色 処理

右回転糸切 り　 黒蜜 「一」「王」
3 土 師器 杯　 A l 14 ．2 6．6 （4．4） 　ヽ：±E　Eヨ

へラケズリ　 赤彩 ？（底部含む）
4 土 師器

．H　　。ロ

杯　 A l （14．6） （7．3） （4．7） ミガキ→黒色 処理 　ヽ　　　　　　．　　＿　口
へ ラケ ズリ

フ一己　一　、′、
回転 実測

．　　臼
Ⅳ区2層

ポ リ
5 者妄 、　A l 15．0 6．0 3．7 ミガ　 →黒　 几王． ヘラ　 ズ l 軋転実 湖 Ⅲ区　 レ
6 土 師器

‖lT

杯　 C l （15．8） （6．8） （5．0） ミガキ→黒色処 理 方向不 明糸切 り、器面剥 落、

赤彩 ？（底部 含む）

、－・M・・r′、
回転実 測、No2 カマ ド

7 土師呑 皿　 A l （14 ．0） ミガキ→黒色処理 回転 へ ラケ ズリ→付高 台 回転実測 、No3 カマ ド

I 区2層

第101表　出土遺物一覧表89（H727～H730）



ずここ’ P
融頓事理臥 試媚態諾暮菅諜

撃霞　 む， 転．爪　　置 ‘州　　慧ここ　　　．ニこJp計p頗訂＝摺 評肇　　　　　　　 ．廷≡隻 ヰ　　　　　　　　　 与三幸 暮ニ≡ 腰． 諾一細

H 730 8 土 師器 杯　 ？ （2喜．4） ミガキ→黒 色処理 回転 実測 I

u
日

9 土 師器 杯　 ？

（3．8）

ミガキ→黒 色処理 墨書 「？」 破片 実測 Ⅲ ：2
10 須恵器 杯　 C （12．6） （5．8） 方向不明糸切 り 回転 実測 ポ リ
11 須 恵器 杯　 C （13．8） 5．0 （3．5）

（3．7）

（4．4）

右回転糸切 り、火樽 完全 実測 Ⅳ区2層

ホ リ
12 須 恵器 杯　 C （13・8） （5．8） 火裡 方向不明糸切 り、火裡 回転実測、No6 カマ ド
13 須 恵器 杯　 C 0 3．8） 6．2 火樽 右回転糸切 り、火裡 完全実測、Nol カマ ド
14 須恵器 杯　 C 13．8 6．5 4．4

（3．8）

火樽 右回転糸切 り、火裡 完全実測、No5

カマ ド
15 須 恵器 杯　 C （13・8） （6．8） 方向不明 糸切 り 回転実測 Ⅳ
16 須恵器 杯　 C （14．2．） （6．4） （4．3） 方向不 明糸切 り 回転実測 I 区 トレ
17 須恵器 有台杯　 B 2 16．2 9．0 （7言） 火俸 右回転糸切 り→ 付高台

火裡

完全実測 Ⅲ

Ⅳ

2

2
18 土師器 武蔵襲　 C （20．8） ヘ ラケズ リ、ナ デ へ ラケズ リ 回転実測 I 区 トレ

Ⅱ区2層
19 武蔵嚢　 C （21．8） ヘラケズ リ、ナ デ ヘ ラケズ リ 回転実測 、No4 カマ ド

I 区 トレ
20 土師器 武蔵禁　 B （21．8） へラケズ リ、ナ デ へ ラケズ リ 完全実測 I

Ⅲ

トレ

21 土師器 武蔵聾　 C （23．8） ヘラケ ズリ、 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 I トレ
22 土師器 武蔵聾　 ？ （4．3） ヘラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 ホ リ
23 土師器 武蔵棄　 ？ （5．0） ヘラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 ホ リ
24・ 須恵器 婆　 ？ （10．4 ） 当具痕、ナデ ナデ 回転実測 Ⅲ IC2 1

H 73 1 1 土師器 碗　 A l 15．5 7．0 5．2 ミガキ→黒色処理 回転 糸切 り→付高台、墨書

「こ」

完全実測 I

H

3

3

ヨ

］
2 土師器 杯　 ？ （13．4） ミガキ→黒色処理 Ⅱ －‾－3
3 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処理 墨書 「？」 破片実測 Ⅱ VY：1

4 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処理 墨書 「？」 破片実測 Ⅳ ：3
5 須恵器 杯　 A 13．8 6．8 3．5 手持 ちへ ラケズ リ 完全実測 I 区3 嘉

ヨ6 須恵器 杯　 ？ （14 ．2） 火裡 火裡 回転実測 I
三トレ

7 須恵器 杯　 C 14．3 6．3 4．8 右 回転 糸切 り、ヘ ラ記号 完全実測 、拓 本 I 1．3層
8 須恵器 杯　 ？ 墨書 「？」 破片実測 I J トレ
9 土師器 武 蔵慧　 A l （11．0） ヘ ラナデ へ ラケズ リ 回転実測 I

Ⅲ

Ⅳ

ポ リ

トレ

1．3層
10 土師器 武 蔵襲　 C （18．8） ナデ へ ラケズ リ 回転実測 丁 こ3 ニニ1ヨヨ11 須恵器 襲　 ？ （11．8） ナデ、 自然粕 自然粕 回転実測 Ⅳ 、．仁3
12 須恵器 重　 り 8．0 回転 へ ラケズ リ→付高 台 完全実測 、Nol I 2
1 3 鉄製品 鉄 片 最大長2．8 最大幅3．0 最大厚0．5 Ⅲ 1

H 73 2 1 土師器 杯　 ？ （16．6） ミガキー→黒色処理 ミガキ→ 黒色処理 回転実測 Ⅲ
2 須恵器 有台杯　 A l 15．8 12．2 3．8 回転 へ ラケズ リ→付高 台 回転実測 Ⅳ区2層
3 土師器 武 蔵婆　 A （25．6） ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区1．2層
4 土師器 武 蔵襲　 ？ （5．6） へ ラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 カマ ド

H 73 3 1 土師器 杯　 G 2 12．5 3．9 ミガキ→黒色処理 ヘ ラケズ リ、 ミガキ 完全実測 Ⅳ区3層
2 須恵器 有台杯　 A l （18．4 ） （13．0） （4．9） 回転 へラケズ リ→付高 台 回転実測 、Nol I 区3
3 土師器 武 蔵嚢　 ？ （6．2） へ ラケズ リ、 ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅳ区3

4 土師器 武 蔵襲　 ？ ヘ ラケズ リ、 ナデ へ ラケズ リ 回転実測 カマ ド

第102表　出土遺物一覧表90（H730～H733）



垢訂　 hY 洩瀾摘㌫惑ほ料蒔 善　臣‘　　　　　　　　　　　　　　　　 評発 十
H 73 4

H 7 35

H 73 6

1

2

3

土師器

土師器

土 師器

杯　 G l

杯　 G l

杯　 I l

杯　 G l

杯　 I l

高年

杯　 A

杯　 A

（11．‘8）

13．2

（14．6）

（16．2）

（16．5）

13．1

11．4

q㌢輿感訂二摺

4 ．3

4．8

’草三号
ナデ

ナデ

暗文

ギ　　　　　　　　 堅≡萱

へ ラケズ リ 回転実測

詔

Ⅲ 二床3層
ヘ ラケス リ 完全実測、No2 I

Ⅲ

Ⅲ Wつ、レ

4 土 師器

土 師器

ヘ フケス リ 完全実滑　 Nol I －3層

5 （12．5）

（11．0）

ナデ

暗文

ナデ

ヘ ラケズ リ 一m　　　　＼＿　′ヽ　　ヽ
回転実測 Ⅱ

P

一　　　Eヨ
：床

6 土 師器

壬百古 口竺

ヘ フケスリ 回転 実測 I

つ、レへ ラケズ リ 回転 実測 I
7

8

〃・・・・、厄、音詩

須恵器

そ百南 口∩

（14．3）

（ ）

（11．0） （4 ．8） 回転へ ラ切 り ノ′ヽ
回転 実測 I

m

Ⅳ

3層

トレ

2．3層

有台杯　 ？

杯 蓋　 ？

盤

襲　 B l

婆　 A l

14．6

（13．8）

（10．0） （4．3） ヘラ切 り 回転実 測 I ．．．．－‾一トレ
9 4・、ノ・・己、音詩
ノご南 口日

′ヽ
回転実 測

回転実測

Ⅱ －3層
10 須心、音譜

そ百南 口ロ

（18．4）
I 、．きこ3層

‾3層
11

12

13

4 、ノ山有畜
土師器

土師器

（11．5） ＼＿　′ヽ
完全実測 Ⅲ

（16 ．6）

（21 5）

ヘ ラナデ

へ ラナデ、へ ラケズ リ

ヘ ラケズ リ 回転実測 I

Ⅲ

Ⅳ

一しノ1Eヨ
トレ2層

14 石器 磨石 ・敲石

磨石 ・敲石

磨石 ・敲石

最大 長8．0 最 大幅5．2 最大厚1．0
へ フケス リ 回転実測 Ⅱ

＝
M．．一lコロ

79．3 全体円滑　 正裏擦痕　 粘板岩 Ⅱ 床 下

3屈
15

16

石器

石 器

鉄 製品

ノ　ーー　　rl口

9．0

（9．3）

4．7 2．3 11 7．6 　ヽ　　　　　　　フ丁ミ　　　ヽ　　　　　　　　コ
敲 打の他 に擦面有　 安［l」岩 Ⅳ

17
（5．9）

身幅 1．1

（2．4）

棟摩0．3

（174） ノ、　　　　　ヽ　　　　　　　　二コ
正 面のみ擦痕、安 山岩

平造 り　 棟関　 曲げた物 り

Ⅲ

Ⅳ

Eヨ
トレ

3屈1 須恵者蕗

／　“・　　目口

杯蓋　 C

トト・

（14．4） 右 回転へ ラケズ リ 　ヽ　　　　　　　　ヽヽ　　　　　　　　　　　」＿
回転 実測

完全 実測

I 区2層

I 区3層
2　　 須恵呑

3　　 土師器

杯蓋　 ？

瓦塔 へ ラケズ リ
4・

‖
石器

I　日日

＝
砥 石　 B 2 J 最大長5．8 最大幅3．0 最大厚2．3 4 7．5

へ ラケズ リ 破片実測

砥画数5　 流紋岩
I

Ⅳ
1

2

3

4

5

6

土師益

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵 器

杯　 ？ （14 ．8） ミガキ→黒色処理

ミガキ→黒色処理

回転 へラケズ リ、墨書 「？」

墨書 「？」

　ヽ　　　　　　　V．．．．コ
回転実測

回転実測

杯　 ？

杯蓋

（15．6）

（15．3）

Ⅲ

Ⅲミガキ→ 黒色処理 ヘ ラケズ リ、墨書 「？」

へ ラケズ リ

回転実測

回転実測
鉢

杯　 C

杯　 C

（19．8）

（13．5）

（13．6）

（8．0）

（5．4）

（6．6）

（5．8）

（3．6）

（3．6）

ミガキ→ 黒色処理

火裡

火裡

火樽、 自然 柚

I 区

カマ ド
右回転へ フケス リ、火裡

方向不明糸切 り、火裡

一一一　　′

回転実測

1．．一′十、．

Ⅲ匝

カマ ド

7　 須恵器

8　　 須恵器

9　 須恵器

10　 須恵器

杯　 C

杯　 C

杯　 C

杯　 C

（14．1）　 6．4　　　 （4 ．0） 回転 実測　　　　　　　　　 Ⅱ区
右回転糸切 り 完全 実測 I 区

I 区ポ リ

カマ ド
（14 ．2） 5．5 （3．3） 右 回転 糸切 り 竺∠、＼実測

6．6 右 回転 糸切 り フ‾C∃三　、fハ
完全実測

完全実測

回転実測

I

Ⅲ

カ

・P 5

ド

（6．7）

（9．4）
火裡 右 回転 糸切 り

11 須恵器 高杯
S ！12

13

土師器

土 師器

武蔵襲　 C　 （17．8）

武蔵婆　 C　 （19 4）
ヘ ラケズ リ、ナデ

トヽl　　　　　　‾や

へ ラケズ リ ∴「11Jlノへ、　′ヽ
回転実測 Ⅱ［

1∵l日日 へ フケス ノ、ナァ へ フケスリ 自転実湧l Ⅱ
14

15

16

土 師呑　　 武蔵聾　 C　 （20．9） へ ラナデ ヘ ラケ ズリ 回転 実測 I ［

須恵器

ノ∴

（5．2） ヘ ラナデ ′ヽ
へラケズ リ　　　　　　　　 回転 実測
叩 き　　　　　　　　　　　 破片実 測

P 5

I 区

さ・・・′　層

棄　 ？

17 須恵器　　 壷　 C 2 上半部右回転へ ラケズ リ 、睨
回転実 測

ノ′
18 鉄製 品　　 不 明 S 半

孔看、孔径0．4　　　　　　 I 区覆土

第 103表　 出土 遺 物 一 覧表 91 （H 7 3 4～ H 7 36 ）



かニ
読壌漫談跳 と．。　　　　　　　　　日が▼Iす たこニ昏 厨　監　駄 院　ご　ね，

璃庫感折箱 評鸞　　　　　　　　 善≡き ギ1　　　　　　　　 5≡宅 持三

H 73 7 1 土 師器 杯　 H 13 ．0 1 0．7 3．5 ミガキ→黒 色処理 底部～体部手持 ちへラケ ズリ

→ ミガキ

完全 実測、No2 Ⅲ区

2 土師器 杯 （13．2） （12．3） （4．2） ナデ 底部 ～体部手持 ちへ ラケズ

リ

回転 実測、No5 Ⅳ区

3 土師器 杯　 G 2 （14．0） （13．8） （4．5） ミガキ→ 黒色処理 底部 ～体部 手持 ちへ ラケズ

リ→ ミガキ

回転実測 Ⅲ区3層

4 土師器 杯 （14．2） （11．8） （3．8） ナデ 底部 ～体 部手持 ちへ ラケズ

リ

回転実測 Ⅲ区 トレ

5 土師器 碗　 A 2 14．3 7．1 5．2 暗文、黒色処理 回転 糸切 り→付高台 完全実測

6 土師器 婆　 A 2 （18．5） パケ 目 ヘラケズ リ 回転実測 I 区 トレ

ケ ン

7 土師器 嚢　 ？ パケ 目 底 部周縁へ ラケズ リ 回転実 測、No4 「 Ⅱ・Ⅳ区4層

P 4

8 土 師器 壷 （7．6） パ ケ目 ヘ ラケズ リ、 ミガキ 回転 実測、No4 Ⅳ区

9 土 師器 壷 ヘ ラナデ ミガキ、 ナデ 回転 実測、No6 Ⅳ区

10 土 師器 壷 ミガキ ミガキ 回転 実測、No3 Ⅲ区

11 土 師器 土製円盤 ミガキ→ 黒色処理 ヘ ラケズリ 破 片実測、拓本 Ⅳ区4層

12 石器 編物石　 B 最大 長8．0 最大 幅6．5 最 大厚2．5 190 両側 に加工痕 、安 山岩、No12 Ⅳ区

13 石器 編物石　 B 8．8 5．5 3．3 19 2 両側 に加工痕 、安 山岩、No24 Ⅳ区

14 石器 編物石　 D 9．1 6．0 3 ．2 2 0 7 両側 ＆下部 に加工 痕、安山岩

No25

Ⅳ区

15 石器 編物石　 B 9．3 5．5 3 ．1 19 0 右側 に加工痕 、安 山岩、No13 Ⅳ区

16 石器 編物石　 B 10．0 5．4 4 ．0 25 6 両側 に加工痕 、安 山岩、No1 9 Ⅳ区

17 石器 編物石　 B 10．0 5．7 2．4 19 5 両側 に加工 痕、安山岩、Nol O Ⅳ区

18 石器 編物 石　 C 10．4 6 ．3 3．9 30 5 敲打痕有 、安山岩、No1 5 Ⅳ区

19 石器 編物 石　 B 10．6 5．8 3．3 2 56 両側 に加 工痕、安山岩 、No2 9 Ⅳ区

20 石器 編物 石　 A 11．4 6．8 3．7 39 8 安 山岩 、No9 Ⅳ区

21 石器 磨石 ・敲石 10．3 5．0 3．7 23 0 右側剥離 痕、下部擦痕様 の傷

安 山岩

Ⅲ区3層

22 石器 磨石 ・敲 石 11．4 6．8 4．5 44 2 擦面2、敲痕有 、流紋 岩、No18 Ⅳ区

23 石器 台石 25．6 18 ．7 7．1 5 02 0 正裏 面擦 条痕有、安 山岩

Nol

Ⅱ区

24 鉄 製品 刀子 身幅 （1．0） 棟厚0．3 平造 り、棟関 I 区1層

25 鉄 製品 錠 （12．8） 最大 幅6 ．4 最 大厚2 ．0 木質付着 I 区3層

26 鉄 製品 不明 I 区 トレ

27 鉄 製品 不明 Ⅱ区2層

H 73 8 1 土 師器 杯　 I l （15．6） 暗文 ヘ ラケズ リ 回転実測 ホ リ

2 須 恵器 杯　 A 13．7 7．4 3 ．7 火裡 底部 ～底部 周縁手持 ちへ ラ

ケズ リ、火裡

完全実測 Ⅲ区4層

3 須恵器 杯　 A （14．2） （8．6） （3．7） 火裡 手持 ちへラケズ リ 回転実測 I 区1層

Ⅳ区1層

4 須恵器 杯　 A 14．6 10．2 3 ．5 火樺 手持 ちへラケズ リ、火裡 完全実測 カマ ド

5 須恵器 有台杯　 ？ 8 ．1 付高台 、ナデ 完全実測 Ⅲ区1層

6 須恵器 杯蓋　 A （13 ．6） （2．5） 回転へ ラケズ リ→つ まみ貼付 回転実測 Ⅱ区 トレ

Ⅲ区 トレ

7 須恵器 杯蓋　 ？ （15．4） 回転 へラケズ リ 回転実測 I 区 トレ

Ⅱ区2．3層

第104表　出土遺物一覧表92（H737。H738）



hlr 監　禁　払Y 乱発 嘗H 738 8

9

須恵器

土師器

杯 蓋　 A ？

武 蔵襲　 B （15 8）

R　u　　ニ’百 問　　　．＝ご瑚細K畢 隼三卓

へ ラケズ リ、 ナデ

す　　　　　　　　 幸三を
回転 へ ラケズ リ→つ まみ貼付 完全実測 Ⅲ区1．2 ．3

層

土師器

一．‾　ロ。

武 蔵襲　 ？

‾’‾す、應

へ フケス リ 口転実沸 ケ ン
10 （5．0） ヘ ラケズ リ、 ナデ へ ラケズ リ ′ヽ

回転実測

カマ ド

ホ リ
11 土師呑

一　　　　口ロ

武蔵襲　 ？

‾　　．．ウ　ヽ

6 ．5 ヘ ラケズ リ 完全実測 I 区2層

Ⅱ区4層

Ⅲ区 トレ
12

13

14

15

土師呑

須恵器

ノ

羽釜　 A

婆　 ？

（20．8） 回転実測 Ⅱ区3層

ケ 、
ナデ 平行叩 き　 へラケズ リ ′ヽ

回転実測

回転実測
須 恵器

須 恵器　‾　ロロ

壷　 B

施

（6．9） ヽ
カキ目

／
Ⅱ区1層

P l
（14．0） 17．5 回転へ ラケズ リ ′ヽ完全 実測

H 73 9 1 土 師首霹

∵．日日

杯 （13．3） （13．4） 手持 ちへ ラケズ リ 回転 実測 I 区1層

P 32

3

磁器

斤斤

花瓶

平瓦
実 測ナ シ　 写亘 のみ Ⅳ区1層

Ⅳ区1層

トレ

土 師員 ′　　　　　　　　　　ヽ　　　　　ノ　ヽ
実測 ナ シ、写真のみ 、Nol

回転実 測
H 740

H 74 1

1

2

須恵器

／　　まr［1口

杯　 C

′

（6．2） 火裡 糸切 り、火裡
須恵益 有冒杯　 ？ （8．6） 糸切 り→外周右 回転 へラケズ

リ→付 高台

＼　　　ハ
回転実 測 ⅢⅢ区1層

3 須恵器

Tr二　。ロ

杯　 ？

武 蔵棄　 B

紡錘 車

（11．8）
火裡 回転実 測 トレ

4

5

1

土師呑

鉄製品

（23．2）

Jl一／ 一
ナデ ヘ ラケズ リ ＼－　′ヽ

回転実測 ⅢⅢ区1屈
円盤径4．7 軸棒幅0．4 ′ヽ

孔径0．4、Nol
一　　　E］

ⅡⅢ区1層

Ⅲ区3層
土師器

土師器

土師器

杯　 G l

杯　 F

杯　 H

10．6

（13．6）

（15 2）

8 ．0 4 ．5 ミガキ、ナ デ ヘ ラケズ リ 完全実測 、No3
2

3

（13 ．8）

（9 0）

（3．7） ミガキ

、　　　　　　ヽヽ

ヘ ラケズ リ

ヽヽ

回転実測 MnM一　　　巨∃
Ⅳ区1層

トレ

、　　　 H→∵※ ヘ フケス リ

ヘ ラケズ リ

回転実測

回転実測、No2
Ⅲ区7層

カマ ド
4 土 師器

ロ。

杯　 H （15．2） （9．2） ミガキ→黒 色処理

5

6

土 師益

土 師器

土師器

土師器

土師器

須 恵器

土 師器

I　11日

杯　 H

杯　 H

杯

16．0

（16 4）

10．7

（11 6）

（4．7） ミガキ→黒 色処理

ミガキ→黒色 処理

ミガキ→黒色処理

へ ラケズ リ

ヽヽ

完 全実測 Ⅲ区 トレ

Ⅳ区6層

ケ ン・ポ リ

7 （18 1）

ヘフケスリ、 ミガキ、…一部赤彩 回転 実測

Ⅲ区2．3層

床 ・ホ リ

8 杯 （19 2）

（13．6） ミガキ 回転実測 Ⅲ区 トレ

Ⅳ区9層

9 杯　 H

（15．8）

（10 8）

ミカキ→黒色処理

ミガキ→ 黒色処理

ミガキ

ヽヽ

回転実測 Ⅲ区．7層

Ⅳ区9層

10

11

へ フケス リ、 ミガキ→黒色処

理

回転実測 ⅡⅢ区2層

杯　 C

高杯

鉢

（15．2）
回転 実測 Ⅱ区3層

Ⅲ区2層
（13．0） ′ヽ

回転 実測
12

13

土 師呑

一　°。

（14．9） （7．6） （10．0） パ ケ目→ ナデ パケ 目→ヘ ラケズ リ 回転 実測、 H 74 4Ⅳ区床 （3片）

と住居 址間接合

nm・・・・・一　　　E∃
ケ ン

土 師呑

土師器

嚢　 A l

聾　 ？

18．4 ナデ へラケズ リ 完全実 測、Nol カマ ド
14 （5．6） ナデ へラケズ リ 完全実 測 I 区2層

Ⅳ区6層

J・一　　 l床 ・ホ ノ
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置－ E
はす 十ネ －㊧ 尉　雷　臥 曇乱読潟謳竃 ヨ　R　　T＝‘笥 ㌢箪　　　　　　　　 章三号 即　　　　　　　　 聾≡§ 臣。こ三 澄

H 74 1 15 土 師器 婆　 ？ （6．0） ナ デ ヘ ラケ ズリ 完全 実測 Ⅳ区2層

16 土 師器 壷 7．4 パ ケ目 パケ 目 完全 実測 I 2層

17 土 師器 鍋 （30．0） 10．4 （31．3） ミガキ→赤彩 ミガキ→赤彩 回転 実測、No4．7．9．10 Ⅲ区2．6．7層

Ⅳ区7層．床

P l

18 土師器 甑 （24．8） 9．7 （30 ．3） ヘ ラケズ リ→ ミガキ へ ラケズ リ→ ミガキ 完全実測、H 742 I 区 トレ（4片）

I 区3層 （2片）Ⅲ区3層 （9片）Ⅲ区

4層 （1片）Ⅳ区2層 （2片 ）H 74 4Ⅳ

区床 （3片）と住居址 間接合

Ⅲ区 トレ

ケ ン

19 石器 砥石 最大長8．0 最大幅3．8 最 大厚4．3 15 8 紙面数5、流紋岩 Ⅲ区3層

20 石器 紡錘 車 最大径4．0 最小径2．0 2．0 45．2 正面8単位裏面7単位の文様 、

孔径2．0、滑石

P 4

2 1 石器 磨 石・敲 石 最大長7．7 最大幅7．0 最大厚5．6 4 10 全体擦 り、流紋岩、No13 Ⅳ区2層

H 74 2 1 須恵器 鉢 （18．5） 回転実測 I トレ3層

2 土師器 襲　 ？ 5．2 ヘ ラケ ズリ、ナデ、 ミガキ 木葉 痕、ヘ ラケズ リ 完全実測 I トレ

3 土師器 襲　 ？ （8．2） ナデ、 ミガキ ヘラケズ リ 回転実測 I 区 トレ

カマ ド

4 土 師器 二弓貰 （18．9） パ ケ目、ナデ パケ 目、 ミガキ、赤彩 回転 実測 I 区2．4層

P l・ホ リ

ケ ン

5 土 師器 甑　 A l （24．8） 9．7 （30．3） へ ラケズ リー→ ミガキ へ ラケ ズリ→ ミガキ 完全 実測、 H 74 1 Ⅲ区 トレ（1

片 ）ケン（1片）H 74 4 Ⅳ区床 （3

片 ）と住居址 間接 合

日．；i

Ⅲ

Ⅳし．；．．．．

哀3層

区3．4層

哀2層

6 土 師器 甑　 A 2 ？ ケズリ ナ デ 破 片実測 Ⅱ 2層

7 石器 砥石　 B 2 J 最大 長4．8 最 大幅2．9 最大厚1．6 3 2 砥 面数5、流紋岩 Ⅳ 2層

H 74 3 1 土師器 杯　 C l （13．5） （5．4） （3．9） ミガキ→ 黒色処理 回転糸切 り 回転実測 Ⅲ 2層

2 土師器 杯　 ？ ミガキ→ 黒色処理 墨書 「？」 破片実測 Ⅲ 1層

3 須恵器 杯蓋　 ？ ナデ 完全実測 Ⅲ 産

4 灰柚陶器 碗 （15．8） （7．2） （4．8） 施粕 （つ けがけ） 回転へ ラケズ リ→付高台 、

施粕 （つ けが け）

回転実測 Ⅲ区1層

P 4

5 土師器 襲　 B l （13 ．4） ヘ ラナデ’ ヘ ラナデ 回転実測 Ⅲ

Ⅲ

1層

1層

6 土師器 ロ クロ棄　 A （19．8） ナデ 回転実測 I 区 トレ

P 5

7 土師器 羽釜　 A （20．2） 鍔貼付 回転実 測 カマ ド

8 須恵器 嚢　 B 波状 文 破片実測 、拓本 ケ ン

9 鉄製 品 刀子 身幅 （1．3） 棟厚0．3 平造 り、棟関、刃長 （5．6） Ⅲ トレ

H 744 1 土 師器 杯　 D l （11．8） （5．0） （4 ．5） 方 向不明回転糸切 り 回転実 測 Ⅳ ．．吏1層

2 土 師器 杯　 B 2 12．4 6．0 4．2 暗文、黒色処理 右 回転糸切 り、底部外周、周 縁

手 持ちへ ラケズ リ

完全実 測 Ⅳ区床

3 土 師器 杯　 C l （12．6） 5．6 （4 ．6） ミガキ→黒色処 理 右 回転糸切 り、底部周縁手持ち

へラケ ズリ

完全 実測 Ⅳ区1層

ケ ン

4 土 師器 杯　 C 3 12．9 5．9 4．4 黒色処理 右回転糸切 り 完全 実測、No2 I 区

5 土 師器 杯　 C 2 12 ．9 （5．9） （4．5） 暗文、黒色 処理 方向不明 回転糸切 り 完全 実測 由
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車 F キす 討議　　　 “ユふ－
酌 封‾雲　hV

恩　　　　　　　を－ ふ　な　’ニ‘態 ア単　　　　　　　　 音二号 ギ　く
声。婿

H 744 6

7

土 師器

土 師器

杯　 A 3

杯　 A 3

（13．0）

（

（5．ラ） （4 ．2） 黒色処理
奮こ‡

底 部～底部周縁手持 ちへ ラ

ケズ リ

回転実 測 Ⅳ［ 由

ヽ 13．1）

13．1

5．0 4 ．0 黒色処理 一．．u　持ちへ ラケズ リ 回転実 測 I 区 トレ
8

9

土 師器

土 師器

土 師器

土 師暑呈

杯　 A 3

杯　 A

5．8

（5．8）

3．3

（3 ．9）

黒色処理

暗文、黒色処理

手持ちへ ラケズ リ ノ′ヽ
完全実 測、No5 Ⅱ

10
、　　 5

杯　 A 3

杯　 A 3

（13．5）

（

手持ちへ ラケズ リ 回転実 測 Ⅳ こ1層

11

13．6） （5．4） （4 ．0） 黒色処理

黒色処理

黒色処理

底 部～底部周縁手持 ちへ ラ

ケズ リ

J

回転実 測 I 区2層

12

一　 首［－

土 師器

。ロ

ヽ

杯　 A 3

13．6 5．7 4．4

（5．8）

底 部～底部周縁手持 ちへ ラ

ケズ リ

完全実 測、No4 Ⅲ区

13

14

（15．0） 6．0 底 部～底部周縁手持 ちへ ラ

ケズ リ

完全実 測 Ⅲ区1層

Ⅳ区1層
土 師益

土師器

。。

杯　 ？

辛　 A

（15．2） 暗文、黒色処理

黒色処理
完全実 測

不　　 3

皿　 A l

（16．9） （7．0） 7．1 底部 、底部周縁手持 ちへ ラケ

ズ リ
回転実 測 I 区1層

15 士　 音霹 13．1 7．0 3．7 ミガキ→黒色処理 、高 台 完全実 測

回転実測

完全実測

Ⅳ区1層 ・床

Ⅲ区ホ リ

Ⅱ区ポ リ

16 須恵器 杯　 C （13．5） （6．2） （3．7） 右 回転 糸切 り　 火裡
17

18

須恵器

灰粕陶器

灰袖陶器

杯　 C

碗

13．6 7．7 3．5

4．1 ムー－

ヽ
右 回転 糸切 り

19
免
碗

13．7 6．4 施粕 （つ けがけ）

施 粕 （つ けがけ）

パ ケ 目→ナ デ

付高 台、施粕 （つけがけ） 完全実測 Ⅲ区床
兜 、高 ム　 包・′　つ　 ′ゞ き二∠＼ノ妾渦

20 土師器 鉢 （14 ．9） （7．6） （10．0） 口ヽ
パ ケ目→ ヘ ラケズ リ

ブ已∃二m　り、、　0
回転実測 、H 74 1ケン（1片 ）と

住居址 間接合

Ⅲ区

Ⅳ区床

21 土師器

口。

婆　 B （22．8） 下半部 へラケズ リ 回転実測 I

Ⅳ

2層 ・床

1層
22

23

土師益

土師器

土 師器

‖lI

ロクロ窯　 A

武蔵棄　 ？

（26．8） 5．6 （27．6） ヘ ラナデ

へ ラケズ リ、ナデ

ヘ ラケズ リ 完全実測 I

Ⅳ

トレ

床
（4．4） ヘ ラケス リ 回転実測 I 区 トレ

24 ロクロ婆　 ？

u＝こヒ

（7．0） 回転実測、No5 Ⅲ区

I 区2層
25 土 師音詩 ∃互 （5．4） ナデ ナデ 回転 実測 Ⅳ区床
26 土 師器 片 口 ミガキー→黒 色処理 ′

破片 実測 Ⅲ ポリ
27 土 師器

‡′

甑　 A l （24．8） 9．7 （30．3） ヘ ラケズ リ→ ミガキ へ ラケズ リ→ ミガキ
1犬用、
完全実測、H 74 1Ⅲ区 トレ（1片）

ケン（1片）H 742 I 区 トレ（4片）

I 区3層 （2片）Ⅲ区3層 （9片）

Ⅲ区4層 （1片）Ⅳ区2層 （2片）と

住居址 間接 合

ノ　ヽ
Ⅳ区床

28

2 9

須恵器

一　口lコ

棄

管玉 最大長0．6 最大幅0．6 最大厚2．4 1．2

波状 文 破片実測

石器 完形 、粘板 岩 Ⅳ区床
30 鉄製 品 鉄鉱 ？ 箆被 ：直角 I 床

H 74 5 1 土師器

。ロ

杯　 C l 15．0 7．0 3．9 ミガキ→黒色処理 右回転糸切 り、ヘラ記号 「×」 完全実測 、拓本 、No2 Ⅳ

Ⅲ

Ⅳ

1層

2層
2 ． 、　C l 6．8 ミガキ→ 黒色処理

ミガキ→ 黒色処理

ミガキ→ 黒色処理

糸切 り 回転実測

回転実測

I 2層
3 土師器 杯　 C l （7．6） 回転糸切 り Ⅲ

・一　　　E≡1
トレ

4 土師器 杯　 A l （7．6） 手持 ちへ ラケズ リ ＼、7ハ
回転実測

回転実測

Ⅱ区2層
5 須恵器 杯　 C （13．1） （6．2） （3．9） 糸切 り 田 」1屑
6 須恵器 杯　 C 14 ．0 6．9 3．8 火裡 左回転糸切 り、火樽 、　7ハ

完 全実測、Nol
…“・・・・一　　　E∃
Ⅲ区

Ⅲ区1層
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l 葦
銭臣　 もマ i　　　　ト▼ t　t　　→

l

評等　　　　　　　　 屋≡露

謁　　　 二護

’　　　　　　　 l三l
転 た．アニ

H 74 5 7 須恵器 杯　 B （7．3） 火裡 回転糸切 り→外 周へ ラケズ リ、

火裡

回転実測 Ⅲ区 トレ

8 土師器 武蔵婆　 B （20．0） ヘラケズ リ、ナ デ ヘ ラケズ リ 完 全実測 I 区1 2層
9 土師器 武蔵嚢　 B （20．5） ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区1層

ケン

10 土師器 武蔵嚢　 B （21．0） ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 、ND3 Ⅲ区

Ⅲ区 トレ

Ⅳ区2層
11 土師器 武蔵 婆　 B （22 ．4 ） ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 Ⅲ区1層

ケ ン
12 石器 凹石　 A l 最大長

13．4

最大幅

15．1

最大厚

7．7 68 5

完形、被熱有、周囲円滑へラ状

で成形 、正面凹み有、凹径9．5、

凹深3．7、軽石、No4

Ⅲ区

Ⅲ区2層

13 鉄製 品 鉄鉱 逆刺 ナシ、鉱身長3 ．0 Ⅲ区1層

H 74 6 1 土師器 杯　 C l 13．9 5．4 4．5 ミガキ→黒色処理 右 回転 糸切 り 完全実測 、No2 カマ ド
2 土師器 杯　 ？ ミガキ→黒色処 理 墨書 「？」 破片実測 Ⅲ区1層
3 須恵器 杯　 C （13．9） 6．3 （4 ．6） 右 回転糸切 り 完全実測 、No13 カマ ド
4 土 師器 武蔵棄　 B 19．7 パケナ デ、 ナデ へ ラケズ リ 完全実測 、Nol．3 カマ ド

I 区ホリ1層

Ⅲ区1層

Ⅳ区1層
5 須恵器 嚢　 A （49．0） 当具痕、 ナデ 叩 き→把手貼付→ ナデ 回転実 測、No4 ．7．8 カマ ド
6 須恵器 壷　 ？ （5．0） ヘラケズ リ 回転実 測 Ⅲ区1層
7 石器 磨石 ・敲 石 最大長

10．9

最大幅

10．7

最大厚

3．7 6 35

完形 、正裏面円滑 な擦 り面

流紋 岩、No6

Ⅲ区1層

8 石器 台石 33．3 2 5．3 1 2．4 14 4 80 完形 、正面線状痕、全体 円滑

安 山岩、No15

カマ ド

H 7 4 7 1 土 師器 杯　 H （14．2） （9 ．4） （4 ．3） ミガキ→黒色 処理 手 持ちへ ラケズ リ、焼 成後

へ ラ記号 「？」

回転 実測、拓本 Ⅲ区3層

2 土 師器 杯　 H （14．4） （7．8） （3．8） ミガキ→黒 色処理 手持ちへ ラケズ リ 回転 実測 Ⅲ区2．3層
3 土 師器 杯　 H （15．5） （11．6） ミガキーす黒色 処理 手持ちへ ラケズ リ 回転 実測 Ⅲ区3層
4 土 師器 杯　 H （16．2） （8 ．6） （4．2） ミガキ→黒色 処理 ミガキ 回転 実測 Ⅱ区2．3層

ケ ン
5 土 師器 杯　 H （16．4） （12．8） （5．6） ミガキ→黒色 処理 手持 ちへ ラケズ リ 回転 実測 Ⅲ区3層

6 土 師器 杯　 H 17．0 10 ．7 4．6 ミガキ 手持 ちへ ラケズ リ 完全 実測 Ⅲ区3層

7 土 師器 杯　 H （17．2） （11．2） ミガキー→黒 色処理 手持ちへ ラケズ リ、 ミガキ 回転 実測 一　　　E∃
Ⅱ区 トレ

8 土 師器 杯　 H （8 ．4） ミガキ→黒色 処理 手持 ちへ ラケズ リ、 ミガキ 回転 実測 I 区2層

Ⅳ区2層
9 土 師器 高杯 ミガキ→黒色 処理、脚部へ ラ

ナデや 、 ミガキ

ミガキ 完全 実測 I 区1層

10 土 師器 鉢 15．9 ヘ ラナデ ヘ ラケ ズリ、 ミガキ 完全 実測、甑転用 ？

11 土 師器 鉢 16 ．0 ミガキ→黒色 処理 ？ 手持 ちへ ラケズ リ、 ミガキ 完 全実測、No2 カマ ド
12 須 恵器 杯　 D （9 ．4 ） （11．8） 回転へ ラケズ リ 回転 実測 Ⅳ区2屈
13 須 恵器 杯　 D （9 ．6） （11．6） （3．4） 右回転へ ラケズ リ、ヘ ラ記号

「？」

右回転へ ラケズ リ、ヘ ラ記号

「？」

回転 実測 N．．…．　　日
Ⅲ区2．3層

14 須恵 器 杯　 D （11．0） （13．0） （3．3） 回転 実測 Ⅲ区3層
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8㊧ 旨
p　サ　ーhY エ　　　　　　l▼ 項帥沌門肯帯

．
r早　　　　　　　 iニ号

欝　　　　　　虐

ギr
′結 －

H 74 7 15 須 恵器 杯　 5 （11．0） （13．2） （4．1） に告
へ ラ切 り、自然粕 回転 実測 Ⅲ区2．3層

Ⅲ区3屈
16 須 恵器

．′

杯　 D （13．3） JIlヽ
ヘ ラ切 り、自然粕

＼　　　′、
完 全実測

17 須 恵器

ノ

杯蓋　 D （20．4） へ ラケズリ、 自然粕 回転 実測 日
Ⅱ区3層

Ⅲ区3層
18 須 恵器 杯蓋　 D （2 1．4） ノ′ヽ

回転実測
19 土 師器 嚢　 B l （13．4） ナデ ヘ ラケズリ 回転 実測 Eヨ

Ⅲ区3層
20 土 師器 婆　 B l （13．9） 7．7 （19．4） ナデ 底部 、休部 へラケズ リ ′

完全 実測
Eヨ

Ⅲ区3倍
21 土 師器 婆　 A l （14．5） 6．4 （14．0） ヘ ラナデ 底部 、休部 へラケズ リ 完全 実測 Ⅳ区3屈
22 土 師器 棄　 B l （16．2） ヘ ラナデ ヘ ラナデ 回転 実測 u・・um－　　　E∃

カマ ド
23 土 師器 嚢　 ？ 7．1 へ ラナデ ヘ ラケズ リ 完 全実測、No5 Ⅲ区3層
24 土 師器 襲　 ？ 8．4 ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ、 ミガキ 完全 実測、No6 Ⅳ区3
2 5 土 師器

‖ll

士雲互

士

（16．2） ミガキ ミガキ 回転 実測 Ⅲ区3層

カマ ド
26 土 師育苗 ∃王 （16．8） ナ デ ヘ ラケズ リ 回転 実測 Ⅱ区 トレ

Ⅲ区3屈
27 土 師器

目しI

壷

士

（22．8） ミガキ

ナ デ

ミガキ 回転 実測 I 区3層

Ⅲ区3層

カマ ド
28 土 師呑 ∃王 （6．2） ナデ 回転実 測 Ⅱ区3
29 土 師器 壷　 B l 9．8 パ ケ目、 ミガキ ヘラケズ リ、 ミガキ ′ヽ

完全実 測、Nol I 区3
3 0 土 師器 遽 （11．8） ナデ、赤彩

ミガキ

へラケズ リ　 赤彩 回転実 測 ・・・・一　　［：∃
Ⅲメ　屈

31

3 2

土 師器

石器

鉄製 品

甑　 A l

紡 錘車

鉄 鉱

24．5

日　　／又 Eヨ　　／又 ［≡ヨ

　ヽ　　　　」／
ヘラナデ、 ミガキ

云　 1ハ
完全実 測、No4

区3 Fヨ

Ⅲ区3層

床

33

聴大住

4 ．2

最大長3．6

取中位

2．2

最大幅3．6

聴大厚

2．5

Eヨ

59

完形、側面削り状成形痕、使用の

細か い傷 、孔径0 ．65、蛇紋岩

Ⅲ区3層

聴大厚0．3 平造 り、箆被：直角 、逆 刺0．1

頸長2．3

Ⅳ区2層

34 鉄製 品 不 明 楕円形 、方形の孔有 Ⅲ区3層
H 74 8 1 土師器 杯　 C l 13．9 6．3 3．7 ミガキ→黒色処理

ミガキ→黒色処理

右 回転 糸切 り d ∠＼実測
E∃

I 区 トレ3層

Ⅲ区3層
2 土師器 杯　 C l （14 ．2） （7．0） （3．8） ．r＼／

右 回転 糸切 り
フ‾C∃三　、ハ
回転実測

3 土師器

ロロ

杯　 C l （14 ．6） （6．0） （4．2） ミガキ→黒色処理

ミガキ→ 黒色処理

＼
右 回転 糸切 り

＼　＼＿　′、
回転実測

・…一　　　E∃
I 区1層

Ⅲ区2層
4 者霹 、　 1 14．6 7．2 5．2 ロ　テ糸七　　 里童　 ？ 完全実測

回転実測

破 片実測

Ⅳ区1層

I 区3層

Ⅳ区2層

I 区1層

Ⅱ区1．2．3層

5 土師器 杯　 C l （7．2） ミガキ→ 黒色処理 r＼ノ　ヽ　　　　　　ヽ　　二±i±＿　E∃
右 回転糸切 り　 へ ラ記号 ？

6 土師器 杯　 ？ ミガキ→ 黒色処理 ←＼／　　　　　　　ヽ　　　　　　　ロ
黒重 「？」

7 土 師器

ノ　　　　　　ロ。

鉢 （19．0） （7．5） （11．0） ミガキ→黒 色処理 二二たこ二　Eヨ
底部 ～底部周縁 へ ラケズ リ

指、
回転実測

8 須 恵呑

ノ　　　　　ロロ

杯　 C （13．2） （5．6） （3．6） 右回転糸切 り、火裡 回転 実測 I 区3層

P 5
9 須 恵呑 杯　 C （13．2） （5．7） （3．6） 回転糸切 り、煤 けている 回転 実測 I 区3層

Ⅲ区2層
10 須恵器

ノ　　　　　　ロロ

杯　 A （14．0） （6 ．0） （4 ．4） 回転へ ラケズ リ 回転 実測 W．一　　　Eヨ
Ⅲ区2層

Ⅳ区2層
11 須恵存

土師器

杯　 C

‾、、．應

（14．0） （7．0） （4 ．4 ） 右 回転糸切 り、墨書 「？」 回転実測 Ⅲ区2層

Ⅳ区2層
12 武蔵嚢　 C （20．2） ヘ ラナデ へ ラケズ リ 回転実測 I 区3層

Ⅲ区2層

Ⅲ区2層

Ⅳ区2層
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R 鼎等染憲史建一
義ニ　　　ーr漁du厨 憎 観鐘慧　諾 盈　　　　　　　がF 所持絹日に鞘 営睾　　　　　　　　 音三言 ’　　　　　　　　 育三亘

街一撃＿こ≡ 馳

H 74 8 13 土 師器 武蔵嚢　 C （20．9） ヘ ラナデ ヘ ラケズ リ 回転 実測 I 区2層

14 須 恵器 壷　 C 2 （10．0） 回転 実測 I 区1層
15 須恵器 壷　 A （11．0） 当具痕 叩 き 回転 実測 I

Ⅱ

Ⅲ

1層

1．3層

2層
16 石器 磨石 ・敲石 最大 長

16．0

最 大幅

13．3

最大厚

5．1 158 5

完 形、正面 中央平状 の敲 打痕

裏 面敲打痕 、安 山岩

Ⅲ区2層

17 鉄 製品 鉄鉱 片端刃、逆刺 ナシ、鉱 身長2．2 I 区1層

H 74 9 1 土師器 杯　 H （16．0） （10．0） 赤彩 ヘ ラケズ リ、 ミガキ、赤彩 回転実測 ケン

H 75 0 1 土師器 杯　 A 3 （12．6） （10．4） （4．8） 黒色処 理 ヘ ラケズ リ 回転実測 H i．．

Ⅳ［．こ

衷

ヌAl層
2 土師器 杯　 C 3 12．8 5．5 4 ．3 黒 色処 理、付着物有 回転糸切 り、煤 けている、墨書

「？」、へ ラ記号 ？

完全実測 Ⅲ

Ⅲ

Eヨ
1層

3 土師器 杯　 A 3 13．4 10．5 4 ．0 黒色処 理 ヘ ラケズ リ 完全実測 Ⅱ 1層
4 土師器 杯　 A 3 ？ （13．5） （5．4） （3．5） 黒色 処理 切 り離 し、ヘラケズ リ？、墨書

「？」

回転実測 Ⅲ区1層

5 土師器 杯　 A 3 （14．2） （7．0） （3．9） 黒色 処理 へ ラケズ リ 完全実測 I
6 土師器 杯　 A 6 （14 ．5） 5．9 （5．0） 暗文 底部 、・底部 周縁へ ラケズ リ 完全実測 Ⅱ

Ⅳ

1

1
7 土師器 杯　 C l （5．9） ミガキ→黒色処理 回転糸切 り 回転実測 I

u

巨＿

8 土師器 碗　 A 2 （16 ．2） 7．4 （4．8） 暗文、黒色処理 付高台 完全実測 ′一　　　E∃
Ⅲ区1層

Ⅳ区1屈
9 土師器 皿　 A l 14．3 ミガキ→黒色処理 回転糸切 り→付高台 完全実測 Ⅳ 1
10 須恵器 杯　 C （13 ．2） （7．0） （3．1） 火裡 右 回転 糸切 り、火裡 回転実測 Ⅲ区1 ．．ニコ
11 須恵器 有 台杯　 ？ （14 ．7） 火裡 火裡 回転実測 一　　　日

Ⅱ区1層
12 土師器 ロクロ嚢　 B （25．3） （6．0） （30．3） ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 －　　　巨∃

I 区

Ⅳ区1屈
13 土師器 ロ クロ婆　 B （26．3） 回転実測 I

巨∃

14 土師器 ロ クロ窯　 ？ 底部 周縁 へ ラケ ズリ 回転実測 Ⅲ区1層

Ⅳ区1層
15 須恵器 嚢　 B

L

（32．0） 回転実測 E＿＿
I 区

Ⅲ区1層

Ⅳ区1層
16 石器 磨 石・敲石

よ・一　　　一　　　　1一

最大長

14．4

最大幅

12．5

最大厚

5．7 14 50

完形、被熱有、正裏面円滑、安

山岩

1層

17 石器 磨 石・敲石 16．1 14．1 4．0 14 60 完形、正真円滑、安 山岩、No2 Ⅲ「．．；吏1層
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．Ll．ご　　や’こ．こ．　脚 ‘昏 ぷ
群　藍　もY

盈 拒 ．F‘WF 60 1

F 6 08

F 60 9

F 6 10

F 63 7

F 64 7

F 65 6

1

1

縄文士

土師器

．＿一器

口

探鉢

皿　 A l

不 明

泳 両極感耶苛潤椚凱巴 早耳　　　　　　　 毒三幸

ミガキ

ミガキ→黒色処理

せん　　　　　　　 警≡語

破片実測 、拓本、中期後半　　 P l

2

1

1

1

1

1

鉄製品

須恵昔

土師器

土師署

土師器

土師器

目

口

＝斤

目
日
日庁

日
日
［1
日
目庁

墨書 「？」 破片実測　　　　　　　　　　 p 2

断面方形　　　　　　　　　　 p 3

破片実測　　　　　　　　　 p 3

完全実測　　　　　　　　　 撹乱

杯　 A
底部墨 書 「尺」

手持 ちへラケズ リ
杯　 A l

婆　 ？

武蔵稟　 D 2 ？

杯　 C

（13．9）

（30．8）

（10．2）

13．8

6．7 （5．0） ミガキ→黒色処理

8．2

（24．2）

3．8

6．2

（4．5）

（11．2）

3．4

へラケズ リ

ミガキ

ヘ ラケズ リ→ナ デ

火裡

ヘ ラケズ リ　　　　　　　　 完全二

へ ラケズ リ

．も「l
P 7

実測

F 6 6 0 1 須恵 昔・
へ ラケズ リ

右回転糸切 り、火襟

へ ラケズリ

完全実測　　　　　　　　　　 p 9

←Ll．∠＼√‾‾h、F 6 6 5

F 6 68

1

1

2

3

土 師器

土 師器

土 師器

杯　 I 2 ？

杯　 G l

杯　 G 2

（13．8）

（12．5）

（17．4）

（9．6） 夫測　　　　　　　　　　 p 2

P lO

（9．4）

ミガキ

ミガキ→黒 色処 理

ヘ ラケ ズリ　　　　　　　　 回転

、　　　　　　ヽヽ

実測　　　　　　　　　　 ポ リ

J　　　ヽ

F 6 70 1

石斧
須恵器

tl′．．

杯 蓋　 ？ （15，6） 火裡

火樽

へラケズ リ、火裡

右 回転 糸切 り

転二

一ノ‾

実 測

1－－1．、

P l

F 6 73 1 須恵一員 杯　 C （14．0） （6．4） （3．9）
転 1

転実測

P 3

F 6 74 1

2

須恵器

須恵器

＝
1
杯　 ？

杯　 C

（13。7）

（7．0） 火裡
火裡

回転糸切 り　 火裡

1A　－＼
転

転

くf′、

手測

ご測

P l

P 4

F 67 5

F 67 6

1

1

土師器

土 師器

杯　 I l
暗文

　ヽ　　　　芋
へ ラケズ リ 石

．．．一五一一夫Hハ
皮片実測

P 3

P 8杯　 ？ （14。4 ミガキ→黒 色処理
2 須 恵器 杯　 ？ （13．0） ．．．1二だ実測

実測

実測

＆正面 に敲打　 安 山岩

P l

P l

P 2

P 6

火裡 ト
＼
転3 須恵 器 杯蓋　 ？ （15．0）
回転

両側
4

1

2

′　一m一　　に＝コ

磨石 ・敲 石 最大長 15．2 最大幅 13．0　最大厚5．8 14 15

F 6 78 須恵呑

須恵器

杯　 A

有 台杯　 B 2

（14．2．）

（15．3）

（7．1）

8．1

（3．8）

（7．4）

火裡 手持 ちへ ラケ ズリ、火裡

右 回転 糸切 り→付高台

回転至

←Ⅰっ．∠＼

　ヽ　　　　　　　　＿1
実測

実測F 697

F 70 0

1 鉄製品

土師器

ー‾‾′ 身幅1．0

1
寸一

杯　 I l （14．6） 暗文 へ ラケズ リ

ヘ ラケズ リ

平造 り、棟 関

回転実測

回転実測

P 5

F 7 15

F 73 9

F 742

1 土師器

鉄 製品

杯　 1 1 （13．9） P l

1 全長7．5 最大厚1．8
刃幅

柄 装

5、刃厚0 ．9

幅0 9　 柄装着深長4 5
P 6

1 須恵益 杯　 C （12．0） （6 ．8 ） （3．4） 回転糸切 り 回転 測
F 782

F 78 7

1

1

土 師器

石器

整　 A l

石製模造品

＿．．．．．－L＿一

（17．6）

最大長8．4・ 最大幅4．7 最大厚1．5

ヘ ラケズリ へ ラケズ リ
」畢云ノミ撲

回転実 測

P l

P 2

F 80 3 1
1　日

土師器

640 千枚岩 P lO
高年　 ？ （15．5） ミガキ→黒色処理 へ ラケズ リ 回転 測2

3

須恵器

石器

杯蓋　 A ？

編物石　　→トト・ 最大 長10．1 最 大幅5．5 最大厚3．0 2 0 0

回転 へラケズ リ
　 Z、二夫r′、

完全実測

左側加工痕、正面条痕　 安山岩

P 6

P 2

P lF 81 1

F 830

1

1

須恵呑

土 師器

題コロ

杯孟

武蔵棄　 C （19 ） へ ラケズ リーすナデ

回転へ ラケズ リ
　ヽ　　　　・　＼∴⊥PC 　ヽ　　　　　　＿＿1

完全実測

正　糎瓦 ．6 ヘ ラケズリ 回転 実測 P l
2

3

4・

土 師音譜

土 師器

須恵器

武蔵棄　 C

武蔵聾　 ？

襲　 B

（20．4） ヘ ラケズ リう ナデ

へ ラケズリーナナデ

ヘ ラケズリ 玩実
＼＿　′ヽ
ミ測 P l

（27．3）
（4．4） ヘ ラケズ リ

二d

三測

′　ヽ
P l

F 8 31 1 須恵器 壷　 B 6．3 右 回転 糸切 り ノ‾

転実 測

ノ＼√1？、

P 4

F 84 3 1 土師器　　 杯 J

須恵器　　 杯　 C

元主美 測 P 8
ミガキ 玩実測 P 9

F 85 5　　 1 12．8 5．7 3．7 火裡 百　二で、七　を′　　ノ、′慮 ルー′－Lナ　ヽ寧　　　　　　　　　　 ・雄 刀 上 火裡　　　　　 回転・夫測　　　　　　　　　 P 4

第 1日 表　 出土 遺 物 一覧 表 104 （F 6 0 1～ F 8 5 5）



き‘㊧ 離　dす　臥 払1r 評『　　　　　　　　 琶≡善 す　　　　　　　　　 き三言
折…

D 297 1 土師器 杯　 B l 17．5 7．6 5．8 ミガキ→黒色処 理 糸切 り→底部外周手持 ちへ ラ

ケズ リ、墨書 「大」 「田 ？」

完全実 測 E　 l

2 須恵器 杯　 ？ （13．8） （9．6） （3 ．9） 回転 実測 E

3 須恵器 杯　 C 13．9 5．6 3．3 火裡 右回転糸切 り、火裡

墨書 「金」 「手 ？」

完 全実測 E

4 須恵 器 有台杯　 ？ （13．3） 回転へ ラケズ リ→付高台 回転実測 E

5 須 恵器 盤 （18．0） 底部周縁 回転 へ ラケ ズリ 回転実測 E

6 土師器 婆　 ？ ナデ ヘ ラケズ リ 回転実測 E

7 土師器 婆　 ？ 破片実測 E

8 土師器 武蔵棄　 D ？ ヘ ラケズ リ→ ナデ へ ラケズ リ 完全実測 E

9 須恵器 嚢　　 A （12．4） 回転実測

10 須恵器 嚢　 ？ （12 ．8） 底部 周縁回転へ ラケズ リ 回転実測 E

11 須恵器 賓　 ？ 当具痕→ナ デ ヘ ラケズ リ、平行叩 き、ナデ 回転実測 E

12 須恵器 壷　 ？ （11．0） 回転 へ ラケ ズリ→付 高台 回転実測 E

13 須恵器 壷　 ？ 回転実 測

14 須恵器 壷　 ？ 回転へ ラケズリ→付 高台 回転実 測 E

15 石器 石製模造品 最大長9．6 最大幅3．6 最大厚 1．0 3 6．2 千枚 岩 E

16 石器 磨石 ・敲 石 12．5 8．5 7．7 116 0 安 山岩 E

17 鉄製 品 鉄鉱 鉱 身長4 ．3、逆刺 1．3 E

D 298 1 土 師器 襲 ナデ ヘ ラケズ リ？（荒 れている） 完 全実測、孔 （穿孔 ？）

D 29 9 1 鉄 製品 鉄板片

2 近 世遺物 大要 写真のみ

D 30 0 1 土 師器 碗　 A l ミガキ→ 黒色処理 付高台 、墨 書 「？」 破片実測

D 312 1 石器 磨製石赦類 の

素材　 ？

最 大長

（8．1）

最 大幅

（3．0）

最大厚

（0．4） （14．0）

被熱 ナシ、粘板 岩 ？

D 313 1 灰粕陶器 碗　 ？ （8．2） ナデ→ 施粕 付高 台 回転実測 、虎 渓山1号窯 式期

D 314 1 土師器 杯　 C l 12．9 6．5 4 ．5 ミガキ→黒色処理 右 回転 糸切 り 完全実測

2 須恵器 杯　 B （8．4） 火裡 右 回転 糸切 り－→底部周縁 へラ

ケズ リ、火裡

回転実測

D 319 1 須恵器 杯 蓋　 A 16．7 右 回転糸切 り→右 回転 へ ラケ

ズ リ→つ まみ貼付

完全実 測

2 石器 磨石 ・敲 石 最大長

10．3

最大幅

4．4

最大厚

2．8 147．8

上下 部敲打痕、表裏面 条痕

安 山岩

覆土

D 322 1 灰粕 陶器 碗 （8 ．2） 施 柚 底部～底部周縁 右回転へ ラケ

ズ リ→付高台 、施粕

回転 実測、虎渓 山1号窯式期

D 324 1 土 師器 ロクロ襲　 ？ （23．2） 回転実測

D 33 0 1 須 恵器 有台杯　 ？ （8．6） 火裡 糸切 り？→右 回転へ ラケズリ

→付高台 、火裡

回転実測

D 33 3 1 土師器 碗　 A l （6．2） ミガキ→ 黒色処理 付高台 回転実測

2 須恵器 杯　 C （6．8） 火裡 糸切 り、火裡 回転実測

D 33 9 1 土師器 杯　 ？ （9．6） 回転実測

2 須恵器 有台杯　 ？ （9．9） 糸切 り？→ 右回転へ ラケズ リ

→付高 台

回転実測

D 34 4 1 灰粕陶器 碗 （15．0） 施 和 （つ けがけ） 施粕 （つ けが け） 回転実測

2 灰粕陶器 碗 （7．6） 施 粕 （つ けがけ）、重焼 痕 底部不明→付高台、施粕 （つけ

が け）

回転実測 、大原2号窯式 期

3 灰粕陶器 長頚壷 （17．0） 施和 施粕 回転実 測

D 34 9 1 土師器 杯　 C 2 （11．4 ） 5．4 （3．9） 放射暗文→黒色処 理 右 回転 糸切 り 完全実 測

第112表　出土遺物一覧表105（D297～D349）



でニ　ー　一・　一y ■ 8‘㊧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ま 竃　　　　　　　　　　 ヨ持　　　　 ▼韻，
能 JY　乱せ 毘’監　 瓢， 草号 障ニ にニ。

D 34 9

D 3 5 1

2 土師器

土師器

杯　 D l

杯　 ？

（芸．芸） Eか針感訂芸笥 鐙善
ナデ

放射 暗文→黒色処理

施粕

施粕 （つ け墾壁 ）

す　　　　　　　　 育三舌 紺

3
回転糸切 り 回転実測

、て 破片実測

回転実測
4

5

灰 和陶器

灰粕 陶器

碗

碗

（12．6）

（16 6）

二ニまご　巨∃
底部周縁 回転 へ ラケズ リ

施粕 （つけが け）

口 施袖

回転へ ラケズ リ、施粕

回転実測

回転実測
6

7

1

灰粕 陶器 壷

D 34 9 ・358鉄製 品

土 師器

釘

杯　 A l 　、　　　　　　　　ヽヽミカキ→黒 色処理

ナデ

手持 ちへラケズリ、墨書 「大」

右回転糸切 り

破 片実測

完全 実測

回転 実測、3 と同一一個体 ？

D 360 1 土 師器

日日

杯　 D l 12．0 5．8 4．4
2

3

土 師呑

土 師器

ロクロ嚢　 B

ロ クロ婆　 B

（22．9）

（9．6）
パ ケナデ、ヘラナデ

‾‘’‾　　　　　　　　‾．’‾や

パケナ デ

1＿　　　　　　　　　L＿＿　」」

Ⅲ区

I ・Ⅲ区
底 部～底部周縁 へラケス リ 回転 実測、2 と同一一一一個体 ？4

5

須恵器

鉄製 品

婆　 B （40．8） I ・［区

Ⅲ区回転 実測
不 明

I 区D 3 65

D 36 6

1 土 ‘器 杯　 D l 9 6 （3．8）＝
ロIコ

4 ．0 右 回転 糸切 り 完全実 測

完全実 測

回転実測

2

3

4

土師益

．1　°

杯　 D l 3．6 ナデ 右 回転 糸切 り
土師器

土師器

杯　 ？

杯　 ？

（10．4 ）

（11。6） ミガキ→ 放射暗文→黒 色処理

ナデ

糸切 り

＝ 回転実測

回転実測
5 土師器

鉄製品

。ロ

碗

刀子

（13．4） 付高台 ？
6

1

身幅1．6 棟厚0．3 ′ヽ
折 り曲げ漬 した物 鴇土 師呑

′　　　　　　ロロ

杯　 D l （11。8） （4．0） （3．3） ナデ 右回転糸切 り 回転実測
2

3

須 恵呑

土 師器

杯蓋　 ？

武蔵婆　 ？ （20 2） ヘ ラケズ リ、、ナデ

右回転へ ラケズ リ→つ まみ

貼付、火裡

一、、臼、
完全実測

ノー古口ロ 婆　 C
へ フケス リ、へラナデ ロ転実掛

4 須ノし、奇 （14．4） へ ラケズ リ、刻苦 「？」 ノヽ
回転 実測

回転実 測
D 368

D 3 74

1

2

土 師器

灰粕 陶器

‾　　。ロ

杯　 ？

碗

（9．9）

施粕

1
ノ且 （7．2） 付 高台 回転実 測、大原2号窒 式期

土師呑 杯　 ？ （11．1） ミガキ→黒色処理

施 粕 （つ けがけ）

、　　　　　　ヽヽ

′ヽ
回転実測

2

1

火、さ　喝器

土師器 （

（7．2） 回転 へラケズ リ→付高 台

施稚 （つ けが け）、重焼痕

回転実測 、光 ヶ丘1号窯 式期

、　　　 →　　　　 止　 → ・・・・あ　　几 ‾．‾．’1ナ　　　　　　　‾、ヽ　　　　　ヽヽ 回転実測

回転実測 、光 ケ丘 1号窯式期

破 片実測

D 39 2 1 （7．6） ロ　　　　　バ‥
円滑 、重焼 痕

ミガキ→黒 色処理

立　　　 里

7－、　－、

付高台

墨書 「？」
D 394 1 土 師器

1 日日

2
12．0 回転 実測

回転 実測
灰粕 陶器 碗　　　　　 （15 6） 施粕

D 4 08 1 灰粕 陶器
施粕 （つ けがけ）

′ヽ
回転実 測

回転実 測

回転実測

D 410

D 4 18

D 42 4

1

2

3

土師器

土師器

土師器

土師器

（4．6） （4．0） 回転 糸切 り
杯　 ？

杯　 ？

襲　 ？

（14 ．8） ミガキ 回転実測
4 （10 ．2） ・ヽ・・・－ヽヽ へ ラケズ リ　 へ ラナデ ′ヽ

回転実測

拓本
5 須恵器 襲　 ？ 当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －や
6 鉄 製品 刀子 身幅1．0 棟 厚0．3

平造 り、茎 に木 質残 存 1屑
1 土 師器 杯　 E （11．2） （10．2）

4　0

ナァ　　　　　　　　　　　 手持 ちへ ラケス リ

、　　　ヽヽ　　　　　　　　　　　　7
回転実測

Eヨ

2 土 師器 杯　 H
ミカキー→黒 色処理 手持 ちへ ラケス リ

右回転へ ラケズ リ

ヘ ラケ ズリ

完全 実測、拓本

回転 実測
3 須恵器 杯　 ？

4 土 師器 棄　 A l （20．4）
回転 実測 ケ ン5 須恵器 平瓶 （6．0） ナデ 回転 実測

6 鉄製品

ノ　　　　ぁ　打口

鉄 鉱

′
箆被 ：辣状

1　 須恵呑 台 不　 ？ 11．6 音 ム －′1？、、同 口　　　　　　　　　　　　　 回転実 測

第 113表　 出土 遺 物 一 覧表 106 （D 3 4 9～ D 42 4）



1．ミ▼　啓 l
遠‾　　　　 お

ふ“て魯 髄 ．崇　も 藁　　　　置 K針勘鍾訂＝笥 F号　　　　　　　　 音三幸 す　　　　　　　　　 首三富
D 42 5 1 須恵器 襲　 A （32．8） 当具痕 平行叩 き 回転実測

D 43 0 1 須恵器 有台杯　 B 2 （10．5） （7．6） （4．8） 煤付着 回転糸切 り→ 付高台、煤付着 回転実測

2 須恵器 有台杯　 ？ （9．7） 回転糸切 り→ 回転へ ラケズ リ

→付高 台、火裡

回転実測　　　 l

3 須恵器 婆　 A （32 ．5） 回転実測 、Nol

4 須恵器 婆　 B （42 ．0） ヘ ラ描 沈線、ヘ ラ描 山形 文 回転実測

5 須恵器 横瓶 当具痕 叩 き、 カキ 目 回転実 測

D 43 1 1 須恵器 杯蓋　 A 14．7 3．1 右 回転へ ラケズ リ→ つ まみ

貼付

完全実 測

D 432 1 須恵器 杯 蓋　 ？ 自然和 右回転へ ラケズ リ→ つ まみ

貼 付

完 全実測

2 須恵器 菓　 ？ （9．8） 自然粕 自然柚 回転実測

3 土 師器 武蔵襲　 B （15．4） へ ラナデ ヘ ラケ ズ リ 回転実測

4 須 恵器 棄　 B （22．8） 自然粕 叩 き 回転実測

5 須 恵器 婆　 B （25．7） 回転実測

第1号

井戸址

1 須 恵器 杯　 A （7．8） 右 回転へ ラケズ リ 回転実測

2 須 恵器 有台杯　 ？ （10．0） 右 回転 へラケズ リ→付高台 回転実測

3 須恵器 杯蓋　 ？ （14．6） 重焼 痕 重焼痕 回転実測

4 須恵器 杯蓋　 B 回転へ ラケズ リ→つ まみ貼付 回転実測

5 須恵器 壷　 ？ （13 ．6） 手持 ちへ ラケズ リ→ 回転 へラ

ケズ リ→ 付高台

回転実測

6 土製品 紡錘 車 最大径5．8 最小径4．4 最大厚3．3 10 1．6 ナデ 焼成 良好 、孔 径0 ．8

7 石器 最大長2．5 最大幅1．5 0．4 1．0 チ ャー ト

8 石器 砥 石 12．1 2．9 3．4 1 57．4 砥面数4、流紋岩 Ⅲ区

9 銅製 品 5．7 3．0 0．1 2．5

10 銅製 品 裏留金具 2．95 2．95 0．5 3．8 裏面接 着痕 ？

11 近世近代 瓦 写真 のみ

12 近世 近代 瓦 写真 のみ

13 近世 近代 襲 写真 のみ

14 近 世近代 土鍋 写真のみ

15 近 世近代 土鍋 写真のみ

16 近世近代 す り鉢 写真のみ

17 近世近代 す り鉢 写真のみ

18 近世近代 す り鉢 写真のみ

19 近世近代 染付杯 ・茶碗 写真の み

20 近世近代 染付杯 ・茶碗 写真の み

21 近世近代 染付杯 ・茶碗 写真 のみ

22 近世近代 染付杯 ・茶碗 写真 のみ

23 近世近代 染付杯 ・茶碗 写真 のみ

24 近世近代 染付杯 ・茶碗 写真 のみ

25 近世近代 染付 蓋 写真 のみ

26 近世近代 染付 鉢 ・皿 写真 のみ

27 近世近代 染付鉢 ・皿 写真 のみ

28 近世近代 染付鉢 ・皿 写真 のみ

29 近世近代 染付鉢 ・皿 写真 のみ

30 近世近代 染付鉢 ・皿 写真 のみ

31 近世近代 染付壷 写真 のみ

32 近世近代 陶磁器 ・茶 碗 写真 のみ

33 近世近代 陶磁器 ・蓋 写真 のみ

第114表　出土遺物一覧表107（D425～第1号井戸址）


